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平成28年度ͷ FD活動Λৼりฦͬͯ

FD委員会委員長

໺　ޱ　ޫ　એ

　平成28年度の FD 活動を開࢝するにあたり、本学における FD の任務について֬࠶ೝした。ࡏݱ、

本学の FD 活動は、学部・研究科主体の FD を࣠に展開しており、各学部・研究科等における FD

取組をਪ進する組৫において、ᶃ授ۀ・教授法の開発ʲϛクϩ・Ϩϕル 、rᶄΧリΩϡラム・プϩ

グラムの開発ʲϛドル・Ϩϕル 、rᶅ組৫の教育ڥ؀・教育制度の開発ʲマクϩ・Ϩϕルʳを行う

こととなっている。また、全学 FD 委員会の任務は、学部・研究科主体の FD 活動のࢧԉ、それら

の಺༰の全学的ڞ有、全学ن໛での FD 活動ʢ授ۀ改善アンケート、FD フォーラム、教育ޭ࿑৆、

教育年報、そのଞ新ن取組ʣのاըと実施、さらには、高等教育改革のॾ課題へのରԠとなってい

る。

　授ۀ改善アンケートについては、当年度前期より、Web$MBTT をར用した Web 方ࣜのアンケー

トを試行的にಋೖした。ただし、ඇৗۈ講ࢣについては、ίϛϡニケーシϣンの問題等のため、ै

来௨りの紙ഔ体によるアンケートを行った。後期には、学生が༰қにアンケートը໘に౸ୡできる

ようにシステムを改良し、ඇৗۈ講ࢣをؚΉ、全教員をର৅に Web 方ࣜのアンケートを実施した。

Web 方ࣜのಋೖにより、授ۀ時間を࢖うඞ要がなくなった൓໘、紙ഔ体の時よりも回収率が下が

るという問題がىこっている。今後、何らかのରԠが求められる。

　学修行動調査については、ر๬学部をର৅に、+$*31 等の֎部ஂ体による学生調査を用いて試

行的に実施してきた。しかし、これでは、三つのポリシーの 1D$" πールとしてはෆे෼なので、

FD 委員会でઃܭしたઃ問を、学務センターが実施する学生アンケートに௥加してもらい、全学生

ର৅の調査として実施することを検討している。

　今年度の FD フォーラムは、ରԠがযඑのٸとなっている高大接続改革についてೝࣝをਂめるた

め、「高大接続改革の狙いと方向性」というテーマઃ定で、11݄ 2 ೔ʢਫʣにఱനΩϟンύスで実

施した。一ਓ目の講ࢣとして文部科学省高等教育局主任大学改革官の濱口太久未氏をおটきし、高

大接続システム改革会議「最終報告」等にԊって、高等学ߍ教育・大学教育・大学ೖ学者બൈの一

体改革ʢ高大接続改革ʣの۩体的なਪ進方ࡦのポイントについて͝঺հいただいた。また、二ਓ目

の講ࢣとしておটきした久留米大学文学部の安永悟教授は、高大接続改革のਅの狙いは、ม化のܹ

しいݱ୅ࣾ会においてए者がྗڧく生きていけるྗを、高ߍ・大学・ࣾ会が一体となって育てよう

というとこΖにあるという点をڧ調され、そのための手法であるアクティブ・ラーニングについて

࿩題ఏڙしてくださった。

次年度より大学教育開発センター委員会と、ࡏݱ　 FD 委員会を౷߹し、教育の質อূ・向上のた

めの取り組みを幅広く実施できる体制をߏஙするというҊが検討されている。このҊが実ݱすると、

これまで問題だった྆委員会のۀ務の重ෳが解消され、学部・研究科主体の FD をより効率的にਪ

進することがՄ能になると思われる。
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平成28年度　FD活動Ұཡ

øɽୈø8ճ FDϑΥʔϥϜ

೔　　時ɿ平成28年11݄ 2 ೔ʢਫʣ　13ɿ3�ʙ1�ɿ3�

テ ー マɿ高大接続改革の狙いと方向性

参加者数ɿ13�名

プϩグラムɿ

講演　「高大接続改革の動向について」

　　　ʢ 文部科学省 高等教育局 主任大学改革官ʗ高大接続改革プϩジェクトνーム 

濱口　太久未 氏ʣ

講演　「高大接続とアクティブラーニング ―協同学習の視点から―」

　　　ʢ久留米大学 文学部教授ʗॳ年次教育学会会長　安永　悟 氏ʣ

2 ɽୈ ûճ FDֶश会

೔　　時ɿ平成2�年 3 ݄1�೔ʢਫʣ　1�ɿ��ʙ1�ɿ��

テ ー マɿ多ਓ数講義でのアクティブラーニングのແ理のないಋೖに向けて

　　　　　ʙώントとしての「ڮ本ϝιッド」ʙ

参加者数ɿ�1名

講ࢣɿ෋ࢁ大学　教育・学生ࢧԉߏػ　教育ਪ進センター　教授　ڮ本　উ　氏

ú ɽ平成28年度લɾظޙतۀվળΞϯέʔτ

⿠実施期間ɿ前期ʜ平成28年 � ݄ 1 ೔ʙ平成28年 � ݄3�೔　

　　　　　　後期ʜ平成28年12݄ 1 ೔ʙ平成2�年 1 ݄1�೔

⿠ର৅科目ɿ

　学部の授ۀを担当するઐ任教員ٴͼඇৗۈ講ࢣをର৅とし、ࡢ年度ʢ平成2�年度ʣ前・後

期にアンケートを実施した授ۀ科目において実施した。ࡢ年度のର৅科目がない場߹は、担

当授ۀ科目のうͪ、最もཤ修者数が多い授ۀ科目において実施した。ʢただし、体育科目、

Φムニόス形ࣜの科目、実験・実習・演習科目、ཤ修者数が1�名未ຬの科目はআくʣ

　実施科目数は前期�1�科目ʢ学生回答数ɿԆべ　3�
�1�݅ʣ

　　　　　　　後期��2科目ʢ学生回答数ɿԆべ　23
2��݅ʣ

⿠֓　　要ɿ

　学生の授ۀにରする意ݟを把握し、改善点・要๬ࣄ項を把握するとともに、調査結果を今

後の授ۀ改善の一ॿとするために実施した。

　平成28年度は、ै来の紙によるアンケートから Web 上によるアンケートへと移行ʢ試行

実施ʣし、前期はઐ任教員のର৅科目のみを Web 化、後期はඇৗۈ講ࢣ担当科目をؚΉ全

ର৅科目を Web 化し実施した。

。改善にඞ要な৘報として活用されているۀਓにフィードόックし、授ݸ結果は教員ܭू　
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また、学部୯Ґにおける FD 活動をਪ進することをࢫに、ڧみとऑみを໌֬にした෼ੳ結果

を報告ॻとして取りవめ、全教員に഑෍し、授ۀ改善のૉࡐとして活用している。

û ɽશཱࢲࠃେֶFD࿈ܞϑΥʔϥϜʮϏσΦɾΦϯɾσϚϯυٛߨʢ70Dʣʯͷఏڙ

⿠֓　　要ɿ

　全ࢲࠃ立大学 FD ࿈ܞフォーラムʢ+1FFʣは、中ن໛ʢ8
���ਓʣҎ上の学生がࡏ੶する

中ن໛Ҏ上のࢲ立大学が協ྗして FD の෼野において࿈ܞすることを目的として、平成21年

に発足し、本学も発足時から加ໍしている。

　このフォーラムは、実ફ的な FD プϩグラムのڞ同開発・ڞ同実施を௨͡て、ࢲ学の教育

の質のอূをすることを大きな目的としている。プϩグラムのうͪ、本学においても、今年

度から「ϏσΦ・Φン・σマンド講義ʢ70Dʣ」の受講ଅ進を目ࢦし、学಺へのීٴを開࢝

した。講義は、授ۀઃܭや教授・学習理࿦、教育ධՁ࿦、高等教育੓ٴࡦͼ大学؅理ӡӦな

ど、幅広く४උされている。また、今後の 4D の義務化に向けて、ࣄ務৬員のར用も視野に

ೖれ、教৬員の学習教ࡐとҐஔづけ、次年度Ҏ߱もීٴを進める。

ü ɽ໊৓େֶڭҭ年ใୈøø߸ൃץ

⿠発 ץ ೔ɿ平成2�年 3 ݄

⿠発行部数ɿ���部

⿠֓　　要ɿ

　本学における教育活動の研究・実ફ活動をڞ有・஝ੵし、広く教育の質の向上にࢿするこ

とを目的として、教育実ફ報告のืूٴͼ教育ޭ࿑৆受৆者によるಛผ寄ߘをґཔした。

　全教員ٴͼ各部局に഑෍し、ଞ大学にもૹ付するʢ本学ϗームϖージ上にもެ開ʣ。

　教育年報のछผ・಺༰等は次のとおりである。

定義

教育実ફ報告
教育実ફをର৅とした取り組みで、本学ٴͼଞの大学の学部・研究科・センター・
部ॺの参ߟになるような報告

ಛผ寄ߘ　˞
ʢ 1 ʣ教育ޭ࿑৆受৆者によるಛผ寄ߘ
ʢ 2 ʣFD フォーラム、FD 学習会講演者によるಛผ寄ߘ

ಛूࣄه　˞
ʢ 1 ʣアクティブ・ラーニング
ʢ 2 ʣಛ৭ある教ཆ教育科目の取り組みにおける実ફ報告

教育実ફ報告の
౤֨ࢿߘ

名城大学の教৬員ʢ教員・ࣄ務৬員ʣ。本大学の教育にܞわるଞ大学等の教育৬員ʢඇ
ৗۈ講ࢣʣの౤ߘもՄ。

　˞これらの定義はݱ時点で想定しているࣄ例であり、ඞ要にԠ͡て௥加する。

　第11߸では、教育実ફ報告については಺༰の֬ೝをܦて、 3 報告をࡌܝ。教育ޭ࿑৆受৆

者によるಛผ寄ߘ 1 ࣄهͼಛूٴ݅ 2 ݅をࡌܝした。
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ý ɽ平成28年度 FD活動ใࠂॻൃץ

⿠発 ץ ೔ɿ平成2�年 3 ݄

⿠発行部数ɿ2��部

⿠֓　　要ɿ

　平成28年度の本学における FD 活動をまとめたもので、FD 委員会の活動報告や第18回 FD

フォーラムの報告をࡌܝした。本学の各部局に഑෍し、ଞ大学にもૹ付するʢ本学ϗームϖージ

上にもެ開ʣ。

7 ɽڭҭޭ࿑৆දজ

⿠֓　　要ɿ

　FD 委員会では、教৬員の教育改善にରする意ࣝを高め、組৫の活性化をਤり、本学の教育の

質の向上にࢿすることを目的とし、各学部ٴͼ研究科等において、教育活動ٴͼ教育改善に大き

くݙߩしたઐ任教員またはグループʢࣄ務৬員をؚΉʣに教育ޭ࿑৆を授与することとしている。

今年度は、ܭ 2 ݅の申੥があり、FD 委員会による審査の結果、いͣれも૬Ԡしい಺༰であるこ

とから、දজするとڞに本報告ॻに活動಺༰をࡌهし、प஌をਤることとした。

平成28年度ڭҭޭ࿑৆औ૊Ұཡ

氏　名 所ଐ学部等 ୯独・グループ දজର৅となった活動・テーマ

三Ӝ　ࢠ࠼ 理工学部ݐங学科 ୯独
名ݹ԰ަࢢ௨局と学生との協同プϩジェクト
アートステーシϣン

୩野　ल༤ 薬学部薬学科 ୯独
薬学ઐ໳ૅج教育充実に向けた化学ܥ実習教
育の改革と実ફ
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8 ɽֶ֎ηϛφʔɾूڀݚ会౳΁ͷ೿ݣ

　̡ 大学教育開発センターの༧ࣥࢉ行෼のみࡌܝʳ

/P� 開࠵೔ ը名শا 主ػ࠵関
೿ݣ
ਓ数

1 平成28年 � ݄1�೔ 第 2 回 高大接続改革シンポジ΢ム 学ߍ法ਓ Տ߹क़ 1 名

2 � ݄21೔ 2�1�年 大学ιリϡーシϣンセϛφー JO ౦ژ 会ࣾϫΦ・ίーポϨーシϣンࣜג 1 名

3 � ݄ � ೔ 2�1�年度 全ࢲࠃ立大学 FD ࿈ܞフォーラム 全ࢲࠃ立大学 FD ࿈ܞフォーラム 2 名

� � ݄ � ೔
シンポジ΢ム「新時୅の教育とアクティブラー
ニング―これからの中学ೖ試と大学ೖ試―」

ຖ೔新ฉࣾ 1 名

� � ݄ � ೔
高等教育活性化シリーζ31�
"1・$1・D1 ポリシーの進化と学修成果の検ূᶙ

஍Ҭ科学研究会 
高等教育৘報センター

1 名

� � ݄11೔ʙ12೔ 大学教育学会 第38回大会 一ൠࣾஂ法ਓ 大学教育学会 1 名

� � ݄ � ೔ ே೔新ฉ セϛφーˍϫークシϣップ2�1� ே೔新ฉࣾ 1 名

8 � ݄23೔ ૑Ձ大学 教育フォーラム ૑Ձ大学 1 名

� � ݄3�೔ 教育 *3 フォーラム ࣜג会ࣾリアセック 1 名

1� 8 ݄ � ೔ 平成28年度 大学質อূフォーラム
独立行੓法ਓ 
大学改革ࢧԉ・学Ґ授与ߏػ

1 名

11 8 ݄2�೔ʙ2�೔ 410D フォーラム2�1�
஍۠大学教৬員能ྗ開発ࠃ࢛
ネットϫーク

1 名

12 8 ݄2�೔
第 � 回 大学ίンιーシアムീԦࢠ FD・4D
フォーラム

大学ίンιーシアムീԦࢠ 1 名

13 � ݄ 8 ೔ 第81回 ٬員教授セϛφー 名ݹ԰大学 高等教育研究センター 1 名

1� � ݄28೔ ジェネリックスΩルセϛφー JO 名ݹ԰ 会ࣾリアセックࣜג 1 名

1� 1�݄18೔ʙ2�೔ 平成28年度 第��回 大学教務部課長૬当者研修会 ೔本ࢲ立大学協会 2 名

1� 11݄22೔
平成28年度 教育学ज़充実協議会 
高大接続改革ߟ࠶

೔本ࢲ立大学協会 
教育学ज़充実研究委員会

1 名

1� 12݄1�೔ 平成28年度 第 2 回 +"&D 研究会 ೔本高等教育開発協会 1 名

18 平成2�年 1 ݄18೔
2�1�年度 全ࢲࠃ立大学 FD ࿈ܞフォーラム
ϛーティング

全ࢲࠃ立大学 FD ࿈ܞフォーラム 2 名

1� 1 ݄21೔
2�1�年度 ژ౎ FDeS क़ʷ大学教育ύϫーアップ
セϛφー

ެӹஂࡒ法ਓ
大学ίンιーシアムژ౎

1 名

2� 2 ݄ � ೔ 関੢大学・大ࡕ෎立大学・"1 ߹同フォーラム 関੢大学・大ࡕ෎立大学・大ࡕ大学 1 名

21 2 ݄1�೔ セϛφー「*3 実務者のための 3 ೖ໳」 ౷ܭ数理研究所 1 名

22 2 ݄18೔ ᅳላӃ大ላ教育開発シンポジ΢ム ᅳላӃ大ላ 教育開発ਪ進ߏػ 1 名

23 3 ݄ � ೔
開ઃ1�प年ه念・࿈続ެ開講演 � いま、教ཆ教
育を問うʢ第 2 回ʣ

成城大学ڞ௨教育研究センター 1 名

2� 3 ݄ � ೔ʙ � ೔ 2�1�年度 第22回 FD フォーラム
ެӹஂࡒ法ਓ
大学ίンιーシアムژ౎

3 名

2� 3 ݄ � ೔ʙ1�೔ 第 1 回大学教育イϊϕーシϣンフォーラム 大学教育イϊϕーシϣン೔本 1 名

2� 3 ݄2�೔ 平成28年度ۄ઒大学 "1 シンポジ΢ム ઒大学ۄ 1 名

2� 3 ݄2�೔ 大学教育改革フォーラム JO ౦ւ2�1�
大学教育改革フォーラム JO ౦ւ
務局ࣄ�2�1

1 名





ú．平成28年度 FD委員会
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ฏ੒ù8೥౓ɹFDҕһձҕһ
所ଐ等 ৬　名 氏　名

෭学長 野口　ޫએ　　˞委員長

大学教育開発センター センター長 安౻　ت୅ඒ　˞෭委員長

学務センター センター長 三݈　؛ࢁ

法学部 教授 ӿ本　խه

Ӧ学部ܦ ।教授 ૬઒　ಸඒ

学部ࡁܦ ।教授 ҏ౻　݈࢘

理工学部 教授 ౦　ढ़࣏ࡔ

農学部 ।教授 平ࣇ　৻太࿠

薬学部 教授 大௡　࢙ࢠ

౎ࢢ৘報学部 教授 ञҪ　ॱ࠸

ਓ間学部 教授 Ԭࢠߒ　ށ

学部ޠࠃ֎ ।教授 ポール・΢ィΩン

૯߹学ज़研究科 ।教授 ഢय़　ࢁܠ

法務研究科 教授 ଜా　༟　

大学・学ߍづくり研究科 教授 ໦Ԭ　一໌

教৬センター 教授 ીࢁ　࿨඙

大学教育開発センター 務部長ࣄ 大෢　ఃޫ

学務センター 務部長ࣄ 大࿬　ഹ　

Ωϟリアセンター 務部長ࣄ 　੪　ࣂݘ
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平成28年度　FDҕһձ　औ૊෼୲

ç̡ FD ը४උ委員会ʢا � 名ʣr

所ଐ等 ৬　名 氏　名 උ　 ߟ

෭学長 野口　ޫએ 委員長

大学教育開発センター センター長 安౻　ت୅ඒ ෭委員長

学部ࡁܦ ।教授 ҏ౻　݈࢘

薬学部 教授 大௡　࢙ࢠ

大学教育開発センター 務部長ࣄ 大෢　ఃޫ

ç̡ 教育年報ฤू委員会ʢ � 名ʣr

所ଐ等 ৬　名 氏　名 උ　 ߟ

૯߹学ज़研究科 ।教授 ഢय़　ࢁܠ 委員長

法学部 教授 ӿ本　խه

Ӧ学部ܦ ।教授 ૬઒　ಸඒ

法務研究科 教授 ଜా　༟
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ฏ੒ù8೥౓ɹFDҕһձ׆ಈه࿥

第 1 回　平成28年 � ݄1�೔ʢۚʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ今期 FD 委員会について

　　ʢ 1 ʣ今年度課題について

　　ʢ 2 ʣ平成28年度 FD 活動༧定について

2 ɽ今年度授ۀ改善アンケートの実施スケジϡール等について

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ平成28年度新任教৬員 FD 研修の実施報告について

2 ɽ平成28年度大学教育࠶生加଎プϩグラムについて

第 2 回　平成28年 � ݄2�೔ʢۚʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ全学 FD 委員会のج本方਑・活動಺༰について

2 ɽ平成28年度 FD フォーラムのテーマについて

3 ɽ学修行動調査۩体化に向けた進め方について

� ɽ学部・研究科・センターにおける FD ਪ進組৫のڞ௨課題について

� ɽ授ۀ改善アンケート Web 移行のप஌方法について

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ能動的学修の教員研修リーμー講࠲の開࠵Ҋ಺について

2 ɽ全ࢲࠃ立大学 FD ࿈ܞフォーラム૯会・ύネルσィスΧッシϣンについて

第 3 回　平成28年 � ݄1�೔ʢۚʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ学修行動調査実施に向けた検討について

　　ʢ 1 ʣ平成2�年度試行実施学部からの報告ʢ農学部・薬学部ʣ

　　ʢ 2 ʣ平成28年度試行実施学部のืू

　　ʢ 3 ʣ学修行動調査実施方਑のࡦ定

2 ɽ平成28年度前期授ۀ改善アンケート実施要項について

3 ɽ平成28年度教育年報のืूについて

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ平成28年度ࢲ立大学等改革૯߹ࢧԉۀࣄについて

2 ɽ各छҊ಺について

　　ʢ 1 ʣ410D フォーラム2�1�

　　ʢ 2 ʣ  全ࢲࠃ立大学 FD ࿈ܞフォーラムʢ+1FFʣにおける実ફ的 FD プϩグラムの活

用について
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第 � 回　平成28年 � ݄1�೔ʢۚʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ平成28年度授ۀ改善アンケートのフィードόックについて

2 ɽ第18回 FD フォーラムاըについて

3 ɽ平成28年度学修行動調査試行実施の調査方法௥加について

� ɽ平成28年度教育年報のಛूࣄهについて

� ɽ+1FF を活用した FD ըについてا

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ平成2�年度学修行動調査試行実施学部からの報告ʢ理工学部ʣ

2 ɽ平成28年度前期授ۀ改善アンケートの中間報告について

3 ɽ平成28年度 FD 参加状گについて

� ɽ平成28年度ࢲ立大学等改革૯߹ࢧԉܭूۀࣄ結果の中間報告について

� ɽاը「教授法が大学をมえるʢ第 � 回ʣ」への参加ґཔについて

第 � 回　平成28年1�݄1�೔ʢۚʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ平成28年度後期授ۀ改善アンケート実施に向けて

　　ʢ 1 ʣ平成28年度前期授ۀ改善アンケート実施報告について

　　ʢ 2 ʣ授ۀ改善アンケートのσータ開ࣔ方法の取り決めについて

　　ʢ 3 ʣ平成28年度後期授ۀ改善アンケート実施について

2 ɽ第18回 FD フォーラムについて

　　ʢ 1 ʣFD 委員へのप஌ґཔについて

　　ʢ 2 ʣ࢘会について

　　ʢ 3 ʣ学生協ྗ員のืूについて

3 ɽ+1FF を活用したاըの۩体化について

　　ʢ 1 ʣݸਓར用のप஌について

　　ʢ 2 ʣ学部಺での活用について

� ɽFD 委員担当෼担ʢ教育年報ฤू委員会委員ʣについて

� ɽ各学部・研究科等における FD 取組をਪ進する組৫の中間報告について

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ授ۀ改善アンケートの෼ੳについてʢ౎ࢢ৘報学部  ञҪॱ࠸委員ʣ

2 ɽ平成28年度 FD 参加状گについて

3 ɽ平成28年度教育年報ಛूࣄهのਪનテーマについて
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第 � 回　平成28年11݄18೔ʢۚʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ学務センター学生アンケートの項目ઃܭについて

2 ɽ平成28年度教育ޭ࿑৆ਪન要項について

3 ɽマークΧードリーμーのӡ用ఀࢭについて

� ɽ平成28年度前期授ۀ改善アンケートのσータ開ࣔ੥求について

� ɽ教育年報の౤ߘݪߘの取りѻいについて

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ平成28年度後期授ۀ改善アンケート実施֓要について

2 ɽ+1FF Φンσマンド講義を活用したاըについて

第 � 回　平成28年12݄1�೔ʢۚʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ平成28年度前期授ۀ改善アンケートのσータ開ࣔ੥求についてʢܧ続ʣ

2 ɽマークΧードリーμーのӡ用ఀࢭについて

3 ɽ平成28年度 FD 学習会の開࠵について

� ɽ平成2�年度新任教৬員 FD 研修اըについて

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ130( テストの試行実施報告についてʢ薬学部ʣ

2 ɽ平成2�年度教育の質向上プϩジェクトのืूについて

3 ɽ大学ίンιーシアムژ౎主࠵「第22回 FD フォーラム」の開࠵について

� ɽ第18回 FD フォーラムの実施報告について

� ɽ各学部・研究科等における FD 取組をਪ進する組৫の活動ʢ中間報告ʣについて

� ɽࢲ立大学等改革૯߹ࢧԉۀࣄの改善ܭըについて

第 8 回　平成2�年 1 ݄2�೔ʢۚʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ大学教育開発センター委員会と FD 委員会の౷߹について

2 ɽ平成28年度教育ޭ࿑৆審査について

3 ɽ平成28年度 FD 活動報告ॻの発ץについて

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ平成28年度後期授ۀ改善アンケートの実施報告について

2 ɽ平成28年度 FD 学習会について

ʲそのଞʳ

1 ɽFD 委員会ʢ第 � 回ʣの開࠵೔ఔについて
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第 � 回　平成2�年 3 ݄1�೔ʢਫʣ

ʲ審議ࣄ項ʳ

1 ɽ授ۀ改善アンケート結果σータの開ࣔ੥求ʢ農学部ʣについて

2 ɽFD 活動の次期申しૹりについて

ʲ報告ࣄ項ʳ

1 ɽ平成28年度教育年報のߏ成およͼ次年度課題について

2 ɽ平成28年度各学部・研究科等における FD 取組ਪ進組৫の活動報告について

3 ɽ平成28年度教育ޭ࿑৆දজ結果について

ʲそのଞʳ

1 ɽ平成2�年度大学教育開発センター委員会の開࠵೔ఔについて



û．平成28年度

ֶ֤෦ɾڀݚՊ౳における

FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ
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ֶ֤෦ɾڀݚՊ౳ʹ͓͚ΔFDऔ૊Λਪਐ͢Δ૊৫Ұཡ

学部 ਪ進組৫名 ਪ進組৫ߏ成ϝンόー

法学部 FD 部会 FD 委員 1 名、教務委員 3 名、ೖ試委員 1 名、学生委員 1 名

法学研究科 FD 部会 修࢜課ఔ部会ߏ成員全員

Ӧ学部ܦ
(1 等教育ࢧԉプϩジェクト
委員会・ܦӦ学部 FD 委員会

、Ӧ学部協議員、Ωϟリア委員、教務委員ܦ、Ӧ学部長ܦ
FD 委員、担当委員

Ӧ学研究科ܦ 教育制度改革委員会
、Ӧ学科長ܦ際ࠃ、Ӧ学科長ܦ、Ӧ学部協議員ܦ、Ӧ学部長ܦ
主任教授、FD 委員、教務委員、

学部ࡁܦ 学部ࡁܦ FD 委員会
、学科委員ࡁܦ、会学科長ࣾۀ࢈、学科長ࡁܦ、学部長ࡁܦ
会学科委員、教務委員、FDࣾۀ࢈ 委員

学研究科ࡁܦ 学研究科ࡁܦ FD 委員会 研究科長、主任教授、研究科委員

理工学部
理工学研究科

教育改善委員会

委員長ʢ学部長ࢦ名ʣ、学科委員ʢ11名ʣ、教ཆ教育委員ʢ 1
名ʣ、෺理教ࣨ委員ʢ 1 名ʣ、理工学部教務委員長、理工学部
+"#&& ਪ進委員長、大学教育開発センター委員会委員ʢ理
工学部 1 名ʣ、FD 委員会委員ʢ理工学部 1 名ʣ、理工学部ࣄ
務長、理工学部ࣄ務৬員ʢ 2 名ʣ、ඞ要にԠ͡て委員長がࢦ
名する委員ʢएׯ名ʣ

農学部 農学部 FD 委員会
農学部 FD 委員を中৺とする農学部関܎教৬員

ʢ生෺ݯࢿ学科、Ԡ用生෺化学科、生෺ڥ؀科学科の各学科
会議およͼ農場教員会議を෼科会とҐஔづけるʣ

農学研究科 農学部ઓུ委員会
研究科長、主任教授、学科長、広報委員長、学務委員長、
ೖ試委員長、Ωϟリア委員長、ࣄ務長

薬学部 薬学部 FD 委員会
FD 委員長　大௡࢙ࢠ
協議員、教務委員長、学生委員長、ब৬委員長、ࠃ試・
$#5 ରࡦ委員長、教務ࣄ܎務৬員 1 名

薬学研究科 大学Ӄ薬学研究科 FD 委員会
薬学研究科主任教授、FD 委員 2 名、大学Ӄ担当ࣄ務৬員 1
名。委員長は薬学研究科主任教授を充てる。

౎ࢢ৘報学部
౎ࢢ৘報学研究科

౎ࢢ৘報学部 FD 委員会
FD 委員長ʢ学部長ࢦ名ɿञҪॱ࠸ʣ、大学Ӄ学務委員会長ʢُ
Ҫӫ࣏ʣ、教務委員長ʢ手ౢ正ষʣ、ೖ試委員ʢౡా߁ਓʣ
教務ࣄ܎務৬員 1 名、担当ࣄ務৬員 1 名

ਓ間学部 ਓ間学部 FD 委員会 FD 委員 � 名、学務委員長、ೖ試委員長、教務ࣄ務৬員 1 名

ਓ間学研究科 ਓ間学研究科 FD 委員会 FD 委員 1 名、主任教授、教務ࣄ務৬員 1 名

学部ޠࠃ֎ 学部ޠࠃ֎ FD 委員会 FD 委員長、FD 委員

૯߹学ज़研究科 ૯߹学ज़研究科教育検討部会
˕ా中義ਓ、˓ҏ౻ࣇ߁、高ഒত༸、݈ాݪ一、ࢤଜΏͣ、
ഢय़ࢁܠ

法務研究科 法務研究科 FD 委員会 委員会は、研究科委員会でબ出された委員で組৫する。

大学・学ߍづくり
研究科

FD ਪ進委員会 研究ࢦಋ教員ʢӜా広࿕、໦Ԭ一໌、ીࢁ࿨඙ʣ

教৬センター 教৬センターFD ਪ進委員会
ીࢁ ࿨඙ʢ教授・教৬センター長ʣ
ౢ口 ༟جʢ।教授・FD 委員会委員ʣ
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ๏ֶ෦� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� FD෦会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　今年度実施した活動としてҎ下のものをあげることができる。

　ᶃ前年度からҾき続いて、ॳ年度教育研究会を数回実施し、いわΏるθϛφール科目ʢ「ૅج

演習ᶗ」「ૅج演習ᶘ」ʣのࢦಋ಺༰、およͼଞの科目との૬ޓ関܎等について検討した。また、

1 年生が全員自動ొ࿥される科目ʢ「法学ೖ໳」「੓࣏学ೖ໳」ʣと、上述θϛφール科目との࿈ܞ

についても検討した。ॳ年度教育の重要性およͼその負担の大きさにؑみ、あらたに次年度より

ॳ年度教育担当の教員ʢ任期付きॿ教ʣの࠾用を決定した。

　ᶄフィールドϫーク実習として、ւ֎࢘法研修ʢアϝリΧ߹ऺ࢘ࠃ法研修ʣ、ࡋ൑๣ௌʢ名ݹ

԰஍ࡋ・高ࡋʣをࣄ前・ࣄ後学習もؚΉ形で実施した。また、 3 ɼ � 年生のθϛ୯Ґではあるが、

。学も実施されたݟ務所ܐ

　ᶅ学部独自の取り組みとしては、「実ફ法教育」科目における໛ٖࡋ൑員ࡋ൑の実施ʢ名城大

学法学部進学が決定しているෟଐ高ߍ生への実演をؚΉʣ、ࣾ 会෱ࢱ法ਓからのಛผ講ࢣ講義、೔・

ؖ・୆ 3 Χࠃシンポジ΢ム、ؖࠃϩースクール教授による講演会、名ݹ԰大学大学Ӄ।教授によ

る法文化セϛφー、୆࿷・ีਔ大学ॿ理教授による୆࿷法セϛφー、ϋϫイ大学教授によるシン

ポジ΢ム、##4 会ʢඇ行গ年らに学生が関わる活動ʣઆ໌会等が実施された。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　さらに多༷な学修ܦ験を学生にੵませるために、さま͟まなアクティブラーニング型学修や、

際的な視野を広げるための試みをਪ進していく༧定である。さらにॳ年度教育研究会についてࠃ

は、数年間のܧ続実施により、学部ߏ成員にその಺༰がप஌できたように感͡られるので、新Χ

リΩϡラムの実施に߹わせて、ڞ௨教ࡐの࡞成など۩体的な実ફにΉけての४උを進めていきた

い。

　次年度から࠾用されるॳ年度教育担当の教員ʢ任期付きॿ教ʣを中৺にଞの教員との໾ׂ෼担

を໌֬にし、これまでの検討結果を実ફしていくこととなる。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年1�݄2�೔ 第 1 回ॳ年度教育研究会ʢॳ年度θϛφールについてʣ

2 平成28年11݄2�೔ 第 2 回ॳ年度教育研究会ʢॳ年度科目とθϛφールの࿈ܞについてʣ
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ๏ֶڀݚՊ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� FD෦会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　平成28年度の FD 部会においては、前年度にҾき続き、修࢜࿦文ఏ出者それぞれのࢦಋ教員に

よって、修࢜࿦文࡞成に当たってのࢦಋ方਑、ࢦಋするに当たっての注意点、今後へ向けたఏݴ

等が報告された。

　全体会߹は、平成2�年 2 ݄28೔に開࠵した。これは修࢜࿦文審査結果の報告のػ会に開࠵され

るのが最もద੾であるとのྀߟからである。もっとも、教員ݸผの৘報ڞ有等は、༷ʑなػ会を

ಋにࢦって、年間を௨͡て行われているとこΖである。本年度は、1�݄11೔に担当学生の教育࢖

ついて、教員間の৘報ڞ有のためのػ会をઃけた。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　来年度Ҏ߱も、これまでの方਑、すなわͪ࿦文ࣥචにΉけたࢦಋの充実が中৺課題となる。さ

らなる教員間の৘報ڞ有およͼ意׵ަݟをすすめていきたい。ࡢ年度は、ࢿྉやσータのద正な

取ѻについてのࢦಋ方法、ద੾なҾ用方法のࢦಋ、Ҿ用のద正さの൑அ方法などが主な࿦点であっ

たが、この点について、Ҿき続き今年度も検討ࣄ項となった。

　また、来年度にΉけて、長期ཤ修者にରするࢦಋについても問題ఏىされた。༧定ࡏ学期間を

大幅に௒えてࡏ学する者がෳ数おり、そのような学生が生まれるݪҼやରࡦについて検討がなさ

れていることになるものと思われる。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年1�݄11೔ ࿦文ࣥච者ࢦಋに関する৘報ڞ有

2 平成2�年 2 ݄28೔ 修࢜࿦文のࢦಋについて
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ø ɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

ᶃ学生の主体的な学ͼに関する取組

調査๚問ۀا・　

　・F41 講࠲

　・WPPNBY 授ۀ

　・移動ϫΰンによるνϟリティൢച

ᶄフィールドϫークやޠ学研修等の多༷な学修ܦ験に関する取組

　・フィールドϫークʢ୆࿷ʣ・ࣾ会フィールドϫークʢ۝भʣ

ݣ留学೿׵ަ・　

　・ւ֎ޠ学研修

　・次年度フィールドϫーク下ݟʢアϝリΧʣ

ᶅそのଞ学部独自の取組

　・新ೖ生ܴ׻会・プϨθンίンテスト

　・インターンシップ・Ωϟリア形成プϩグラム

　・「৬場でًくঁ性」シリーζ講演会年 � 回

　・฽ه 1 ԉࢧ࠲しての講ࢦを目֨߹ڃ

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　次年度もै来からઃஔされてきた (1 等教育ࢧԉプϩジェクト委員会・ܦӦ学部 FD 委員会を、

FD をਪ進する組৫とଊえ、FD 活動を進める。

　೔ৗ的な FD 会議として、ߏ成員全体が参加する教授会の前後に教育改善のための議࿦の場を

ઃ定して、ܦӦ学部を取りרくڥ؀෼ੳ、これまでの教育改善活動を検討する。

˕ (1 等教育ࢧԉプϩジェクト委員会・ܦӦ学部 FD 委員会・・・ຖ݄ 1 回を目安に開࠵

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題ʢ主なものʣ

1 平成28年 � ݄21೔ ৬場でًくঁ性講演会、次年度Ωϟリアಛ࿦、F41 のҐஔづけ

2 平成28年 � ݄1�೔ ৬場でًくঁ性講演会、次年度Ωϟリアಛ࿦、新ೖ生ܴ׻会ఏҊ

3 平成28年 � ݄1�೔ 次年度Ωϟリアಛ࿦、৬場でًくঁ性講演会、ۀࣄ�4�2.

� 平成28年 � ݄1�೔ 次年度Ωϟリアಛ࿦、ւ֎インターンシップ、0# による寄付講演会

� 平成28年 � ݄1�೔ F41 報告、次年度Ωϟリアಛ࿦、ւ֎インターンシップ

� 平成28年1�݄ � ೔ ւ֎インターンシップ、৬場でًくঁ性講演会、F41 ൓省会

FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� �Ӧֶ෦ܦ ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ�(1౳ڭҭࢧԉϓϩδΣΫτ委員会ɾܦӦֶ෦FD委員会� ʣ
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回 ೔　ఔ 議　題ʢ主なものʣ

� 平成28年11݄1�೔ ւ֎インターンシップ、次年度Ωϟリアಛ࿦、৬場でًくঁ性講演会

8 平成28年12݄22೔
৬場でًくঁ性講演会、᷂ /55 ౦ւটᡈ߹同θϛ、ւ֎インターンシップ、
、׵ަݟ者との意܎関ۀاる܎Ӧ学部ΧリΩϡラムにܦ
次年度Ωϟリアಛ࿦

� 平成2�年 1 ݄1�೔
次年度 F41 講࠲、ւ֎インターンシップʢΦーストラリアʣ、次年度Ωϟリ
アಛ࿦、次年度「学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ」申੥

1� 平成2�年 2 ݄23೔ (1 等教育ࢧԉプϩジェクト・ܦӦ学部 FD 委員会開࠵༧定
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� �ՊڀݚӦֶܦ ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� �ҭ੍度վֵ委員会ڭ ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

ᶃ学生の主体的な学ͼに関する取組

　・࿦文テーマ発ද会

フィールドϫークۀا・　

ᶄフィールドϫークやޠ学研修等の多༷な学修ܦ験に関する取組

　・大学Ӄࣾ会・ࠃ際フィールドϫーク

フィールドϫークۀا・　

ᶅそのଞ学部独自の取組

　・ത࢜後期課ఔのΧリΩϡラム改正

　・大学Ӄւ֎ࢦ定ߍとのަྲྀ・֦大検討

　・ࣾ࿑࢜等のࣾ会ਓ֬อと研究ࢦಋ体制の検討　

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　次年度もै来からઃஔされてきた教育制度改革委員会を、FD をਪ進する組৫とଊえ、FD 活

動を進める。

　೔ৗ的な FD 会議として、ߏ成員全体が参加する研究科委員会の前後に教育改善のための議࿦

の場ʢߏ成員ɿ研究科長およͼ主任教授、そのଞඞ要にԠ͡てબ任ʣをઃ定して、ܦӦ学研究科

を取りרくڥ؀෼ੳ、これまでの教育改善活動やΧリΩϡラムฤ成等を検討する。

˕教育制度改革委員会・・・前後期各 2 回を目安に開࠵

˕೔ৗ的な FD 会議・・・・ඞ要にԠ͡て研究科委員会の前後で開࠵

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄28೔
フィールドϫークʣについてۀاӦ学ಛผ講義ᶘʢܦ
平成28年度 � ݄修ྃ༧定者修࢜࿦文テーマ発ද会について

2 平成28年 � ݄2�೔ ത࢜後期課ఔのΧリΩϡラム改正について

3 平成28年 � ݄28೔ 平成28年度修࢜࿦文テーマ発ද会について

� 平成28年1�݄13೔ ത࢜後期課ఔのΧリΩϡラム改正について

� 平成28年1�݄2�೔ ത࢜後期課ఔのΧリΩϡラム改正について

� 平成28年11݄1�೔ ത࢜後期課ఔのΧリΩϡラム改正についてʢঝೝʣ

� 平成28年12݄22೔ 大学Ӄ担当ج֨ࢿ४について

8 平成2�年 1 ݄12೔ 大学Ӄ担当ج֨ࢿ४について

� 平成2�年 1 ݄21೔ ւ֎協定ߍʢμφン֎ޠࠃ大学、Ϡンΰン֎ޠࠃ大学ʣとのަྲྀ֦大について
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ø ɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

学研究科では、平成28年度のࡁܦ・学部ࡁܦ　 FD 活動目ඪを「各教員がݸਓ的にഓってきた教

育に関するϊ΢ϋ΢やܦ験を、学部಺の教員ʢ大学Ӄ担当教員ʣ全員でڞ有し、学部ʢ大学Ӄʣ

教育の改善・充実をはかる。ಛに今年度は、学生の主体的学ͼの育成について重点的に取り組Ή。」

とઃ定した。

　ਪ進組৫としてࡁܦ学部 FD 委員会とࡁܦ学研究科 FD 委員会を組৫している。ࡁܦ学部 FD

委員会のߏ成ϝンόーは、学部長、学科長ʢ 2 名ʣ、学科委員ʢ 2 名ʣ、教務委員ʢ 2 名、FD 委

員をؚΉʣの � 名である。ࡁܦ学研究科 FD 委員会のߏ成ϝンόーは、研究科長、主任教授、研

究科委員ʢ 3 名ʣの � 名である。教৬員全体での取り組みを進めるためࣄ務長も参加している。

なお、ࡁܦ学部とࡁܦ学研究科の教員はほ΅同͡であるため、これまで FD 委員会は学部と研究

科の߹同で活動してきたが、今年度後期からは、それぞれ活動を進めることとした。

　学生の主体的学ͼの育成につなげるものとしていくつかの取り組みを進めている。「学ͼのί

ϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ」として平成 2�年度からのܧ続でᶃ「新نಛघ講࠲「グϩーόルࡁܦ

をߟえる」」とᶄ「ઐ໳θϛをϕースとした体験型プϩグラムを௨͡て課題解決能ྗを育成する

取り組み」を実施している。また、平成28年度の新ن෼として、ᶅ「ࠃ際開発・協ྗθϛでの主

体的研究をもとにグϩーόルࣾ会へ向けたө૾ϝッセージの制࡞・発৴」とᶆ「フィールドϫー

ク科目における 1#- の充実」の 2 ݅を学部として申੥し࠾୒された。Ϟスクϫ大学やؖࠃ中央

大学との࿈ܞ、୆࿷やタイ、ࠃ಺各஍でのݱ஍調査なども実施している。また、ᶅでは、「第 �

回Ϣニセフ 0Oe .JOVUe 7JEeP ίンテスト」にԠืし 1 。඼がೖ৆した࡞

　フィールドϫークやޠ学研修等の多༷な学修ܦ験に関する取り組みは、ै 来より、「ࣾ会フィー

ルドϫーク」、「ࠃ際フィールドϫーク」、ઐ໳θϛφールなどの授ۀの中で、ܧ続的にੵۃ的に

おこなってきている。今年度は「ࣾ会フィールドϫーク」を � プϩグラム、「ࠃ際フィールドϫー

ク」を 2 プϩグラムʢシンガポール、ؖࠃʣ実施した。「ࣾ会フィールドϫーク」では、「名ݹ԰

はどのۀا中খ」、「えるߟ際化をࠃ೔本の」、「଄ߏۀ࢈Ѫ஌ۭऻとѪ஌の」、「ۀࣄの上下ਫಓࢢ

ようなۀࣄ活動をおこなっているか」、「長者ொにに͗わいをつくるフィールドϫーク」、「高ྸ者

に༏しい平਑঎ళ֗をつくるフィールドϫーク」などをテーマとして、ࢿྉ調査、ώアリング、

঎ళ֗ར用者アンケート調査、ۀاや঎ళ֗でのプϨθンテーシϣン、ӳޠでのプϨθンテーシϣ

ンなど、༷ʑな取り組みをおこなっている。なお、これらのプϩグラムの一部は、名ݹ԰ࢢ上下

ਫಓ局、Ѫ஌中খۀاՈ同༑会などとの࿈ܞ協定にجづいて実施した。「ࠃ際フィールドϫーク」

では、前期の授ۀでシンガポール・ؖࠃそれぞれのࡁܦ・ྺ࢙・文化などについて学ͼ、Նٳみ

にݱ஍研修を実施した。大学Ӄでは、ࠃ際ઐ໳研修プϩグラムʢւ֎೿ݣ研修プϩグラムʣ「ϕト

φムの੄野ۀ࢈に関する研究」において、ϕトφムでのۀا調査やϋϊイܦӦ工科大学でのプϨ

FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� �Պڀݚֶࡁܦ෦ɾֶࡁܦ ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� ෦ֶࡁܦ FD委員会ɾڀݚֶࡁܦՊFD委員会� ʣ
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θンテーシϣンをおこなった。

　例年௨りの取り組みとしては、新ೖ生セϛφー、σイϋイク、大学Ӄ生発ද会、第1�回ࡁܦ学

部θϛφールϨポートフェスティόルを実施した。新ೖ生セϛφーではスムーζなスタートがで

きるように、ཤ修ࢦಋ、時間ׂ࡞成ࢦಋを重点的におこなっている。終ྃ後には、教員から改善

がඞ要な点についての意ݟをू໿して次年度の४උにつなげている。

　テーマをઃ定してフリーσィスΧッシϣン方ࣜでおこなう FD ࠙ஊ会を、学部・研究科߹わせ

て � 回ʢ 3 ݄開࠵༧定をؚΉʣ開࠵した。ج本的に教授会・研究科委員会の前後に開࠵すること

とし、多くのߏ成員が参加するようにしている。今年度は、授ۀ改善アンケートの Web 化が実

施されたこともあり、回答率のҡ࣋や向上についての検討をおこなったଞ、大学Ӄの授ۀに関す

る意׵ަݟもおこなった。 3 ݄には、ࡢ年度と同༷に「ࡁܦ学部の学生の主体的な学ͼの育成に

関する取り組み」をテーマとして実施༧定である。前述の「学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ」

のਪ進に܎るۀࣄなどの取り組みについて担当者から報告の後、成果や課題、さらなる展開につ

いて議࿦する。

平成28年度　ࡁܦ学部 FD ࠙ஊ会・ࡁܦ学研究科 FD ࠙ஊ会

回 ೔　ఔ छ　ྨ 主なテーマ

1 平成28年 � ݄23೔ʢ໦ʣ 学部ʢ第1�回ʣ 授ۀ改善アンケートの回答率ҡ࣋について

2 平成28年1�݄2�೔ʢ໦ʣ
学部ʢ第11回ʣ・
研究科ʢ第 1 回ʣ

஍۠࠙ஊ会からߟえるࡁܦ学部教育
大学Ӄの授ۀに関する意׵ަݟ

3 平成2�年 2 ݄13೔ʢ݄ʣ 学部ʢ第12回ʣ 授ۀ改善アンケートの回答率向上について

� 平成2�年 3 ݄ 2 ೔ʢ໦ʣ 研究科ʢ第 2 回ʣ
授ۀ改善アンケートʢ大学Ӄʣについての検討
授ۀに関する意׵ަݟ

� 平成2�年 3 ݄13೔ʢ݄ʣ 学部ʢ第13回ʣ
学部の学生の主体的な学ͼの育成に関する取り組みࡁܦ
学部教育におけるアクティブラーニングの展開ࡁܦ

छྨɿ「学部」は「ࡁܦ学部 FD ࠙ஊ会」、「研究科」は「ࡁܦ学研究科 FD ࠙ஊ会」。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　FD 活動の方向性としては、ج本的に今年度の取り組み಺༰をܧ続して実施していく。各委員

会、新ೖ生セϛφーやθϛφールϨポートフェスティόルなどの学部行ࣄの実行委員会・担当者

が FD に関࿈する活動をおこなった際に、FD ࠙ஊ会などにおいて報告・意׵ަݟするػ会をੵ

有することをڞ的にઃけていきたい。それにより課題や改善がඞ要な点を学部・研究科としてۃ

さらに進めていきたい。また、それぞれの授ۀにおけるಛ௃的な取り組みについても学Ϳػ会を

ઃけ、ܧ続的な授ۀ改善につなげていきたい。
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ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ छ　ྨ 議　題

1 平成28年 � ݄23೔ʢ໦ʣ 学部・研究科
平成28年度の FD 活動目ඪ、活動༧定、FD ࠙ஊ会の༧定
など

2 平成28年1�݄2�೔ʢ໦ʣ 学部 平成28年度前期の活動報告、後期の活動༧定など

3 平成28年1�݄2�೔ʢ໦ʣ 研究科
平成28年度前期の活動報告、後期の活動༧定、大学Ӄ FD
の取り組みなど

� 平成2�年 2 ݄13೔ʢ݄ʣ 学部
平成28年度活動報告、学部 FD ࠙ஊ会の༧定、授ۀ改善
アンケートの回答率向上についてなど

� 平成2�年 2 ݄13೔ʢ݄ʣ 研究科
平成28年度活動報告、研究科 FD ࠙ஊ会の༧定、授ۀ改
善アンケートʢ大学Ӄʣについての検討など

छྨɿ「学部」は「ࡁܦ学部 FD 委員会」、「研究科」は「ࡁܦ学研究科 FD 委員会」。
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ཧֶ޻෦ɾཧڀݚֶ޻Պ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� �ҭվળ委員会ڭ ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　平成28年度は、平成2�年 � ݄の 2 学科新ઃによる学部࠶ฤの一؀でもある新ΧリΩϡラムが施

行されて � 年目の׬成年度であった。これに߹わせ、ૅج演習科目のཤ修ଅ進、数学૬ஊࣨ・෺

理૬ஊࣨの開ઃなどૅج学ྗ向上を目的とする取り組みをҾき続き進めると同時に、理工学研究

科࠶ฤも踏まえ、成੷上Ґ૚をߋにҾき上げ、進学率の向上をؚΉ大学Ӄへのԁ׈な接続にܨが

る取り組みをࡢ年度より検討した。ಛに本年度は、大学Ӄ教育の向上のための取り組みを中৺に

検討を࢝めた。

　活動方਑として、学部教育から大学Ӄ教育へԁ׈に接続する教育システムをࡦ定し、ૣٸに実

施することを目ࢦし、大学Ӄ進学にରするັྗをアϐールした。まͣ、ᶃ各ઐ߈ʢݸผ教員୯Ґʣ

で実施している教育における工෉、改善などの実ફ例とその効果に関わる৘報収ू・෼ੳを行っ

た。ᶄ理工学部およͼ理工学研究科で行っているઐ໳ྖҬは多義にわたり、学部ԣஅ的およͼઐ

科ԣஅ的な講義科目ઃ定を行うこと自体、গʑແ理があり、学生のษ学意ཉの低下につながる߈

Մ能性が高い。それނ、大学Ӄにおいては1�回の全ઐ߈科ԣஅ的な講義を行うよりも、ᶅઐ໳ྖ

Ҭのグルーϐングを行い、ྨྖࣅҬઐ߈科ԣஅ的な講義をෳ数ઃ定し、୹期ू中的に実施するこ

とにରする効果の検討をܧ続して行っている。

　学部教育から大学Ӄへと発展させるためには、理工学全ൠのج൫となる「数学」「෺理」「化学」

に加え「ӳޠ」に関して、୯Ґ取ಘという؍点にのみとらわれͣ、いかにݸʑの学生の能ྗを৳

ばすかという点に主؟をஔくඞ要がある。これに呼Ԡして「数学૬ஊࣨ」「෺理૬ஊࣨ」をຖ年開

ࣨし、学生がٙ問に思った಺༰にରしてݸผରԠを行っている。さらに、ӳޠにରするೝࣝを高

めるために、50&*$ の受験をਪ進し、学科୯Ґでの実施から理工学部全学生にରする実施へ向

けて४උを進めている。また、ӳޠに関しては、大学Ӄೖ試ӳޠ科目として 50&*$ のಘ点をద

用することが決まっている。このような取り組みは、学部学生の実質的な理解ྗのఈ上げと࿈動

してઐ໳教育課ఔに進み、さらに大学Ӄ進学にରするັྗをアϐールし、よりԁ׈な大学Ӄ教育

への接続をਤるものである。

　また、学生の学修行動を୳る一方ࡦとして「学修行動؅理ιフト 1"45&-」のػ能֦ுを行い、

学生の୯Ґ取ಘ状ڵ、گຯなどの把握を行いながら、ݸʑのࢦಋができる࢓組みのߏஙを目ࢦし

ている。このܭըを۩体的に進めるため、理工学部として「全学ରԠ教育学生ࢦಋࢧԉ W&# シ

ステムの開発」という取組名শで、平成2�年度「教育の質向上プϩジェクト」へ申੥を行った。

　大学Ӄ FD では「大学Ӄにおけるԣஅ的教育と実ફ的な FD フォーラム」をܭըし、平成2�年

度「学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ」へ申੥を行った。本ܭըのࢠࠎは、ଞ大学教৬員との意

際性をཆうための実質的なւࠃり方、学生のࡏ科を௒えたԣஅ的教育の߈等を௨͡て、ઐ׵ަݟ

֎೿ݣプϩグラムのࡏり方などを議࿦し、اըの実ફに結ͼつけることである。
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2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　大学Ӄ FD に関わる W( が教育改善委員会಺にઃ定された。W( ではઐ໳ྖҬをਂ化するੵ

を行うとともに、ઐ໳ྖҬの஌ࣝをさࡧの୳ࡦ的なษ学࢟੎を਎に付けさせるための۩体的方ۃ

らに有効に活用するためにඞ要なઐ໳֎஌ࣝをੵۃ的に取りೖれることができる体制のૉҊづく

りに取り組んでいる。この活動に関わる課題は、ܧ続的に実施し、かつ、担当する教員の負担が

ա大にならないようにすることである。つまり、FD のための FD 活動が主となり、大学での活

動が教育ภ重とならないように、研究との഑෼ׂりৼりを意ࣝし৻重に実施するඞ要がある。ै っ

て、講義科目の௥加ઃ定は、このภ重を加଎することになりかͶないため੿଎な行動をආけるඞ

要がある。また、大学Ӄでは学生がどのような講義಺༰・形態をر๬しているのかを調査するඞ

要もあり、その結果を FD にフィードόックすることも課題として࢒っている。

　大学全体、およͼ、理工学部のΧリΩϡラムポリシーに学修行動調査等の項目が໌هされ、そ

の実施体制をߏஙするඞ要がある。理工学部では、実施体制の一例として 1"45&- による学生

の学修行動؅理を行うことをܭըし、実ݱに向けて動き出した。今後、学生を؅理することが本

務にならないように注意しながら、学生の能ྗを৳ばし、大学としての੹務でもある学際ྖҬの

୳究活動に結ͼつけられるようにする体制づくりが課題となる。この課題解決が FD の活動方਑

としている「学部教育から大学Ӄ教育へԁ׈に接続する教育システムࡦ定」につながり、本大学

に有効な学部から大学Ӄへのԁ׈な教育の実ફ方法ߏஙに結ͼつく方向性を与えるものであΖ

う。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

ʢࠨ୺の「回」は理工学部・教育改善委員会の開࠵回数をࣔすʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄1�೔ 数学૬ஊࣨར用状گʢ 1 年生ର৅ʣ、大学Ӄ教育に関わる W( ઃ定

平成28年 � ݄28೔ 学修行動؅理ιフト 1"45&- 能આ໌会ػ

2 平成28年 � ݄1�೔ 教育改善に関わる༧ࢉાஔ、数学૬ஊࣨ開ઃ೔のઃ定

平成28年 � ݄ � ೔ 大学Ӄ教育 W(、大学Ӄ教育のࡏり方の検討

3 平成28年 � ݄1�೔ FD 委員会報告、大学Ӄ教育 W( 報告、ෟଐ高ߍਪન・ೖ学前ࢦಋ

� 平成28年1�݄2�೔ ༧ࢉ要求、大学Ӄ教育の工෉・改善などの意ݟௌ取

平成28年1�݄28೔
平成28年1�݄31೔

大学Ӄ教育 W(、ઐ߈科ԣஅ講義実ݱに向けた۩体的ఏҊ・意׵ަݟ

平成28年1�݄ʵ11݄ +4""1 による学修行動調査実施ʢ+
"
; 科ʣ

平成28年11݄ 2 ೔ 名城大第18回 FD フォーラム参加

� 平成28年11݄2�೔
数学૬ஊࣨ後期開ࣨ೔ఔ、ෟଐ高ߍಛผਪનީิ者ೖ学前ࢦಋの学部プϩ
グラム಺༰֬ೝ、大学Ӄ教育 FD の方਑、学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉࣄ
-&の立Ҋ、1"45ۀ の֦ு性について

平成28年12݄ � ೔
教育改善 W(ʢ各学科の۩体的取り組例の報告、報告からಘられる֦ு性
についての意׵ަݟʣ

平成28年12݄22೔
教育改善 W(ʢ前回12݄ � ೔実施 W( の続きʣ、意׵ަݟ಺༰のまとめ、各
छプϩジェクトへの申੥಺༰検討
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回 ೔　ఔ 議　題

� 平成2�年 1 ݄1�೔

ෟଐ高ߍಛผਪનީิ者ೖ学前ࢦಋ実施報告、教育改善 W( の報告、教育
の質向上プϩジェクトʢ1"45&- を用いた学修行動調査ػ能の֦ுʣにつ
いて、数学ૅج஌ࣝ習ख़度自ݾ਍அテストʢ新ೖ学生ର৅ʣの実施について、
数学のཤ修方法について



��

FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ೶ֶ෦� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� ೶ֶ෦ FD委員会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　農学部は学科・ෟଐ組৫ʢ農場ʣ͝とに課題をઃけ取り組んできた。۩体的には下ه活動ه࿥

にه述の௨り、生෺ݯࢿ学科ではࣄ実を正֬に఻え、かつ๛かなදྗݱを育Ή手法の୳ࡧ、Ԡ用

生෺化学科では各講義・実験の಺༰঺հと意׵ަݟを௨͡た教員間の࿈ڧܞ化と教育効果向上、

生෺ڥ؀科学科では学科の取組みをؚΉ「生෺多༷性」の意義を広く一ൠに理解してもらうため

の教育活動のڧ化、ෟଐ農場では農学に関わる動২෺への求஌৺の૑ى法の開発を௚近の課題と

しているとこΖである。

　本年度前期の取組みに関しては、まͣ大学が実施する学修行動調査をิ׬する目的で、 1 年次

前期における学生のࢤ๬ʢೖ学ʣ動ػ、学修行動の実態等をਘͶる独自の学修行動調査ʢҎ下「学

部独自の学修行動調査」ʣをاը、ઃܭし、生෺ݯࢿ学科とԠ用生෺化学科の֓આ科目にて試験

的に実施した。また、前年度実施した学修行動調査の結果のとりまとめを行う中で、今後とも重

要視すべき項目について意ूݟ໿をਤるなど、学修行動調査とその結果の検ূに૬当の時間をඅ

やすこととなった。

　そのଞ、教育の質อূプϩグラムのҨ఻ݯࢿσータϕースと農場実習テΩストの࡞成をܧ続中

である。さらに、「ෟଐ農場における学生の主体的学修ڥ؀のߏஙʢ学ͼのίϛϡニティʣ」と生

෺ݯࢿ学科の実験科目のࡐྉを学生が農場実習で育てるڞ同ΧリΩϡラムに取り組み、農場の教

育ڥ؀改善を実施中である。

　農学部 FD 委員会௚׋ではないが、ݦஶな成果として、.4�2�の教育ϛッシϣンをצҊし、生

෺ݯࢿ学科では実ಇを担うઐ໳委員会を立ͪ上げ、体験型プϩグラムとして正しい農ۀ生ن࢈範

ʢ(PPE "HSJDVMUVSBM 1SBDUJDe� ("1ʣのΧリΩϡラムへのಋೖが実施段階にࢸる等、アクティブ

ラーニングをϕースにした教育プϩグラム実施にਫ਼ྗを܏注しているとこΖである。すなわͪ、

講義科目等で習ಘした஌ࣝや問題意ࣝを౷߹し、ݱ場に࣋ͪࠐみ、ࣄ৅に߹わせて組み立て、検

ূさせる、という意ຯでは、࠲学と実ূ、ݱ場を体ܥ化するίンιーシアムۀࣄとݴえる。

　また、年度຤ʢ 2 ݄12೔の農学部のଔۀ研究発ද会ʣにて � 年生に「名城大学ଔۀ時アンケー

ト」を実施し、学生の学修成果や大学生活全体にରするຬ足度、成長の実感度߹いを数஋化、Մ

視化していく。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　今後も学科୯Ґでの検討体制はมわりなく、ܧ続的な取り組み体制のҡ࣋とରԠのあり方を重

Ͷて໛ࡧする。また、ݸผの学科にݶ定せͣ、学科ԣஅ的に検討すべきࣄ৅、ならͼに学部全体

で取り組ΉべきରԠをఏݴする、という立場から、農学部 FD 委員会でੵۃ的に৘報ަ׵を行う

こととする。
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ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄ � ೔ʢ໦ʣ

第 2 回 Ԡ用生෺化学科会議、第 1 回 生෺ڥ؀科学科会議
Ԡ化ʣԠ用生෺化学科がඞ要とする学問෼野について
　　　  Ԡ用生෺化学֓આアンケートʢ上ه「学部独自の学修行動調査」ʣにつ

いて
生؀ʣ生෺ڥ؀学科主ެ࠵開シンポジ΢ムの಺༰֬ೝ

2 平成28年 � ݄1�೔ʢ໦ʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄの取り組みについて

3 平成28年 � ݄18೔ʢ݄ʣ
第 1 回 農学部 FD 委員会Φンライン会議
前年度実施の学修行動調査の検ূ項目のચい出し等

� 平成28年 � ݄21೔ʢ໦ʣ
第 1 回 生෺ݯࢿ学科会議、第 2 回 生෺ڥ؀科学科会議
ʣ学部独自の学修行動調査への参加のՄ൱ʢՄ決ʣݯࢿ
生؀ʣ同上ʢ൱決ʣ

� 平成28年 � ݄28೔ʢ໦ʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドについて

� 平成28年 � ݄12೔ʢ໦ʣ
第 1 回 農学部 FD 委員会
学部独自の学修行動調査実施に向けた意׵ަݟ等

� 平成28年 � ݄ 1 ೔ʢਫʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドࢠ࡭化について

8 平成28年 � ݄13೔ʢ݄ʣ
第 � 回 生෺ݯࢿ学科会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄについて

� 平成28年 � ݄1�೔ʢۚʣ
第 2 回 農学部 FD 委員会Φンライン会議
今年度実施の学修行動調査の参加について

1� 平成28年 � ݄2�೔ʢਫʣ
農場教員会議
教育フΝームスタσィについて
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、Ҋ಺൘のઃஔについて

11 平成28年 � ݄ � ೔ʢ౔ʣ
第 3 回 農学部 FD 委員会Φンライン会議
生෺ݯࢿ学科が実施した学部独自の学修行動調査結果の഑৴

12 平成28年 � ݄1�೔ʢ໦ʣ
第 8 回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣԠ用生෺化学科のポリシー

13 平成28年 � ݄1�೔ʢ౔ʣ
第 � 回 農学部 FD 委員会Φンライン会議
今年度実施の学修行動調査へのରԠ方਑の࠶度の֬ೝ

1� 平成28年 � ݄2�೔ʢਫʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、Web ެ開について

1� 平成28年 � ݄2�೔ʢ݄ʣ
第 1 回 ("1 教育研究会ʢ生෺ݯࢿ学科の一部教員ʣ
本文 1 ɽでࣔした ("1 科目に関わるӡӦに関わるଧ߹せ

1� 平成28年 � ݄28೔ʢ໦ʣ
第 � 回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣ৯඼加工実習の಺༰঺հ

1� 平成28年 8 ݄3�೔ʢՐʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイド࡞成について

18 平成28年 � ݄ 8 ೔ʢ໦ʣ
第1�回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣԠ用生෺化学科の各छポリシーについてʢܧ続ʣ
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回 ೔　ఔ 議　題

1� 平成28年 � ݄2�೔ʢ໦ʣ

第 � 回 生෺ݯࢿ学科会議
ըܭʣ学科ক来ݯࢿ
第11回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣಛ࿦の಺༰঺հ

2� 平成28年1�݄ 3 ೔ʢ݄ʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイド࡞成について

21 平成28年1�݄ � ೔ʢ໦ʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドઆ໌会について

22 平成28年1�݄13೔ʢ໦ʣ
第12回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣ教育・研究における各छϋラスϝントについて

23 平成28年1�݄21೔ʢۚʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドࢠ࡭について

2� 平成28年1�݄2�೔ʢ໦ʣ

第 � 回 生෺ݯࢿ学科会議
ʣ("1ݯࢿ 教育実施のまとめ
　　　生෺ݯࢿ学科の 3 ポリシーについて
第13回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣ大学Ӄ新ΧリΩϡラムについて

2� 平成28年11݄ � ೔ʢ݄ʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドࢠ࡭についてʢܧ続ʣ

2� 平成28年11݄1�೔ʢ໦ʣ
第1�回 生෺ݯࢿ学科会議
ʣ大学Ӄ新ΧリΩϡラムについてݯࢿ

2� 平成28年11݄1�೔ʢ໦ʣ

第11回 生෺ݯࢿ学科会議
続ʣܧʣ大学Ӄ新ΧリΩϡラムについてʢݯࢿ
第 � 回 生෺ڥ؀科学科会議
生؀ʣ同上
　　　次年度開࠵の学科主࠵講演会の಺༰検討

28 平成28年11݄2�೔ʢ໦ʣ
第1�回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣԠ用生෺化学科の 3 ポリシーについて

2� 平成28年11݄28೔ʢ݄ʣ

農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドࢠ࡭について
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドઆ໌会について
農場実習テΩストの࡞成について

3� 平成28年12݄ 1 ೔ʢ໦ʣ

農学部ઓུ会議
教育ޭ࿑৆දজに関わるਪન要݅の検討ʢ大学教育開発センター委員と࿈名ʣ
第12回 生෺ݯࢿ学科会議
ධՁの改善アンケートۀʣ大学教育の質向上の൑定制度と授ݯࢿ
　　　大学Ӄ新ΧリΩϡラムについてʢܧ続ʣ
第1�回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣ大学ӃΧリΩϡラム改正委員会より

31 平成28年12݄ � ೔ʢ݄ʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドࢠ࡭についてʢܧ続ʣ

32 平成28年12݄1�೔ʢਫʣ

農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドࢠ࡭についてʢܧ続ʣ
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドઆ໌会についてʢܧ続ʣ
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄの新نԠืについて
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回 ೔　ఔ 議　題

33 平成28年12݄1�೔ʢ໦ʣ

農学部ઓུ会議
「名城大学ଔۀ時アンケート」の実施について
第18回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣ次年度の学Ґ授与方਑ରԠදとཤ修ܥ౷について
　　　ଔۀ時アンケートについて
　　　学科のਓࡐཆ成目的そのଞ教育研究上の目的について
　　　学科 D1 にରԠしたポートフォリΦの࡞成について

3� 平成28年12݄2�೔ʢՐʣ
第 � 回 農学部 FD 委員会Φンライン会議
今年度実施の学修行動調査の検ূ項目のચい出し等

3� 平成2�年 1 ݄11೔ʢਫʣ
農場教員会議
学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄ、ෟଐ農場学ͼのガイドઆ໌会実施

3� 平成2�年 1 ݄12೔ʢ໦ʣ
第1�回 Ԡ用生෺化学科会議
Ԡ化ʣ大学Ӄ新ΧリΩϡラムについてʢܧ続ʣ

3� 平成2�年 1 ݄2�೔ʢ໦ʣ

第13回 生෺ݯࢿ学科会議
続ʣܧʣ大学Ӄ新ΧリΩϡラムについてʢݯࢿ
第1�回 生෺ڥ؀科学科会議
生؀ʣ同上
　　　学ͼのίϛϡニティ૑出ࢧԉۀࣄʢ新ن෼ʣの಺༰֬ೝ
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ೶ֶڀݚՊ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� ೶ֶ෦ઓུ委員会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　農学研究科は、より高度なઐ໳ٕज़者ٴͼ研究者を育成するため、平成31年度から新ΧリΩϡ

ラムをಋೖすることを決定した。ݱ行ΧリΩϡラムの問題点を把握してから、科学者・ٕज़者ྙ

理教育、஌的ݖ࢈ࡒ等教育、ʢւ֎ʣプϨθンテーシϣン能ྗに関わる教育のࡏり方、ത࢜後期

課ఔのίースϫーク科目の充実などに関する議࿦を૯߹੓ࡦ部や教৬センターと࿈བྷを取り߹い

ながら進めている。

　これに関わり、農学部・農学研究科において「ෆ正行ҝをࣄ前に๷ࢭするためのマニϡアル」

の࡞成、大学Ӄಛผ演習における研究成果プϨθンテーシϣンのӃ生૬ޓධՁシステムのಋೖ、

名城大学農学部ࠃ際化ਪ進ւ֎ઐ໳研修制度ʢ߽भ #POE 大学等研修ʣ参加֨ࢿの大学Ӄ生への

֦大を行った。

　また、Ӄ生のब৬先の֦充のため、教৬໔ڐઐ修「理科」のೝՄを受けることを決定し、ೝՄ

に向けたॻྨ࡞成を࢝めた。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　上هのように、農学研究科では平成31年度からの新ΧリΩϡラム実施が最大の課題である。そ

のために平成2�年度 � ݄の研究科委員会での಺༰ঝೝに向けたۀ࡞を進めている。農学部は 3 学

科体制であるが、農学研究科は 1 ઐ߈に౷一した課ఔとなっている。大学ӃΧリΩϡラムのࡦ定

およͼ教৬課ఔの充実に向けたۀ࡞は、ઓུ委員会の委員の一部ϝンόーʢ学科長をؚΉʣがΧ

リΩϡラム改正委員会の名শで進めているが、大学Ӄ教育・研究は、学部教育と੾り཭せない部

෼も多いので、各学科とີに࿈བྷをとりあいながらক来の大学Ӄߏஙをめ͟している。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄18೔ 研究科名শมߋについて　など

2 平成28年 � ݄ � ೔ 理科のઐ修໔ڐಋೖについて　など

3 平成28年 � ݄ 3 ೔ ઐ修ʢ理科ʣのѻいについて　など

� 平成28年 � ݄ � ೔ 教員໔ڐઐ修ʢ理科ʣの申੥への४උ

� 平成28年 � ݄21೔ 修࢜とത࢜のΧリΩϡラムを検討する際に留意すべきࣄ項の֬ೝ

� 平成28年1�݄12೔ 修࢜課ఔ新نઃ定科目Ҋの੔理

� 平成28年1�݄2�೔ ಛ࿦開講科目の֬ೝ

8 平成28年11݄1�೔ 修࢜課ఔの科目調੔、ത࢜後期課ఔの科目ઃ定

� 平成28年11݄2�೔ ઃ定科目に関する各学科からの意֬ݟೝ
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回 ೔　ఔ 議　題

1� 平成28年12݄ 8 ೔ 科目ઃ定に関する各学科への࠶ఏҊ࡞成

11 平成28年12݄2�೔ 農学ಛผ演習と修࢜࿦文発ද会のࡏり方

12 平成2�年 1 ݄3�೔
૯߹੓ࡦ部およͼ教৬センターとのଧͪ߹わせを踏まえた修࢜課ఔおよͼ
ത࢜後期課ఔのΧリΩϡラムについて検討
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ༀֶ෦� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� ༀֶ෦ FD委員会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

1 ʣFD 委員会活動目ඪ

FD 活動の定義ɿ薬学部の教育理念、目ඪに౸ୡするために、教৬員組৫で取り組Ή教育改

善をサポートする。

̖ɽ実質的な授ۀ改善

ᶃ授ۀ改善アンケートによる学生の学ͼの問題点のந出

ᶄ学ͼの問題点にରする教育改善方法の検討 ŋ ఏҊ

̗ɽ学生の主体的な学ͼのଅ進

ᶃ学生フォーラムのサポート

ᶄ学ͼの成果のՄ視化

̘ɽ教育活動のՄ視化と *3 の実施ʢ教育の質อূプϩジェクトʣ

ᶃ学生の学ͼのՄ視化の手段としてのཤ修ܥ౷ਤポートフォリΦのߏங

ᶄ *3 ஙによるߏ൫σータϕースのج *3 の実施と教育改善のఏҊ

2 ʣFD 委員会活動಺༰

̖ɽ࣮࣭తͳतۀվળ

ᶃतۀվળΞϯέʔτʹΑΔֶੜͷֶͼͷ໰୊఺ͷநग़

ᶄֶͼͷ໰୊఺ʹର͢Δڭҭվળํ๏ͷݕ౼ ŋఏҊ

̰ɽतۀվળΞϯέʔτͷ࣮ٴࢪͼֶੜͷֶͼͷ໰୊఺ͷநग़

　前期ٴͼ後期ڞに、教員にフィードόックを行った。ঘ、本結果は、ཤ修ܥ౷ਤポート

フォリΦでもӾཡՄ能とした。フィードόック಺༰ɿᶃ授ۀ改善アンケート全体૾、ᶄ授

、点のϨーμーνϟートۉ改善アンケート各項目の平ۀᶅ授、ࡌه改善アンケート自༝ۀ

ᶆ授ۀ改善アンケート学生自ݾධՁ項目ྻܥグラフ、ᶇ当֘科目成੷とຬ足度の関࿈ɿ上

Ґ2��Ŋ 下Ґ2��、中Ґの 3 にわけて、ຬ足度をグラフ化、ᶈ当֘科目の定期試験のૉ܈

点と各ࢦඪの関࿈ʢ・ૅج஌ࣝと成੷෼෍、・ษڧ時間と成੷෼෍、・授ूۀ中と成੷෼෍、・

学生の理解感、目ඪୡ成感と成੷෼෍ʣ

　学生には、ᶆの自ݾධՁ部෼についてのフィードόックをཤ修ܥ౷ਤポートフォリΦで

行った。

　本年度前期の回答率は平83ۉ���、後期は、���8ˋであった。授ۀ改善アンケート結果

をجに、学年ผ自ݾධՁ、授ۀスΩル、ジϟンルผ自ݾධՁ、授ۀスΩルの؍点から෼ੳ

を行ったとこΖ、新ίアΧリΩϡラムへのมߋがあった学年において、自ݾධՁの༧習・
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෮習時間、౸ୡ感、ຬ足度などが上ঢした。ಛに演習科目でม化が大きかった。ジϟンル

ผでは、生෺ܥ科目において、自ݾධՁٴͼ授ۀスΩルが高かった。

̱ɽֶशελΠϧௐࠪͱ�年ੜͷ動޲

　本年度も 1 年生の学生をର৅に、学習スタイル調査を行った。ࡢ年度は、ઙい学ͼの学

生において、化学ٴܥͼ෺理ܥで成੷が低い܏向がݟられたが、本年度は、化学ٴܥͼ生

෺ܥで同͡܏向がݟられた。

̲ɽΞΫςΟϒ度ௐࠪͱຬ଍度ɺཧղ度ɺ成௕࣮ײ

　アクティブ度調査と授ۀ改善アンケートについて、෼ੳを行った。しかし、前期結果に

おいては、॓題をআくいわΏるアクティブラーニングを中ఔ度Ҏ上ಋೖしている科目がগ

なかった。 1 年生においては、アクティブ度の高い科目において授ۀ改善アンケートにお

ける自ݾධՁのຬ足度や理解感が高めであった。

̳ɽ130(ςετௐࠪ݁Ռ

　 � 年生232名にରし、130( テストを実施した。130( テストの結果では、リテラシーは、

ଞのࢲ立ҩࣃ薬ܥʢ 3 ɼ � 年ʣŊ ʢܥ立大学理ࠃ 3 年ʣとൺべてඇৗに高く、最高Ϩϕル

のਓ数も多かった。ίンϐテンシーは、ࢲ立ҩࣃ薬ܥʢ 3 ɼ � 年ʣとൺべて、ඇৗに低い

状گであり、最低Ϩϕルが多かった。(1" との関࿈は、リテラシー、ίンϐテンシーڞ

になかったが、1#- で実施している科目の成੷とはリテラシーに૬関がݟられた。しかし、

ίンϐテンシーには全く関࿈がなかった。

̴ɽ͜ΕΒͷ݁Ռ͔Β͑ߟΒΕΔ۩ମతͳରࡦͱޙࠓͷํ਑

　これらの結果を踏まえ、まͣ、新ίアΧリΩϡラムになったことで、学生の自ݾධՁな

どが上がった科目担当者へのฉき取り調査を行い、授ۀ改善の 5JQT ूを࡞成し、഑෍す

る。また、各ྻܥでのྻܥ会議をਪ進し、ΧリΩϡラムマップのつながりを意ࣝした授ۀ

展開をਪ進する。さらに、༷ʑなジϟンルにಋೖՄ能な学習方ུの体験のػ会のఏڙを行

う。今年度は、 2 �23໦༵೔に、「協同学習のૅج理࿦とٕ法」安永　悟 先生ʢ久留米大

学文学部教授ʣ を行う༧定。また、ઙい学ͼの学生の௥੻として、後期のアクティブ度調

査の結果も加え、アクティブ度の高い科目において、ઙい学ͼの学生がม化するかの֬ೝ

を行う。また、アクティブ化に伴う学習時期調੔の࢓組みߏஙを検討する。年度຤に行う

σィプϩマポリシーの自ݾධՁと成੷ٴͼ授ۀ改善アンケートの結果についても調査す

る。今後の改善のための৘報をಘることを目的として、学習スタイル調査の 2 年生への実

施を検討する。

̗ɽֶੜͷओମతͳֶͼͷଅਐ

ᶃֶੜϑΥʔϥϜͷαϙʔτ

ᶄֶͼͷ成ՌͷՄࢹԽ

ᶃ学生フォーラムのサポート

　 � �1�Ր༵೔に学生が主体となり、第 � 回学生フォーラムを開࠵した。このサポート

を行った。参加者は、���名、発ද者は��名であった。
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ᶄ学ͼの成果のՄ視化

　 1 年生をର৅に、ਂい学ͼとઙい学ͼのアンケートを行い、学習スタイルを֬ೝし、

後期のࢦಋ教員との໘ஊにར用した。 2 年生をର৅に、ࡢ年度から実施している学修成

果のධՁルーブリックの自ݾධՁ結果をϨーμーνϟートにし、ࢦಋ教員との໘ஊにར

用した。この໘ஊでは、 1 年次の学習成੷についてもϨーμーνϟートにし、自ݾධՁ

とরらし߹わせ、 1 年次の学習のৼりฦりに໾立たせた。 � 年生をର৅に、130( テス

トを実施した。

̘ɽڭҭ活動ͷՄࢹԽͱ *3ͷ࣮ࢪ　ʢڭҭͷ࣭อূϓϩδΣΫτʣ

ᶃֶੜͷֶͼͷՄࢹԽͷखஈͱͯ͠ͷཤमܥ౷ਤϙʔτϑΥϦΦͷߏங

ᶄ ஙʹΑΔߏ൫σʔλϕʔεͷج3* *3ͷ࣮ࢪͱڭҭվળͷఏҊ

ᶃ学生の学ͼのՄ視化の手段としてのཤ修ܥ౷ਤポートフォリΦのߏங

̰．ཤमܥ౷ਤϙʔτϑΥϦΦͷߏஙͱӡ༻

　۩体的なӡ用状گʢ2�1�� � � 1 Ȃç2�1��12�31ʣを下هにࣔす。主に 1 ɼ 2 年生を中

৺にӡ用し、授ۀධՁアンケートについては、 1 Ȃ � 年生が࢖用した。

・学生ϩグイン数  ˠ82
��� ݅

・教員ϩグイン数  ˠ�
�18 ݅

・マイϊート݅数  ˠ�1� ݅

・ϖージϏϡー૯数　ˠ ���
131 ݅

・ϖージϏϡー݄平ۉ　ˠ 3�
��� ݅

・マイϊートアプリ D- 数　J04 181݅　�　"OESPJE �3݅

　学修成果のՄ視化としては、Ϩーμーνϟート化し、ಘ意ෆಘ意をՄ視化した。授

。ධՁアンケートについても同༷のϨーμーνϟートでフィードόックしたۀ

̱．Ξ΢τΧϜج൫ڭܕҭʹ͓͚ΔσΟϓϩϚϙϦγʔͷϧʔϒϦοΫධՁ

　ཤ修ܥ౷ਤポートフォリΦをར用して 1 ɼ 2 年生をର৅に自ݾධՁを実施༧定。

ᶄ *3 ஙによるߏ൫σータϕースのج *3 の実施と教育改善のఏҊ

　本年度、*3 ஙを行った。これをར用して、छʑのߏ൫σータϕースのج *3 を実施す

ることが、Մ能となった。今後、さらに教育改善のための෼ੳをܭըしている。ˠ "

にࡌه
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2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

̖．࣮࣭తͳतۀվળ

ᶃतۀվળΞϯέʔτʹΑΔֶੜͷֶͼͷ໰୊఺ͷநग़

　次年度も今年度と同༷にཤ修ܥ౷ਤポートフォリΦのར用により、学生の学ͼのサポート、

Մ視化を行うとڞに、授ۀධՁアンケートを実施する。ಛに、今年度の検討をҾき続き行い、

その結果から۩体的なରࡦをఏҊし、実施する༧定である。また、ଞの要ૉや多໘的な解ੳ

を行い、教育改善の方ࡦを୳る༧定である。

ᶄֶͼͷ໰୊఺ʹର͢Δڭҭվળํ๏ͷݕ౼ ŋఏҊ

　次年度も今年度と同༷に、FD 講演会の開࠵と教員への研修ػ会のఏڙを行う。

̗．ֶੜͷओମతͳֶͼͷଅਐ

ᶃֶੜϑΥʔϥϜͷαϙʔτ

ᶄֶͼͷ੒ՌͷՄࢹԽ

　次年度も今年度と同༷に、学生フォーラム実行委員会のサポートを中৺として、活動を行

う。また、 � 年生にରしては、今年度と同༷に、ࠃ試ରࡦ委員会との協ಇによる � 年生の学

ͼのه࿥の࡞成を行う。

ԽͱࢹಈͷՄ׆ҭڭ．̘ *3ͷ࣮ࢪʢڭҭͷ࣭อূϓϩδΣΫτʣ

ᶃֶੜͷֶͼͷՄࢹԽɿཤमܥ౷ਤϙʔτϑΥϦΦͷߏங

ᶄ ஙʹΑΔߏ൫σʔλϕʔεͷج3* *3ͷ࣮ࢪͱڭҭվળͷఏҊ

　FD 委員会を中৺に、各委員会と協ಇし、教育活動のՄ視化と問題点の把握、改善に向け

たఏҊが行えるように、*3 ஙをਪ進する。定型的なリサーνクΤスߏ൫σータϕースのج

νϣンʢ32ʣの検討をすすめ実施する。例えば、各ྻܥでの෼ੳしたい಺༰について、32

を受け付けるなど、実質的な教育改善にܨがる検討を行う。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄22೔

1 ɽFD 委員会活動༧定
2 ɽ平成28年度前期授ۀ改善アンケートについて
3 ɽ学生フォーラムおよͼ &Ȃプϩ報告
� ɽジェイ・サープ報告
� ɽ学Ґ授与方਑ରԠදのߋ新について

2 平成28年 � ݄13೔

1 ɽ学Ґ授与方਑ରԠදのߋ新について
2 ɽ*3 について
3 ɽ学修成果のՄ視化に関する本部 FD 委員会からのఏҊについて
� ɽ学習スタイル調査について

3 平成28年1�݄18೔

1 ɽ  全学のσィプϩマポリシーを加ຯした薬学部σィプϩマポリシーにつ
いて

2 ɽFD フォーラムاըについて
3 ɽ前期授ۀアンケートと *3 にجづくフィードόック検討について
� ɽ 1 年生学習スタイル調査について
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回 ೔　ఔ 議　題

� 平成28年12݄ 2 ೔

1 ɽ  全学のσィプϩマポリシーを加ຯした薬学部σィプϩマポリシーとΧ
リΩϡラムポリシー

2 ɽ後期授ۀアンケートについて
3 ɽFD フォーラムاըについて
� ɽ 1 年生学習スタイル調査෼ੳ、130( テストについて報告
� ɽ学部が๊える教育問題のうͪ、FD 委員会が検討できる項目

� 平成2�年 1 ݄1�೔
1 ɽσィプϩマポリシーのมߋによる学Ґ授与方਑ରԠදʢҊʣについて
2 ɽσィプϩマポリシーのมߋによる学修ධՁルーブリックについて
3 ɽ౻ాอ݈Ӵ生大学からのఏҊによる߹同 FD の開࠵について

� 平成2�年 2 ݄1�೔

1 ɽFD 報告ॻについて
2 ɽ本部 FD 委員会ٴͼ大学教育開発センター委員会について
3 ɽ学生フォーラムについて
� ɽFD フォーラムٴͼ *1& に関する学習会について
� ɽ*3 について
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ༀֶڀݚՊ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ�େֶӃༀֶڀݚՊFD委員会�ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

1 ʣ大学Ӄ薬学研究科 FD 委員会の活動方਑と目ඪ

　薬学研究科における教育の質の向上をਤるため、薬学研究科 FD 委員会が中৺となって FD

活動をਪ進する。この活動を௨͡て研究科全教員が実効性の高い授ۀ改善を進めるとともに、

所ଐ学生の研究活動が活性化されるよう教育਱行能ྗやࢦಋྗの向上をਤる。

2 ʣ平成28年度の大学Ӄ薬学研究科 FD 委員会の活動಺༰

　Ҏ下について活動を行った。ʢ行っている。ʣ

⿠FD フォーラムの開ࢧ࠵ԉ

⿠教員・学生にରする授ۀධՁアンケートの実施とධՁのフィードόック

⿠教員・学生にରするಛघ研究ධՁアンケートの実施とධՁのフィードόック

⿠名ݹ԰大学の講義科目に関するアンケートの実施

⿠෭ࢦಋ教員との໘ஊの実施

3 ʣFD の取り組みをਪ進する۩体的な活動実੷

ᶗ．'%ϑΥʔϥϜͷ։࠵ʹ͍ͭͯ

　FD 活動をଅ進する学಺行ࣄとして、Ҏ下の FD フォーラムを薬学部 FD 委員会と࠵ڞし

た。

ᶃ大学授ۀを活性化するʙ協同学習の視点からʙ

೔時ɿ平成2�年 2 ݄23೔ʢ໦ʣ13ɿ3�ʙ1�ɿ��

講ࢣɿ久留米大学文学部 教授　安永　悟氏 

ᾜʣ「協同学習のૅج理࿦とٕ法」

ᾝʣ「-5D 「Ϟσルۀ൫型授ج

˞ 研究科 FD 委員会のެࣜ行ࣄではないが、研究科の担当教員にも参加の呼ͼかけをし、

授ۀを活性化するためのٕ法を習ಘするため、講演およͼϫークシϣップをおئいして

いる。

ᶘ．तۀධՁΞϯέʔτΛޙࠓͨ͠༺׆ͷतۀվળ͍ͭͯ�

　平成28年度「ಛ࿦」科目ʢ講義ʣに関するアンケートを前期・後期の終ྃ時にそれぞれ実

施したʢ後期は今後の༧定ʣ。アンケート結果を担当教員に഑෍し、次年度のシラόスや授

。಺༰・方法の改善へ向けた৘報としてのར用をଅしたۀ
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ᶙ．ಛघڀݚධՁΞϯέʔτ͍ͭͯ�

　ಛघ研究成果発ද会後に実施を༧定しており、結果を教員・学生૒方にフィードόックす

る༧定である。

ᶚ．໊ݹ԰େֶͷٛߨՊ໨ʹؔ͢ΔΞϯέʔτͷ࣮ࢪʹ͍ͭͯ

　名ݹ԰大学大学Ӄҩ学ܥ研究科での講義・研究に参加した本学学生ʢಛผௌ講生・研究生ʣ

をର৅にアンケート調査を実施する༧定である。

ᶛ．෭ࢦಋڭһͱͷ໘ஊʹ͍ͭͯ�

がݴಋ教員とはҟなる多༷なॿࢦ会をઃけ、主ػಋ教員との໘ஊࢦ年度にҾき続き、෭ࡢ　

ಘられるようなڥ؀づくりをਪ進した。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

ʢ 1 ʣ授ۀ改善アンケートを活用した本質的な授ۀ改善方法の検討・実施

　次年度も今年度と同༷の解ੳを行うとڞに、薬学部としての本質的な授ۀ改善およͼ学生の

学ͼのܧ続性をྀߟしたアンケートの実施を検討する。平成2�年度Ҏ߱も、大学Ӄ講義の実施

方法について教員、学生૒方における改善点等を大学ӃӡӦ委員会で報告し、ཌ年度の講義方

法について、各ྻܥで検討する༧定である。

　また、ඞ要にԠ͡て、大学Ӄ講義のࡏり方について、学部 FD 委員会と協同し、FD ϫーク

シϣップの実施を検討する。

ʢ 2 ʣ「教育」の工෉や実ફを஌るػ会のఏҊ、ఏڙ

次年度も今年度と同༷に、FD 講演会の開࠵と教員への研修ػ会のఏڙを行う༧定である。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄21೔ʢ໦ʣ 1 ɽ平成28年度　前期授ۀධՁアンケートについて

2 平成2�年 2 ݄1�೔ʢ໦ʣ 1 ɽ平成28年度　後期授ۀ・ಛघ研究ධՁアンケートについて
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ౎ࢢ৘ใֶ෦ɾڀݚՊ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� ౎ࢢ৘ใֶ෦FD委員会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　学部においては、リϝσィアル教育の一؀の「フΝンσーシϣンίース」と、正課授ۀである

「教ཆ演習ᶗʢΩϟリア形成࿦ʣ」と「学習ྗ調査」の報告会を教授会前に 1 回と教務委員をର৅

に 1 回のܭ 2 回実施し、新ೖ生҃いはཤ修学生の状گとܦ年ม化の報告に加え、今後の展開など

の৘報をڞ有した。また、新ೖ生をର৅として、「౎ࢢ৘報学֓࿦ᶗ」において「大学生活・ब

活時に໾立つࣾ会ਓྗૅج」と題した講義ʢ 1 ίマʣを FD 委員会として講義し、学生のཤ修意

ཉの向上に໾立てた。

　一方、学部಺ਪ進組৫とҐஔ付けられた FD 委員会を中৺に、本学部学生の修学ࢦಋڧ化の検

討にண手、学生の修学状گのݱ状報告とともにࢦಋج४・方法等を教務委員会およͼ教授会಺で

の議࿦・意׵ަݟをܦて制度化し、平成2�年度からӡ用することを決定した。そのଞ、学生の状

の報告に加えて、教員間での講義ӡӦ方法等についてඞ要にԠ͡て৘گ講義の受講状、ࢠ༷・گ

報ަ׵を行った。

　౎ࢢ৘報学研究科においては、成੷ධՁ・࿦文審査・研究進௙のධՁ֬ೝをする一方、「ࢦಋ

方法が効果的であったか、ద੾であったか、改善の༨஍はないか」など、フΝΧルティ・σϕϩッ

プϝントʢFDʣの取組みとして、学生授ۀຬ足度調査およͼࣾ会ਓྗૅج調査をຖ年行うよう

にܭըした。

　そのため、大学Ӄ学務委員会を中৺に検討を行い、大学Ӄ生にઐ໳஌ࣝや問題解決ྗの向上と

ともに、ࣾ会ਓྗૅجのスΩルアップがඞ要とߟえ、教員およͼ大学Ӄ生にҎ下の「ࣾ会ਓૅج

ྗ育成プϩグラム」への参加を義務付け、修࢜࿦文やത࢜࿦文の成果向上に൓өさせる活動を平

成2�年度より開࢝し、平成28年度前期においても同༷な FD に取り組み、大学Ӄ生の研究ਪ進お

よͼ発ද活動の活性化にܨげている。

1 ʣࣾ会ਓྗૅجにඞ要な「ૅج学ྗ」や「ઐ໳஌ࣝ」などのʰٕज़的能ྗʱに加え、「ίϛϡ

ニケーシϣン能ྗ」や「όイタリティー」、「ੵۃ性」、「協調性」などのʰ行動能ྗʱを意ࣝ

させるため、ࣾ会ਓྗૅج਍அを年 2 回ఔ度行い、教育・研究の中で各学生のऑ点ิڧと༏

れた能ྗの発۷を実感させる。

2 ʣ大学Ӄೖ学後、஗くとも൒年Ҏ಺に研究テーマおよͼ研究ܭըॻを主査教員のࢦಋで࡞成

するとともに、෭査をؚめた研究に関するσィスΧッシϣンのػ会を学生自らܭըし、年 2

回実施する。

3 ʣެ開講࠲に大学Ӄ生の参加を義務付け、ύネルσィスΧッシϣンや質ٙにੵۃ的に参加さ

せる。

� ʣ大学ࡇやެ開講࠲での学部学生やର֎参加者にରする研究発දをਪ奨する。

� ʣ各年度຤に行われる研究報告会ʢ中間発දおよͼ審査発දʣに、大学Ӄ全員およͼ全教員
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を参加させ、ଞ学生の研究発ද಺༰のධՁをさせる。

� ʣすべての大学Ӄ教員に教ࣨ಺での࠲学に留まらͣ、গなくとも൒年に 1 回Ҏ上の学֎での

体験学習や֎部講ࢣとのσィスΧッシϣンのػ会を義務付ける。

　そのଞ、݄ 1 回の学部教務委員会、大学Ӄ学務委員会において、学生の受講状گや講義の状گ

等についてܧ続的な議࿦を行っている。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　次年度についても、「授ۀ検討会」を定期的に開࠵することを目ࢦす。

　大学Ӄ生にはࣾ会ਓྗૅجのスΩルアップのための「ࣾ会ਓྗૅج育成プϩグラム」への参加

を義務付け、修࢜࿦文やത࢜࿦文の成果向上の定期的な検ূをܧ続的に行う。

　また、FD 委員会が平成2�年度に正ࣜにઃஔされたことから、学部಺関࿈委員会との࿈ܞの下、

FD 委員会を中৺としたܥ౷的な取り組みの検討・実施をߟえている。۩体的には、全科目にର

する学生ຬ足度調査の実施の検討、講義・θϛφールӡӦの工෉・改善点についての意׵ަݟ、

学生の受講状گ等について৘報ڞ有を௨して、大学Ӄにおいては、教員の研究ࢦಋ方法の改善を

ଅ進するための組৫的な取組み改善にܨげていく場としたい。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1
平成28年 � ݄28೔

ʢ教授会ߏ成員ʣ
教授会報告 ―学部生におけるࣾ会ਓྗૅج਍அ調査ʢ � ݄1�೔౎ࢢ৘報学
֓࿦ᶗで実施ʣ結果等を踏まえて―

2
平成28年 � ݄2�೔

ʢ教授会ߏ成員ʣ
平成2�年度前期・後期科目ผ学生授ۀຬ足度調査結果を受けての FD のあ
り方について

2
平成28年 � ݄2�೔

ʢ教授会ߏ成員ʣ
教授会報告 ―学部生のࣾ会ਓྗૅج਍அ調査ʢ平成28年度前期ʣの実施に
ついて―

3
平成28年 � ݄2�೔

ʢ研究科委員会ߏ成員ʣ
大学Ӄ研究科委員会報告 ―大学Ӄ生のࣾ会ਓྗૅج਍அ調査ʢ � ݄23೔実
施ʣ結果等を踏まえて―

�
平成28年 � ݄ 8 ೔

ʢ教授会ߏ成員ʣ
フΝンσーシϣンίースおよͼΩϟリア形成࿦実施報告会

�
平成28年11݄1�೔

ʢ教授会ߏ成員ʣ
平成28年度後期に学生授ۀຬ足度調査科目ʢ 2 科目ʗ教員ʣのܧ続֬ೝ

�
平成28年12݄22೔

ʢ教授会ߏ成員ʣ
平成28年度前期科目ผ学生授ۀຬ足度調査結果を受けての FD のあり方に
ついて

�
平成2�年 2 ݄ � ೔

ʢ修࢜࿦文発ද会ʣ
大学Ӄ生をର৅としたࣾ会ਓྗૅج਍அ調査の実施
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ਓֶؒ෦� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� ਓֶؒ෦ FD委員会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　ਓ間学部 FD 委員会は、FD 委員 � 名、学務委員長 1 名、ೖ試委員長 1 名およͼ教務ࣄ務৬員

1 名によってߏ成される。ਓ間学部の教員ஂの教育・研究をؚめたࢿ質・能ྗ向上を活動目ඪと

して FD 活動に取り組んでいる。平成28年度にはҎ下に取り組んだ。

　・ਓ間学部 FD 委員会を 3 回開࠵した。

　・前期にਓ間学部・ਓ間学研究科࠵ڞで FD フォーラムを開࠵した。

　・後期に新任教員をަえての授ۀに関する意׵ަݟ会を開࠵した。

　 3 回開࠵した FD 委員会では、前期・後期における FD 活動のܭըおよͼ進め方に関して協議

を行った。また、ਓ間学部教授会およͼਓ間学部 FD 委員会では、全学 FD 委員会に関する報告

により、本学の FD 活動についての৘報ڞ有がなされた。

　第 1 回およͼ第 2 回のਓ間学部とਓ間学研究科ʢ大学Ӄʣによる߹同 FD 委員会で前期の FD

活動に関する協議を重Ͷた結果、学生の主体的な学ͼʢアクティブラーニング型学修ʣに関わる

取り組みとして、今年度より開講された 2 年次のඞ修科目である「文ݙ講ಡ "」をテーマとし

た FD フォーラムを � ݄1�೔に開࠵した。今回のフォーラムは、ࡢ年度に開࠵した「独自教ࡐの

学務委員会とਓ間学部ܥ成と活用」ʢ教務࡞ FD 委員会との߹同ʣと、「クリティΧル・シンΩン

グʢ൷൑的思ߟʣ教育」ʢ֎部講ࢣをটᡈ、学部・大学Ӄ FD 委員会࠵ڞʣをテーマとした 2 回の

FD フォーラムからのܧ続性を有するものである。ࣄ前に、「文ߪݙಡ "」の担当者にରして実

施したアンケートの結果報告の಺༰をも踏まえながら、主として「学生の授ۀ態度」「教授法」「テ

Ωスト」「ධՁج४」に関する意׵ަݟを行い今後の課題について֬ೝした。参加者数は2�名で

あった。

　後期における FD 活動として、11݄1�೔に平成28年 � ݄およͼ � ݄に本学にண任した新任教員

2 名をަえて、名城大学の授ۀについてܰؾにޠり߹い、授ۀにおける工෉等をަڞ・׵有し、

授ۀづくりに活かすػ会とすることをझࢫとした意׵ަݟ会を開࠵した。FD 委員と新任教員に

加えて参加をر๬する教員によりߏ成されるかたͪで1�名が参加した。「学生の学習態度・授ۀ

マφー」「施ઃ・学習ڥ؀」「教授法」が主なトϐックとしてڍげられ、意׵ަݟが行われた。授ۀ

における学生のޠࢲ、ܽ ੮への教員からのಇきかけの工෉、஍਒発生時のආ೉ܦ࿏等のシϛϡϨー

シϣンのඞ要性、教ࣨثػのトラブル等へのରԠ、およͼ学生のੵۃ的な学習態度をଅすための

授ۀにおける教授法の改善等が、今後のさらに検討すべき課題とされた。
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2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　ਓ間学部の学生の � 年間における学ͼをࢧԉするための、教育಺༰およͼ教育ڥ؀のさらなる

改善に取り組Ήために、学生の授ۀຬ足度を高めるための教育改善に向けた検ূと෼ੳに取り組

Ήことをߟえている。そのために、次年度に向けてҎ下の FD 活動を༧定している。

　・FD 委員会の開࠵

　・FD ৘報のڞ有化のための活動

　・学部 FD フォーラムの開࠵

　・新任教員をަえての授ۀに関する意׵ަݟ会

ঘ、「フィールドϫークやޠ学研修等の多༷な学修ܦ験に関する取り組み」については、ਓ間学部

のઐ໳教育部໳に「ޠ学研修」「ւ֎研修」「ւ֎フィールドϫーク」「フィールドϫーク」等が֘当す

る体験科目としてࡏるため、FD の؍点からの改善に向けた取り組みについて検討することを今後

の課題とする。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄28೔ 第 1 回 FD 委員会ʢ平成28年度ਓ間学部 FD 活動༧定についてʣ

2 平成28年 � ݄ � ೔ 第 2 回 FD 委員会ʢ前期ਓ間学部 FD フォーラムの開࠵についてʣ

3 平成28年 � ݄1�೔ ਓ間学部・ਓ間学研究科࠵ڞ　FD フォーラム

� 平成28年 � ݄2�೔ 第 3 回 FD 委員会ʢ後期新任教員との意׵ަݟ会Ҋについてʣ

� 平成28年11݄1�೔ 新任教員をަえての授ۀに関する意׵ަݟ会
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ਓֶؒڀݚՊ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� ਓֶؒڀݚՊFD委員会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　ਓ間学研究科の FD 活動は、研究科主任教授、研究科教授 1 名ʢ学部 FD 委員長を݉務ʣおよ

ͼ研究科担当の教務ࣄ務৬員 1 名からなる FD 委員会を中৺にして実施されている。

　本年度の活動は、第一に、ै来と同༷、研究科における授ۀ、研究ࢦಋ、研究施ઃ等のॾ৚݅

に関して、Ӄ生をର৅にアンケートおよͼインタϏϡーを実施し、今後の教育・研究の改善方਑

を໌らかにすることであった。第二に、本研究科では、学部からの進学者を૿やすことが当໘の

重要課題になっていることもあり、大学Ӄにおける教育・研究へと発展しうる学部段階における

学生のૅج的な研究ྗྔの形成が課題となっている。そのため、ࡢ年度よりਓ間学部の FD 委員

会とڞ同して、学生の「クリティΧル・シンΩング」の育成方法を検討してきている。それを踏

まえ本年度も、学部が実施したアクティブラーニング型の学修をテーマにした FD フォーラムに

ついて、研究科の視点からاը・ӡӦに関わってきた。

　本研究科では、Ҏ上、二つの活動を実施してきた。アンケートおよͼインタϏϡーに関しては、

、検討し、一部を修正した上で࠶年度までの質問಺༰等を委員会でࡢ 1 年生に関しては、インタ

Ϗϡー、 2 年生に関しては、アンケート用紙の༣ૹによって実施した。また、学部との࠵ڞの

FD フォーラムでは、学部の報告にもあるように、2�名の参加者のもと、本年度から研究のૅج

ྗをഓう目的でಋೖされた授ۀ科目「文ݙ講ಡ "」を取り上げ、担当教員をର৅にしたアンケー

ト結果を踏まえながら、その成果や課題に関して率௚な意׵ަݟを行った。

　後期にはŊ 学部主࠵の新任教員 2 名を加えた意׵ަݟ会に参加し、本学における授ۀの実際や

今後の改善ࡦなどに関して率௚な意׵ަݟを行った。ࡏݱの研究科が௚໘しているॾ課題を௚接

に取り上げる意׵ަݟ会ではなかったが、大学Ӄ教育の前ఏとなる学部生のࢿ質・能ྗの形成に

関わる問題点やॾ課題について重要な意׵ަݟがなされ、学部教育と大学Ӄ教育との接続性をݟ

ਾえた上で、今後Ŋ 学部と大学Ӄがڞ同して取り組Ήべきॾ課題に関するೝࣝをڞ有することが

できた。

　また後期຤に、ࡏ学生をର৅にして、研究科における授ۀ、研究ࢦಋ、研究施ઃ等のॾ৚݅に

関するアンケート調査を༣ૹによって実施し、その結果を研究科委員会で検討する༧定である。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　本研究科における FD 活動については、ै来のようにӃ生をର৅にした授ۀ・研究ڥ؀に関す

るアンケートをܧ続・発展させると同時に、本研究科へのਓ間学部からの進学者数が低໎してい

るݱ状を踏まえれば、まͣは、本研究科での研究に向けた動ػづけやྗૅجの向上につながる学

部段階における FD 活動と協ྗ・࿈ܞすることが当໘の課題となる。とりわけ、ࡢ年度より学部

と࠵ڞで取り組んでいる「クリティΧル・シンΩング」の育成については、今後いっそう充実し
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ていきたい。

　۩体的にはŊFD フォーラムを学部と࠵ڞしŊその中で「クリティΧル・シンΩング」をは͡め、

大学Ӄ生としての研究に଱えうるࢿ質・能ྗの学部段階における育成ࡦや、また学部教育と大学

Ӄ教育との接続のあり方も検討していくػ会もઃけたい。

　また、先述のように本研究科の FD 委員会は 3 名の委員でߏ成されているが、今後いっそう充

実した FD 活動のためには、より多くの教員が௚接に関わることができる組৫࡞りもඞ要になる。

この点に関しては、本年度、研究科಺の組৫体制に関するݟ௚し委員会がઃஔされ、実際にݟ௚

しのۀ࡞がண手されているので、今後もŊ 研究科における FD 委員会のあり方についても、それ

を֦充する報告で検討し、実ݱしていきたい。

　これҎ֎にŊ 本研究科は � ݄からの新Ωϟンύスへの移సが༧定されており、ࡏ学生の研究活

動がスムーζな形でܧঝされているか、また新ೖ生の教育・研究ڥ؀がݱΩϟンύスのਫ४をҡ

࣋できているか、等ʑの点検がŊ 新年度、ૣʑに求められている。この点に関する点検を༏先的

に実施した上で、上هのような今後の課題に取り組んでいく༧定である。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄28೔ 第 1 回 FD 委員会ʢ平成28年度ਓ間学部・ਓ間学研究科 FD 活動༧定についてʣ

2 平成28年 � ݄ � ೔ 第 2 回 FD 委員会ʢ研究科・学部࠵ڞの FD フォーラムについてʣ

3 平成28年 � ݄23೔ 研究科委員会ʢӃ生アンケート・インタϏϡーの಺༰についてʣ

� 平成28年 � ݄1�೔ ਓ間学部・ਓ間学研究科࠵ڞ　FD フォーラム

� 平成28年 � ݄ 8 ೔ 研究科委員会ʢӃ生アンケート・インタϏϡーの結果についてʣ

� 平成28年11݄1�೔ 新任教員をަえての授ۀに関する意׵ަݟ会

� 平成2�年 2 ݄2�೔ 研究科委員会ʢӃ生アンケート・インタϏϡーの結果についてʣ
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� �෦ֶޠࠃ֎ ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� �෦FD委員会ֶޠࠃ֎ ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

���ɹӳޠՊ໨ͷίʔσΟωʔγϣϯ

　ӳޠスΩル科目ʢίϛϡニケーシϣン、リーσィング、ライティング、σィスΧッシϣンʣを

担当する教員がूまり、授ۀの教授法や課題等を࿩し߹った。その目的は授ۀに関する問題を解

決すること、ڞ௨のิ足教ࡐを࡞成すること、期຤テストを࡞成することである。

���ɹڭһ૬ޓͷत؍ࢀۀ�ʢ1FFS�PCTFSWBUJPOʣ

いにධՁし߹ったޓ、した。その後؍二つを参ۀ学部の全教員が、自෼の担当Ҏ֎の授ޠࠃ֎　

上でアドόイスをૹり、また、アイσアをަ׵した。

授ۀ参؍実施೔ɿ � ݄ � ೔ʢ݄ʣʙ2�೔ʢۚʣʢ 3 ि間ʣ

参加者ɿઐ任教員とಛ任講ࢣ

���ɹ໊৓େֶ֎ֶޠࠃ෦ୈ �ճڭ�ҭγϯϙδ΢Ϝ

　 � ݄2�೔に教育活動発ද会を行い、֎ޠࠃ学部の教員 � 名およͼグϩーόルプラβのインスト

ラクター 1 名が֎ޠࠃ教育に関する発දをした。

プϨθンテーシϣンの主題ɿ

⿠大教ࣨでのアクティブ・ラーニングの試み―ӳޠ学֓࿦の例― ʢ:BTVNJ .VSBUBʣ

⿠&WBMVBUJOH BO BEWJTJOH TeSWJDe BU B TeMG�BDDeTT DeOUeS JO $BNbPEJB ʢ"OEZ 5XeeEʣ

⿠$PMMBbPSBUJWe JOUeSBDUJWe SPMeT ʢ1BUSJDL 3BUeTʣ

⿠)JHI�GSeRVeODZ &OHMJTI QSPOVODJBUJPO JTTVeT GPS +BQBOeTe MeBSOeST ʢ+BNeT 3PHeSTʣ

⿠$PNQVUeS WJTJPO TZOESPNe BOE HPPE QSBDUJDe ʢ#SJBO (BMMBHIeSʣ

⿠自཯的学習をଅ進する WSJUJOH .BSBUIPO の実ફ法 ʢ:VSJ /JTIJPʣ

発දが終わった後に、質ٙԠ答 が行われた。

���ɹ$-*-�ηϛφʔ

　 � ݄28೔に $POUeOU BOE -BOHVBHe *OUeHSBUeE -eBSOJOH ʢ$-*-ʣに関するセϛφーを行い、౦

༸ӳ࿨ঁ学Ӄ大学の࡫ౡ先生と上ஐ大学の࿨ઘ先生に講演をして௖いた。

���ɹ'%�4ZNQPTJVNʢૅجԋशʣ

　 1 ݄2�೔に、ૅج演習の担当教員による FD シンポジ΢ムを行った。

ʪセッシϣン 1 ʫ　ૅج演習ᶘ報告　13���ʙ1��1�ʢ��෼ʣ

　二ਆ教授・ాݎ教授・౻ݪ।教授のॱに、平成28年度ૅج演習ᶘの授ۀ報告を行った。

ʪセッシϣン 2 ʫ全体討議　1��1�ʙ1��3�ʢ��෼ʣ

　成੷ೖྗシートの঺հ、ૅج演習ᶗ・ᶘ　授ۀの進め方、教科ॻの࢖い方、フィールドϫーク

のあり方、"1"ʢ"NeSJDBO 1TZDIPMPHJDBM "TTPDJBUJPOʣ方ࣜのపఈ、Ⴎ઄等のྙ理ҧ൓へのରԠ、

ධՁの࢓方を討議した。
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���ɹ໊৓େֶ֎ֶޠࠃ෦ୈ �ճڭ�ҭγϯϙδ΢Ϝ

　 1 ݄2�೔ʢਫʣに下ه � つの教育に関する研究結果と実ફ報告を行い、֎ޠࠃ学部の教員1�名

が参加した。ӳޠ教育のみならͣ、大学での一ൠ教ཆ教育と関࿈している発ද会であり、最後に

グループ・σィスΧッシϣンが行われた。

プϨθンテーシϣンの主題ɿ

⿠ 4IPVME We 3eBMMZ #e 6TJOH 4DPSeT FSPN 4UVEeOUTʟ &WBMVBUJPO PG 5eBDIJOH ʢ4&5Tʣ FPS 

1SPNPUJPO "OE 3eXBSE *O +BQBO  ʢ(SeHPSZ .JOeIBOeʣ

⿠"TZODISPOPVT 5eMeDPMMBbPSBUJPO BOE UIe (MPbBM $PNNVOJDBUPS ʢ1BVM WJDLJOHʣ

⿠ WJDLeE 2VeTUJPOT� " -PPL BU 0SHBOJ[BUJPOBM $VMUVSe BOE DJBMPHJD *OUeSEeQeOEeODe ʢ*BO 

3PUIʣ

⿠"TTJTUJWe 5eDIOPMPHZ #BTJDT ʢ#SJBO (BMMBHIeSʣ

���ɹ$-*-�8PSLTIPQ

　12݄ 1 ೔ʢ໦ʣ・ 2 ೔ʢۚʣにはクィーンζランド大学の 1IJMJQQB $PMeNBO 氏による $-*- 

WPSLTIPQ が実施された。

����तۀվળΞϯέʔτ

　名城大学 FD 委員会によってࢦ定された科目について、前期・後期ともに授ۀ改善アンケート

を行った。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　次年度に向けた FD 委員会ٴͼ FD 活動の課題は下هの௨りである。

⿠ӳޠスΩル科目のίーσィネーシϣンを続けること。

⿠教員૬ޓに授ۀ参؍をする方法を改善すること。

⿠平成2�年度の教育シンポジ΢ムの発ද者をืूすること。

⿠教員の஌ࣝやٕ能を高めるための 5eBDIeS )BOEbPPL を࡞成すること。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

下هの௨り、֎ޠࠃ学部 FD 委員会を開࠵し、FD 活動について議࿦した。

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄1�೔
1 ɽ授ۀ参؍の方ࡦ
2 ɽ前期の教育活動発ද会の実施　

2 平成28年 � ݄ � ೔
1 ɽ授ۀ参؍ʢ1eeS 0bTeSWBUJPO 1SPHSBNʣについて
2 ɽ)28年度前期授ۀ改善アンケート実施について
3 ɽ教育シンポジ΢ム ʢFBDVMUZ DeWeMPQNeOU 4ZNQPTJVNʣ

3 平成28年1�݄2�೔
1 ɽ後期の授ۀ参؍の方ࡦ
2 ɽ後期の教育活動発ද会の実施

� 平成2�年 2 ݄ 2 ೔
1 ɽ平成2�年度前期の FD 活動
2 ɽ新ಛ任講ࢣのΦリΤンテーシϣン
3 ɽ5eBDIeS )BOEbPPL の࡞成
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ૯߹ֶज़ڀݚՊ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ�૯߹ֶज़ڀݚՊڭҭݕ౼෦会�ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

　૯߹学ज़研究科のߏ成員により、Ҏ下の活動をਪ進してきた。

ʲ学生の主体的な学ͼに関する取組ʳ

・「૯߹学ज़ಛ࿦1
2」の開講

　学際的な୳求活動を௨͡、受講生が発දと討࿦のٕ能を高めることを目的として開講された。

・「)28年度૯߹ίアプϩグラム」の開࠵ʢय़قɿ � ݄ 2 ೔、ळقɿ � ݄1�೔ʣ

　全教員・全大学Ӄ生が参加し、教員、修ྃ生、ٴͼ֎部講ࢣによる講演を行うことで、本研

究科のϛッシϣン「自然とਓ間のڞ生」について幅広い視野で学ͼ、ߟえるػ会とした。

ʲ多༷な学修ܦ験に関する取組ʳ

・「タイにおける஍ڥ؀ٿ改善プϩグラム」の実施ʢ 8 ݄ � ೔ʙ 8 ݄11೔ʣ

　本研究科大学Ӄ生を中৺に12名の学生が参加した。タイにおいて২ྛ等の஍ڥ؀ٿに関わる

活動を行うとڞに、タイࠃ立科学ٕज़研究所等へ๚問して最新のόイΦ೩ྉに関わる研究結果

等について議࿦を行った。

・「ւ༸実習」の実施ʢ 8 ݄22೔ʙ 8 ݄23೔ʣ

　本研究科大学Ӄ生にରして実施された。三Տ࿷においてધഫによるւ༸؍ଌを行った後、Ѫ

஌ݝਫ࢈試験場にて最新のւ༸ڥ؀に関࿈する研究を学んだ。

ʲ教育の質向上に関する取組ʳ

・「෼野࿈ܞアクティブ・ラーニングର࿩ू会」への参加ʢ12݄23೔ʣ

　教育検討部会のߏ成員が、ࢲ立大学৘報教育協会理工グループによるର࿩ू会へ参加し、ଞ

大学で実施されているアクティブラーニングに関する手法の৘報を収ूした。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　教育改善に向けてߏ成員全員が議࿦・実ફできるよう、教育検討部会を中৺に検討をܧ続する。

よりੵۃ的に議࿦の場をઃけることが今後の課題である。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄1�೔
)28年度ळق૯߹ίアプϩグラムにおける講演テーマと֎部講ࢣの検討ʢ 1
回目、ϝール審議ʣ

2 平成28年 � ݄3�೔
)28年度ळق૯߹ίアプϩグラムにおける講演テーマと֎部講ࢣの検討ʢ 2
回目ʣ

3 平成28年 � ݄3�೔ )28年度࿦文ࢦಋ委員会報告ॻの֬ೝ
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回 ೔　ఔ 議　題

� 平成28年1�݄12೔
)28年度૯߹学ज़研究科ܭۀࣄըॻʢ中間ʣの自ݾධՁについてʢϝール審
議ʣ

� 平成28年1�݄2�೔ )28年度前期の FD 活動に関する取組みの֬ೝ
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� ๏຿ڀݚՊ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� ๏຿ڀݚՊFD委員会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

ʢ 1 ʣ本年度Ҏ߱は、大学ج४協会によるೝূධՁを受けないこととなった。しかし、ೝূධՁ

を受けないことが教育の質の低下をটくことのないよう、Ҿき続き教育ਫ४のҡ࣋・向上をਤ

る FD 活動を行うことが課題であった。この課題にこたえる活動は行えた、とߟえている。ै

前と同༷に、FD ॾ活動にਫ਼ྗ的に取り組んだ。

ʢ 2 ʣ「授ۀ改善アンケート」に関して、ै前はアンケートを実施する場߹の学生のج४ਓ数につ

き、「ཤ修者 � ਓ」としていたとこΖ、学生数のݮগ等により、「 � ਓ未ຬ」の場߹にどうする

か、が検討課題となっていた。ཤ修者がগ数の場߹のアンケートの意義、アンケートをとるに

してもその取り方につき、議࿦を重Ͷた。

　　この検討を、ほ΅ 2 年をかけて行い、その結果、実施ج४を「ཤ修者 3 ਓ」とし、ཤ修者数

が 3 ਓ未ຬである場߹をআいてアンケートを実施することに決定し、この方ࣜで前期およͼ後

期のアンケートを実施した。ಛ段のࠞཚもなく行うことができた。

ʢ 3 ʣアンケート結果のूܭॲ理やまとめにつき、これまではۀ者に発注していたが、平成2�年

度Ҏ߱、本年度も、学生数のݮগやࡒ੓ࣄ৘等により、法務研究科のࣄ務方ʢ法務研究科ࢿྉ

ࣨのࣄ務৬員ʣでこれを行うこととなった。学生数のݮগがあるとしても、このۀ࡞はかなり

の࿑務負担を伴うものである。が、その大มなۀ࡞をこなしてくれた。教員とࣄ務৬員が一体

となって FD 活動を行っていることのূࠨの一つである。

ʢ � ʣ前期・後期を௨してݟると、ै前にൺֱして、本年度は多くの授ۀ参؍がなされた。教員

による、授ۀへのਅ݋な取り組みがなされていることがうかがえるであΖう。

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

ʢ 1 ʣFD 取組ਪ進組৫

　　本年度もؚめ、法務研究科಺にઃけられた FD 委員会が中৺となって、FD 活動を行ってき

た。

　　しかし、全学的な委員会として、ै前の「FD 委員会」が平成2�年 � ݄Ҏ߱ഇࢭされ、「教

育開発センター委員会」に一本化されることに伴い、研究科಺での FD 委員会をどうするか、

がまͣ一つの課題となる。

ʢ 2 ʣFD 活動　

　　上هʢ 1 ʣと関࿈するが、FD 活動の重要性にมわりはないので、今後ともܧ続して行って

いくඞ要があることはٙいない。したがって、組৫の改ฤにかかわらͣ、FD 活動をҡ࣋して

いくことが第二の課題である。
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ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄ � ೔
これまでの課題や本年度の取り組み、委員૬ޓの໾ׂ෼担について協議し、
֬ೝした。

2 平成28年 � ݄1�೔ 前期のৼりฦりと、後期に実施༧定の各ࣄ項の֬ೝ。

3 平成2�年 1 ݄1�೔ 後期のৼりฦりと、FD 組৫改ฤの動きについて࿈བྷ・協議。

� 平成2�年 1 ݄23೔ 2 つの全学委員会に出੮後の、来年度に向けた FD 活動に関する協議。

　なお、このほか実施ࣄ項等について、దٓ、ਵ時に、委員会を開࠵し、協議している。
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� େֶɾֶͮ͘ߍりڀݚՊ� ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� FDਪਐ委員会� ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

ʢ 1 ʣ活動方਑

　全Ӄ生の年度಺修ྃに向け、組৫的に活動する。

ʢ 2 ʣ活動目ඪʀ授ۀ改善のための活動をاը・ӡӦする。

ʢ 3 ʣ活動಺༰

ᶃ FD ࠙ஊ会の定期的開࠵ʢ 3 ϲ݄に 1 回ఔ度ʣ

ᶄ各授ۀ科目の改善研究、研究科学生についての৘報ఏڙ・意׵ަݟ

ᶅ活動಺༰・研究成果のެදʢ研究会、研究科ل要などʣ

ᶆそのଞ、研究ࢦಋや࿦文審査についてのଧ߹せ

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

　研究科をด͡るため、ಛになし。

　ԁ׈にด͡られるよう、ݱӃ生の年度಺修ྃに全ྗをਚくす。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄2�೔ アクティブ・ラーニングについて

2 平成28年1�݄18೔ 研究科ل要第1�߸ʢ最終߸ʣのߏ成について

3 平成28年12݄2�೔ 研究科ل要第1�߸ʢ最終߸ʣの最終֬ೝについて

� 平成2�年 2 ݄21೔ 研究ࢦಋのৼりฦりについて
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FDऔ૊Λਪਐ͢る૊৫ͷ活動ใࠂ

� ֶ෦ɾڀݚՊɾηϯλʔʢ� �৬ηϯλʔڭ ʣ
� ਪਐ૊৫໊ʢ� �৬ηϯλʔFDਪਐ委員会ڭ ʣ

øɽ平成28年度ͷ活動ใࠂʢࠓ年度ͷ活動ํ਑ɺ໨ඪɺ活動಺༰ɺ࣮੷౳ʣ

今年度の活動方਑は次のとおりである。

教৬センターઐ任教員が担当する教৬課ఔに関する科目の授ۀ಺༰・方法の改善

この方਑のもと、活動目ඪは次の二点である。

ᶃ教員࠾用試験߹֨者の֬อ

ᶄ授ۀ改善についての教৬センター教員間のަྲྀ

活動಺༰ʢ独自の取り組みʣは次の二点である。

ᶃ教৬センターFD 活動

ᶄ研究಺༰や教育಺༰の発ද・ަྲྀ

実੷に関わることはҎ下の三点である。

ᶃ ݱ໾学生の߹֨者は3�名ʢうͪࢲ立学ߍ߹֨者 � 名ʣである。ެ立学ݱߍ໾߹֨数としては、

教৬センター開ઃҎ来最多であったࡢ年同༷2�名である。

ᶄ 教৬センターでは、これまで教৬センター会議಺でシラόスのݟ௚しなどの授ۀ改善に関わる

ことを検討してきた。しかし、本年度からは教৬センターFD 活動とশし、教৬センター会議

後に行うこととした。

教৬センターFD 活動では、一回につき一ਓの教৬センターઐ任教員が、各自の授ۀ実ફや教

৬課ఔに関する今後の動向などについての報告を行い、その報告をもとに意׵ަݟを行ってい

る。教育৬員໔ڐ法改正、学習ࢦಋ要ྖの改గへと向かっているࡏݱ、その動向を஌ることに

よって、自਎が担当する授ۀの今後のࡏり方のみならͣ、教৬課ఔ全体に関わるࡏり方をߟえ

߹う場となっている。本年度は � 回の活動を行った。

ᶅ 研究಺༰や教育಺༰の発ද・ަ ྲྀ活動として、教৬センターFD ਪ進委員会では、教৬センター

࠙ஊ会による教৬課ఔ授ۀ担当者ʢ݉担教員、ඇৗۈ講ࢣ、教員࠾用試験ษڧ会担当講ࢣ等ʣ

への発৴、ަ h、׵ͼ৘報ަٴྲྀ 教৬センターل要ʱのެץによる研究成果のまとめと発ද、h 教

৬センター年報ʱのެץによる FD 活動のまとめとެදをڍげている。h 教৬センターل要ʱ

第1ר�では � 本の研究࿦文・実ફ報告をࡌܝすることができた。h 教৬センター年報2�1�ʱは

。成する༧定である׬中であり、次年度に࡮ҹࡏݱ

2 ɽޙࠓͷ՝୊ɺํੑ޲ʢ࣍年度に޲けͨFDऔ૊ਪਐ૊৫ٴͼFD活動ͷ՝୊౳ʣ

ᶃ教৬課ఔ科目におけるద੾なアクティブラーニングのಋೖ



��

　ී段の講義からアクティブラーニングを行っていれば、受講者の学習意ཉが向上し、教員を

えられる。アクティブラーニングのಋೖߟ๬する学生の主体的な学ͼをଅすことができるとࢤ

によって、教員ࢤ๬学生の実ફ的ࢦಋྗの向上にもつながる。ただし、教৬センターFD 活動

でも࿩題になったことだが、アクティブラーニングがద੾にػ能するような授ۀ展開にする等、

工෉のඞ要がある。そのような工෉は、アクティブラーニングಋೖにおける課題としてڍげら

れる。

ᶄ教৬センターFD 活動の活動時間のݟ௚し

　これまでの FD 活動においては、どの報告も授ۀ改善、教৬課ఔのࡏり方の検討に結ͼつき、

意׵ަݟは活発なものであった。ࡏݱ、教৬センター会議後に FD 活動を行っているが、会議

前に 1 時間ఔ度の時間を֬อして行うほうがより有意義な意׵ަݟがなされるとߟえられる。

ú ɽ活動ه࿥ʢFDऔ૊ਪਐ૊৫にお͍ͯɺFD活動に͍ͭͯٞ࿦ͨ͠会ٞͷ։࠵೔ఔɾٞ୊ʣ

回 ೔　ఔ 議　題

1 平成28年 � ݄28೔ 平成28年度教৬センターFD 活動の組৫体制、目ඪ等について

2 平成28年 8 ݄ 3 ೔ 平成28年度ʰ教৬センターل要ʱおよͼʰ年報ʱ࡞成スケジϡールについて

3 平成28年1�݄ � ೔ 平成28年度ʰ年報ʱのࣥච担当者について

� 平成28年1�݄11೔ 教৬センターFD 活動における議࿦の進め方について

� 平成28年12݄1�೔ 平成28年度ʰ教৬センターل要ʱおよͼʰ年報ʱのฤू೔ఔの֬ೝについて

� 平成2�年 1 ݄2�೔ 今後の課題、方向性について



ü．τϐοΫε
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ୈø8ճ FDϑΥʔϥϜ࣮ࢪใࠂ

　平成28年11݄ 2 ೔ʢਫʣ、ఱനΩϟンύスڞ௨講義౩౦ 3 階 )3��教ࣨにおいて、第18回 FD フォー

ラムを開࠵した。今回は、「高大接続改革の狙いと方向性」をテーマとし、教৬員、ଞ大学関܎者

等13�名が参加して行われた。

　は͡めに、٢久ޫ一学長から開会のѫࡰがあり、続いて、FD 委員長でもある野口ޫએ෭学長から、

本フォーラムのझࢫがઆ໌された。

　第 1 部では、「高大接続改革の動向について」をテーマに、文部科学省高等教育局主任大学改革

官の濱口太久未氏をܴえ、ࣾ会ߏ଄のม化や学生の学ྗ、意ࣝの状گม化を୧りながら、ࡢ年 3 ݄

の三つのポリシーの義務化に関する省令改正とそのガイドラインをは͡め、中央教育審議会の高大

接続答申や、高大接続システム改革会議の最終報告においてࣔされた高大接続改革のポイントにつ

いて解આされた。

　第 2 部では、「高大接続とアクティブラーニング ―協同学習の視点から―」をテーマに、久留米

大学文学部教授の安永悟氏による講演が行われた。高大接続をࢧえる教育手法であるアクティブ

ラーニングとして、「協同学習」の意義や効果、活用方法についての঺հとともに、実際に会場に

て参加者同࢜の協同学習の体験を行った。参加者はੵۃ的にσィスΧッシϣンを行い、会場಺は活

。にҲれていたؾ

　全体の質ٙԠ答では、本発දに関する多くの質問・意ݟが寄せられ、活発な議࿦が行われた。最

後に、安౻大学教育開発センター長から、本学の三つのポリシーにجづき、本フォーラムの಺༰を

きっかけとして、協同学習の手法も参ߟにし、授ۀ改善にܨげてほしいとのవめをもって、第18回

FD フォーラムをด会した。

高大接続改革の動向について

解આをされる濱口氏

協同学習の実ફ前にઆ໌される安永氏
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ୈø8ճ　FDϑΥʔϥϜ　所属別参加状況
所ଐਓ数 
ʢ˞1ʣ

FD フォーラム
参加ਓ数 参加率 前回参加ਓ数

教育৬員
学長・෭学長 � � 8���� 3
法学部 �� 2 ���� 2
Ӧ学部ܦ 3� � 2���� �
学部ࡁܦ 31 1� 32�3� 8
理工学部 1�� 13 ���� �
農学部 �2 1� 28�8� 8
薬学部 �� 8 1���� 1�
౎ࢢ৘報学部 2� � ���� �
ਓ間学部 2� � 2���� 3
学部ޠࠃ֎ 22 � 22��� �
大学Ӄ法務研究科 1� � ���� �
大学Ӄ大学・学ߍづくり研究科 2 1 ����� 1
教৬センター � 2 28��� 1
૯߹研究所 1 � ���� �
খ1ܭ ��� �2 1��2� ��
ඇৗۈ講ࢣʢ˞3ʣ ʵ 1 ʵ 1
খ2ܭ 1 1
務৬員ࣄ
؂査ࣨ 2 � ���� 1
ൿॻࣨ � � ���� 1
Ӧ本部ܦ � � ���� �
.4�2�ਪ進ࣨ 2 1 ����� �
૯߹੓ࡦ部 � 1 1��3� 3
૯務部 1� � 21�1� �
ব֎部 1� 1 1���� �
੓部ࡒ 1� � 2���� 2
施ઃ部 11 � ���� �
ೖ学センター 13 3 23�1� �
学務センター 3� � 11��� �
教৬センター � 1 2���� �
อ݈センター 13 � ���� �
大学教育開発センター � � 1����� �
学ज़研究ࢧԉセンター 1� � ���� �
Ωϟリアセンター 23 2 8��� 1
際化ਪ進センターࠃ � � ���� �
৘報センター � � ���� 1
ෟଐਤॻؗ 8 3 3���� �
法学部 � � ���� �
Ӧ学部ܦ � � ���� �
学部ࡁܦ � 1 1��3� �
理工学部 1� 2 1���� 2
農学部 1� � ���� �
薬学部 1� 1 1���� 1
౎ࢢ৘報学部 � � ���� �
ਓ間学部 � 2 33�3� 2
φΰϠドーム前Ωϟンύスࣄ務ࣨ 12 � ���� 1
ෟଐ高ߍ � � ���� �
খܭ 312 3� 11��� 2�
໾員
໾員ʢ˞2ʣ � 2 33�3� �
そのଞ
学部生・大学Ӄ生 ʵ � ʵ �
学֎者 ʵ 28 ʵ 31
そのଞ ʵ � ʵ �
খܭ � 28 � 31
ܭ߹ 82� 13� 1���� 1��

˞1　  平成28年度所ଐਓ数ʢ教員ʜॿ手をؚΉ。ಛ任教授ʢ1・2・3߸ʣはؚまない。ʗࣄ務৬員ʜۀ務৬・ܖ໿৬員をؚΉ。೿ݣ৬
員はؚまない。ʣ

˞2　学長・෭学長はআく。ʢ教育৬員「学長・෭学長」にؚΉ。ʣ
˞3　研究員ؚΉ



第18回 FDフォーラム
参加者アンケート集計結果
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ø ɽࢀՃऀͷσʔλ
　ᶃ　参加者のଐ性ʢදʣ

所ଐ等 出੮ਓ数
ʢਓʣ

੶者数ࡏ
ʢਓʣ

各部໳の
参加率ʢˋʣ

参加者の
成ൺ率ʢˋʣߏ ਓ数ʢਓʣ ൺ率ʢˋʣ

໊

৓

େ

ֶ

法 学 部 2 �� ���� 1���

111  �����

ܦ Ӧ 学 部 � 33 21�2� ����
ܦ ࡁ 学 部 1� 3� 33�3� ��2�
理 工 学 部 13 1�� ���� ����
農 学 部 1� �2 28�8� 1��8�
薬 学 部 8 �� 11��� ��8�
౎ࢢ৘報学部 � 2� ���� ����
ਓ 間 学 部 � 2� 2���� 3���
֎ ࠃ ޠ 学 部 � 22 22��� 3���
教৬センター 2 � 28��� 1���
૯ ߹ 研 究 所 � 1 ���� ����
独 立 研 究 科 1 1� ���� ����
ࣄ 務 ৬ 員 3� 312 11��� 2����
ඇ ৗ ۈ 講 ࢣ 1 ʵ ʵ ����
研 究 員 � ʵ ʵ ����
໾ 員 等 � 11 ����� ��3�
学 部 学 生 � ʵ ʵ ����
そ の ଞ � ʵ ʵ ����

ଞ
େ
ֶ
౳

教 育 ৬ 員 11 ʵ ʵ ����

 28  2��1�
ࣄ 務 ৬ 員 1� ʵ ʵ 1��1�
ຽ 間 ا ۀ 3 ʵ ʵ 2�2�
ଞ 大 学 生 � ʵ ʵ ����
そ の ଞ � ʵ ʵ ����

ܭ 13� 1����� 13� 1�����
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　ᶄ　参加者のଐ性ʢグラフʣ

֤෦໳ͷग़੮ਓ਺ʢਓʣ

֤෦໳ͷࢀՃ཰

 

111人
79.9％

28人
20.1%

名城大学

他大学等

Ճऀͷֶ಺֎ൺ཰ࢀ
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2 ɽΞϯέʔτσʔλ
　ᶃ　アンケート回答者のଐ性ʢදʣ

所ଐ等 回答者数ʢਓʣ

名 城 大 学

ઐ 任 教 員 3�
ඇ ৗ ۈ 講 ࢣ �
৬ 員 2�
大 学 Ӄ 生 �
学 部 学 生 �
そ の ଞ �

ଞ 大 学
教 員 �
৬ 員 12

そ の  ଞ 2
未 回 答 等 2

ܭ 8�

　ᶄ　各プϩグラムのຬ足度ʢදʣ

プϩグラム名等
各項目の回答者数ʢਓʣ

ຬ足 ややຬ足 ී௨ ややෆຬ ෆຬ ܭ
1 ʣ講演「高大接続改革の動向について」
　文部科学省主任大学改革官　濱口 太久未 氏

1� 2� 21 12 2 ��

2 ʣ講演「高大接続とアクティブ・ラーニング」
　久留米大学文学部　安永　悟　教授

�2 12 � � � ��

ׂ߹ʢˋʣ ຬ足 ややຬ足 ී௨ ややෆຬ ෆຬ ܭ
1 ʣ講演「高大接続改革の動向について」
　文部科学省主任大学改革官　濱口 太久未 氏

18��� 3���� 28��� 1���� 2��� 1�����

2 ʣ講演「高大接続とアクティブ・ラーニング」
　久留米大学文学部　安永　悟　教授

����� 1���� ��2� ���� ���� 1�����

　ᶅ　各プϩグラムのຬ足度ʢグラフʣ
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ú ɽࠓ��ճͷϑΥʔϥϜͷதͰŊ Ұ൪ؔ৺Λ࣋ͬͨϙΠϯτɺॏཁͩとͨ͡ײϙΠϯτ
に͍ͭͯʢࣗ༝هड़ɾൈਮʣ
・)3�での展開を視野にೖれて、ॱ 次何を検討していくのか文科省಺での議࿦の動きがわかり、

参ߟになった。

・高大接続システム改革の全体૾について、୺ʑには஌っていたりฉいたりしていたが改めて

ক来的なਤをもって解આいただいて理解がਂまった。

・高大接続の理念についてஸೡにઆ໌いただき、෼かりやすかった。問題は۩体ࡦだがʢ「Ώ

とり」も理念はѱくないが、ここがμϝʣࡏݱ進行中とのことなので期଴している。しかし、

最もࠜ本的な問題は、中等教育までに਎につけるべき自主性と意ཉではないか。ࡏݱのʢと

いうか೔本全体にʣはͼこる同調ѹྗ、ԣならͼ意ࣝ、౒ྗするਓの足をҾっுる෩ைをଧ

ഁするための৺の教育を、ॳ等ʙ中等教育でしっかりやってཉしい。

・高等学ߍ教育の改革がどのような形で、どこまで進んでいるかを、大学ଆもしっかり理解す

ることが重要。

・高大接続における高ߍଆと大学ଆの྆方がຬ足する点をݟつけたい。

・高大接続改革についてৄしく஌るࣄができ、進௙状گが良く෼かった。

・高大接続といった部෼で、و学にしかできない先行した成ޭࣄ例を঺հしてཉしい。

・ 3 つのポリシーをࡦ定するҝの各組৫での議࿦の重要性。大学教育ΧリΩϡラムは 1 つのシ

ステムがあることを改めて実感した。

・安永先生のϫークシϣップ形ࣜの講演について、体験しながら学Ϳことができた。࿩は大ม

۩体的で෼かりやすかった。

・安永先生の一ڍ手一౤足がษڧになった。૒方向型で܏ௌ、アイίンタクトも重視した授ۀ

は自෼の௥い求める࢟ともڞ௨しているので、ͥͻとも自෼もຏいていきたい。

・アクティブラーニングʢҎ下、「"-」ʣに関して、ݸʑの手法と࿈ܞの重要性についてのઆ

໌があり、ありがたかった。

・これまで、യ然としか理解していなかった "- の意ຯや意義が、かなり໌֬になった。

・"- に׳れた高ߍ生が大学にೖ学して、ୀ۶な授ۀと感͡ることがないか。

・"- による講義の進め方、ߟえ方、ٕ法の組み߹わせ方について頭の੔理につながった。

・"- の本質を理解できた。ݸਓの֬立のもとで、協同学習にೖるのは、まさにઐ໳のޠݴを

੔えた上で、σィスΧッシϣンができる自然なྲྀれであると感͡た。

・協同のਫ਼ਆについて改めて学Ϳことができた。ࡏݱの৬場の改善に໾立つと思った。

・協同学習の大੾さと೉しさ、ڵຯਂくฉけた。どのようにద用するかが問題。

・ઐ໳科目ʢ理ܥʣへの協同学習のಋೖについてษڧしたい。

・学習の本質が協同であるというߟえ方が、ݸਓとࣾ会との関܎をどうとらえるのかという問

題の上に、展開されていること。

・"- の಺༰や定義が、グループで࿩した಺༰であっているのか֬৴がもてなかった。

・先生方が実際に行っていることが "- であること、改めてどういった効果が出るのかが໌֬

になってよかった。
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・とにかく実ફしてみることが重要。

・۩体的に自෼の授ۀにద用するときの問題点を今後ߟえていきたい。

・大学でアンケートを取った "- は形だけであったが、গしͣつでも実質的に಺༰のあるもの

に改善していきたい。FD フォーラムに参加されない教員はいつまでたってもこのような取

り組みをしてもらえない。 � ׂの教員が参加されないので、進めることは೉しいか。 

・グループϫークを௨して、名城大教員の方に௚接 "- について࿩をฉくػ会が࣋てたことが

とてもよかった。

・ಋೖできる部෼とできないྖҬがあると感͡たが、活用できる部෼ʢ 8 TUeQT 等ʣは、ͥͻ

取りೖれたい。

・-5D のԠ用方法を৭ʑߟえるࣄができた。

本はやっͺり教員の೤意。いΖいΖなٕ法を学Ϳことも大੾だが、学΅うという࢟੎が大ج・

੾。

・「学ྗの 3 要ૉ」を学生にいかに਎につけさせるか、にあると思うが、大学は授ۀによる

"- のみでୡ成できるのか。

・「ϖアグループが "-」というޡ解を全教員が཈えͶばならない。ࢲもؚめ、参加の方たͪ

はそのޡ解が解けたのではʜと感͡た。

・高ߍと大学の࿈ܞをਂめて、改革のフェーζを߹わせていかないと効果を上げることは೉し

い。高ߍにೖってから本をಡまなくなるのが、学ྗ問題のࠜఈにあるؾがする。

・協同学習の視点から、授ܭۀըをイϝージすることに໾立った。

・༷ʑな "- の手法やٕ法を学んできたが、೉しい੾りସえの解決法を学べてよかった。

・"- で学生が主体的にڵຯを࣋っていくのは重要であるが、学部ॳ年時ʢʙ 3 年中期くらい

までʣにそのことに重点をஔくと、学習಺༰は஗ʑとして進まないのではないか。理ܥでは

ج制的に学習させるඞ要を感͡る。その上ʢ学習ڧ、Ҭで学Ϳことが多く、あるఔ度ྖૅج

ૅを習ಘした上ʣで、大学Ӄにおける "- は有効かもしれない。"- ॳ年次の思想形成には

有効かも。ʢਂい学ͼはૅجが形成されてからˠ大学Ӄになら͟るをಘないʣ

・正しいか、正しくないかの議࿦はあると思うが、多༷な視点方法を஌ることは、とても意ຯ

がある。

û ɽ��ֶ ෦ͷڭҭվળͷऔ૊Λおฉきにͳͬͯɺॴଐֶ෦౳ͷڭҭվળΛਐΊる্Ͱώ
ϯτにͳͬͨ͜とͳͲがあΕ͹おฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻʢࣗ༝هड़ɾൈਮʣ
。っているࠔਓ的にはҎ前から実ફしているが、ඞͣしも全教員が協ྗ的ではないのでݸ・

・ॳ年次教育のߏ成をߟえる上で大ม໾に立った。

・新઱なͪ࣋ؾで、協同の学ͼ方ʢ理࿦ʣに関৺を࣋てた。

・学習ࢦಋと学生ࢦಋをともに授ۀのなかで実ݱする、ということをより۩体化するため、シ

ラόス࡞りやΧリΩϡラム改正のۀ࡞のなかでしていくඞ要を感͡た。

・「学ྗの 3 要ૉ」のҐஔづけ。

・理ܥの科目でもՄ能性があることが෼かり、۩体的な方ࡦはないが期଴が࣋てた。
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・協同学習をどのように࠾りೖれて授ۀをઃܭしていくか、۩体的なώントをಘた。自෼の授

-"、えていたがߟを改善しようとۀでやってみようと思った。自෼の授ۀ のಋೖや಺༰の

。௚しなど方向性についてώントをಘたݟ

・-5D のプランʢྲྀれʣについて、ॳ年次教育を改善する上で参ߟになった。

・"* を࢖った教ࡐ、教育プϩグラムのՄ能性を୳ってみたい。学生にߟえさせる工෉をさら

にߟえてみたい。

ü ɽ��FDϑΥʔϥϜ΍ͦͷଞͷاըͰѻͬͯ΄͍͠ςʔϚ΍اը಺༰౳に͍ͭͯɺ͝ҙ
ड़ɾൈਮʣهೖ͍ͩ͘͞ɻʢࣗ༝هɾ͝ཁ๬が͍͟͝·ͨ͠Β͝ݟ
・学生ࢧԉと *3 について。

・学修成果のՄ視化について。

・教育ٕ法の঺հ。

・"- や協同学習の実ફ例。ʢখ・中ʣ高ߍの "- 等の実ફ例。

・今後も続けて、安永先生の࿩がよいʢ-5D 授ۀの体験などʣ。

・-5D 学習法について、θϛでの討࿦型授ۀへの取りࠐみにとって重要なポイントをࢦఠし

ている。

・ϏブリΦόトルの実ફを௨͡た有効性について、ઐ໳Ոの࿩をฉきたい。

・できるݶり多くの教員に FD フォーラムに参加させるよう、ڧ制ྗをಇかせてもらいたい。
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         ᇹ 1Ჲׅ᳀ᲾフォーラムǢȳǱート ࠯঺ᲬᲲ࠰ᲫᲫஉᲬଐᲢ൦Უ 

 
 

  ஜଐƸᇹ �Ჲׅ FD フォーラムƴƝӋьいƨƩƖƋǓƕƱƏƝƟいǇしƨŵ 
ʻࢸのフォーラムの˖ဒǛƸơǊŴ(D ෇ѣのӕǓኵǈƴƓいƯӋᎋƴƳǔƝॖᙸǛいƨƩƖƨいƱ࣬いǇ

ƢのưŴஜǢȳǱートƴƝׅሉƘƩƞいǇƢǑƏƝңщǛƓᫍいいƨしǇƢŵいƨƩƖǇしƨǢȳǱートの
ƝॖᙸƸŴ̒ Ƹ入ӝƴƯׅӓረǛဇॖしƯいǇƢのưŴࢸのӕǓኵǈのӋᎋƴƞƤƯいƨƩƖǇƢŵƝᚡ入ࢸ
ᡚЈのᨥƴƓ入ǕƘƩƞいŵ�

 

ᲫᲨƋƳƨƴƭいƯƓᎥƔƤƘƩƞいŵᲢᛆ࢘ƢǔǋのƴŨǛƭƚƯƘƩƞいᲣ 

ƂӸ؉ٻ学ƃ ݦ��˓૙Ճ  ��᩼ࠝѮᜒࠖ  ��ᎰՃ  4.ٻ学ᨈဃ  ��学ᢿ学ဃ  6�Ʀの˂Ტ      Უ 

Ƃ˂ ٻ 学ƃ 7.૙Ճ   8.ᎰՃ      

Ƃ᭗ሁ学ఄƃ ��૙Ճ   ���ᎰՃ�

ƂƦ の ˂ƃ ���Ʀの˂Ტ           Უ�

                      

ᲬᲨஜଐの˖ဒϋܾƴƭいƯƓᎥƔƤƘƩƞいŵ 

プȭǰラムӸ ᛆ࢘ƢǔǋのƴŨǛ˄ƚƯƘƩƞいŵ�

 
１．講演「高大接続改革の動向について」 

文部科学省高等教育局主任大学改革官  
   濱口 太久未 氏 

 

��฼ឱ ��ǍǍ฼ឱ ��୍ᡫ ��ǍǍɧ฼ ��ɧ฼�

 

２．講演「高大接続とアクティブラーニング 
－ 協同学習の視点から －」 

久留米大学文学部教授   安永 悟 氏 

 

��฼ឱ ��ǍǍ฼ឱ ��୍ᡫ ��ǍǍɧ฼ ��ɧ฼�

 

ᲭᲨʻׅのフォーラムのɶưŴɟဪ᧙࣎ǛਤƬƨȝǤȳトŴ᣻ᙲƩƱज़ơƨȝǤȳトƴƭい
ƯŴφ˳ႎƴƓᎥƔƤƘƩƞいŵ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

FD フォーラム 

アンケート様式 
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�

ᲮᲨ� 学ᢿの教育改善のӕኵをおᎥƖになって、৑ޓ学ᢿ等の教育改善をᡶめるɥでȒȳト

になったƜとなƲがあれƹおᎥƔƤくƩさい。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ᲯᲨ� ᳀ᲾȕǩȸȩȠやその˂の˖ဒでৢってǄしいテȸȞや˖ဒϋܾ等にƭいて、Ɲॖ

ᙸ・ƝᙲஓがƝƟいǇしたらɦᚡにƝᚡλくƩさい。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

Ɲ協力ありがとうƝƟいǇした。�

Ӹ城ٻ学� ᳀Ჾ委員会
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高大接続改革のືྥ࡚࠸ࡘ࡟

ᖹᡂ㸰㸶ᖺ㸯㸯᭶㸰᪥
ྡᇛ大Ꮫ➨㸯㸶ᅇ)'࣒࣮࢛ࣛࣇ

文部科学省 高等教育局 主任大学改革官

℈ཱྀ ኴஂᮍ

䠍䠊「高大接続改革」の理ᛕと⤒⦋

２䠊高等学校教育の改革

䠏䠊大学教育の改革

４䠊大学入学者選抜の改革

䠑䠊䛭の௚

�

ࡣ࡜高大接続改革ࠖࠕ

ṺẐ᭗ٻ੗ዓો᪃ẑとỊ˴か。

Ṹ 。λᚾો᪃ờԃộủているが、ẸủẻけỂỊないܖٻ
Ṹ ṞẐ᭗ሁఄܖ૙育ẑと、

ṟẐܖٻ૙育ẑ、
Ṡɲᎍを੗ዓするẐܖٻλܖᎍᢠ৷ẑを、
連ዓしたᾀếの᠆として、ɟ˳ႎỆો᪃するờの。

ṺなặẐ᭗ٻ੗ዓો᪃ẑなのか。ίなặɤᎍɟ˳なのか。ὸ

ṸẐ᭗ሁఄܖ૙育ẑとẐλܖᎍᢠ৷ᵆܖٻλᚾᵇẑỊɟደỆ٭Ừる࣏ᙲ。
、Ừらない٭Ừらないと᭗ఄ૙育が٭λᚾがܖٻ・
・Ӗ᬴ן力の˯ɦと᭗ఄ生の̲ܖ᣽の˯ɦ、ሁ

Ṹ ૙育のឋႎ᠃੭ίしẾかܖٻ、のɶỂޒᨥᇤʗのᡶ׎・化܇ݲ
りとܖốܖٻ૙育ồὸ
ᎍのᢠ৷ܖ૙育をӖけるỆឱるλܖٻ・

ᎍとẸủỆӳỪẶた૙育ἩἿἂἻἲの࣏ᙲࣱ、ሁܖಮなλٶ・
�

ேཱྀの推⛣࡜ᑗ᮶ேཱྀ

ᑡᏊ高㱋໬の進⾜により、⣙䠑䠌年ᚋに䛿⥲ேཱྀ䛜⣙䠏๭ῶᑡ、
䠒䠑ṓ以ୖの๭合䛜⥲ேཱྀの⣙４๭に㐩する見㎸䜏。

⏕⏘ᖺ㱋ேཱྀの推⛣

生⏘年㱋ேཱྀ䜒ῶり続け、２䠌䠒䠌年に䛿２䠌䠍䠌年とẚべ
⣙༙ᩘまでῶᑡする見㎸䜏。

໬の進ᒎࣝࣂ࣮ࣟࢢ

・਼ੀの*'3पಚीる঩মのસ়の଩ৣ
ك٫�������ফڀ����ফ���٫ڀ����ফ���٫ق
・঩মの঳⼈ਊञॉ*'3
਼ੀਸ਼ڮਜ਼ق���ك����قੀਸ਼��ਜ਼਼ڀك�

ᡃ䛜ᅜのᅜ㝿ⓗなᏑ在ឤのప下

中 ᅜ

⡿ ᅜ

䜲ン䝗

᪥ᮏ

「高大接続改革」の⫼ᬒ
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「高大接続改革」のᚲ要ᛶ

ႎỆᚸ̖ẴỦ᩿ٶщỉᾂᙲእửܖ

高ఄộỂỆؔẾẺщử୼Ệ
ӼɥῒႆޒẰẶẆᅈ˟Ệᡛ
ụЈẴẺỜỉ

щỉᾂᙲእửᏋ঺ẴỦܖ

ٴ ব੠৲ؚੲਾ৲の૶சな
ਤன ڀ ঺ভ構ୗु૶ச
पؚかणপऌऎ૗୓؛

ٴ 知識੦ೕ঺ভのなかदؚ
ৗञな੼கを൉ୗしてःऎ
⼒を୘てるऒとऋ૑要؛

ٴ ঺ভदঽয়৓पણ৿して
ःऎञीप૑要な「学⼒の
要素」をংছথ५ेऎ୘گ
िऒとऋ૑要؛

ْ学⼒のگ要素ٓ
⋇ 知識・技能のનৰなಆ੭
ؚ⼒思考كを੦पしञ⋇ق⋈
判断⼒ؚ表現⼒

⋉ 主体性を持って多様な⼈々
と協働して学ぶ態度

高等学校教育・大学教育・大学入学者選抜
の一体ⓗ改革（高大接続改革）

5

中ኸ教育審議఍「新しい時௦に䜅䛥䜟しい高大接続の実⌧に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体ⓗ改革
について（⟅⏦）」（平成２䠒年䠍２᭶２２᪥）

○平成２４年䠔᭶のㅎ問以᮶、２年４䛛᭶వの審議を⤒て⟅⏦。
○௒ᅇの⟅⏦䛿、教育改革᭱大のㄢ題で䛒りな䛜䜙実⌧䛜ᅔ㞴で䛒䛳た「高大接続」改革を䛿䛨めて⌧実の䜒の
とするための方策として、「高等学校教育」「大学教育」ཬ䜃୧者を接続する「大学入学者選抜」の抜本ⓗ改革を
提ゝする䜒の。

「高大接続改革実⾜プ䝷ン」（平成２䠓年䠍᭶䠍䠒᪥）文部科学大臣Ỵ定

○高大接続⟅⏦を㋃ま䛘、高大接続改革を着実に実⾜するほⅬ䛛䜙、文部科学省として௒ᚋྲྀり⤌むべ䛝㔜Ⅼ
施策とスケジュールを示した䜒の。平成２䠓年䠍᭶に文部科学大臣Ỵ定として公表。

「高大接続システム改革఍議」（平成２䠓年䠏᭶䡚平成２䠔年䠏᭶）

○高大接続⟅⏦・高大接続改革実⾜プ䝷ンに基䛵䛝、高大接続改革の実⌧に向けたල体ⓗな方策について検討。平成２䠔年
䠏᭶に᭱⤊ሗ告。

中ኸ教育審議఍䜈ㅎ問「大学入学者選抜の改善を䛿䛨めとする高等学校教育と大学教育の෇⁥な接続と㐃ᦠのᙉ໬のための
方策について」（平成２４年䠔᭶２䠔᪥）

○高等学校教育の㉁の☜ಖ・向ୖ、大学のேᮦ育成機⬟の抜本ⓗᙉ໬、⬟力・ពḧ・㐺ᛶをከ㠃ⓗ・⥲合ⓗに評
価し䛖る大学入学者選抜制度䜈の㌿᥮について提ゝ。

教育෌生実⾜఍議「高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方について（➨ᅄ次提ゝ）」
（平成２䠑年䠍䠌᭶䠏䠍᪥）

○文部科学大臣䛛䜙中ኸ教育審議఍に対しㅎ問䛜⾜䜟䜜、中ኸ教育審議఍で䛿⥲఍直ᒓの高大接続≉ู部఍
をタ⨨。ྠ年９᭶䛛䜙審議を㛤ጞ。

ͤ⮬⏤Ẹ主ඪ文部科学部఍「高大接続改革に関する小ጤဨ఍」（平成２䠓年䠏᭶䡚２䠔年䠏᭶）に䛚いて䜒、議ㄽ。

文部科学省内に検討・準備グループ等をタ⨨（平成２䠔年４᭶䡚）

○高大接続システム改革఍議「᭱⤊ሗ告」を㋃ま䛘、検討・準備グループ等をタ⨨し、ල体ⓗ制度タィを検討。
平成２䠔年䠔᭶に進ᤖ状況を公表。

高大接続改革の議ㄽ・検討のὶ䜜

6
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高大接続改革の඲体ീ䜲メージ（高大接続システム改革఍議᭱⤊ሗ告より）
䠉「高等学校教育」、「大学教育」、「大学入学者選抜」の一体ⓗ改革による「学力の䠏要⣲」のఙ長䠉

䖂 ᫂☜な「入学者ཷ入䜜の方針」に基䛵䛝、
「学力の䠏要⣲」をከ㠃ⓗ・⥲合ⓗに評価する選抜䜈改善
ͤධᏛᕼᮃ⪅࡟ồࡿࡵ⬟ຊ࡜ホ౯᪉ἲの㛵ಀの᫂☜໬࡟ࢀࡑ࡜ᇶ࡙ࡃ㑅ᢤ

• 新たな選抜実施ルールの構⠏
• 「調査書」の改善䜔「学ಟィ⏬書」等の඘実

䖂 ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力の一ᒙの㔜ど
・ 記述式問題のẁ㝵ⓗᑟ入

平成䠏２䡚䠏䠑年度：▷文記述式
平成䠏䠒年度䡚：より文Ꮠᩘのከい記述式

・ 䝬ー䜽シート式問題の改善（平成䠏２年度䡚）

・ ＣＢＴの検討・ᑟ入（平成䠏䠒年度以㝆のᑟ入を目ᣦす）
ͤ」ᩘᅇ実施について䛿、᪥⛬ୖのㄢ題䜔ＣＢＴのᑟ入、等໬等な

䛹を中ᚰとして、ᘬ䛝続䛝検討

→「᭱⤊ሗ告」ᚋ、「大学入学者選抜方法の改善に関する協議」のሙでල体
ⓗな在り方を検討（平成䠏２年度に実施䛥䜜る選抜䛛䜙㐺⏝）

高等学校教育改革

→「᭱⤊ሗ告」ᚋ、文部科学省に䛚いて、関係ᅋ体等のཧ⏬をᚓて、実ドⓗ・ᑓ
㛛ⓗ検討、新テストの実施方針（平成２９年度初頭）に཯ᫎ

• 関係省௧の改正（「୕つの方針」の一体ⓗな策定・公表の制度໬）
（平成２䠔年䠏᭶改正、平成２９年４᭶施⾜）

• 「୕つの方針」の策定・㐠⏝に関する「ཧ⪃ᣦ針」のస成（平成28年3᭶）

• ྛ大学に䛚いて育成を目ᣦすேᮦീ䜔ල体ⓗな教育άືの᫂☜໬
• 入学䛛䜙༞ᴗまでの、大学教育を඘実するためのPDCA䝃䜲䜽ルをᙉ໬

䘠୕つの方針（༞ᴗㄆ定・学位授与、教育ㄢ⛬⦅成・実施、
入学者ཷ入䜜）に基䛵く 大学教育の㉁ⓗ㌿᥮

䘠ㄆド評価制度の改善

• 高大接続改革の㊃᪨を㋃ま䛘た評価項目・方法の改善（「୕つの方針」に基䛵
く大学教育の㉁ⓗ㌿᥮ಁ進䜔、内部㉁ಖドを㔜どした評価）

（平成䠏䠌年度䛛䜙ጞまる➨䠏䝃䜲䜽ルの評価に཯ᫎ）

䘠学習ᣦᑟ要㡿の抜本ⓗな見直し

䘠学習・ᣦᑟ方法の改善

䘠ከ㠃ⓗな評価の推進

• 育成すべ䛝㈨㉁・⬟力を㋃ま䛘た教科・科目等の見直し
（「Ṕྐ⥲合（仮称）」、「ᩘ理᥈✲（仮称）」、᝟ሗά⏝⬟力を育成する新科目な䛹）

• 䜹リ䜻ュ䝷ム・䝬䝛ジメントのᬑཬ・ಁ進

• ア䜽テ䜱ブ・䝷ー䝙ングのどⅬ䛛䜙の学習・ᣦᑟ方法の改善
• 教ဨの㣴成・᥇⏝・◊ಟの見直し

• 学習評価の改善
• ከᵝな学習成果を 定する䝒ールの඘実
→「高等学校基礎学力テスト（仮称）」のᑟ入

基礎学力の定着度合いを把握し、ᣦᑟのᕤ夫に生䛛す௙⤌䜏。
CBTᑟ入を検討。

（平成䠏䠍䡚䠏４年度：試⾜実施、平成䠏䠑年度䡚：新学習ᣦᑟ要㡿に対ᛂ）

→㎰・ᕤ・ၟᴗな䛹の検定試㦂䜔英語な䛹のẸ㛫検定試㦂の฼ά⏝のಁ進

ٌَ学ৡの３ਏಞُのન実な育ਛ ٍ

ٌَ学ৡの３ਏಞُの੗એ৓・総合৓௬੼ ٍ ٌَ学ৡの３ਏಞُのಌなॊಇশٍ

大学教育改革
→「᭱⤊ሗ告」ᚋ、文部科学省に䛚いて、関係ᅋ体等の理ゎと協力をᚓて、

実ドⓗ・ᑓ㛛ⓗ検討、新テストの実施方針（平成２９年度初頭）に཯ᫎ

大学入学者選抜改革

䘠「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」 のᑟ入
（平成䠏２年度䡚実施、平成䠏䠒年度䛛䜙䛿新学習ᣦᑟ要㡿に対ᛂ）

䘠ಶู入学者選抜の改革
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２䠓年度 ２９年度 䠏䠌年度 䠏䠍年度 䠏２年度

高大接続࣒ࢸࢫࢩ改革の࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ

࿘▱䞉ᚭᗏ
ᩍ⫱ㄢ⛬のぢ
ࡋ┤

Ꮫ⩦ᣦᑟ᪉ἲの改
ၿࠊᩍဨのᣦᑟຊ
のྥୖ

高➼Ꮫᰯᇶࠕ
♏Ꮫຊࢺࢫࢸ
㸦௬⛠㸧ࠖの
ᑟධ

ከ㠃ⓗ࡞
ホ౯の඘ᐇ

୰ኸᩍ⫱ᑂ
㆟఍䛻䛶䚸
ᑂ㆟

⟅
⏦

࿌
♧

制度改正

䠏䠏年度 䠏４年度 䠏䠑年度

厘実
᪋
大
⥘
厙の

⟇
ᐃ
呍බ
⾲
（30

ᖺ
ᗘ
ึ
㢌
）

୰ኸᩍ⫱ᑂ
㆟఍䛻䛶ᑂ
㆟

⟅
⏦

「実
施
኱
⥘
」
の
検
討

䪮
᪂
テ
ス
ト
の
ල
య
ⓗ
内

容
䪯

ᩍ⛉᭩సᡂ䞉᳨ᐃ䞉᥇ᢥ䞉౪⤥

吮
呃
テ
ス
ト
の
実
᪋

（29
ᖺ
ᗘ
┠
㏵
）

「
実
施
方
針
」
の
策

定
に
向
け
た
検
討

䠏䠒年度

新学習ᣦᑟ要㡿
（年次進⾜で実施）

新学習ᣦᑟ要㡿を
㋃ま䛘た対ᛂ

「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の試⾜実施

の᪉㔪ࡘ୕
大ࡃᇶ࡙࡟
Ꮫᩍ⫱のᐇ

⌧

２䠔年度

学校教育法施⾜つ
๎、大学タ⨨基準
等の改正、୕つの
方針の策定・公表
の䜺䜲䝗䝷䜲ンの策
定

ㄆドホ౯ไ
ᗘの改革

大ᏛධᏛᕼࠕ
ᮃ⪅Ꮫຊホ౯
㸦௬ࢺࢫࢸ
⛠㸧ࠖのᑟධ

ಶู大Ꮫ࡟
ධᏛࡿࡅ࠾
⪅㑅ᢤ改革

「高等学校基礎学力
テスト（仮称）」の実施

ྛ኱Ꮫ䛻䛚䛔䛶䚸
୕䛴䛾᪉㔪䛾⟇
ᐃ䚸ぢ┤䛧➼䛾
ྲྀ⤌䠄䠏᭶ᮎ䜎䛷
䛻せ᏶஢䠅

咉
᭶
改
ṇ

┬
௧
᪋
⾜

ㄆド評価の⣽目
を定める省௧の
改正（୕つの方針
に関する評価）な
䛹

ホ౯ᶵ㛵䛻䛚䛔
䛶䚸᪂䛯䛺ホ౯ᇶ
‽➼䜈䛾ᨵゞ䚸ྛ
኱Ꮫ䜈䛾࿘▱

ྛ኱Ꮫ䛻䛚
䛔䛶䚸⮬ᕫ
Ⅼ᳨䞉 ホ౯

咉
᭶
改
ṇ
┬

௧
᪋
⾜ ➨䠏䝃䜲䜽ル評価㛤ጞ（平成䠏䠌年度䡚）

䛂ᐇ᪋᪉㔪䛃䛾⟇
ᐃ䛻ྥ䛡䛯᳨ウ

「実施方針」の
策定・公表（29
年度初頭）

プレテストの
実施（30年度
目途）

「実施大⥘」の策
定・公表（31年度
初頭目途）

厘大
学
入
学
ᕼ

ᮃ
者
学
力
評

価
テ
ス
ト
（
仮

称
）厙
の
実
᪋

᪂
学
⩦
ᣦ
導
せ

㡿
双
ᑐ
ᛂ
厹
た

厘
実
᪋
大
⥘
厙
の

ண
࿌

᪂
学
⩦
ᣦ
導
せ

㡿
双
ᑐ
ᛂ
厹
た

厘
実
᪋
大
⥘
厙
の

⟇
ᐃ
呍
බ
⾲

新テストに係る実ドⓗ・ᑓ㛛ⓗ検討と準備・実施

新学習ᣦᑟの
下での実施

኱ᏛධᏛ⪅㑅ᢤ
ᐇ᪋せ㡯䛾ぢ┤
䛧䛻䛴䛔䛶䚸㧗
ᰯ䞉኱Ꮫ㛵ಀ⪅䛻
䜘䜛༠㆟

ྛ大学の入学
者選抜方法等
の予告・公表

厘ᖹ
ᡂ
33
ᖺ
ᗘ
大
学

入
学
者
選
抜
実
᪋

せ
㡯
厙
発
出
（32
ᖺ

咊
᭶
）

ྛ
大
学
で
選
抜
実
᪋

᪂
学
⩦
ᣦ
導
せ
㡿

双
ᑐ
ᛂ
厹
た
ಶ
ู

選
抜
の
実
᪋
双
㛵

去
召
通
▱

ྛ
大
学
の
入

学
者
選
抜
᪉

法
等
の
ண
࿌
呍

බ
⾲

厘ᖹ
ᡂ
37
ᖺ
ᗘ
大

学
入
学
者
選
抜
実

᪋
せ
㡯
厙
発
出
（36

ᖺ
咊
᭶
）

ྛ
大
学
で
選
抜

実
᪋

᪂
学
⩦
ᣦ
導
せ

㡿
双
ᑐ
ᛂ
厹
た

テ
ス
ト
の
実
᪋

ከ㠃ⓗ䛺ホ౯䛾᥎㐍
䞉Ꮫ⩦ホ౯䛾ᅾ䜚᪉䛾ぢ┤䛧䜔ᣦᑟせ㘓䛾ᨵၿ
䞉Ꮫ⩦ᡂᯝ䜢ከ㠃ⓗ䛻ホ౯䛩䜛䝒䞊䝹䛸䛧䛶䛾Ẹ㛫᳨ᐃ➼䛾ά⏝䛾ಁ㐍
䞉⏕ᚐ⮬㌟䛾⮬Ⓨⓗ䛺䜻䝱䝸䜰ᙧᡂ䜢ಁ䛩᪉⟇䛾᥎㐍

䛆ල体ⓗ方策䛇２䠊大学教育改革

ไᗘᨵṇ䛻ᇶ䛵䛟ᩍဨ䛾㣴ᡂ䞉᥇⏝䞉◊ಟ䛾඘ᐇ

厘
実
᪋
᪉
㔪
厙
の
⟇

ᐃ
呍
බ
⾲

（29
ᖺ
ᗘ
ึ
㢌
）

䖩ྛ኱Ꮫ䛻䛚䛡䜛ྛ᪉㔪䜢㋃䜎䛘䛯༞ᴗㄆᐃ䚸
䜹䝸䜻䝳䝷䝮ᨵ㠉䚸ධᏛ⪅㑅ᢤ䛾ᨵ㠉䚸㻿㻰䚸㻲㻰➼䛾
ྲྀ⤌
䊻 ྍ⬟䛺䜒䛾䛛䜙㏿䜔䛛䛻ᐇ᪋

䛆ල体ⓗ方策䛇䠏䠊大学入学者選抜改革

⌧⾜学習ᣦᑟ要㡿の下での実施

大学入学者選
抜実施要項の
見直しに係る
予告通知（㻞㻥
年度初頭目
途）

䛆ල体ⓗ方策䛇䠍䠊高等学校教育改革
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高大接続改革の進ᤖ≧ἣ࡚࠸ࡘ࡟
䠍䠊高等学校教育改革

２䠊大学入学者選抜改革

 教育ㄢ⛬の見直し

䞉 ᖹᡂ䠎䠓ᖺ䠔᭶䛂ㄽⅬᩚ⌮䛃䚹ᖹᡂ䠎䠔ᖺ䠔᭶䛂ḟᮇᏛ⩦ᣦᑟせ㡿➼䛻ྥ䛡䛯䛣䜜䜎䛷䛾ᑂ㆟䛾䜎䛸䜑䛃䜢ྲྀ䜚䜎䛸䜑䚹年内に⟅⏦予定、平成２９
年度に高等学校学習ᣦᑟ要㡿改ゞ予定䚹

 学習・ᣦᑟ方法の改善と教ဨのᣦᑟ力の向ୖ
䞉 ⏕ᚐ䛾㈨㉁䞉⬟ຊ䜢⫱ᡂ䛩䜛䛂୺యⓗ䞉ᑐヰⓗ䛷῝䛔Ꮫ䜃䛃䠄䜰䜽䝔䜱䝤䞉䝷䞊䝙䞁䜾䛾どⅬ䛻䜘䜛Ꮫ䜃䠅䛻䛴䛔䛶䚸Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿䛸୍య䛷㆟ㄽ䚹
䞉 ᩍဨ䛾㈨㉁䞉⬟ຊ䛾ྥୖ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᖹᡂ䠎䠓ᖺ䠍䠎᭶⟅⏦䚹

教ဨの㈨㉁向ୖをᅗる教ဨ㣴成・᥇⏝・◊ಟの一体改革のための法᱌提出について準備中。

 ከ㠃ⓗな評価の推進

䞉 䛂ᇶ♏䝔䝇䝖䠄௬⛠䠅䛃䛸䜒㛵㐃䛧䛶䚸Ẹ㛫䚸ᰯ㛗఍䚸⮬἞య➼䛜ᐇ᪋䛧䛶䛔䜛ከᵝ䛺᳨ᐃ➼䛾ᐇែ䚸᣺⯆䞉ά⏝᪉ἲ䜒᳨ウ䚹
䞉 Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿䛾㆟ㄽ䛾୰䛷䚸䛂䜻䝱䝸䜰䞉䝟䝇䝫䞊䝖䠄௬⛠䠅䛃䜢᳨ウ୰䚹Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿䛾ᨵゞ䜢㋃䜎䛘䚸ᣦᑟせ㘓ᵝᘧ౛䜢ᨵゞ䚹䛂᳨ᐃヨ㦂䛾

ホ౯䜺䜲䝗䝷䜲䞁䛃䛾⟇ᐃ䛻ྥ䛡䛶᳨ウ䚹
䞉 「高等学校基礎学力テスト（仮称）」䛻䛴䛔䛶䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ᨵ㠉᥎㐍ᮏ㒊䛂㧗኱᥋⥆ᨵ㠉䝏䞊䝮䛃䛾ୗ䛻䚸「検討・準備グループ」をタ⨨䛧䚸᳨

ウ୰䚹

 「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」のᑟ入

䞉 ᖹᡂ䠎䠔ᖺ䠐᭶䛻䛂኱ᏛධᏛᕼᮃ⪅Ꮫຊホ౯䝔䝇䝖䠄௬⛠䠅䛃検討・準備グループをタ⨨䛧䚸記述式・英語の実施方法・時期等䛻䛴䛔䛶᳨ウ୰䚹

 ಶู大学の入学者選抜の改革
䞉 ᅜබ⚾❧䛾ู䜢ၥ䜟䛪䚸ྛ኱Ꮫ䛾᪉㔪䛻ᇶ䛵䛝䚸ཷ᳨⪅䜢ከ㠃ⓗ䞉⥲ྜⓗ䛻ホ౯䛩䜛䛯䜑䛾入学者選抜改革のྲྀ⤌䛜進ᒎ䚹
䞉 ጤク஦ᴗ䛻䛚䛔䛶䚸」ᩘ䛾኱Ꮫ➼䛜䝁ン䝋ーシアムを⤌䜏、ᆅṔ公Ẹ、理ᩘ、᝟ሗ等に関する新たな評価ᡭ法の㛤Ⓨཬ䜃ᬑཬ䛻ྲྀ䜚⤌䜐䚹
䞉 㧗➼Ꮫᰯ䜔኱Ꮫ㛵ಀ⪅➼䛻䜘䜛䛂大学入学者選抜方法の改善に関する協議䛃䛾ሙ䛷䚸ධᏛ⪅㑅ᢤ䛻㛵䛩䜛新たなルール䛵くり䜔調査書・提

出書類の改善等䛻䛴䛔䛶᳨ウ୰䚹

䠏䠊大学教育改革

 「୕つの方針」に基䛵く大学教育の㉁ⓗ㌿᥮

䞉 䐟༞ᴗㄆᐃ䞉Ꮫ఩ᤵ୚䚸䐠ᩍ⫱ㄢ⛬䛾⦅ᡂ䞉ᐇ᪋䚸䐡ධᏛ⪅ཷධ䜜䛾䛂୕つの方針」の策定・公表をྛ大学に義務௜け䚹
䞉䛂୕䛴䛾᪉㔪䛃⟇ᐃ䞉㐠⏝䛻㛵䛩䜛䜺䜲䝗䝷䜲ンをᅜ䛜స成・㓄ᕸ䚹

 ㄆド評価制度の改善
䞉 䛂୕䛴䛾᪉㔪䛃➼䜢ඹ㏻ホ౯㡯┠䛸䛧䚸ᖹᡂ䠏䠌ᖺᗘ䛛䜙ㄆドホ౯䛻཯ᫎ䚹

ͤ ୖ記改革の着実な推進のため、平成２９年度高大接続改革関㐃予⟬として、⥲㢠䠒４൨෇ をᴫ⟬要ồ。

平成２䠔年䠔᭶䠏䠍᪥公表

9

䠍䠊「高大接続改革」の理ᛕと⤒⦋

２䠊高等学校教育の改革

䠏䠊大学教育の改革

４䠊大学入学者選抜の改革

䠑䠊䛭の௚

10

䠫䠡Ｃ䠠生ᚐの学習฿㐩度調査
（PISA） 平ᆒᚓⅬཬ䜃㡰位の
推⛣（対象：高䠍）

ᅇ᚟ࢆࣝ࣋ࣞࣉࢵࢺࡣのᏛຊࡕࡓᅜのᏊ౪ࡀᡃࠊࡤࢀࡼ࡟PISA➼のㄪᰝی

のㄢ㢟ࡅのືᶵ௜࡬⩦Ꮫی

ᩘᏛ ⌮⛉

᪥ᮏ
ᅜ㝿

ᖹᆒ
᪥ᮏ

ᅜ㝿

ᖹᆒ

ᩘᏛ・⌮⛉のຮᙉࡣᴦ࠸ࡋ ��� �1� ��� �0�

ᩘᏛ・⌮⛉ࢆຮᙉ࡜ࡿࡍ᪥ᖖ⏕ά࡟ᙺ❧ࡘ �1� ��� ��� ���

௚ᩍ⛉ࢆຮᙉᩘ࡟ࡵࡓࡿࡍᏛࡀᚲせ ��� �1� ��� �0�

ᚿᮃ大Ꮫ࡟ධ࡟ࡵࡓࡿⰋ࠸ᡂ⦼ࡀᚲせ ��� ��� ��� ���

ᑗ᮶ᮃࡴ௙஦࡟ᑵ࡟ࡵࡓࡃⰋ࠸ᡂ⦼ࡀᚲせ ��� ��� ��� �0�

ᩘᏛ・⌮⛉ࢆ౑ࡿࢀࡲྵࡀ࡜ࡇ࠺⫋ᴗ࡟ᑵ࠸ࡓࡁ 1�� ��� �0� ���

Ḥ ẐࢍẪẸạ࣬ạẑẆẐẸạ࣬ạẑểׅሉẲẺဃࢻỉл
ӳỉӳᚘ

ᵆЈχᾉᵲᵧᵫᵱᵱᵐᵎᵏᵏὸ

ᾋଐஜỉဃࢻỉܖ፼ỆݣẴỦॖᜤᾍ
学習䜈のື機௜け、実♫఍との㐃関にㄢ題

Ꮚ౪࡜≦⌧ࡿࡄࡵࢆㄢ㢟

11

○ 平᪥䠈学校の授ᴗ時㛫以እに඲くཪ䛿䜋と䜣䛹ຮᙉしていない者䛿䠈
高校䠏年生の⣙４๭

○ 高校生の学校እの平ᆒ学習時㛫について䛿、中ୖ位ᒙに䛿大ᖜなῶᑡ䛛䜙の改善
ഴ向䛜見䜙䜜る䛜、下位ᒙ䛿పいỈ準で推⛣している

䕔高校生の学習時㛫の⤒年ኚ໬

ίЎὸ

䕔高校生のᐙᗞ学習時㛫

䠄ฟ඾䠅ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤ䛂ᖹᡂ䠍䠓ᖺᗘᩍ⫱ㄢ⛬ᐇ᪋≧ἣㄪᰝ䛃
※ᖹ᪥䛾ᖹᆒᏛ⩦᫬㛫䚹ᅵ᪥䛿㝖䛟䚹
ሿ䞉ணഛᰯ䠈ᐙᗞᩍᖌ䛸䛾Ꮫ⩦᫬㛫䜢ྵ䜐䚹

※ᅇ⟅ேᩘ㻝㻠㻥㻘㻣㻡㻟ே

඲くしない
39%

䠏䠌ศᮍ‶
8%

䠏䠌ศ以ୖ

䠍時㛫ᮍ‶
8%

䠍時㛫以ୖ

２時㛫ᮍ‶
10%

２時㛫以ୖ

䠏時㛫ᮍ‶
11%

䠏時㛫以ୖ
24%

䛭の௚
0%

↓ᅇ⟅
0%

高ᰯ⏕のᏛຊ・Ꮫ⩦ពḧ➼の≧ἣ

（調査実施年）

䠄ฟ඾䠅䝧䝛䝑䝉ᩍ⫱⥲ྜ◊✲ᡤ䛂➨䠑ᅇᏛ⩦ᇶᮏㄪᰝ䛃

※ᖹ᪥䛾ᖹᆒᏛ⩦᫬㛫䚹ᅵ᪥䛿㝖䛟䚹ሿ䞉ணഛᰯ䚸ᐙᗞᩍᖌ䛸䛾Ꮫ⩦᫬㛫䜢ྵ䜐䚹
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（出඾）文部科学省「大学に䛚ける教育内容等の改革状況について」

補習授ᴗを実施している大学ᩘ䛿、平成㻞㻡年度で㻟㻣㻤校・඲体の⣙㻡㻝䠂で䛒り、平成㻝㻡年度の㻞ಸᙉにቑຍ。

㼇ཧ⪃㼉 補習授ᴗ： ༞ᴗ要௳としてのᒚಟ༢位の範囲እの、本᮶高等学校レ䝧ルで実施すべ䛝教育内容をᢅ䛖授ᴗ等を⾜䛖䛣と。

大Ꮫࡿࡅ࠾࡟⿵⩦ᤵᴗのᐇ᪋≧ἣ
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䈜平成㻞㻞年度について䛿、ᮾ᪥本大㟈⅏のᙳ㡪を⪃៖し、調査を実施していない。

(大学ᩘ)

1�

䕺⡿中㡑の生ᚐにẚべ、᪥本の生ᚐ䛿、「⮬ศを価್䛒るே㛫䛰」とい䛖⮬ᑛᚰをᣢ䛳ている๭合䛜༙ศ以下、「⮬
䜙のཧຍにより♫఍⌧象䛜ኚ䛘䜙䜜る䛛䜒し䜜ない」とい䛖ព㆑䜒పい。

生ᚐの⮬己⫯定ឤ、♫఍ཧ⏬に関するព㆑

ίЈχὸ
ίᝠὸɟ἖೛૨ᑸ૙Ꮛਰᐻ˟Ẇ
ίᝠὸଐஜ᩷࠰ݲᄂᆮ৑
Ẑ高ఄဃỉဃ෇ॖᜤểသܖỆ᧙ẴỦᛦ
㻠உὸợụ࠰ԓ୿ẑί㻞㻜㻝㻞إ௹
૨ᢿᅹܖႾ˺঺

᪥本

⡿ᅜ
中ᅜ 㡑ᅜ ᪥本

⡿ᅜ

中ᅜ
㡑ᅜ

䛆問䠏䠏䠉２䛇 私のཧຍにより䠈ኚ䛘て䜋しい♫఍⌧象䛜ᑡしኚ䛘䜙䜜る䛛䜒し䜜ない

（出඾）（㈈）一䝒ᶫ文ⱁ教育᣺⯆協఍䠈（㈈）᪥本㟷ᑡ年◊✲ᡤ「中学生・高校生の生άとព㆑ 䠉᪥本・アメリ䜹・中ᅜ・㡑ᅜのẚ㍑䠉（㻞㻜㻜㻥年㻞᭶）」より文部科学省స成

中学生 高校生

⮬ศのᛶ᱁評価（高校生）

価್䛒るே㛫 ⮬ศ䛿ダメなே㛫

14

♫఍ཧ⏬等に関するⱝ者のព㆑（ᢞ⚊⋡のప下）
䕺直㏆の⾗議㝔議ဨ⥲選ᣲ（㻴㻞㻢㻚㻝㻞㻕の㻞㻜ṓ௦のᢞ⚊⋡㻔㻟㻞㻚㻡㻤㻑㻕䛿、䠒䠌ṓ௦のᢞ⚊⋡（㻢㻤㻚㻞㻤㻑）の༙ศ以下。
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࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ今後の࡜の୰ᩍᑂの㆟ㄽの⤒㐣࡛ࡲࢀࡇ

1�

ᙲ᪸ોᚖのᏑ୎ݰ፼ਦܖ

ेॉଐः学校教育を通गて、ेॉଐः社会を੿ॊとःअ৯ఏを学校と社会ऋુથしてৰ現
঺ভृਓ঵の構ୗऋ૗৲しؚସ৓な௹かさऋ成শを੍इる成࿃঺ভप୎ষしてःऎরदؚஎञठ⼈৑प੷ीられるの

मؚ৒ीられञুਢを஍૨৓पऒなしてःऎपとनऽらङؚ૎性を௹かप働かचなऋらؚनのेअな౞ਟを൉ってःऎ
のかؚनのेअप঺ভृ⼈েをेॉेःुのपしてःऎのかを考इؚ౎঻と঳คपেऌؚ主体৓प判断しؚৗञな੼க
をেाলしてःऎऒとदँるとःअऒとؚजのञीपमেऌて働ऎ知識をஅिؚऒれからのৎ৻प੷ीられるৱସ・能
⼒を学ૅઇ୘द୘成してःऎऒとऋ੎要दँるとःअऒとをؚ学ૅと঺ভとऋુৢのੳ識として持णऒとऋदऌる஀ਃ
पँる؛

⼈ੵ知能ऋਤ৲してؚ
⼈৑ऋણඩदऌる૙঵म
なऎなるのदमなःか؛

০学ૅदઇइてःるऒとमؚ
ৎ৻ऋ૗৲しञら

ৢ৷しなऎなるのदमなःか؛

学校教育のेऔをऔैにਤ৲さचるञीؚ学ૅઇ୘をৢगて৕୹ञठऋମपહऐるसऌৱସ・能⼒ृ
学ぶसऌ৔ઍなनの৸体൸をীかॉृघऎৄநचるَ学लの৉௕ُとしてؚ学ಆ੐଑ਏ୩をંख、்ઁ
ऎુથ
・ऒれからのৎ৻प੷ीられる知識ृ⼒とम୦かを৥નपしؚઇ୘৯ఏपాॉ੢ि؛ऒれपेॉؚ৕୹ऋ学लのਔଝ
ृ成ટをঽಁしてઃの学लपणなऑञॉؚ学ૅと৉ୠ・ੇ൦とऋઇ୘৯ఏをુથしてढ़জय़গছ঒・ঐॿ४ওথॺ
ऋৰ現しृघऎなる؛

・েऌて働ऎ知識ृ⼒を୘िସのৈः学ಆૌஙをৰ現घるञीؚ૚ઇఐपउऐる学लの્ସを৥નपघるととुपؚ
౸঵੝ఒのଳਡق「॔ॡॸॕঈ・ছشॽথॢのଳਡ」كを৥નपघる؛ऒれपेॉؚઇఐの્ସपૢगञ஥ः学ल
とؚ೑ऋবのਘादँる「౸঵ଢ଼஢」をৢगञさらなる౸঵੝ఒऋৰ現घる؛

、化のɶỂờ٭化ởἂἿὊἢἽ化なỄ࣯ນな社会ႎإたẼỆ、ऴ̓܇
சஹのоり৖となるたỜỆ࣏ᙲな᝻ឋ・能力を
確実ỆͳảることのỂẨるఄܖ૙育を実ྵする。

1�

ㅎၥ㸦��ᖺ11᭶�0᪥㸧のᴫせ࡚ࠖ࠸ࡘ࡟᪉ࡾᩍ⫱ㄢ⛬のᇶ‽➼のᅾࡿࡅ࠾࡟⫱୰➼ᩍ➼ึࠕ

㸯㸬ᩍ⫱┠ᶆ㺃ෆᐜ࡜Ꮫ⩦㺃ᣦᑟ᪉ἲࠊᏛ⩦ホ౯のᅾࡾ᪉୍ࢆయ࡚ࡋ࡜ᤊࠊࡓ࠼᪂࠸ࡋ᫬௦࠸ࡋࢃࡉࡩ࡟Ꮫ

⩦ᣦᑟせ㡿➼のᇶᮏⓗ࠼⪄࡞᪉

ṺẮủẦỤの଺ˊửẆᐯᇌしẺʴ᧓ểしềٶಮễ˂ᎍểң΁しễầỤоᡯႎỆဃẨềẟẪẺỜỆ࣏ᙲễ᝻ឋῒᏡщ
のᏋ঺ỆӼẬẺ૙ᏋႸ೅Ὁϋܾのોծ

Ṻᛢ᫆のႆᙸὉᚐൿỆӼẬềɼ˳ႎῒң΁ႎỆܖốܖ፼ίẟỪỡỦẐỴἁἘỵἨὉἻὊἝὅἂῐὸのΪܱểẆẸạしẺ
り૾נඥử૙Ꮛϋܾể᧙ᡲ˄ẬềᅆẴẺỜの૾ݰ፼ῒਦܖ

ṺᏋ঺ẴỔẨ᝻ឋῒᏡщửᏋớᚇໜẦỤのܖ፼ᚸ̖のોծ

㸰㸬⫱ᡂࡁ࡭ࡍ㈨㉁㺃⬟ຊࢆ㋃ࠊࡓ࠼ࡲ᪂࡞ࡓᩍ⛉㺃⛉┠➼のᅾࡾ᪉ࠊࡸ᪤Ꮡのᩍ⛉࣭⛉┠➼の┠ᶆ㺃ෆᐜの

ぢ┤ࡋ

㸱㸬Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿➼の⌮ᛕࢆᐇ⌧ࡵࡓࡿࡍのྛࠊᏛᰯࠊࡸࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡅ࠾࡟Ꮫ⩦㺃ᣦᑟ

᪉ἲཬࡧホ౯᪉ἲの改ၿᨭ᥼の᪉⟇

ṺӲఄܖỆấẬỦ૙Ꮛᛢᆉのዻ঺Ẇܱ଀Ẇᚸ̖ẆોծのɟᡲのỽἼỿἷἻἲῒἰ἟ἊἳὅἚの୍ӏ

ṺẐỴἁἘỵἨὉἻὊἝὅἂẑễỄのૼẺễܖ፼ῒਦ૾ݰඥởẆૼしẟܖỎỆࣖݣしẺᚸ̖૾ඥሁの᧏ႆῒ୍ӏ

௵ᜭʙ᪮のݙ

Ṹ ᱫʴ࠰ẺẼầ঺ʴしề社会Ể෇៫ẴỦ᪭ỆỊẆဃင̓܇
ӝのถݲẆἂἿὊἢἽ҄のᡶޒởዌả᧓ễẟ২ᘐ᪃ૼሁỆ
ợりẆ社会ởᎰಅのנり૾ẸのờのờٻẨẪ҄٭ẴỦӧᏡࣱẇ

Ṹ ẸạしẺӈしẟਪ৆の଺ˊửʈりឭảẆˡወở૨҄ỆᇌᏩ
しẆ᭗ẟ࣓ởॖഒửਤếᐯᇌしẺʴ᧓ểしềẆ˂ᎍểң΁し
ễầỤ̖͌のоᡯỆਪỚẆசஹửЏり᧏ẟềẟẪщầ࣏ᙲẇ

Ṹ ẸのẺỜỆỊẆ૙Ꮛのנり૾ờɟޖᡶ҄ẰẶỦ࣏ᙲẇ

Ṹ ཎỆẆܖốẮểể社会ểのếễầりửॖᜤしẆ῏˴ử૙ảỦ
ẦῐểẟạჷᜤのឋὉ᣽のોծỆьảẆẐỄのợạỆܖốẦẑ
ểẟạẆܖỎのឋởขộりử᣻ᙻẴỦẮểầ࣏ᙲẇộẺẆܖ
Ỏの঺ௐểしềẐỄのợạễщầ៲Ệ˄ẟẺẦẑểẟạᙻໜ
ầ᣻ᙲẇ

ឯଓ
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୺యⓗ㺃ᑐヰⓗ࡛῝࠸Ꮫࡧ㸦࣭ࣈ࢕ࢸࢡ࢔ࠕ
のᏛ⩦㐣⛬の改ၿࡽ࠿㸧のどⅬࠖࢢࣥࢽ࣮ࣛ

主体৓な学ल

஥ः学ल
ৌਵ৓な学ल

᪂࠸ࡋ᫬௦࡟ᚲせࡿ࡞࡜㈨㉁㺃⬟ຊの⫱ᡂࠊ࡜Ꮫ⩦ホ౯の඘ᐇ

᪂࠸ࡋ᫬௦࡟ᚲせࡿ࡞࡜㈨㉁㺃⬟ຊࢆ㋃ࡓ࠼ࡲ
ᩍ⛉㺃⛉┠➼の᪂タࡸ┠ᶆ㺃ෆᐜのぢ┤ࡋ

˴をܖốか ỄのợうỆܖốか

ेॉेः学ૅઇ୘をৢगてेॉेः঺ভを൉るとःअ৯ఏをુથしؚ
঺ভと৴௚ҩ協働しなऋらؚ౞ਟの൉ॉুとなるञीप૑要なৱସ・能⼒を୘ि

ᩍ⫱ㄢ⛬ࠖのৰ現ࡓࢀ࠿㛤࡟఍♫ࠕ

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿改ゞの᪉ྥᛶ㸦᱌㸧

˴がỂẨるợうỆなるか

েऌて働ऎ知識ҩ技能のಆ੭
なनؚৗしःৎ৻प੷ीられ
るৱସҩ能⼒を୘成
知識の୤をచ੖चङؚସのৈ
ः৶ੰを௕るञीの学ಆૌங
のସ৓੝ఒ

৵学ૅのਗবୁઇ୘のઇఐ৲ؚৈૅのৗఐ৯「ਁુقෘ
のৗਝなन「كู
૚ઇఐಉद୘िৱସҩ能⼒を৥ન৲しؚ৯ఏृ৔ઍを構ୗ
৓पંघ
学ಆ৔ઍのచ੖मষわなःپ

૚学ૅपउऐるҦ࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛ㺃࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿҧのৰ現

校教育にणःてम、ᓰଜなহ実৓ੴ௙のพ੶ऋ⼤学ো学঻৭௷でਖわोॊऒとऋୖ਻になढてउॉ、ज⾼پ
अखたਡを๞സघॊたी、੎ਏ৷ୁのତ৶等を含ीた⾼⼤接続੝୓等をਤीॊ؛

౞知の૾யपुৌૢदऌる
ઓઅৡ・ਖ਼૵ৡ・਀ਠৡಉの୘成েऌて働ऎੴ௙・ૼચのಆ੭

学लを⼈েृ঺ভपেかजअとघる
学लに਱ऊअৡ・য৑ਙの᩿ു

1�

૑၎ఊৢુؼ ৭උ૑၎ఊؼ

૛৶বୁ
كෘูق

ધ学বୁ
كෘูق

বୁ表現
كෘูق

ଽ๕ർ஢
كෘูق

現৻のবୁقෘูك ੉ୁધ৲قෘูك ஶୁ॥঑গॽॣش३ঙথ⋛قෘูك
كのଁ়஑「છऎऒと」「ਵघऒと」「ഭिऒと」「ऎऒとୂ」ق

ஶୁ॥঑গॽॣش३ঙথ⋜・⋝
「ഭिऒと」「ऎऒとୂ」قكෘูق
「ਵघऒと」「છऎऒと」のଁ়஑ك

૛৶・表現⋛・⋜・⋝قෘูك
३ঙথؚॹॕشॳृউঞ८থॸش५আق

ঋشॺؚॹॕ५ढ़ॵ३ঙথಉك ※ஶୁ⼒৹ਪの੥ટृۇڻںڸの
ঞঋঝؚৈૅেの多様な学ಆ
ॽش६षのৌૢなनु౷ऽइ
ਫ਼ୈ؛

৶ਯർ஢قෘูك

৶ਯർ஢੦ຊ
كෘูق

੕়৓なർ஢の
ৎ৑قෘูك

੕়৓なർ஢のৎ
৑قෘูك

ਯ学⋝

ਯ学⋜

ਯ学⋛

ਯ学ڸ
كෘูق

ਯ学ڷ

ਯ学ڶ

ఐ学と
⼈৑েણ ੟৶੦ຊ ৲学੦ຊ ে੟੦ຊ ৉学੦ຊ

੟৶ ৲学 ে੟ ৉学

঩মఴർ஢
كෘูق

਼ੀఴർ஢
كෘูق

৉৶ർ஢
كෘูق

ഄఴ੕়قෘูك৉৶੕়
كෘูق

຃৶
كෘูق

৆੘・৽ੋ
كෘูق

كෘูقુਁ

ੲਾఐ
ੲਾ⋜
كෘูق

ੲਾ⋛
كෘูق

ੇ൦੦ຊ
كෘูق

ੇ൦੕়
كෘูق

বୁఐ ਗবୁఐ

৶ਯఐ

ਯ学ఐ ৶ఐ

৉৶ഄఴఐ ਁড়ఐ ੇ൦ఐ

※ ॢঞشのೳ೧ामใோのఐ৯

20

※ 実社会・実生活から自ら見出した課題を探究すること
を通じて、自分のキャリア形成と関連付けながら、探究
する能力を育むという在り方を明確化する。

高➼Ꮫᰯのᩍ⛉・⛉┠ᵓᡂ࡚࠸ࡘ࡟㸦᱌㸧
㸦⛉┠ᵓᡂ➼࡟ኚ᭦ࡶࡿ࠶ࡀのࢆᢤ⢋㸧

高➼Ꮫᰯᅜㄒ⛉の改ゞの᪉ྥᛶ

ᅜㄒ⥲ྜ
䛆ඹ通ᚲᒚಟ科目䛇

ᅜㄒ⾲⌧ ⌧௦ᩥ㸿 ⌧௦ᩥ㹀 ྂ඾㸿 ྂ඾㹀

䍾⌧⾜科目䍿

䍾改ゞの方向ᛶ䍿

䛆ゝ語文໬（仮称）䛇
ୖ௦（୓ⴥ㞟のḷ䛜ャま䜜た時௦）䛛䜙㏆⌧௦につな䛜る
ᡃ䛜ᅜのゝ語文໬䜈の理ゎを῝める科目

○ᡃ䛜ᅜのఏ⤫䜔文໬䛜育䜣で䛝たゝ語文໬を理ゎし、䛣䜜を⥅ᢎ
していく一ဨとして、⮬㌟のゝ語によるㅖάືに生䛛す⬟力の育成

○ྂ඾（ྂ文・₎文）䛰けでなく、ྂ඾に関䜟る㏆⌧௦の文❶を通䛨て、
ゝ語文໬を、ゝⴥのാ䛝䜔ᙺ๭に着目しな䛜䜙♫఍䜔⮬ศとの関
䜟りの中で生䛛す䛣とので䛝る⬟力の育成

䛆⌧௦のᅜ語（仮称）䛇
実♫఍・実生άに生䛝てാくᅜ語の⬟力を育成する科目

○実♫఍・実生άに䛚けるゝ語によるㅖάືにᚲ要なᅜ語の⬟力の育成
○౛䛘䜀、
・目ⓗにᛂ䛨てከᵝな㈨ᩱを཰㞟・ゎ㔘し、᰿ᣐに基䛵いてㄽ述するάື
・文学సရ等をㄞ䜣で、構成䜔ᒎ㛤、ඃ䜜た表⌧な䛹のຠ果について
ゝⴥのព࿡䜔ാ䛝に着目してᢈ評するάື

・᰿ᣐをᣢ䛳て議ㄽし஫いの❧ሙ䜔ព見をㄆめな䛜䜙㞟ᅋとしての結ㄽを
まとめるάື

等の㔜ど

䛆文学ᅜ語（仮称）䛇
小ㄝ、㝶➹、リḷ、⬮本等にᥥ䛛
䜜たே≀のᚰ᝟䜔᝟ᬒ、表⌧の௙
方等をㄞ䜏࿡䜟い評価するとと䜒
に、䛭䜜䜙の๰సに関䜟る⬟力を
育成する科目
（主として、ឤᛶ・᝟⥴のഃ㠃䛛䜙
「ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力等」を
育成）

䛆ྂ඾᥈✲（仮称）䛇
ྂ඾を主体ⓗにㄞ䜏῝める䛣とを
通して、⮬ศと⮬ศをྲྀりᕳく♫఍
にと䛳てのྂ඾のព義䜔価್につ
いて᥈✲する科目

（ジ䝱ンルとしてのྂ඾を学習対象
として「ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力
等」を ⥲合ⓗに育成）

䛆ㄽ理ᅜ語（仮称）䛇
ከᵝな文❶等をከゅⓗ・ከ㠃ⓗに
理ゎし、๰㐀ⓗにᛮ⪃して⮬ศの
⪃䛘をᙧ成し、ㄽ理ⓗに表⌧する
⬟力を育成する科目

（主として、๰㐀ⓗ・ㄽ理ⓗᛮ⪃の
ഃ㠃䛛䜙「ᛮ⪃力・ุ ᩿力・表⌧力
等」を育成）

䛆ᅜ語表⌧（仮称）䛇
表⌧の≉ᚩ䜔ຠ果を理ゎしたୖ
で、⮬ศのᛮい䜔⪃䛘をまとめ、
㐺ษ䛛つຠ果ⓗに表⌧して௚者とఏ
䛘合䛖⬟力を育成する科目

（主として、௚者との䝁䝭ュ䝙ケー
シ䝵ンのഃ㠃䛛䜙「ᛮ⪃力・ุ᩿
力・表⌧力等」を育成）

選
ᢥ
⛉
┠
（
᱌
）

共
通
ᚲ
ᒚ
ಟ
⛉
┠
（
᱌
）
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高➼Ꮫᰯᆅ⌮Ṕྐ⛉㸪බẸ⛉ྛࡿࢀ࠿⨨࡟⛉┠のࢪ࣮࣓࢖

䈜 ᆅ理Ṕྐ科について䛿䠈新ᚲᒚಟ科目の名称として䛿䠈୧者を習ᚓする䛣とによ䛳て当ヱ教科の高等学校に䛚ける目ᶆを㐩成するためにᚲ要と䛥䜜る㈨㉁・⬟力を育む科目
として୧科目に「⥲合」を௜すとと䜒に䠈生ᚐの⯆࿡・関ᚰ䜔進㊰等にᛂ䛨て「⥲合科目」を基┙に䠈よりᑓ㛛ⓗなど㔝䛛䜙⪃ᐹを῝め䠈᥈✲を⾜䛖科目について「᥈✲」を௜す䛣と
として䛿䛹䛖䛛。

䈜 公Ẹ科について䛿䠈⮬❧した主体として௚者と協ാして♫఍にཧ⏬し䠈公ඹⓗな✵㛫をసる主体を育む䛣とを目ᣦす科目の内容を➃ⓗ䛛つ㐺ษに示す䛣と䛜ྍ⬟な䜒のとして
「公ඹ（仮称）」とするとと䜒に䠈選ᢥ科目について䛿ᆅ理Ṕྐ科とྠᵝに᥈✲を⾜䛖科目で䛒る䛜䠈学習対象で䛒る「೔理」について䛿「᥈✲」䛜䛭の本㉁ⓗな内容の一部で䛒る
䛣と䛛䜙䠈「೔理᥈✲」とい䛳た科目名䛿な䛨ま䛪䠈また䠈「政἞・⤒῭」の䜏に「᥈✲」を௜す䛣と䛿䠈ྠ一教科に⨨䛛䜜るྠ一のᛶ᱁をᣢつ科目の名称についてΰ஘䛥䛫る䛚䛭䜜
䜒䛒る䛣と䛛䜙䠈「೔理（仮称）」䠈「政἞・⤒῭（仮称）」とする䛣ととして䛿䛹䛖䛛。

新
選
ᢥ
科
目

「公ඹ㻔仮称㻕」

⌧௦♫఍のㅖㄢ題のゎỴに向けて䠈⮬❧
するとと䜒に௚者と協ാして䠈公ඹⓗな✵㛫
をసる主体として選ᢥ・ุ᩿の基準を㌟に
௜け䠈⪃ᐹする

Ṕྐの推⛣䜔ኚ໬を㋃ま䛘䠈ㄢ題のゎ
Ỵをど㔝に入䜜て䠈ୡ⏺と䛭の中に䛚け
る᪥本について䠈⌧௦ⓗなㅖㄢ題のᙧ
成に関䜟る㏆⌧௦のṔྐを⪃ᐹする

「Ṕྐ⥲合㻔仮称㻕」「ᆅ理⥲合㻔仮称㻕」

ᣢ続ྍ⬟な♫఍䛵くりを目
ᣦし䠈⎔ቃ᮲௳とே㛫のႠ
䜏との関䜟りに着目して ⌧
௦のᆅ理ⓗなㅖㄢ題を⪃ᐹ
する

「ᆅ理᥈✲㻔仮称㻕」 「᪥本ྐ᥈✲㻔仮称㻕」 「೔理㻔仮称㻕」

ୡ⏺のㅖ事象を⣔⤫ⓗに䠈ㅖᆅᇦ
をᆅㄅⓗに⪃ᐹし䠈⌧௦᪥本にồ
め䜙䜜るᅜᅵീの在り方について
᥈✲する

「政἞・⤒῭㻔仮称㻕」

ᅜᐙཬ䜃♫఍のᙧ成に䠈より
✚ᴟⓗなᙺ๭を果たす主体
を育むために䠈⌧実♫఍のㅖ
ㄢ題をᗈく῝く᥈✲する

௚者とඹに生䛝る主体を育
むために䠈⌧௦に生䛝るே
㛫の೔理ⓗㄢ題について
᥈✲し䠈⮬❧してᛮ⣴する

ୡ⏺のṔྐの大䛝なᯟ⤌
䜏とᒎ㛤について䠈ᆅ理
ⓗ᮲௳䜔᪥本のṔྐと関
㐃௜けて䠈ᗈく῝く᥈✲す
る

ᡃ䛜ᅜのṔྐのᒎ㛤につ
いて䠈ୡ⏺のṔྐ䜔Ṕྐ
を構成するᵝ䚻な要⣲に
着目して䠈⥲合ⓗにᗈく῝
く᥈✲する

新
ᚲ
ᒚ
ಟ
科
目

ᆅ理Ṕྐ科 公Ẹ科

ᚲᒚಟ科目で育䜣䛰理ゎ䜔ᢏ⬟を⏝いて䠈よりᑓ㛛ⓗなど㔝䛛䜙ᗈく῝く᥈✲

⌧௦♫఍のㅖㄢ題のゎỴをど㔝に入䜜て⪃ᐹ（ྛ科目について主として「✵㛫」・「時㛫」ཬ䜃「⌧௦♫఍の構㐀等」に着目）

「ୡ⏺ྐ᥈✲㻔仮称㻕」

��

高➼Ꮫᰯࠕ⌮ᩘ᥈✲㸦௬⛠㸧ࠖの᪉ྥᛶ

㈨
㉁
・
⬟
力

○᥈✲の㐣⛬඲体を⮬䜙㐙⾜するた
めにᚲ要な知㆑・ᢏ⬟
○◊✲೔理についての基本ⓗな理ゎ

新
科
目
᱌

⌮ᩘ᥈✲ᇶ♏
㸦௬⛠㸧

⌮ᩘ᥈✲㸦௬⛠㸧
z 基礎で㌟に௜けた㈨㉁・⬟力をά⏝して⮬䜙

ㄢ題をタ定し᥈✲の㐣⛬඲体を⾜䜟䛫る

z ᥈✲の進め方等に関する基礎ⓗな知㆑・ᢏ
⬟、᥈✲するព義の理ゎ、主体ⓗに᥈✲にྲྀ
り⤌むែ度等を㌟に௜ける

基
本
ཎ
理

䐟教科のᯟにと䜙䜟䜜
ないከゅⓗ、ከ㠃ⓗな
どⅬで事象をᤊ䛘、

䐠ᩘ学䜔理科に䛚ける見
方・⪃䛘方をά⏝したり⤌
䜏合䜟䛫したりしな䛜䜙、

䐢新たな価್の๰㐀に
向けて⢓りᙉくᣮᡓする
力の基礎をᇵ䛖

䐡᥈✲ⓗな学習を⾜䛖
䛣とを通䛨て、

z ઴ਯ・ਯ学ृ৶ఐを学ぶ௫しさؚऒれらの学ಆपৌघるుญেെのਔ識म౾ਗবとૻसᆾ৒৓な৚௦સ়ऋ଩ः؛
z 「ਯ学ણ৷」ृ「৶ఐୖ਻ଢ଼஢」पउऐるୖ਻ଢ଼஢ಉのણ৿मؚেെの学ಆपৌघる௪௡・ঢ়ੱ・ਔඟの਱঱ृ知識・

技能のାৰなಆ੭ؚ思考⼒・判断⼒・表現⼒ಉの୘成पથ஍टऋؚ৫ਝ૨ऋ଩ः૾யڭق؛સ౞௥ك
z ५شঃش१ॖग़থ५ঁॖ५ॡشঝكڽۈۈقदਝ৒されてःるҦୖ਻ർ஢ҧಉのർ஢৓なఐ৯मؚਯ学と৶ఐद୘成され

ञ能⼒をଁ়しؚୖ਻の৅ৄ・ੰৠपർ஢৓प਄ॉੌिऒとदઇ୘஍ટऋৈः؛

⌧状・ㄢ題

○ከᵝな価್ほ䜔ឤᛶを᭷するே䚻
との議ㄽ等を通䛨てከゅⓗ・ከ㠃ⓗに
ᛮ⪃するとと䜒に、᥈✲の㐣⛬඲体を
⮬䜙㐙⾜する䛣と䛜で䛝る力

○ᩘ学䜔理科に関するㄢ題䜔事象
にᚭᗏⓗに向䛝合い⪃䛘抜いて⾜
ືするែ度

教科「理ᩘ」に䛚ける選ᢥ科目として以下の２科目を新タ
・評価に当た䛳て䛿、新たな知見の
᭷↓な䛹の᥈✲の成果より䜒、ㄢ題
をⓎ見して結ㄽをまとめるまでの一
㐃の᥈✲㐣⛬を㔜ど

・「᥈✲䝜ート」等を通䛨て生ᚐの⊂๰
ⓗなᛮ⪃䜔᥈✲㐣⛬に䛚けるែ度
を評価

ᑗ᮶ࠊ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝➼の➨୍⥺࡛ά㌍ࡿࡍேᮦࢆ⫱ᡂ ��

᝟ሗ⛉᪂⛉┠のࢪ࣮࣓࢖

᝟ሗ科ྛ科目の項目構成の⪃䛘方

項目（䠍）
・᝟ሗ♫఍との関䜟りについて⪃䛘る

・問題のⓎ見・ゎỴに᝟ሗᢏ⾡をά⏝す
る䛣との᭷⏝ᛶについて⪃䛘る

ͤ項目（２）䡚（４）のᑟ入として位⨨௜ける

項目（２）䡚（４）

・䝁ン䝢ュータ䜔᝟ሗシステムの基本ⓗな
௙⤌䜏とά⏝に関する内容、䝁䝭ュ䝙
ケーシ䝵ンのための᝟ሗᢏ⾡のά⏝に
関する内容、䝕ータをά⏝するための᝟
ሗᢏ⾡のά⏝に関する内容で構成する

䐟（ྛ項目にᛂ䛨た）᝟ሗ、᝟ሗᢏ⾡䜔問
題ゎỴのᡭ法等を理ゎする

䐠問題のⓎ見・ゎỴに᝟ሗᢏ⾡をά⏝す
るとと䜒に、⮬䜙の᝟ሗά⏝を評価・改
善する

ͤ䐠に䛚いて䛿、䐟に䛚いて習ᚓした知㆑の
ᴫᛕ໬をᅗる䜋䛛、問題のⓎ見・ゎỴに᝟
ሗᢏ⾡をά⏝する⬟力の向ୖ、᝟ሗ♫఍に
ཧ⏬するែ度の育成をᅗる

ͤ主として䐠に䛚いて、᝟ሗ科に䛚ける「見
方・⪃䛘方」をാ䛛䛫るとと䜒に成長䛥䛫る

ͤᚲ䛪し䜒䐟、䐠の㡰に学習する䜒ので䛿な
く、「᝟ሗ科の学習㐣⛬の䜲メージ」に示すよ
䛖に、学䜃のつな䛜りとᗈ䛜りとをពᅗして、
᝟ሗ䜔᝟ሗᢏ⾡等に関する知㆑の習ᚓと、
䛭䜜䜙の知㆑の問題Ⓨ見・ゎỴ䜈のά⏝を
୪⾜して⾜䛖䛣と䜒⪃䛘䜙䜜る

「᝟ሗϨ（仮称）」（᝟ሗと᝟ሗᢏ⾡を問題のⓎ見とゎỴにά⏝するための科学ⓗな⪃䛘方等を育成するඹ通ᚲᒚಟ科目 ）

問題のⓎ見・ゎỴに向けて、事象を᝟ሗと䛭の結䜃௜䛝のどⅬ䛛䜙ᤊ䛘、᝟ሗᢏ⾡を㐺ษ䛛つຠ果ⓗ
にά⏝する力を育む科目

（項目の構成᱌）

「᝟ሗϩ（仮称）」（Ⓨᒎⓗな内容の選ᢥ科目）

「᝟ሗϨ（仮称）」に䛚いてᇵ䛳た基礎のୖに、問題のⓎ見・ゎỴに向けて、᝟ሗシステム䜔ከᵝな
䝕ータを㐺ษ䛛つຠ果ⓗにά⏝し、䛒るい䛿᝟ሗ䝁ンテン䝒を๰㐀する力を育む科目

（項目の構成᱌）

(1)�᝟ሗ♫఍の問題ゎỴ
中学校までに⤒㦂した問題ゎỴのᡭ法䜔᝟ሗ䝰䝷ルな䛹を᣺り㏉り、
䛣䜜を᝟ሗ♫఍の問題のⓎ見とゎỴに㐺⏝して、᝟ሗ♫఍䜈のཧ⏬に
ついて⪃䛘る。

(2)�䝁䝭ュ䝙ケーシ䝵ンと᝟ሗ䝕ザ䜲ン ᝟ሗ䝕ザ䜲ンに㓄៖したⓗ☜な䝁䝭ュ䝙ケーシ䝵ンの力を育む。

(3)�䝁ン䝢ュータとプログ䝷䝭ング
プログ䝷䝭ングにより䝁ン䝢ュータをά⏝する力、事象を䝰䝕ル໬して問
題をⓎ見したりシ䝭ュレーシ䝵ンを通して䝰䝕ルを評価したりする力を育
む。

(4)�᝟ሗ通ಙ䝛ット䝽ー䜽と䝕ータの฼⏝ ᝟ሗ通ಙ䝛ット䝽ー䜽を⏝いて䝕ータをά⏝する力を育む。

(1)�᝟ሗ♫఍の進ᒎと᝟ሗᢏ⾡
᝟ሗ♫఍の進ᒎと᝟ሗᢏ⾡との関係についてṔྐⓗにᤊ䛘、AI等のᢏ
⾡䜒含めᑗ᮶をᒎ望する。

(2)�䝁䝭ュ䝙ケーシ䝵ンと᝟ሗ䝁ンテン䝒
⏬ീ䜔㡢、ື⏬を含む᝟ሗ䝁ンテン䝒を⏝いた㇏䛛な䝁䝭ュ䝙ケーシ䝵
ンの力を育む。

(3)�᝟ሗと䝕ータ䝃䜲䜶ンス 䝕ータ䝃䜲䜶ンスのᡭ法をά⏝して᝟ሗを⢭査する力を育む。

(4)�᝟ሗシステムとプログ䝷䝭ング ᝟ሗシステムをά⏝するためのプログ䝷䝭ングの力を育む。

○ ㄢ題◊✲
᝟ሗϨ(仮称)ཬ䜃᝟ሗϩ(仮称)の(1)䡚(4)に䛚ける学習を⥲合し῝໬䛥
䛫、問題のⓎ見・ゎỴにྲྀり⤌䜏、新たな価್を๰㐀する。

ูῧ㻝㻠䠉４᝟ሗ⛉᪂⛉┠のࢪ࣮࣓࢖
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䕺「学⣭䜔グループでのヰし合いな䛹のάືで、⮬ศの⪃䛘を῝めたり、ᗈ䛢たりする䛣と䛜で䛝ている䛛」につい
て、⫯定ⓗᅇ⟅の方䛜平ᆒ正⟅⋡䛜高い状況で䛒䛳た。

Ꮫຊの㛵ಀ࡜ࡧᏛ࠸῝ ̿ᖹᡂ��ᖺᗘ඲ᅜᏛຊ・Ꮫ⩦≧ἣㄪᰝの⤖ᯝ̿ࡽ࠿

㸦ฟ඾㸧ᩥ㒊⛉Ꮫ┬・ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤࠕᖹᡂ��ᖺᗘ඲ᅜᏛຊ・Ꮫ⩦≧ἣㄪᰝの⤖ᯝ㸦ᴫせ㸧ࠖ

ْ৵学ૅٓ ْর学ૅٓ

ْସਖඨ৯ٓ
৹ਪৌ଴学ফのుญেെम、学௻ृॢঝشউでのਵ合ःなनの活動で、ঽীのઅइを஥ीたॉ、ઁऑたॉघ
ॊऒとऋでऌてःॊとઓःऽघऊ؛
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学लを⼈েृ঺ভप
েかजअとघる
学लに਱ऊअৡ・
য৑ਙಉの᩿ു

েऌて働ऎ
ੴ௙・ૼચの

ಆ੭

౞知の૾யपु
ৌૢदऌる

ઓઅৡҩਖ਼૵ৡҩ਀ਠৡ
ಉの୘成

Ƃ主体ႎな学Ƽƃ
学ƿƜとに興ԛや᧙࣎をਤƪ、ᐯࠁのǭȣȪǢ࢟成

の૾Ӽࣱと᧙ᡲ付けながら、ᙸ通しをਤってቬりࢍく
ӕりኵǈ、ᐯࠁの学習活動を振りᡉってഏにƭなƛる
ž主体ႎな学Ƽſが実ྵでƖているƔ。

Ƃݣᛅႎな学Ƽƃ
ᛅ、έՋのᎋƑݣの人との؏ע供ӷٟの協΁、教Ꮀ員や܇

૾を手ੑƔりにᎋƑるƜと等を通じ、ᐯࠁのᎋƑを広ƛขめ
るžݣᛅႎな学Ƽſが実ྵでƖているƔ。

Ƃขい学Ƽƃ
Ӳ教科等で習ࢽしたಒࣞやᎋƑ૾を活用したžᙸ૾・ᎋ

Ƒ૾ſを΁ƔƤ、բいをᙸいƩしてᚐൿしたり、ᐯࠁのᎋ
Ƒを࢟成しᘙしたり、࣬いを基にನे、оᡯしたりするƜ
とにӼƔうžขい学Ƽſが実ྵでƖているƔ。

Ƃ例ƃ
・ 学ƿƜとに興ԛや᧙࣎をਤƪ、൑時間、ᙸ通しを

ਤってቬりࢍくӕりኵむとともに、ᐯらの学習をǇ
とめ振りᡉり、ഏの学習にƭなƛる

・ žǭȣȪǢ・ȑスȝȸト（ˎᆅ）ſなƲを活用
し、ᐯらの学習状況やǭȣȪǢ࢟成をᙸ通したり、
振りᡉったりする

主体ႎ・ݣᛅႎでขい学Ƽの実ྵ
（žǢǯテǣȖ・ȩȸȋȳǰſのᙻ点Ɣらの੉業改善）にƭいて（Ǥȡȸジ）

Ƃ例ƃ
・ 実社会で΁く人々がᡲઃ・協΁して社会にᙸられる課題をᚐൿ

しているۋを調ǂたり、実社会の人々のᛅをᎥいたりするƜとで
ᐯらのᎋƑを広める

・ あらƔじめ̾人でᎋƑたƜとを、ॖᙸʩ੭したり、ᜭᛯした
り、するƜとでૼたなᎋƑ૾にൢが付いたり、ᐯЎのᎋƑをǑり
なものとしたりする࢘ڲ

・ の人、本を通؏ע供と܇、供と教員܇、ᛅにьƑݣ供ӷٟの܇
して本の˺者なƲとのݣᛅを図る

Ƃ例ƃ
・ 事ᝋの中ƔらᐯらբいをᙸいƩし、課題のᡙᆮ、課題のᚐൿ

を行う੕ᆮのᢅᆉにӕりኵむ
・ ች査した情報を基にᐯЎのᎋƑを࢟成したり、目ႎや᩿ئ、

状況等に応じてˡƑӳったり、ᎋƑをˡƑӳうƜとを通してᨼ
団としてのᎋƑを࢟成したりしていく

・ 感ࣱを΁ƔƤて、࣬いやᎋƑを基に、ᝅƔにॖԛや̖͌をо
ᡯしていく

ž主体ႎ・ݣᛅႎでขい学Ƽſのᙻ点に立った੉業改善を行うƜとで、学校教育におけるឋの高い学Ƽを実ྵし、学習ϋ
ܾをขく理ᚐし、᝻ឋ・Ꮱ力を៲に付け、生෨にǘたってᏡ動ႎ（ǢǯテǣȖ）に学ƼዓけるǑうにするƜと

��

Ũ έᡶႎな科学技術、理科・数学教育を通して、生徒の科学ႎᏡ力や科学ႎ࣬ᎋ力等をؔい、ݩஹの国ᨥႎな科学技術᧙
係人材を育成するために、έᡶႎな理数ኒ教育を実施する高等学校等をžスȸȑȸǵǤǨȳスȏǤスǯȸȫ（55*）ſ
として指定しૅੲしている。（平成��年度Ɣら᧏ڼ）

（ͤᣦ定期㛫：5年、支援ୖ㝈㢠：年㛫 9䡚16ⓒ୓෇、ᣦ定校ᩘ：200校（H28⌧在））

○学習ᣦᑟ要㡿のᯟを㉸䛘、理ᩘを㔜どした教育ㄢ⛬を⦅成

○主体ⓗ・協ാⓗな学䜃（い䜟䜖るア䜽テ䜱ブ・䝷ー䝙ング）を㔜ど

○◊✲者のㅮ義、フ䜱ール䝗䝽ー䜽等による⯆࿡関ᚰのႏ㉳

○ᅜ㝿ⓗなάື（ᾏእ生ᚐとの஺ὶ、ᅜ㝿学఍でのⓎ表等）

○ୖ記ྲྀ⤌を高大㐃ᦠ䜔௻ᴗ㐃ᦠにより高度に実施

䠘㔜Ⅼᯟのタ定䠚

（ͤ᭱長3年、支援ୖ㝈㢠：年㛫 7䡚13ⓒ୓෇、㔜Ⅼᯟᩘ：17校（H28⌧在））

科学ᢏ⾡ேᮦ育成の中᰾ᣐⅬとして、᭦なるྲྀ⤌を⾜䛖学校を

㔜Ⅼᯟにᣦ定

・ 理ᩘ⣔䜹リ䜻ュ䝷ム䜔ᣦᑟ法、䝛ット䝽ー䜽等を௚の学校䜈ᬑཬし、

ᆅᇦ඲体の理ᩘ⣔教育の向ୖを目ᣦす。

・ ᾏእのඛ進ⓗな理ᩘ⣔教育を⾜䛖学校等との定ᖖⓗな㐃ᦠ関係

を構⠏し、ᅜ㝿ᛶの育成をᅗる

主体ⓗにㄢ題をⓎ見ゎỴに結䜃௜ける䛣と䛜で䛝る、ᑗ᮶のᅜ㝿ⓗな科学ᢏ⾡関係ேᮦを育成

㻿㻿䠤校䛿、඲ᅜに䛚ける科学ᢏ⾡ேᮦ育成のᣐⅬ、理科・ᩘ学䜈の関ᚰをႏ㉳するᣐⅬとしてのᙺ๭

「➨2期教育᣺⯆基本ィ⏬」（ᢒ）（平成25年6᭶1�᪥㛶議Ỵ定）
・ スー䝟ー䝃䜲䜶ンス䝝䜲ス䜽ールのྲྀ⤌を඘実䛥䛫る・・・理ᩘ⣔ேᮦの㣴成に向けたྲྀ⤌を⥲合ⓗに推進する䛣とにより、理ᩘዲ䛝の生ᚐ等をᣑ大するとと䜒に、ඃ䜜た⣲㉁を

ᣢつ生ᚐ等をⓎ᥀し、䛭のᡯ⬟をఙ䜀し䠈科学ᢏ⾡ேᮦをᡓ␎ⓗ・体⣔ⓗに育成・☜ಖする。

「教育෌生実⾜఍議（➨୐次提ゝ）」（ᢒ）（平成2�年5᭶1�᪥）
・ ≉にඃ䜜たᡯ⬟を᭷するேᮦのⓎ᥀・育成」のྲྀ⤌として、「スー䝟ー䝃䜲䜶ンス䝝䜲ス䜽ール・・・のྲྀ⤌について、学校⌧ሙで成果を᭱大㝈Ⓨ᥹で䛝るよ䛖にするための㐠⏝の

ᙎ力໬を含め、ᘬ䛝続䛝඘実ᙉ໬する。」

（平成2�年度生ᚐ◊✲Ⓨ表大఍表ᙲテー䝬）

○ฝレン䝈に䛚ける「䇾副実ീ䇿の出⌧位⨨のᩘ式໬」（⇃本┴❧Ᏹᅵ中学校・高等学校）

○関ᮾ平㔝の❳ᕳⓎ生メ䜹䝙䝈ムに関する◊✲ 䠉❳ᕳ෌⌧実㦂⿦⨨の㛤Ⓨを通して䠉

（Ἀ⦖┴❧⌫㝧高等学校）

䋻 「ㄢ題◊✲」（科学に関するㄢ題をタ定し、ほᐹ・実㦂等を通した◊✲）に䛚いて、
大学・௻ᴗ等の支援をཷけな䛜䜙、主体ⓗ䡡協ാⓗに学習・◊✲を実施

䋻 「ㄢ題◊✲」（科学に関するㄢ題をタ定し、ほᐹ・実㦂等を通した◊✲）に䛚いて、
大学・௻ᴗ等の支援をཷけな䛜䜙、主体ⓗ䡡協ാⓗに学習・◊✲を実施

䠯䠯䠤校の主な≉ᚩ

○ᾏእ㐃ᦠの⤌⧊ⓗ推進
○アジア䝃䜲䜶ンス䝽ー䜽

シ䝵ップ 㼕㼚㻌シン䜺䝫ール
䠋ி㒔

○「䝃䜲䜶ンス英語」に䛚ける
ඹྠ実㦂

○┴内の小中高大䛜㐃ᦠ
○඲┴つᶍの「༓ⴥ䝃䜲䜶ンス
ス䜽ールフ䜵ステ䜱バル」㛤ദ

○高大㐃ᦠセ䝭䝘ーの㛤ദ

э ᅜ㝿ⓗにά㌍するពḧ⬟力の育成э ᅜ㝿ⓗにά㌍するពḧ⬟力の育成 э ඣ❺生ᚐの理ᩘ䜈の関ᚰのႏ㉳э ඣ❺生ᚐの理ᩘ䜈の関ᚰのႏ㉳

（ி㒔ᗓ❧ᔢᓚ㔝高校） （༓ⴥ┴❧⯪ᶫ高校）

��

੔ਤ৓なৈಉ学ૅઇ୘の਄峴ੌ峩হ୻ڭ） 崡嵤崹嵤崝崌崐嵛崡崷崌崡崗嵤嵓
Ũ ࣯ᡮにǰȭȸȐȫ҄がьᡮするྵ状を៊ǇƑ、社会課題にݣする᧙࣎とขい教᫱、ǳȟȥȋǱȸǷȧȳ

Ꮱ力、բ題ᚐൿ力等の国ᨥႎእ᫱を៲に付け、ݩஹ、国ᨥႎに活៫でƖるǰȭȸȐȫ・ȪȸȀȸを高等学
校െ᨞Ɣら育成する。（平成2�年度Ɣら᧏ڼ）

・ᅜ㝿໬を進めるᅜ内の大学の䜋䛛、௻ᴗ、ᅜ㝿機関等と㐃ᦠして、グローバルな♫఍ㄢ題をⓎ見・ゎỴし、ᵝ䚻なᅜ㝿⯙ྎでά㌍で䛝るேᮦ
の育成にྲྀり⤌む高等学校等を「スー䝟ーグローバル䝝䜲ス䜽ール」にᣦ定し、㉁の高い䜹リ䜻ュ䝷ムを㛤Ⓨ・実㊶する。

・平成２䠔年度予⟬㢠䠍䠍൨෇（平成２䠓年度予⟬㢠䠍䠍൨෇）

主なྲྀ⤌

・対象学校：ᅜ公私❧高等学校ཬ䜃中高一㈏教育校（中等教育学校、ేタᆺཬ䜃㐃ᦠᆺ中学校・高等学校）
・ᣦ定期㛫：䠑年㛫
・ᣦ定校ᩘ：䠍２䠏校（平成２䠒年度䠑䠒校、平成２䠓年度䠑䠒校、平成２䠔年度䠍䠍校）

ᴫ要

䖩「㻶㻣䝴ース・䝃䝭ット」に生ᚐ㻢名䛜᪥本௦表としてཧຍ
（෗┿下）
・῰谷教育学ᅬ῰谷高等学校（㻴㻞㻢ᣦ定校）
䖩中・高・大学生のためのᰴ式学習䝁ンテスト➨㻝㻢ᅇ᪥⤒
㻿㼀㻻㻯㻷リーグ（᪥本⤒῭新⪺♫主ദ）にて᭱ඃ⚽㈹をཷ
㈹（㻞㻜㻝㻢年㻟᭶㻞㻡᪥）
・ឡ፾┴❧松ᒣᮾ高等学校
（㻴㻞㻢ᣦ定校）

䖩➨䠏ᅇ「高校生䝡ジ䝛スプ䝷ン
・グ䝷ンプリ」᭱⤊審査進出
（㻞㻜㻝㻢年䠍᭶㻝㻜᪥
（᪥本政策㔠⼥公ᗜ主ദ）
・大㜰ᗓ❧୕ᅜୣ高校（㻴㻞㻢ᣦ定校）

成果の౛

��

੔ਤ৓なৈಉ学ૅઇ୘の਄峴ੌ峩হ୻ڮ） 崡嵤崹嵤崘嵕嵤崸嵓崷崌崡崗嵤嵓

英語での䝕䜱ス䜹ッシ䝵ンのᵝᏊ
（㻴㻞㻢ᣦ定校）

῰谷教育学ᅬ῰谷高等学校

・グローバル・リーダー育成に㈨するㄢ題◊✲を中ᚰとした教育ㄢ⛬の◊✲㛤Ⓨ・実㊶
・英語等によるグループ䝽ー䜽、䝕䜱ス䜹ッシ䝵ン、ㄽ文స成、プレ䝊ンテーシ䝵ン䜔᥈✲ᆺ学習、教科ᶓ᩿ᆺの学䜃等の実施
・主体ⓗ・協ാⓗな学䜃（ア䜽テ䜱ブ・䝷ー䝙ング）の㔜ど
・௻ᴗ䜔ᾏእの高校・大学（㻱㻿㻰を通䛨た䝴䝛ス䝁ス䜽ールを含む。）等と㐃ᦠしたㄢ題◊✲（౛：ᅜ㝿ⓗに関ᚰ䛜高い♫఍ㄢ題、ᆅඖ௻ᴗ䜔大学等と
㐃ᦠしたグロー䜹ルなㄢ題）に関するព見஺᥮ཬ䜃ᅜ内እフ䜱ール䝗䝽ー䜽

・ㄢ題◊✲の英語等による成果Ⓨ表఍等の㛤ദ
䛆大学との㐃ᦠ䛇
・ㄢ題◊✲に関する英語等でᣦᑟを⾜䛖ᖐᅜ・እᅜேㅮᖌ等のὴ㐵䜔、እᅜே␃学生による英語等による䝃䝫ート
・ᾏእフ䜱ール䝗䝽ー䜽等の௻⏬・❧᱌に関する䝜䜴䝝䜴のఏ授
・生ᚐの学習内容の㐺ษな評価
・༢位ㄆ定を含む高大㐃ᦠプログ䝷ムの提供

ᾏእフ䜱ール䝗䝽ー䜽のᵝᏊ
（㻴㻞㻢ᣦ定校）

⟃Ἴ大学㝃ᒓᆏᡞ高等学校

35% 52% 59% 75%

29% 32%0
20
40
60
80

◊✲㛤ጞ前 1年目 ２年目 䠏年目 ４年目 䠑年目

䠤２䠑 䠤２䠒 䠤２䠓 䠤２䠔 䠤２９ 䠤䠏䠌

目ᶆ年度

対象生ᚐ 対象እ生ᚐ

ᑗ᮶␃学したり、௙事でᅜ㝿ⓗにά㌍したいと⪃䛘る生ᚐの๭合（䠂）ٹ
䈜䠤㻞㻢ᣦ定校㻡㻢校の平ᆒ್

25% 27% 30%

71%

25% 19% 18%0

20

40

60

80

◊✲㛤ጞ前 1年目 ２年目 䠏年目 ４年目 䠑年目

䠤２䠑 䠤２䠒 䠤２䠓 䠤２䠔 䠤２９ 䠤䠏䠌

目ᶆ年度
対象生ᚐ 対象እ生ᚐ

䕔༞ᴗ時に䛚ける生ᚐの４ᢏ⬟の⥲合ⓗな英語力として㻯㻱㻲㻾の㻮㻝䡚㻮㻞
レ䝧ル䈜の生ᚐの๭合（䠂）䈜英検で䛿２⣭䡚準䠍⣭レ䝧ル
䈜䠤㻞㻢ᣦ定校㻡㻢校の平ᆒ್

大㔞㏥⫋・大㔞᥇⏝のᙳ㡪により⤒㦂の浅い教ဨ䛜ቑຍする中、教育ㄢ⛬・授ᴗ方法の改革䜈の対ᛂをᅗるため、教ဨの㈨㉁向ୖに係る新たな体制
を構⠏する。

（䠍）校長ཬ䜃教ဨの㈨㉁の向ୖに関するᣦᶆの඲ᅜⓗᩚ備
・文部科学大臣䛿、以下に述べる教ဨの㈨㉁の向ୖに関するᣦᶆを定めるためのᚲ要なᣦ針を策定する。

・教ဨ等の任࿨ᶒ者（教育ጤဨ఍等）䛿、教育ጤဨ఍と関係大学等とで構成する協議఍を⤌⧊し、ᣦᶆに関する協議等を⾜い、ᣦ針をཧ㓃しつつ、校
長ཬ䜃教ဨの⫋㈐、⤒㦂ཬ䜃㐺ᛶにᛂ䛨て䛭の㈨㉁の向ୖをᅗるためのᚲ要なᣦᶆを定めるとと䜒に、ᣦᶆを㋃ま䛘た教ဨ◊ಟィ⏬を定める䜒のと
する。

（２）༑年⤒㦂者◊ಟの見直し

༑年⤒㦂者◊ಟを中ሀ教ㅍ等㈨㉁向ୖ◊ಟに改め、実施時期のᙎ力໬をᅗるとと䜒に、中ሀ教ㅍ等としての⫋務を㐙⾜するୖでᚲ要と䛥䜜る㈨㉁
の向ୖをᅗるための◊ಟとする。

ᬑ通චチ状の授与に䛚ける大学に䛚いてಟᚓをᚲ要とする༢位ᩘに係る科目༊ศを⤫合し、እᅜ語の小学校≉ูචチ状を๰タする。

䠍䠊教育公務ဨ≉౛法の一部改正

２䠊教育⫋ဨචチ法の一部改正

４䠊施⾜期᪥

ᴗ務に、教⫋ဨ䛭の௚の学校教育関係⫋ဨにᚲ要な㈨㉁に関する調査◊✲ཬ䜃䛭の成果のᬑཬ、任࿨ᶒ者䛜ᣦᶆを定めよ䛖とする㝿のຓゝ୪䜃
に教ဨචチ᭦新ㅮ習のㄆ定、教ဨ㈨᱁ㄆ定試㦂の実施ཬ䜃教育⫋ဨචチ法ㄆ定ㅮ習等のㄆ定に関する事務を㏣ຍする（一部文部科学省䛛䜙のᴗ
務⛣⟶）とと䜒に、䛭の名称を「⊂❧⾜政法ே教⫋ဨ支援機構」に改める。

䠏䠊⊂❧⾜政法ே教ဨ◊ಟセンター法の一部改正

平成29年４᭶䠍᪥（た䛰し、２䠊について䛿平成31年４᭶䠍᪥（一部について䛿公ᕸ᪥ཪ䛿平成30年４᭶䠍᪥）、䠏䠊の一部について䛿平成30年４᭶䠍᪥ཪ䛿平成31年４᭶䠍᪥）

教育ਁਜ৩્୻১等の঳৖を੝ਫघॊ১൅੧の໪ਏ
㊃ ᪨

新たなス䜻ーム（䜲メージ）
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文部科学大臣

ᣦ針

協議఍

大学等

任࿨ᶒ者たる
教育ጤဨ఍等

協議を⤒て

策定
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策定

ཧ㓃

協議

ಮ҄ẴỦ高ఄ૙Ꮛỉឋỉᄩ̬ểٶ Ẑ高ሁؕఄܖᄽܖщἘἋἚίˎᆅὸẑ ểỉ᧙̞

፯Ѧ૙ᏋίݱὉɶఄܖὸ

多様なৈૅো૥ٷ
ك��+قৈૅਤ学૨ٷ
９８.５٫

⼤ 学 ・ 短 ⼤
（新たな⾼等教育機関の検討を含む）

専⾨学校・各種学校
就 職

Ὁ λܖᎍἾἫἽỆࣖẳẺИ࠰ഏ૙ᏋỉᙸႺẲὉΪܱなन
Ὁ Ẑܖщỉᾂᙲእẑử᩿ٶႎὉዮӳႎỆᚸ̖ẴỦλܖᎍᢠ৷

س েെ଻⼈の੦ຊ学⼒ॸ५ॺのൌ஦ ਭ
ਫ਼ु૭能ق૚਩पਭਫ਼ভৃをਝ઼ك

س ৈ෮ங度ੳ৒૥ୡとの৴௚をਫ਼ୈ
਍ಔなৈૅ෮঵ৱતの਄੭のஃশपق
णなऋらफेअଦൟك

ٳ ୤৓ఁপをঋش५としञ઱ੁからؚٶಮ҄ẲẺ高ఄỆấẬỦ ẐឋႎΪܱẑ ỆӼẬẺ଀ሊồỉ᠃੭を৯੐घ؛
ٳ ৈૅपउःてؚ૚学ૅの્性पૢगञ᭽щẝỦܖỎử੩̓ẴỦễỄỉ૾ሊửਖ਼ᡶघるととुपؚဃࢻỉؕᄽܖщỉ৭੮ὉܭბỉẺỜỉˁኵửನሰघる؛
ٳ প学पउःてؚ多様なো学েपৌૢしञИ࠰ഏ૙ᏋỉᙸႺẲὉΪܱễỄẆ大ܖ૙Ꮛỉ改革を৯੐घ؛

約１９ਐ⼈ك１８٫ق約５８ਐ⼈ك５５٫ق

約２３ਐ⼈ك２２٫ق

ؕᄽܖщỉܭბࡇӳẟỉᄩᛐをৢगؚ
௪௡・ঢ়ੱをਬऌলしؚᐯỤẐܖỎỉឋ

ỉӼɥẑỆӕụኵỜỦेअपघる

঺ভदঽয়घるञीप૑要な੦ຊ学
⼒पणःてؚ૚学ૅऋजれझれのৰ
ੲを౷ऽइて৯ఏをਝ৒しؚ਄ੌऋ
ਤीられるेअؚ

ẐܭბࡇӳẟỉႸܤẑ
をཔ඼घるலੌを構ണ

基

本

方

針

Ⴤ૙ۀሁ

৳ৈૅのྟ⼒तऎॉととुपؚସのનس
のञीの体਑ਘ৲ृગౣତ૟

ẋૅఄܖੲỉẺỜỉ૙Ճʴʙᣐፗởʖም
ਜ਼ፗẆ૙Ճᄂ̲ሁỉӕኵ

ؕᄽܖщἘἋἚỉݰλॖ፯

社会での活動等に接続

ٴ $2・௓໗ো૥を৽૓घるপ学ਤ学঻म৺ڰસऽदੜਸ
ڃ

ٴ ౸঵ਗの学ಆৎ৑म৺ڲસのৈૅگফেऋڭৎ৑౞௥
・৺઄ਯのৈૅেऋഭછをしなः
・ৈૅেの५ঐ঍ಉのਹ৷मؚ੬৕਴಑ڴ�گৎ৑ؚ੓৕਴಑ڱ؝ڱৎ৑

ܒ ৈૅেの੦ຊ学⼒ृ学ಆਔඟऋপ்प଩ৣしてःなःか؛
ৈૅেのৎ৑ऋથ஍पણ৷されてःなःのदमなःか؛

ٌ૞考ٍ
૙ৃृ৉ୠ঺ভद੷ीられる੦ຊ学⼒のॖওش४
・ഭाؚછऌ
・ਯ৓な૪৶能⼒
・੦মۉھ५य़ঝؚ঺ভ⼈ଞ識 ಉ

ဃ ࢻ

高
校
生
の
実
態

普通⾼校、総合⾼校
約３３０ਐ⼈ك７８٫ق約７２ਐ⼈ك２２٫ق

مেെਯ・સ়ل

約２８ਐ⼈

ẋٶಮễλᚾửኺềλܖẲẺဃࢻỆݣẲề
፯Ѧ૙ᏋỉϋܾờԃỜẺܖỎႺẲỉ࣋ࡁ
ίḤᙀ፼ởఄܖᚨܭᅹႸỉ෇ဇሁὸ

س 63+হ঵ಉをৢगञ௧୅৓なઇ୘のౄৰ
ك஗঵ৈૅदの੔ਤ஗ੇの৽੾ৰᄷの学ಆಉ※ق

س ૚௧୅ী৙दૅশভಉऋৰ઱घるਫ਼৒ಉをણ
৷しञ多એ৓௬੼の௓ਤ
ੲਾ技୒ਫ਼৒ؚ໠੶※ق ಉك

ẋ ᎰಅʴểẲềỉݦᧉࣱỉᏋ঺ử׋ỦɥỂẆ࣏ᙲể
ễỦؕᄽܖщỉᄩܱễܭბửႸਦẴఄܖỆợỦ
෇ဇ

専⾨⾼校

ẋؕᄽܖщἘἋ Ἒỉ෇ဇሁử

ᡫẳề୼ễỦ૙ᏋỉឋỉӼɥ
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基本ⓗ事項

ẔႸႎẕ
○ 「義務教育ẁ㝵の学習内容を含めた高ఄဃỆ൭ỜỤủỦؕᄽܖщỉᄩܱễ፼ࢽ」と「䛭䜜による高ఄဃỉܖ፼ॖഒỉնឪ」に
向けて、高等学校ẁ㝵に䛚ける生ᚐの基礎学力の定着度合いを把握・提示で䛝る௙⤌䜏をタける。䛣䜜により、

・ ဃࢻỉؕᄽܖщỉ፼ࢽểܖ፼ॖഒỉӼɥをᅗるとと䜒に、

・ ὉΪܱするپ߻ửݰӳẟử৭੮ẲẆਦࡇბܭщỉܖỉؕᄽࢻẟᙻໜẦỤᐯఄỉဃ࠼ầẆܲᚇႎỂợụఄܖ

・ ᚨፗᎍሁ䛜基礎学力定着に向けた଀ሊỉ˖ဒὉᇌకở૙ՃᣐፗẆʖምሁửᡫẳẺૅఄܖੲỉܱ଀にྲྀり⤌む

䛣とを通䛨、高等学校教育の㉁の☜ಖ・向ୖのための䠬䠠Ｃ䠝䝃䜲䜽ルを構⠏。

○ Ị、基礎学力テストの実施を通䛨、高校生の基礎学力の定着状況䜔学習に関する状況等を඲ᅜⓗなどⅬで把握し、䛭の׎
結果をタ⨨者等䜈提供する䛣と等により、ᵮᵢᵡᵟἇỶἁἽỉನሰỆӼẬẺӕኵử̟ᡶする。

Ẕݣᝋᎍẕ
○ 学校ཪ䛿タ⨨者のุ᩿により、ఄܖҥˮỂӖ౨ẴỦẮểửؕஜとする。

○ ஓẴỦ̾ʴỉӖ౨ờӧᏡとし、⌧ᙺの高校生䛰けでなく、高等ᑓಟ学校に在⡠する生ᚐ、᪤༞ᴗ者等、生涯学習のほⅬ䛛䜙ࠎ
ᗈくཷ検䛜ྍ⬟となるよ䛖にする。

Ẕբ᫆ỉ੩̓ሁỉˁኵỚẕ
○ 高ఄሁỆấẟề̅ဇẰủềẟỦբ᫆ỉӓᨼẆ高ఄ૙ՃሁỉӋဒửࢽẺૼᙹբ᫆ỉ˺঺ሁを通䛨て、ア䜲テムバン䜽に大㔞の問
題を⵳✚。䛭の問題⩌䛛䜙ᙐૠἾἫἽỉբ᫆ỉἍἕἚửನሰẲẆఄܖầᢘЏễբ᫆ỉἍἕἚửᢠỮỂӖ౨で䛝る௙⤌䜏とする。

Ẕܭბࡇӳẟử৭੮Ẳኽௐ੩̓ẴỦẺỜỉ૾ඥẕ
○ 㞟ᅋに䛚ける┦対ⓗな位⨨で䛿なく、生ᚐの基礎学力の定着度合いを把握し、ẁ㝵表示で結果を提供する方法を、௒ᚋ、検
討・⢭査。

Ẕٶಮễ᧙̞ᎍểỉң΁˳Сನሰẕ
○ 高等学校教育の㉁の向ୖのため、教育ጤဨ఍関係者、義務教育ẁ㝵の学校の教ဨ、Ẹ㛫ᅋ体等、ከᵝな関係者䛜㐃ᦠ協力
してྲྀり⤌む䛣と䛜で䛝る体制を構⠏。

Ẑ高ሁؕఄܖᄽܖщἘἋἚίˎᆅὸỉСࡇᚨᚘỉἯỶὅἚί高大接続ἉἋἘἲ改革˟ᜭஇኳإԓợụὸ ίᾀ὾ᾂὸ
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ල体ⓗ事項

Ẕݣᝋ૙ᅹὉᅹႸẕ
○ ෇⁥にᑟ入するほⅬ䛛䜙、࠯঺ᾂᾀࡇ࠰ỉᚾᘍܱ଀஖ẦỤỊẆ׎ᛖẆૠܖẆᒍᛖỂܱ଀。
（一部の教科・科目の䜏を選ᢥしたཷ検をྍ⬟とする。）

※ ཎ๎䛸䛧䛶䚸ᚲᒚಟ⛉┠䛷䛒䜛䛂ᅜㄒ⥲ྜ䛃䚸䛂ᩘᏛ䊠䛃䚸䛂䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ⱥㄒ䊠䛃䜢ୖ㝈䛸䛧䚸ฟ㢟⠊ᅖ䛾୰䛻⩏ົᩍ⫱ẁ㝵䛾ෆᐜ䜒୍㒊ྵ䜑䜛䚹
※ ⱥㄒ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂⪺䛟䛣䛸䛃䚸䛂ヰ䛩䛣䛸䛃䚸䛂ㄞ䜐䛣䛸䛃䚸䛂᭩䛟䛣䛸䛃䛾ᅄᢏ⬟䜢 䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛ၥ㢟ᵓᡂ䛸䛩䜛䛣䛸䜢๓ᥦ䛻䚸䛂ヰ䛩䛣䛸䛃䚸䛂᭩䛟䛣䛸䛃䛾ලయⓗ䛺ᐇ᪋᪉ἲ➼䛻䛴

䛔䛶䛿䚸᭦䛻᳨ウ䚹

○ 平成䠏䠑年度以㝆䛿、新学習ᣦᑟ要㡿に䛚けるᚲᒚಟ科目を㋃ま䛘た教科・科目の構成とする。

Ẕբ᫆ỉϋܾẕ
○ 「学力の䠏要⣲」の䛖䛱ؕᄽႎễẐჷᜤὉ২Ꮱẑửբạբ᫆ửɶ࣎としつつ、Ẑ࣬ᎋщὉЙૺщὉᘙྵщẑửբạբ᫆ửἢἻὅἋợẪЈ

᫆。

○ 結果䛛䜙、平ᆒⓗな学力ᒙ䜔学力㠃でㄢ題の䛒るᒙに䛚ける基礎学力㠃の定着度合いを䛝め⣽䛛く把握する䛣と䛜で䛝る よ
䛖に出題。

※ ཷ᳨䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᇶ♏Ꮫຊ䝔䝇䝖䛾┠ⓗ䜔ฟ㢟ෆᐜ➼䜢㋃䜎䛘䚸Ꮫᰯ䚸タ⨨⪅ཪ䛿ཷ᳨⪅䛜㐺ษ䛻ุ᩿䚹
※ ཷ᳨䛩䜛䛣䛸䛜ᇶ♏Ꮫຊ䛾ᐃ╔䜢┠ᣦ䛩✚ᴟⓗ䛺ྲྀ⤌䛸䛧䛶♫఍ⓗ䛻ホ౯䛥䜜䜛䜘䛖ᬑཬၨⓎ➼䜢⾜䛖䚹

ẔЈ᫆ὉᚐሉὉ঺ጚ੩̓૾ࡸẕ
○ 㞴᫆度のタ定に␃ពしつつ、「選ᢥ式」䜔「記述式」な䛹ከᵝなゎ⟅方式をᑟ入する。

○ 㻯㻮㼀のᑟ入について䛿、ఄܖϋỆᣐͳẰủềẟỦἅὅἦἷὊἑử෇ဇẴỦ૾ࡸίỶὅἡỸἋ૾ࡸὸを䝧ースに検討。⣬によるテスト
実施䜒ᛕ頭に⨨䛝つつ検討。

○ 䠥䠮Ｔのᑟ入について䛿、ᣦᑟのᕤ夫・඘実のために問題等の公表䛜期ᚅ䛥䜜る䛣と䜒㋃ま䛘つつ、᭦にヲ⣽に検討。

○ ஜʴỉؕᄽܖщỉܭბࡇӳẟửെ᨞ᘙᅆỂ੩̓（学校༢位でཷ検するሙ合䛿、当ヱ学校に対してྛ生ᚐの結果を提供すると
と䜒に、㒔㐨ᗓ┴に対して⟶内のྛ学校の結果を提供）

※ ศ㔝ู䛾⤖ᯝ䛺䛹䚸ᣦᑟ䛾ᕤኵ䞉඘ᐇ䛻㈨䛩䜛᝟ሗ䜒ᥦ౪䚹ྛᏛᰯ䜔⏕ᚐ➼䛾㡰఩䛿♧䛥䛺䛔䚹

䠄ὀ䠅㻯㻮㼀㻦㻌㻯㼛㼙㼜㼡㼠㼑㼞㻙㻮㼍㼟㼑㼐㻌㼀㼑㼟㼠㼕㼚㼓䛾␎⛠䚹䝁䞁䝢䝳䞊䝍ୖ䛷ᐇ᪋䛩䜛ヨ㦂䚹
㻵㻾㼀㻦㻌㻵㼠㼑㼙㻌㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㻌㼀㼔㼑㼛㼞㼥䠄㡯┠཯ᛂ⌮ㄽ䠅䛾␎⛠䚹䛣䛾⌮ㄽ䜢⏝䛔䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶」ᩘᅇཷ᳨䛩䜛ሙྜ䛻ᅇ䛤䛸䛾ヨ㦂ၥ㢟䛾㞴᫆ᗘ䛾ᕪ䛻䜘䜛୙බᖹ䜢᤼㝖䛩䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛸䛺䜛䚹䛺䛚䚸ᑟධ䛾䛯

䜑䛻䛿䚸஦๓䛻㞴᫆ᗘ᥎ᐃ䛾䛯䜑䛻඲䛶䛾ၥ㢟䛻䛴䛔䛶ணഛㄪᰝ䛩䜛䛣䛸䜔ከ㔞䛻ၥ㢟䜢䝇䝖䝑䜽䛩䜛䛣䛸䛜ᚲせ䚹䠄౛㼀㻻㻱㻲㻸㻘་⒪⣔኱Ꮫ㛫ඹ⏝ヨ㦂➼䠅

Ẑ高ሁؕఄܖᄽܖщἘἋἚίˎᆅὸỉСࡇᚨᚘỉἯỶὅἚί高大接続ἉἋἘἲ改革˟ᜭஇኳإԓợụὸ ίᾁ὾ᾂὸ
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Ẕܱ଀ׅૠὉ଺஖Ὁئ৑ẕ
○ 学校に䛚けるᣦᑟのᕤ夫・඘実に㈨するよ䛖、ྛ学校の科目ᒚಟの進ᤖ状況を㋃ま䛘な䛜䜙、教育ㄢ⛬⦅成䜔学校⾜事等を

຺᱌しつつ、学年䜔時期、教科・科目等に関し、ఄܖӍỊᚨፗᎍỆấẟềᢘЏỆЙૺỂẨỦˁኵỚとする。
○ 正つの教育ㄢ⛬の中で䜒ཷ検し䜔すくなるよ䛖、䠍科目当たりの実施時㛫䛿䠑䠌ศ䡚䠒䠌ศ⛬度とする。
○ 学校༢位でཷ検するሙ合に䛿、ཎ๎、当ヱ学校で実施。ಶேでཷ検するሙ合の実施ሙᡤについて䛿、ཷ検希望のື向を㋃

ま䛘な䛜䜙、高等学校䜔公の施タでの฼⏝な䛹を含めて検討。

ẔӖ౨૰ẕ
○ ཷ検ᩱ䛿、䠍ᅇ䛒たりૠҘόᆉࡇỉ˯ࡓễ̖఍ᚨܭとなるよ䛖、ᝲဇ᝟ਃỉנụ૾Ệếẟề౨᚛。また、పᡤᚓ者ୡᖏ䜈の支

援策の在り方について䜒ే䛫て検討。

Ẕኽௐ෇ဇỉנụ૾ẕ
○ 生ᚐ⮬㌟による学䜃の㉁の向ୖ䜔、ྛ学校に䛚けるᣦᑟのᕤ夫・඘実に生䛛すとと䜒に、ᅜ䜔㒔㐨ᗓ┴等に䛚ける教育施策

の改善等に生䛛す。
○ ፼改ܖᎰሁỆỊဇẟẵẆஜஹỉႸႎỂẝỦݼᎍᢠ৷ởܖλܖỉẐᚾᘍܱ଀஖ẑに䛚いて䛿、大ࡇ࠰঺ᾂᾃ࠯ẦỤࡇ࠰঺ᾂᾀ࠯

ծሁỆဇẟễầỤẆẸỉܭბử׋Ủ䛣ととし、䛭䛣でᚓ䜙䜜た実ドⓗ䝕ータ䜔関係者のព見を㋃ま䛘な䛜䜙検ドを⾜い、ᚲ要な
ᥐ⨨をㅮ䛨る。
Ꮀሁồỉ෇ဇ૾ሊについて䛿、௙⤌䜏の定着状況䜔メリット・䝕メリットを༑ศݼὉܖᎍᢠ৷ởᡶܖλܖᨀỉ大ˌࡇ࠰঺ᾂᾄ࠯
にྫྷ࿡しな䛜䜙、関係者のព見を㋃ま䛘、୼Ệ౨᚛。

Ẕൟ᧓ʙಅᎍỉ෇ဇẕ
○ 基礎学力テストの㊃᪨・目ⓗを㐩成していくためのẸ㛫ᅋ体とのຠ果ⓗな㐃ᦠの在り方について、安定ᛶ・⥅続ᛶ等の☜ಖ

をᅗりな䛜䜙、ල体໬する。

ẔӸᆅẕ
○ 高等学校ẁ㝵でඹ通して習ᚓする䛣と䛜期ᚅ䛥䜜る学力の定着度のデ᩿、検査、検定等を䝧ースに、䛭の目ⓗ・ᛶ㉁にᛂ䛨

た㐺ษな名称となるよ䛖、新テストの実施方針（平成２９年度初頭）までに☜定。

Ẕʻࢸỉ౨᚛˳Сẕ
○ 「᭱⤊ሗ告」ᚋ、文部科学省に䛚いて、関係ᅋ体等の理ゎ・協力をᚓな䛜䜙、ܱᚰႎὉݦᧉႎ౨᚛ửᘍẟẆૼἘἋἚỉܱ଀૾ᤆ

ί࠯঺ᾁᾈࡇ࠰И᪽ὸỆӒପ。

Ẑ高ሁؕఄܖᄽܖщἘἋἚίˎᆅὸỉСࡇᚨᚘỉἯỶὅἚί高大接続ἉἋἘἲ改革˟ᜭஇኳإԓợụὸ ίᾂ὾ᾂὸ

��

岣ৈಉ学ૅ੦ຊ学ৡ崮崡崰（ෘู）岤のਫ਼ୈ૾ய峕峎い峐（ڮطڭ）
ḤẮủộỂỉɼễ౨᚛ཞඞ

ۑ ࡟⏕高ᰯࡴྵࢆᩍ⫱ẁ㝵のᏛ⩦ෆᐜົ⩏ࠕࠊࡣ㸧ࠖࠋ࠺࠸࡜ࠖࢺࢫࢸ♏ᇶࠕ㸦௬⛠㸧㸦௨ୗࢺࢫࢸ高➼Ꮫᰯᇶ♏Ꮫຊࠕ
ồࡿࢀࡽࡵᇶ♏Ꮫຊの☜ᐇ࡞⩦ᚓࠖࠕ࡜Ꮫ⩦ពḧのႏ㉳ࠖࢆ┠ⓗ࡚ࡋ࡜ᑟධ᳨ࡀウࡶࡓࢀࡉの࡛ࠋࡿ࠶ᇶᮏⓗྛ࡟Ꮫᰯࡸタ
⨨⪅のุ᩿ࡾࡼ࡟฼⏝ࡀ࡜ࡇࡿࡍ᝿ᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ۑ ௒ᖺᗘࠕࠊࡣ高➼Ꮫᰯᇶ♏Ꮫຊࢺࢫࢸ㸦௬⛠㸧᳨ࠖウ࣭‽ഛࠊ࡚࠸࠾࡟ࣉ࣮ࣝࢢᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘึ㢌のࠕᐇ᪋᪉㔪ࠖの⟇
ᐃ࣭බ⾲᳨ࠊࡅྥ࡟ウ୰ࠋ䛆ู⣬䠍䛇
࠙ཧ⪃ࠚ㸴᭶௨㝆࡟࡛ࡲࢀࡇࠊ㸰ᅇ㛤ദࡇࠋの௚ࠊ୺ᰝ࡜ㄪᩚのୖྛࠊጤဨ࡜の㛫࡛ಶู࡟㐃⤡࣭ㄪᩚࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ͤ ௒ᚋの᳨ウ࡟ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ高ᰯࡸᩍ⫱ጤဨ఍➼の㛵ಀ⪅ࠊẸ㛫஦ᴗ⪅➼のពぢࢆ༑ศࡽࡀ࡞ࡁ⪺࡟進ࡃ࠸࡚ࡵணᐃࠋ
ͤ ၥ㢟࡞ලయⓗ࡚ࡋጤク㸦බເ㸧࡟⪅Ẹ㛫஦ᴗ࡟ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࠊࡵࡓࡿࡍ㈨࡟ᐇドⓗ࣭ᑓ㛛ⓗ᳨ウࡿಀ࡟ࠖࢺࢫࢸ♏ᇶࠕࠊ࠾࡞
౛㸦㹁㹀㹒ࡿࡼ࡟ฟ㢟ࠋࡴྵࢆ㸧のసᡂࠊ࡟ࡶ࡜࡜࠺⾜ࢆᇶ♏Ꮫຊのᐃ╔ࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ᐇ㊶◊✲ᰯ㸦㸯㸮㐨ᗓ┴㸯㸰ᰯ㸧の༠ຊࢆᚓ
࡚ヨ⾜ⓗ࡟ㄪᰝ࠺⾜ࢆணᐃࠋ䛆ู⣬２䛇

ᾀώ౨᚛ỉ૾Ӽࣱ

㸦㸯㸧高大接続࣒ࢸࢫࢩ改革఍㆟の᭱⤊ሗ࿌࡛♧ࡓࢀࡉ㺀ᇶ♏ࢺࢫࢸ㺁のᅾࡾ᪉ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᘬࡁ続ࡁḟの᪉ྥ᳨࡛ウࠋࡿࡍ

䐟基本ⓗな௙⤌䜏

ᐇ᪋᫬ᮇ㸦ᖹᡂ㸱㸯ᖺᗘヨ⾜ᐇ᪋ࠊ㸱㸳ᖺᗘᐇ᪋㸧ࠊ⛉┠㸦ᙜ㠃ࡣᅜᩘⱥࡽ࠿ࣝ࣋ࣞᩘ「ࠋᏛᰯࡀ㑅ᢥ㸧ࠊෆᐜ㸦グ㏙
ᘧࠋࡴྵࢆⱥㄒࠕࡣヰࡴྵࢆࠖ࡜ࡇࡍ㸲ᢏ⬟㸧ࠊᡂ⦼ᥦ౪㸦Ꮫຊᐃ╔ᗘྜࢆ࠸ẁ㝵⾲♧㸧ࠊ⤖ᯝά⏝㸦ᙜ㠃ࠊධヨࡸᑵ
ࠋࡿࡍ࡜のࡶࡓࡗἢ࡟改革఍㆟の᭱⤊ሗ࿌࣒ࢸࢫࢩ高大接続ࠊ➼㸧࠸࡞࠸⏝࡟⫋

䐠主なㄢ題

࣭ྡ⛠
࣭㹁㹀㹒ࠊ㹇㹐㹒のᐇ⌧ྍ⬟ᛶ
࣭ලయⓗ࡞ᐇ᪋యไ㸦Ẹ㛫の▱ぢ࣭࢘ࣁ࢘ࣀのά⏝ࠋࡴྵࢆ㸧
᪉ࡾᯝᥦ౪㸦⾲♧㸧のᅾ⤖ࡸᩱ᳨ཷࠊの௚ࡑ࣭ ➼

㸦ὀ㸧㹁㹀㹒㸻࡛ୖࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥᐇ᪋ࡿࡍヨ㦂ࠋ
㹇㹐㹒㸻㡯┠཯ᛂ⌮ㄽの␎⛠ࡿ࡞␗ࠋヨ㦂㛫࡛㞴᫆ᗘのᕪࡿࡼ࡟୙බᖹࢆ᤼㝖ࠋࡿ࡞࡜⬟ྍࡶ࡜ࡇࡿࡍణࠊࡋከ㔞のၥ㢟ࠊࢡࢵࢺࢫ

㞴᫆ᗘ推ᐃのࡵࡓの஦๓のணഛㄪᰝࡀᚲせࠋࡿ࡞࡜

㸦㸰㸧ࠊ࡚ࡏే࡜ࢀࡇ高ᰯࡿࡅ࠾࡟ᇶ♏Ꮫຊの☜ᐇ࡞⩦ᚓࠊᏛ⩦ពḧのႏ㉳のࡵࡓの㹎㹂㹁㸿ࣝࢡ࢖ࢧのᵓ⠏のᅾࡾ᪉ࡘ࡟
ࠋ࠺⾜ࢆウ᳨࡚ࡵ改ࠊ࡚࠸

平成２䠔年䠔᭶䠏䠍᪥公
表㈨ᩱより抜⢋
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岣ৈಉ学ૅ੦ຊ学ৡ崮崡崰（ෘู）岤のਫ਼ୈ૾ய峕峎い峐（ڮطڮ）

ᾁώẐؕᄽἘἋἚẑỆ̞Ủɼễᛢ᫆Ệếẟề

䐟名称

ࡣ࡛ࠖࢺࢫࢸࠕࠊࡵࡓࡿࡍ࡟☜᫂ࡾࡼࢆ࡜ࡇࡿ࠶の࡛ࡶࡿࡍ࡜ⓗ┠ࢆᏛ⩦ពḧのႏ㉳ࠖࠕ࡜ᚓࠖ⩦࡞ᇶ♏Ꮫຊの☜ᐇࠕ
ࠋࡿࡍウ᳨ࢆ⛠ྡ࡞ࡓ᪂࡟ᇶᮏࢆ➼ᰝ᳨ࠖࠕᐃ᳨ࠖࠕデ᩿ࠖࠕࡃ࡞

䐠ＣＢＴ、䠥䠮Ｔのά⏝

㹁㹀㹒ࠊ㹇㹐㹒のά⏝ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⌧᫬Ⅼ࡛ࡣᏳᐃⓗ࣭⥅続ⓗ࡟ά⏝ྍ⬟ࡿࡁุ࡛᩿࡜ẁ㝵࡛ࠊࡃ࡞ࡣᘬࡁ続ࡁᑓ㛛
ⓗ࣭ᢏ⾡ⓗ࡞◊✲᳨࣭ウࡀᚲせࠋᙜ㠃ࡣ㹎㹀㹒㸦⣬ࡿࡼ࡟ᐇ᪋㸧ࢆᇶᮏࠋࡿࡍ࡜

䐡ල体ⓗな実施体制（Ẹ㛫の知見・䝜䜴䝝䜴のά⏝を含む。）

ࠋ㔜せࡀᐇ᪋のᏳᐃᛶ࣭⥅続ᛶの☜ಖࠊၥ㢟の㉁ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿ࡞࡜のࡶࡿࢀࡉ⏝ά࡟高ᰯ⌧ሙ࡛᭷ຠࡀࠖࢺࢫࢸ♏ᇶࠕ
୍᪉ࠊᐇ᪋࡟ᙜࡣ࡚ࡗࡓẸ㛫஦ᴗ⪅➼の▱ぢ࣭᭱ࢆ࢘ࣁ࢘ࣀ大㝈ά⏝ࡀ࡜ࡇࡿࡍᮃࠋ࠸ࡋࡲ
の⤫ᣓ࣭㛵୚のୗ࣮ࢱࣥࢭ㸦E㸧᪂ࠊ接ᐇ᪋┤࡛࣮ࢱࣥࢭ㸧᪂ࡓࡋ⤌改ࢆ࣮ࢱࣥࢭ㸦D㸧㸦大Ꮫධヨࠊ௨㝆⛅ࠊࡵࡓのࡇ
䛆ู⣬䠏䛇ࠋࡿࡍウ᳨࡚࠸ࡘ࡟の୧᱌ࠊᐇ᪋ࡋసᡂࢆၥ㢟ࡀ➼⪅Ẹ㛫஦ᴗࠊ࡟
᪂࣮ࢱࣥࢭのᴗົ࡬の఩⨨௜ࡅ㸦ἲ改ṇࠋࡴྵࢆ㸧ࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟の⤖ᯝࢆ㋃᳨࠼ࡲウࠋ࠺⾜ࢆ

ᾂώ࠯঺ᾁᾈࡇ࠰ಒምᙲ൭ỉϋܾ

࡟Ꮫ⩦ពḧのႏ㉳࡜᪉ࡾのฟ㢟のᅾࡵࡓࡿࡍᢕᥱࢆ࠸ᇶ♏Ꮫຊのᐃ╔ᗘྜࠊ࡚ࡅྥ࡟ᐇ᪋ࠊᑟධ࡞⁥の෇ࠖࢺࢫࢸ♏ᇶࠕ
のᐇドⓗ࡚࠸ࡘ࡟஦㡯࡞ᚲせ࡟ᐇ᪋᪉ἲ➼の᳨ウࡿࡍ㈨࡟ᣦᑟのᕤኵ࣭඘ᐇࡿࡅ࠾࡟Ꮫᰯࠊ᪉ࡾᯝᥦ♧のᅾ⤖ࡿࡀ࡞ࡘ
ࠋせồࢆ㈝⤒ᚲせࡓࡅྥ࡟㸧のᐇ᪋ࢺࢫࢸࣞࣉ㸦ࢺࢫࢸ⾜のヨࡵࡓࡿࡍㄆ☜ࢆ࢕ࢸࣜࣅࢪ࣮࢕ࣇࠊࡋ཰㞟࣭ศᯒࢆࢱ࣮ࢹ
䛆ู⣬４、䠑䛇
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岣ৰ઱্ଉ岤ੁ৒峕਱岻峉ਊએのਫ਼ୈ嵣૆૟のਤ峫্峕峎い峐
平成28年7᭶21᪥

高等学校基礎学力テスト（仮称）「実施方針」策定に向けた当㠃の検討・準備の進め方について

高等学校基礎学力テスト（仮称）検討・準備グループ
主査 荒瀬克己

䠍 本グループの任務

本グループ䛿、高大接続システム改革఍議᭱⤊ሗ告（以下「システム఍議ሗ告」）で示䛥䜜た「高等学校基礎学力テスト（仮称）」（以下「基礎テスト（仮称）」）の実⌧に向け、6᭶䛛䜙検討を
㛤ጞした。

本グループの当㠃の主な任務䛿、平成29年度初頭に予定䛥䜜る基礎テスト（仮称）「実施方針」の策定・公表に向け、基礎テスト（仮称）の内容、実施方法等について検討・ᩚ理する䛣とで
䛒る。

２ 基礎テスト（仮称）ᑟ入の目ⓗ

基礎テスト（仮称）䛿、「高大接続」改革の議ㄽの中で、高校教育に䛚ける「ከᵝな学習成果を 定する䝒ールの一つとして、義務教育ẁ㝵の学習内容を含めた高校生にồめ䜙䜜る基礎
学力の☜実な習ᚓと䛭䜜による高校生の学習ពḧのႏ㉳をᅗるため」にᑟ入すると䛥䜜た䜒ので䛒る。本グループ䛿ᖖに䛣のཎⅬを㋃ま䛘て検討を⾜䛖。

な䛚、基礎テスト（仮称）の名称について䜒、高校ẁ㝵でඹ通してಟᚓする䛣と䛜期ᚅ䛥䜜る学力の定着度をデ᩿し、学習改善に生䛛していくとい䛖目ⓗ・ᛶ㉁に見合䛳た新たな名称を検
討する。

䠏 基礎テスト（仮称）の実施スケジュール

基礎テスト（仮称）について䛿、平成31年度䛛䜙試⾜実施、平成35年度䛛䜙実施とのスケジュール䛜示䛥䜜ている。また、䛭䜜にඛ❧䛱᮶年度（平成29年度）に䛿「実施方針」の策定・公表
（年度初頭）、プレテスト（29年度目途）を⾜䛖䛣とと䛥䜜ている。

本グループ䛿䛣のスケジュールを前提に検討を進める。した䛜䛳て当㠃、「実施方針」の策定ཬ䜃プレテストの在り方についての検討を着実に進める䛣とになる。

４ 基礎テスト（仮称）の制度タィの前提となる㔜要なㄽⅬ

基礎テスト（仮称）の実施方法等について䛿システム఍議ሗ告で㦵᱁䛜示䛥䜜て䛚り、基本ⓗに䛿䛣䜜にἢ䛳て実⌧に向けた検討を進める。ྠ時にシステム఍議ሗ告で䛿、

・ල体ⓗな実施内容等について䛿、高校等でຠ果ⓗにά⏝で䛝る௙⤌䜏となるよ䛖、関係者等の協力をᚓな䛜䜙実ドⓗ・ᑓ㛛ⓗな検討を⾜い、ල体໬を進めるᚲ要䛜䛒る䛣と

・ＣＢＴཬ䜃䠥䠮Ｔᑟ入の実⌧ྍ⬟ᛶ、記述式問題ཬ䜃英語の「ヰす」に関する問題の出題・ゎ⟅方法等について䛿、᭦にヲ⣽な検討䛜ᚲ要で䛒る䛣と

・公ⓗなᛶ᱁を㋃ま䛘つつ䜒、ྍ⬟なᴗ務䛿✚ᴟⓗにẸ㛫の知見・䝜䜴䝝䜴をά⏝する䛣ととし、Ẹ㛫とのල体ⓗな㐃ᦠの在り方を᭦に検討するᚲ要䛜䛒る䛣と

等䜒ᣦ᦬䛥䜜ている。

本グループでの䛣䜜までの議ㄽで䜒、౛䛘䜀、⌧に検定等を実施しているẸ㛫事ᴗ者の力を大いにά⏝すべ䛝とのព見䜔、᥇Ⅼ等の㈇担を含む䝁ストの問題、᥇Ⅼ等で高校教ဨに㈇
担ቑ䛜生䛨るྍ⬟ᛶ䜈のᠱᛕ、制度タィに当た䛳てのཷ検者ᩘ把握の問題、␗なる問題での結果をẚ㍑する方法䜔表示方法のᩚ理、基礎テスト（仮称）の目ⓗ・ᛶ㉁を㋃ま䛘たよりල体
ⓗな内容を学校に示していくᚲ要䛜䛒る䛣と等䛜ᣦ᦬䛥䜜たと䛣䜝で䛒る。

䠑 当㠃の検討・準備の進め方について

本グループとして䛿、「４」に౛示したよ䛖な㔜要なㄽⅬ䛜䛒る䛣とをㄆ㆑しつつ、「䠏」のスケジュールにἢ䛳て、基礎テスト（仮称）のᑟ入を含む「高大接続」改革の実⌧に向け検討する。

ణし、平成29年度のᴫ⟬要ồ䛜目前に㏕䛳ている⌧ẁ㝵に䛚いて、౛䛘䜀Ẹ㛫との㐃ᦠの在り方、ＣＢＴ䜔䠥䠮Ｔのᑟ入、記述式䜔英語の「ヰす」に関する出題・᥇Ⅼの在り方等について
方針を䠍つに⤠り㎸む䛣と䛿⌧実ⓗでなく、ᣋ㏿のㄦりをච䜜ないと⪃䛘る。

した䛜䛳て、䛣䜜䜙について当㠃䛿」ᩘの選ᢥ⫥をṧしつつ、「２」の目ⓗ䛜高校⌧ሙで᭱䜒ຠ果ⓗに実⌧で䛝るよ䛖な基礎テスト（仮称）の在り方について検討を着実に進める䛣ととした
い。

ู⣬㸯
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਴ਛڴڮফ২のৈಉ学ૅ੦ຊ学ৡ崮崡崰（ෘู）峕ঢ়峃峵ਫ਼ୈ૾ய

 ǷステȠ改᪃会ᜭஇኳ報ԓでᅆされたž基礎テストſのנり૾にƭいて、高等学校基礎学力テスト（ˎᆅ）検᚛・準ͳǰ

ȫȸȗ（主査Ჴᒰແ克ٻࠁ᜿ٻ学教੉）において、平成ᲬᲳ年度И᪽のž実施૾ᤆſ策定・公ᘙにӼけて検᚛中。

Ƃ検᚛状況ƃ

ᇹᲫׅ会ӳᲴ ž実施૾ᤆſ策定にӼけた検᚛課題のඹいЈし 等

ᇹᲬׅ会ӳᲴ ž実施૾ᤆſ策定にӼけた᩿࢘の検᚛・準ͳのᡶめ૾にƭいてのᜭᛯ、

ᲬᲳ年度ˌᨀのȗȬテストの૾Ӽࣱと、ᲬᲲ年度試行調査のφ体҄にӼけたᜭᛯ 等

è全体会ӳの˂、主査と調ૢのɥ、Ӳ委員との間で̾Кにᡲዂ・調ૢを実施。

ᇶ♏ࢺࢫࢸのᐇ⌧ࡓࡅྥ࡟ᑓ㛛ⓗ᳨࡞ウ

ίᾁὸ ẲềẟỦẐᚾᘍᛦ௹ẑܭ஛Ệʖࡇ࠰঺ᾁᾇ࠯

ίᵏὸ 高ఄဃỉؕᄽܖщỉܭბỆӼẬẺܖ፼改ծỉẺỜỉᛦ௹ᄂᆮ

 基礎テストに係る実ᚰႎ・専門ႎ検᚛に᝻するため、平成ᲬᲲ年度に民間事業者に委ᚠ（公Ѫ）してφ体ႎなբ題例（Ჽ᲼
᳎にǑるЈ題をԃむ。）の˺成を行うとともに、ɥᚡ実ោᄂᆮ校の協力をࢽて試行ႎに調査を行うʖ定。

Ƃ実施計ဒƃ 平成ᲬᲳ年Ძஉ᳸Წஉ᪭、ኖᲯ�ᲪᲪᲪ人ᙹ೉（ɥᚡ実ោᄂᆮ校のᲫ、Წ年生のዮ数）で実施をʖ定

 高等学校における基礎学力定着のための᳊ᲾᲽ᲻ǵǤǯȫのᄩ立を目指すため、実ោᄂᆮ校を指定して調査ᄂᆮを実施中

Ĭ 学校ྵئにおいてƖめኬƔな学習指導にӕりኵむための指導体Сのנり૾の検᚛、教材᧏ႆ

ĭ 生徒の基礎学力の定着度や学習状況等をႎᄩに把握し、୼なる指導改善に生Ɣすためのˁኵǈや実施૾法等のᄂᆮ

Ƃ実ោᄂᆮ校ƃ本年度ᲫᲪ道府県ᲫᲬ校を指定

ᇶ♏ࢺࢫࢸの࡟➼࢕ࢸࣜࣅࢪ࣮࢕ࣇ㛵ࡿࡍᐇドⓗ᳨࡞ドసᴗ

ૼたなˁ組Ớでẝる᭗等学校ؕᄽ学力ἘἋト（ˎᆅ）（以下「ؕᄽἘἋト」という。）にếいては、ݦᧉ的な検᚛と実証
的な検証˺業を両᠛として検᚛をᡶỜ、「実施方ᤆ」をሊ定する。

ู⣬㸰
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ড়৑হ঵঻、ૅশভಉ、ઇ୘੻員ভ峕岴岻峵ৈૅেの学ৡ೾৒ಉのใோの਄ੌ

㸰㸬ᰯ㛗఍➼ࡀᐇ᪋᳨ࡿࡍᐃヨ㦂➼

 専門高校の中には、校長会等が主体となって、専門科目の学習状況の把握等を行う検定試験等を実施している。

（例）

・日本農業技術検定協会（日本農業技術検定）

・公益社団法人全国工業高等学校長協会（標準テスト、計算技術検定、情報技術検定、基礎製図検定 等）

・公益財団法人全国商業高等学校長協会（ビジネス文書実務検定試験、情報処理検定試験 等）

・全国水産高等学校長協会（高等学校水産海洋技術検定、高等学漁業技術検定、高等学校通信技術検定 等）

・公益財団法人全国高等学校家庭科教育振興会（全国高等学校家庭科技術検定被服・食物 等）

㸯㸬Ẹ㛫஦ᴗ⪅ࡀᐇ᪋࣭ᥦ౪᳨ࡿࡍᐃࠊヨ㦂➼

 高校生の学習到達度を把握したり、課題把握を行ったりするために、民間事業者において様々な検定試験、学力診断テス

ト、学習教材等が実施・提供されており、それらの検定試験等の中には、学校教育活動の一環として活用されている例があ

る。

（活用例）

・英語や数学等に係る検定試験を活用し、生徒が学習にとりくむ動機付けを行う。

・民間事業者が提供する学力診断テスト等を活用して、生徒の学力や課題を把握し、学習改善を促す。

・生徒の学力に応じた教材を使用し、基礎・基本の定着や課題克服を通じた達成感を高める学習を行う。

㸱㸬ᩍ⫱ጤဨ఍࠺⾜ࡀᏛຊㄪᰝ➼

 教育委員会が主体となって高校生の学力把握のための調査等を行い、教育施策の立案や学校における指導改善に活用してい

る。

（平成2６年度時点で実施されているもの）

・北海道、岩手県、宮城県、東京都、神奈川県、長野県、愛知県、京都府、広島県、高知県、

佐賀県、熊本県、沖縄県

ู⣬㸱
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問題స成

プレテスト実施

᥇Ⅼ・ศᯒ

試㦂の実施方式䜔テスト内容のㄢ題（㻯㻮㼀ཬ䜃㻵㻾㼀ᑟ入の実⌧ྍ⬟
ᛶ、記述式問題のస成、英語の「ヰす」に関する出題䜔ゎ⟅方法、᥇Ⅼ
方法、結果のᣦᑟ改善䜈のάື方策な䛹）をὙい出し、ᢏ⾡ⓗなㄢ題と
䛭のゎỴ方法を᥈るため、ୖ記ྲྀ⤌を通䛨て実ドⓗ・ᑓ㛛ⓗな検討に㈨
する䝕ータ཰㞟䜔ศᯒ等を⾜䛖。

平成２９年度ᴫ⟬要ồ㢠 ２䠔䠔ⓒ୓෇
（平成２䠔年度予⟬㢠 䠍䠌９ⓒ୓෇）

「⤒῭㈈政㐠Ⴀと改革の基本方針２䠌䠍䠒（平成㻞㻤年㻢᭶）」ཬ䜃「教育෌生実⾜఍議➨９次提ゝ（平成㻞㻤年㻡᭶）」で示䛥䜜た高校教育・大学
教育と入学者選抜を通䛨た高大接続改革を推進するため、高校生の学習ពḧのႏ㉳とと䜒に基礎学力の着実な定着を目ᣦして、高等学校
基礎学力テスト（仮称）のᑟ入検討等にྲྀり⤌む䛣ととする。䛣のほⅬ䛛䜙、ල体ⓗに䛿、

䐟 学校⌧ሙに䛚いて䛝め⣽䜔䛛な学習ᣦᑟにྲྀり⤌むためのᣦᑟ体制の在り方の検討䜔教ᮦ㛤Ⓨ等ととと䜒に、

䐠 ୖ記ᣦᑟをཷけた生ᚐの基礎学力の定着度䜔学習状況等をⓗ☜に把握し、᭦なるᣦᑟ改善にά䛛すためのテストᡭ法 等に関する௙
⤌䜔実施方法等

を調査◊✲する䛣とを䜒䛳て、高等学校⌧ሙに䛚ける䠬䠠Ｃ䠝䝃䜲䜽ルの☜❧を目ᣦす。

䠍䠊目ⓗ

２䠊実施内容（ጤク事ᴗ 対象：㒔㐨ᗓ┴教育ጤဨ఍等）

䈜プレテストの䜲メージ

ጤクඛ

（䠍） 高等学校基礎学力テスト（仮称）のᑟ入をᛕ頭に⨨いた基礎学力の着
実な定着にྲྀり⤌む実㊶◊✲校に䛚ける調査◊✲

・基礎学力の定着に向けた学校ẖの
事ᴗィ⏬の策定

・ศᯒ結果な䛹に基䛵く事ᴗィ⏬のಟ
正・ኚ᭦ な䛹

・主担当の教ဨ䜔支援スタッフ等䛛䜙なる
ᣦᑟ体制のᩚ備

・ィ⏬に基䛵く授ᴗ、補習等の学習 ά
ືの実施 な䛹

Plan Do

Action Check

（2） 基礎学力の定着度を把握するためのテストᡭ法等の㛤Ⓨ

実㊶◊✲校

問題の㏦௜
ᾋἘἋἚܱ଀ᾍ

ᾋਦݰ改ծሁᾍ

⟅᱌の㏦௜

ศᯒ結果の提供

（ཷ検対象：⣙䠏୓ே）

䐟 試⾜実施に向けてのフ䜱ージ䝡リテ䜱を☜ㄆするためのプレテスト（ͤ）の実施

䐠 テスト実施ᡭ法に関する◊✲㛤Ⓨ

䐡 試㦂問題のస成・཰㞟・⢭査・⵳✚ 等

ৈૅেの੦ຊ学ৡの৒ା峕਱岻峉学ಆ੝ఒの峉峫のଢ଼஢৫৅হ঵ ู⣬㸲

��

・学習評価䜔テスト等で把握䛥䜜たศᯒ
結果によるᣦᑟ改善方策の 検討・実
施

・ᣦᑟ改善にᚲ要なᣦᑟ体制、教ᮦ◊
✲、◊ಟ等の௻⏬・実施 な䛹

・ᣦᑟ要㘓等䜈の㐺ษな཯ᫎな䛹、ከ㠃
ⓗな学習評価の実施

・高等学校基礎学力テスト（仮称）な䛹をά
⏝した生ᚐの基礎学力の定着度の 定
な䛹

਴ਛڴڮফ২ৈૅেの੦ຊ学ৡの৒ା峕਱岻峉学ಆ੝ఒの峉峫のଢ଼஢৫৅হ঵
ৰᄷଢ଼஢ૅ঳༮

ᩚ理
␒ྕ

ጤクᅋ体 実㊶◊✲校 学 科

生ᚐᩘ 学⣭ᩘ

䠍年 ２年 䠏年 合ィ 䠍年 ２年 䠏年 合ィ

㻝 ໭ᾏ㐨教育ጤဨ఍ ᮐᖠ英⸛高等学校 ᬑ通科 㻟㻞㻜 㻟㻝㻢 㻟㻝㻡 㻥㻡㻝 㻤 㻤 㻤 㻞㻠

㻞 ᒣᙧ┴教育ጤဨ఍ ᗉ内⥲合高等学校 ⥲合学科 㻥㻢 㻣㻞 㻝㻜㻝 㻞㻢㻥 㻟 㻞 㻟 㻤

㻟 ▼ᕝ┴教育ጤဨ఍ 松任高等学校 ᬑ通科・⥲合学科 㻝㻤㻡 㻝㻣㻡 㻝㻤㻡 㻡㻠㻡 㻡 㻡 㻡 㻝㻡

㻠 㟼岡┴教育ጤဨ఍ ⇕ᾏ高等学校 ᬑ通科 㻝㻜㻥 㻣㻞 㻝㻜㻡 㻞㻤㻢 㻟 㻟 㻟 㻥

㻡 ⁠㈡┴教育ጤဨ఍ ⋢ᕝ高等学校 ᬑ通科 㻟㻞㻝 㻟㻝㻡 㻟㻡㻡 㻥㻥㻝 㻤 㻤 㻥 㻞㻡

㻢 大㜰ᗓ教育ጤဨ఍ 大㜰ᗓ教育センター㝃ᒓ高等学校 ᬑ通科 㻞㻤㻝 㻞㻣㻤 㻞㻣㻟 㻤㻟㻞 㻤 㻣 㻣 㻞㻞

㻣 රᗜ┴教育ጤဨ఍

᯽ཎ高等学校 ᬑ通科 㻞㻣㻥 㻞㻣㻜 㻞㻟㻠 㻣㻤㻟 㻣 㻣 㻢 㻞㻜

ጲ㊰༡高等学校 ᬑ通科 㻞㻠㻜 㻞㻟㻥 㻞㻟㻤 㻣㻝㻣 㻢 㻢 㻢 㻝㻤

㻤 ᓥ᰿┴教育ጤဨ఍ 出㞼㎰ᯘ高校
ᑓ㛛学科（᳜≀科学科、⎔ቃ科学科、㣗ရ科学科、ື≀
科学科）

㻝㻢㻜 㻝㻢㻝 㻝㻞㻢 㻠㻠㻣 㻠 㻠 㻠 㻝㻞

㻥 岡ᒣ┴教育ጤဨ఍

ᯘ㔝高等学校 ᬑ通科 㻝㻟㻡 㻝㻟㻠 㻝㻝㻤 㻟㻤㻣 㻠 㻠 㻠 㻝㻞

岡ᒣᕤᴗ高等学校
ᑓ㛛学科（機Ე科、ᅵ木科、໬学ᕤ学科、䝕ザ䜲ン科、
ᘓ⠏科、᝟ሗᢏ⾡科、㟁Ẽ科）

㻟㻞㻞 㻟㻝㻥 㻟㻝㻟 㻥㻡㻠 㻤 㻤 㻤 㻞㻠

㻝㻜 ⚟岡┴教育ጤဨ఍ ᮅ಴ᮾ高等学校 ᬑ通科・ᑓ㛛学科（⥲合䝡ジ䝛ス、䝡ジ䝛ス᝟ሗ科） 㻞㻜㻜 㻝㻥㻣 㻝㻥㻞 㻡㻤㻥 㻡 㻡 㻡 㻝㻡

合ィ 㻝㻞校 㻞㻘㻢㻠㻤㻌 㻞㻘㻡㻠㻤㻌 㻞㻘㻡㻡㻡㻌 㻣㻘㻣㻡㻝㻌 㻢㻥㻌 㻢㻣㻌 㻢㻤㻌 㻞㻜㻠

�0

ᛦ௹ỉμ˳΂

ίᾀὸ ஜ˳ᛦ௹

ίᾁὸ ဃࢻ὾ఄܖồỉỴὅἃὊἚᛦ௹ ίᾂὸ σᡫ২ᏡểẲềỉᛠᚐщᛦ௹

Ḥᴾᾂếỉᛦ௹᧓
ỂỉἁἿἋᨼᚘ
Ўௌửܱ଀

（対象者）

・ 実践研究校１２校／５,０００人（１、２年生）を対象

（実施時期）

・ ２９年１～２月のうち、学校が設定した日時で実施

（実施内容）

・ 国語、数学、英語の３教科、うち英語は４技能測定
（「話す」は別日程で学校実施）

・ １教科当たり５０分程度、 ２段階のレベルから選択

（実施方法）

・ 実践研究校のＩＣＴ環境の状況に応じて以下
の方式から選んで実施

① ＣＢＴ（オンライン方式）

② ＣＢＴ（外部媒体方式）

③ ＣＢＴ及びＰＢＴ併用

（その他）

・ 国、数、英の記述式は、最低１問以上実施
（ＣＢＴ上での実施/採点も可能な限り検証）

（生徒） 学校内外での学習状況/生活習慣等のアンケート調査

（学校） 生徒の状況、学校での授業・補習等の指導状況、ＰＤＣＡサイ
クルの具体的な取組状況等のアンケート調査

※ 両者に対し、調査（1）及び（2）の感想・意見等も調査

・ 国立情報学研究所（ＮＩＩ）と連携して、本調査を実施

・ 上記調査（1）の正答状況と、本調査の正答状況とを比較検証すること
で、試験問題の指示や意図を正確に理解できているか どうかなどを分
析し、その後の学校の指導の工夫・充実に活用

੦ຊ崮崡崰峕ঢ়峃峵岥ڴڮফ২૥ষ৹ਪ岦 の৯৓嵣全体൸（੧）

⋇ ˳ফ২ੂ୍峕ੁ৒੒৒峘Ẑܱ଀૾ᤆẑỉφڵڮ

ႎễϋܾሁ峢ખ಩峃峵

○ 標記試行調査では 「本体調査」 「アンケート調査」 「共通技能としての読解力調査」からなるᾂếỉᛦ௹ửɟ˳ႎỆܱ଀することを目

指す。

ίᾃὸ Ẑᾒᾑᾣ˳᬴ἇỶἚίˎᆅὸẑỉ᧏
ᚨὉᢃဇ

঱੶৹ਪ峮体ୡ崝崌崰ಉ岵峳੭峳れ峉崯嵤崧
峮ীෲ੥ટ峼౷峨岲

⋈ ফ২ਰఋ峘ẐἩἾἘἋἚẑỉܱ଀૾ඥởբ᫆ڵڮ

ϋܾሁ峢ખ಩峃峵

ู⣬㸳
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䠍䠊「高大接続改革」の理ᛕと⤒⦋

２䠊高等学校教育の改革

䠏䠊大学教育の改革

４䠊大学入学者選抜の改革

䠑䠊䛭の௚
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進Ꮫ⋡㸯�大Ꮫ㸩▷大㸩高ᑓ㸩ᑓ㛛Ꮫᰯ㸧

཰ᐜຊ㸦大Ꮫ㸩▷大㸧

⌧ᙺᚿ㢪⋡㸦大Ꮫ㸩▷大㸧

大Ꮫ㸸 ���0�
▷大㸸 ����
高ᑓ㸲ᖺḟ㸸0���
ᑓ㛛Ꮫᰯ㸸 ���1�

進Ꮫ⋡㸰㸦大Ꮫ㸩▷大㸧
大Ꮫ㸸���0�
▷大㸸 ����

大学：���1�
▷大： ��1�

▷大入学者ᩘ（୓ே）

ᑓ㛛学校入学者ᩘ（୓ே）

高校等༞ᴗ者ᩘ（୓ே）

1�ṓேཱྀ（୓ே）

高ᑓ４年次在学者ᩘ

大学入学者ᩘ（୓ே）

䖃 1�ṓேཱྀ 䠙 䠏年前の中学校༞ᴗ者ᩘཬ䜃中等教育学校前期ㄢ⛬ಟ஢者ᩘ
䖃 進学⋡䠍 䠙 当ヱ年度の大学・▷大・ᑓ㛛学校の入学者、高ᑓ４年次在学者ᩘ

1�ṓேཱྀ
䖃 進学⋡２ 䠙 当ヱ年度の大学・▷大の入学者ᩘ

1�ṓேཱྀ
○ 高校等༞ᴗ者ᩘ 䠙 高等学校༞ᴗ者ᩘཬ䜃中等教育学校ᚋ期ㄢ⛬ಟ஢者ᩘ
○ ⌧ᙺᚿ㢪⋡ 䠙 当ヱ年度の高校等༞ᴗ者ᩘの䛖䛱大学・▷大䜈㢪書を提出した者のᩘ

当ヱ年度の高校等༞ᴗ者ᩘ
○ ཰容力 䠙 当ヱ年度の大学・▷大入学者ᩘ

当ヱ年度の大学・▷大ᚿ㢪者ᩘ

出඾：文部科学省「学校基本統計」（平成㻞㻤年䛿㏿ሗ್）、平成㻠㻝年䡚㻠㻟年度について䛿ᅜ❧♫఍ಖ㞀・ேཱྀ問題◊✲ᡤ「᪥本のᑗ᮶推ィேཱྀ（出生中位・Ṛஸ中位）」を基にస成

䈜「ᑓ㛛学校」ཬ䜃「大学・▷期大学ᚿ㢪者ᩘ」に䛿、⇃本ᆅ㟈の⿕ᐖ䛜⏒大で䛒䛳た⇃本┴のᩘ್䛿含ま䜜ない。進学⋡、⌧ᙺᚿ㢪⋡について䛿、ᑡᩘⅬ以下➨２位をᅄᤞ஬入しているため、内ヂのィと合ィ䛜一⮴しないሙ合䛜䛒る。

䠍䠔ṓேཱྀ䛿、平成２䠍䡚䠏２年㡭まで䜋䜌ᶓ䜀いで推⛣する䛜、䠏
䠏年㡭䛛䜙෌䜃ῶᑡする䛣と䛜予 䛥䜜ている。

年

㸯㸶ṓேཱྀ࡜高➼ᩍ⫱ᶵ㛵࡬の進Ꮫ⋡➼の推⛣

�� 䝕ータ出඾：ᅜ❧♫఍問題・ேཱྀ問題◊✲ᡤ「ேཱྀ⤫ィ㈨ᩱ㞟」ཬ䜃文部科学省「学校基本⤫ィ」を基にస成。

ᾀᾇബʴӝể大学・ჺ大λ学ᎍૠỉਖ਼ᆆ

78.2୓ே

67.9୓ே 67.9୓ே

56.0୓ே

162.2୓ே

120.0୓ே

99.1୓ே 99.1୓ே
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1998年（H10㸧 2015年（H27㸧 2031年（H43㸧 2031年（H43㸧

㻝㻤ṓேཱྀ（㻟年前の中学校༞ᴗ者ཬ䜃中等教育学校前期ㄢ⛬ಟ஢者ᩘ）

当ヱ年度の大学・▷大入学者ᩘ

（୓ே）

入学者ᩘを㻞㻜㻝㻡年とྠᩘ
と仮定した推ィ

進学⋡を㻞㻜㻝㻡年とྠ⋡
と仮定した推ィ

（ͤ）小ᩘⅬ➨一位をᅄᤞ஬入

（56.5䠂）

（68.5䠂）（56.5䠂）
（48.2䠂）

推ィ್実績್

20.1୓ேῶ（2015年の82.6䠂）

��

大学生の学ಟ時㛫の状況について ᅜ❧教育政策◊✲ᡤ「大学生の学習実ែに関する調査◊✲」（平成28年䠏᭶）

ᅗ䠍 ᑓᨷศ㔝ู 䠍㐌㛫当たりの授ᴗ䜈の出ᖍ時㛫（䠍・２年生）

ᅗ２ ᑓᨷศ㔝ู 䠍㐌㛫当たりの授ᴗの予習・᚟習等の時㛫（䠍・２年生）

○䠍㐌㛫当たりの授ᴗ出ᖍ時㛫の平ᆒ
䛿⣙20時㛫（䠍年生、２年生）

○ᑓᨷศ㔝ูで䛿、

・「་・ṑ・⸆」、「┳ㆤ・ಖ೺」で䛿䠒๭以
ୖ、「理・ᕤ・㎰」、「教育・ᐙ政」で䜒䠑
๭以ୖの学生䛜㐌に「21ࠥ25時㛫」以
ୖ授ᴗに出ᖍ

・「♫఍科学」で䛿䛭の๭合䛿䠏๭⛬度

授ᴗ䜈の出ᖍ

○䠍㐌㛫当たりの授ᴗの予習・᚟習等
の時㛫の平ᆒ䛿⣙䠑時㛫で、授ᴗ出
ᖍ時㛫の４ศの䠍（䠍年生、２年生）

○ᑓᨷศ㔝ูで䛿、
・い䛪䜜のศ㔝に䛚いて䜒᭱㢖್䛿「䠍
䡚䠑時㛫」（㉥Ⰽ）

・授ᴗ䜈の出ᖍ時㛫䛜長い「་・ṑ・⸆」、
「┳ㆤ・ಖ೺」に䛚いて䛿ẚ㍑ⓗ長い

・「♫఍科学」で䛿㐌当たりの予習・᚟習
等の時㛫䛜「䠍ࠥ䠑時㛫」以下の学生
䛜䠔๭

授ᴗの予習・᚟習
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大学生の学ಟ時㛫の状況について ᅜ❧教育政策◊✲ᡤ「大学生の学習実ែに関する調査◊✲」（平成28年䠏᭶）

授ᴗに関㐃した⮬ᚊⓗ学習時㛫のኚ໬（㻞㻜㻜㻣年度・㻞㻜㻝㻠年度）

○ྠᵝの調査⚊を⏝いて2007年度に඲ᅜの大学生を対象にᮾி大学大学⤒Ⴀ・政策センター䛜実施した調査（ᮾ大CRUMP調査）の結果
（㔠Ꮚඖஂ（2013）䛄大学教育の෌構⠏䠉学生を成長䛥䛫る大学䜈䛅、ᮾி大学出∧఍、p.39よりᘬ⏝）によ䜜䜀、䠍年生の授ᴗに関㐃し
た⮬ᚊⓗ学習時㛫䛿「䠌時㛫」䛜10.9%、「䠍ࠥ䠑時㛫」䛜57.5䠂、「䠒ࠥ10時㛫」䛜16.4䠂で䛒り、௒ᅇ（2014年度）の結果と䜋䜌ྠ䛨。

○ᅜ❧教育政策◊✲ᡤ䛜実施した調査（NIER調査）とᮾ大CRUMP調査で䛿、調査対象者のᢳ出方法、調査の実施時期（実施᭶）䛜␗な

るため、ཝᐦなព࿡でのẚ㍑をする䛣と䛿で䛝ない䛜、䛣の䠓年㛫で授ᴗに関㐃する⮬ᚊⓗ学習時㛫䛜大䛝くኚ໬したと䛿ゝ䛘
ないとゎ㔘で䛝る。

（ཧ ⪃）
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௧改ṇ┬ࡿࡍ㛵࡟⾲の᪉㔪の⟇ᐃ・බࡘ௧改ṇ୕┬ࡿࡍ㛵࡟⾲の᪉㔪の⟇ᐃ・බࡘ୕

・生涯学䜃続け、主体ⓗに⪃䛘る力をᣢ䛱、ᮍ᮶をษりᣅいていくேᮦを育成する大学教育の実⌧

・大学教育の「入ཱྀ」䛛䜙「出ཱྀ」までを一㈏した䜒のとして構⠏し、高等学校䜔⏘ᴗ⏺を䛿䛨めᗈく♫఍にⓎಙ
প学ઇ୘のౄৰ峕਱岻峉
3'&$崝崌崗嵓のનয়

ྛ大学の教育理ᛕを㋃ま䛘、
一㈏ᛶ䛒る䜒のとして策定

෮঵ੳ৒嵣学ਜ਼౸ଖの্ଉ（崯崋崿嵕嵆嵣嵅嵒崟嵤）
学生䛜㌟に௜けるべ䛝㈨㉁・⬟力の᫂☜໬

䠘㻼㻰㻯㻭䝃䜲䜽ルの㉳Ⅼ䠚

ઇ୘課ஙౣਛ嵣ৰ઱の্ଉ（崓嵒崕嵍嵑嵈嵣嵅嵒崟嵤）
体⣔ⓗで⤌⧊ⓗな教育άືのᒎ㛤のための教育ㄢ⛬⦅成、

教育内容・方法、学ಟ成果の評価方法の᫂☜໬

ো学঻ਭোれの্ଉ（崊崱嵇崫崟嵏嵛嵣嵅嵒崟嵤）
入学者にồめる学力の᫂☜໬、
ල体ⓗな入学者選抜方法の᫂示

ܢ学ૅઇ୘১઱ষૠಋの੝ਫܡ
඲ての大学等に䛚いて、以下の୕つの方針を一㈏ᛶ䛒る䜒のとして策定し、公表する䜒のとする。

䐟༞ᴗㄆ定・学位授与の方針、䐠教育ㄢ⛬⦅成・実施の方針、䐡入学者ཷ入䜜の方針
（平成㻞㻤年㻟᭶㻟㻝᪥改正、平成㻞㻥年４᭶䠍᪥施⾜）

প学ઇ୘の
ସ৓ૡఌ

ྛ大学のᘓ学の⢭⚄䜔ᙉ䜏・≉Ⰽ等を㋃ま䛘た⮬主ⓗ・⮬ᚊⓗな୕つの方針の策定と㐠⏝のཧ⪃ᣦ針

ܢਕ峎の্ଉのੁ৒఺峝ઈ৷峕ঢ়峃峵崔崌崱嵑崌嵛ܡ

（主な内容）
・ ୕つの䝫リシーの策定༢位䛿、学位プログ䝷ム（授与䛥䜜る学位のᑓᨷศ㔝䛤との入学䛛䜙༞ᴗまでのㄢ⛬）を基本に、ྛ大学䛜㐺ษに ุ᩿。

・ ྛ大学に䛚いて、

䐟༞ᴗまでに学生䛜㌟に௜けるべ䛝㈨㉁・⬟力を示す䝕䜱プロ䝬・䝫リシーと、䛭䜜を㐩成するための教育ㄢ⛬の⦅成・実施の在り方を

示す䜹リ䜻ュ䝷ム・䝫リシー、䐠䛣䜜䜙஧つの䝫リシーを㋃ま䛘て学生をཷけ入䜜るためのア䝗䝭ッシ䝵ン・䝫リシーを、䛭䜜䛮䜜策定。

・ ୕つの䝫リシーに基䛵く大学教育のㅖάືを実施するとと䜒に、䛭の結果の⮬己Ⅼ検・評価と䛭䜜を㋃ま䛘た改善にྲྀり⤌䜏、大学教育

の内部㉁ಖドシステムを☜❧。

・ ୕つの䝫リシーと䛭䜜に基䛵く教育の実績等をศ䛛り䜔すく✚ᴟⓗに᝟ሗ公㛤する䛣とで、高校の進㊰ᣦᑟを改善するとと䜒に、⏘ᴗ⏺䛛

䜙の理ゎをᚓて㐃ᦠをᙉ໬。

（平成28年3᭶31᪥ 中ኸ教育審議఍大学ศ科఍大学教育部఍）
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➨ⓒභ༑஬᮲の஧ 大学䛿、当ヱ大学、学部ཪ䛿学科ⱝしく䛿ㄢ⛬（大学㝔に䛒つて䛿、

当ヱ大学㝔、◊✲科ཪ䛿ᑓᨷ）䛤とに、䛭の教育ୖの目ⓗを㋃ま䛘て、次にᥖ䛢る方針

（大学㝔に䛒つて䛿、➨୕ྕにᥖ䛢る䜒のに㝈る。）を定める䜒のとする。

一 ༞ᴗのㄆ定に関する方針

஧ 教育ㄢ⛬の⦅成ཬ䜃実施に関する方針

୕ 入学者のཷ入䜜に関する方針

２ 前項➨஧ྕにᥖ䛢る方針を定めるに当たつて䛿、ྠ項➨一ྕにᥖ䛢る方針との

一㈏ᛶの☜ಖに≉にពを⏝いなけ䜜䜀な䜙ない。

➨ⓒ୐༑஧᮲の஧ 大学䛿、次にᥖ䛢る教育◊✲άື等の状況についての᝟ሗを公表す

る䜒のとする。

一 大学の教育◊✲ୖの目ⓗཬ䜃➨ⓒභ༑஬᮲の஧➨一項のつ定により定める方針に

関する䛣と

஧䡚୕ （␎）

ᅄ 入学者のᩘ、཰容定ဨཬ䜃在学する学生のᩘ、༞ᴗཪ䛿ಟ஢した者のᩘ୪䜃に進

学者ᩘཬ䜃ᑵ⫋者ᩘ䛭の௚進学ཬ䜃ᑵ⫋等の状況に関する䛣と

஬䡚஑ （␎）

２・䠏 （␎）

○学校教育法施⾜つ๎（᫛和䠏２年文部省௧➨䠍䠍ྕ） 抜⢋（ཧ⪃）
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㸦᱌㸧࣮ࣝࣗࢪࢣࢫの⤌ྲྀࡿࢀࡽࡵồ࡟大Ꮫྛࡋ㛵࡟⾲の᪉㔪の⟇ᐃ・බࡘ୕

䠤２䠔年度 䠤２９年度 䠤䠏䠌年度 䠤䠏䠍年度䠤２䠓年度

䠏᭶ 省௧改正
施⾜通知

䖩ྛ大学に䛚ける検討を
㋃ま䛘た୕つの方針の策定、
改正、☜ㄆ等のྲྀ⤌
（䠏᭶ᮎまでに要᏶஢）

４᭶ 改正省௧施⾜

ྛ大学に䛚いて୕つ
の方針策定・公表䛜
ᚲ㡲に

䖩ྛ大学に䛚けるྛ方針を㋃ま䛘た䜹リ䜻ュ䝷ム改革、入学者選抜方法の改革、䠯䠠、䠢䠠等のྲྀ⤌

ྛ大Ꮫࡿࡅ࠾࡟ලయⓗࡿࢀࡽ࠼⪄࡚ࡋ࡜࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ࡞౛

࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛ改革の౛

方針の策定

（入学者選抜方法
の見直し）

入試方法の
ኚ᭦予告

試㦂実施 入学

入学

（２年⛬度前予告）

ͤ教科・科目のኚ᭦等䛜入学ᚿ㢪者の準備に大䛝なᙳ㡪をཬ䜌すሙ合

→ ྍ⬟な䜒の䛛䜙㡰次㏿䜔䛛に実施

（㍍ᚤなኚ᭦のሙ合）

平成䠏䠌年度入
試要項の公表

（大䛝なኚ᭦のሙ合ͤ）

試㦂実施

ධᏛ⪅㑅ᢤ᪉ἲの改革の୍౛

平成䠏䠍年度入
試要項の公表

方針の策定

（䜹リ䜻ュ䝷ム、評
価方法等の見直
し）

䜹リ䜻ュ䝷ム見直し、学習成果の評価方法の見直し、シ䝷バスస成等䛿ྛ大学に䛚いて㐺
ษに見直し、㐺ᐅ実施

��

᱌㸧ࢪ࣮࣓࢖大Ꮫᩍ⫱改革のᐇ⌧㸦ࡃᇶ࡙࡟࣮ࠖࢩの࣏ࣜࡘ୕ࠕ

省௧改正䐟 ඲ての大学に䛚ける୕つの䝫リシーの策定・公表

୕つの䝫リシーの策定ཬ䜃㐠⏝に関する䜺䜲䝗䝷䜲ン （中ኸ教育審議఍大学ศ科఍大学教育部఍）

ㄆ
証
評
価

ෆ
㒊
質
保
証
を
㔜
ど
厹
た
評
価
叙
の
発
ᒎ
呍
⛣
⾜

୕つの䝫リシー 䈈 ༞ᴗㄆ定・学位授与の方針（䝕䜱プロ䝬・䝫リシー）䠈教育ㄢ⛬⦅成・実施の方針（䜹リ䜻ュ䝷ム・䝫リシー）䠈入学者のཷ入䜜方針（ア䝗䝭ッシ䝵ン・䝫リシー）

省௧改正䐠 ୕つの䝫リシーに基䛵く大学教育に対するㄆド評価項目の㏣ຍ

୕つの䝫リシーに基䛵く䠈

入学者選抜

体⣔ⓗで⤌⧊ⓗな教育の実施

༞ᴗㄆ定䠈学位授与

୕つの䝫リシーに↷䜙した大学のྲྀ⤌の評価

（ の⮬己Ⅼ検・評価）

⮬己Ⅼ検・評価に基䛵く
大学教育の改善・改革

3

（学校教育法施⾜つ๎） （学校教育法➨ⓒ༑᮲➨஧項につ定する基準を㐺⏝するに㝿してᚲ要な⣽目を定める省௧）

'

୕つの䝫リシーの一体ⓗな策定による䠈
選抜䠈教育䠈༞ᴗのྛẁ㝵に䛚ける目ᶆのල体໬

⋇崯崋崿嵕嵆嵣嵅嵒崟嵤
大学の理ᛕ䜔♫఍の要ㄳ等を
㋃ま䛘䠈学生䛜㌟に௜けるべ䛝
㈨㉁・⬟力の᫂☜໬

⋈崓嵒崕嵍嵑嵈嵣嵅嵒崟嵤
㻰㻼を㋃ま䛘た教育ㄢ⛬⦅成䠈教育内容・方法の᫂☜໬

⋉崊崱嵇崫崟嵏嵛嵣嵅嵒崟嵤
䐟䠈䐠の目ᶆ・内容を㋃ま䛘䠈䛹のよ䛖に入学者をཷけ
入䜜る䛛䠈入学者にồめる学力の᫂☜໬

ཧ⪃

᝟
ሗ
の
✚
ᴟ
的
友
発
ಙ

'

&

$

ཧ⪃

䠘୕つの䝫リシーの策定༢位レ䝧ルの内部㉁ಖドのための䠬䠠Ｃ䠝䝃䜲䜽ル䠚

ಶ䚻の授ᴗ科目で䜒䠈教ဨによる
䠬䠠Ｃ䠝䝃䜲䜽ル䛜ാく䛣と䛜㔜要
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ঽ峳અ岲峵ಆຯ岶ਂଌ੦ຊ৾ৡ岶ਂଌ

ਠ૾峘
ୖ਻୻

৾ఊৎ৑岶ਂଌ 崕嵋嵒崊ਔ௙峮৽ୡ岶ਂેী

学ে ု୷க峘峩峑প৾峼ਖ਼૵
প৾ઇ୘峕਋ୄ峁峐岮峔岮
প৾ઇ୘峕ঢ়峹峷岰峒峁峔岮

঺ভ

ચ৿৓嵣਌体৓な
学ఊಆຯ

学ਜ਼峕峟さ峹峁い
ચৡのఊ੭

লઠ峨峑ৄྚ岲峉ਤ
ଡ଼৭උ

ከ㠃ⓗで⥲合ⓗな入試
調査書の改善

ৈૅ峨峑峘໥৾؜੗஘峔ୖਗ
ણ৿岶௬੼岿島峵

᫂☜なア䝗䝭ッシ䝵ン・䝫リシー
の策定・公表

মਊ峕৾峝峉岮岽峒岶৾峣峵
প৾峼৭උ峑岷峵

初年次教育の඘実

প৾峕岴岻峵মત৓峔৾ఊ峼
崡嵈嵤崢峕৫઩峑岷峵

᭷⤥䜲ンターンシップ䜔
ዡ学㔠の඘実

崊嵓崸崌崰峕સ岹ৎ৑岶੖峴؜
໥ਘ峕ૐর峑岷峵

学ಟ成果のྍど໬

峇島峨峑峘৾ఊ峼੄峩峎峎
ৄৢ峁峼੅峍峐৾ఊ峑岷峵

ア䜽テ䜱ブ・䝷ー䝙ング䜈の㌿᥮

৾ে৊૒岶જᰱማ༿峁؜ৼ൩峕
ඵౕ峼ଖ岲峔岶峳ਛশ峑岷峵

䜻䝱リア教育
長期䜲ンターンシップ 等

প৾峑峘৾ఊ岶঺ভ峑ણ岷峵
峒岮岰ৰ૎峼੅峎岽峒岶峑岷峵

䝕䜱プロ䝬・䝫リシーに基䛵く
成績評価・༞ᴗㄆ定のཝ᱁໬

૑ਏ峔ચৡ峼ન岵峕૟岲峐
঺ভ峕ল峵岽峒岶峑岷峵♫఍の要ㄳ䜔⏘ᴗのື向等

を㋃ま䛘た教育ㄢ⛬

প৾峑৾ఊ峕౑ৡ峁峉岽峒岶
಺૙ણ৿ಉ峑௬੼岿島峵

教ဨのᴗ績評価方法の㛤Ⓨ
䠢䠠（プレ䠢䠠を含む）の඘実等

ન岵峔ઇ୘ৡ峘岬峵ઇ৩峘
ସ峘ৈ岮౸঵峼ਭ൥峑岷峵

䜹リ䜻ュ䝷ム・䝫リシーに基䛵く
䜹リ䜻ュ䝷ムの体⣔໬・ල体໬

ৈ২峔ଢ଼஢峕ഫહ岻岿島峉
৬௺৓峔ઇ୘岶ਭ岻峳島峵
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大学૙Ꮛ↧のૅੲ↳੔ဇ≏
ʴ஬Ꮛ঺↚Ӓପ

ੴ௙峘஫୸嵣ିো峘౸঵রੱ
崓嵒崕嵍嵑嵈峘৬௺ਙ岶ਂેী

঺ভ岶੷峫峵ચৡ岶ମ峕હ岵峔岮
৾ਜ਼峕峟岿峹峁岮ચৡ岶ମ峕હ岵峔岮峨峨෮঵

প学

ઇ৩峘੐଑ৡ岶ਂેী

ア䝃䜲ンメントの඘実
䝷ー䝙ング・䝁䝰ン䝈のᩚ備
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ဍҤ大学

入試方式をᩚ理し、ア䝗䝭ッシ䝵ン・䝫リシーをఏ䛘䜔すい入試に。
高校生、高校進㊰ᣦᑟ担当者等に大学の≉ᚩを༑ศにఏ䛘たୖでཷけ入䜜、
♫఍に㏦り出す。

䈜（ᰴ）䝧䝛ッセ・䝁ー䝫レーシ䝵ン「Ｂ䡁䡐䡓䡁䡁䡊」よりస成

○入試方式を䠍䠍✀類䛛䜙䠓✀類に๐ῶ。ศ䛛り䜔すい入試制度に改善。（2014年度入試）

эア䝗䝭ッシ䝵ン・䝫リシーに合⮴した学生䜔ᚿ望度の高い学生をᘬ䛝つける。

○䠝䠫入試の一部にグループ䝽ー䜽をᑟ入。公ເ制推⸀入試に学力審査にຍ䛘㠃接審査

䜒実施。（䝬䝛ジメント๰㐀学部）

э入試を通䛨、ཷ㦂者に学部方針を理ゎ䛥䛫る。

○ステー䜽䝩ルダー䛜ồめる᝟ሗをศ䛛り䜔すく提供

䠘高校教ဨ向け「䝕ータブッ䜽」のస成䠚

ཷㅮ者つᶍูの䜽䝷スᩘ、定ဨูの教ᐊのᩘ、授ᴗ以እの学習時㛫の実ែな䛹、
グ䝷フをከᵝし、⮬学の教育⎔ቃ䜔学生の実ែをリアルに示すとと䜒に、ㄢ題ゎỴの
ྲྀ⤌䜒ㄝ᫂。
高校教ဨとの新たな䝁䝭ュ䝙ケーシ䝵ン䝒ールとしてά⏝。

ồࡿࡵᏛ⏕ീ㸦࣮ࢩ࣏ࣜ・ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ࢔㸧࡟ἢࡓࡗධヨ改革の஦౛ղ

��

ிබ大学

䕺 ከ教科ุ定ᆺ入試のᑟ入で学力ୖ位ᒙの☜ಖ䜈

䈜（ᰴ）䝧䝛ッセ・䝁ー䝫レーシ䝵ン「Ｂ䡁䡐䡓䡁䡁䡊」よりస成

○ồめる学生ീ（ⱞປしてで䜒ከくの教科を学䜃ດ力する学生）にᛂ䛨
た入試䜈のシフト。

「２教科ุ定ᆺ入試」䊻「４教科ุ定ᆺ入試」（㻞㻜㻝㻞年度䡚）

䊻「䠑教科ุ定ᆺ入試」（㻞㻜㻝㻢年度䡚）

䋻䐟ከ教科ุ定ᆺ入試ᚿ㢪者䛜ቑຍ

䐠大学の進学実績䛜高い高校出㌟者の入学䛜ቑຍ

○授ᴗ⤂௓䝁ンテン䝒「㼃㼑㼎体㦂授ᴗ」を฼⏝した入試のᑟ入。

ཷ㦂生䛿䛒䜙䛛䛨め授ᴗをど⫈し、ㄢ題ゎỴレ䝫ートをస成。試㦂当᪥䛿⮬Ꮿな䛹でWeb఍議システムを฼⏝し教ဨと
䝕䜱ス䜹ッシ䝵ンする。

э䐟㐲方ᚿ㢪者の⤒῭ⓗ㈇担の㍍ῶ

䐠ከ㠃ⓗ・⥲合ⓗな評価の推進

○英語のእ部検定試㦂の結果のά⏝（前期一⯡入試）

䕺 㻞㻜㻞㻜年度の新テスト実施を見ᤣ䛘た௒ᚋの新たな試䜏

䊻 㻞年㐃続でᚿ㢪者ᩘの㐣ཤ᭱高を᭦新

平成㻞㻥年度ᴫ⟬要ồ㢠㻝㻣൨෇（平成㻞㻤年度予⟬㢠㻝㻣൨෇）

テーマⅠ：アクティブ・ラーニング（9件）

学生の能動的な活動を取り入れた教授・学習法の実施により、認知的、倫理的、社会
的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る取組（課題解決型学習や
ディスカッション、グループワーク等の双方向型授業の実施 等）

各種指標を用いて学修成果の可視化を行い、その結果を基に教育内容・方法等の改善
を行う取組（学修ポートフォリオの構築、アセスメント・テストの実施 等）

テーマⅡ：学修成果の可視化（8件）

テーマⅠ・テーマⅡ複合型（21件）

テーマⅢ：高大接続（5件）

高校関係者と大学関係者との間で互いの教育目標や教育内容、方法について相互理
解を図ること等により、高校教育と大学教育の連携を強力に進める取組（アドバンスト・プレ
イスメントや初年次教育の実施 等）

テーマⅣ：長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）（12件）

テーマⅤ：卒業時における質保証の取組の強化（16件）

・ᚨᓥ大学
・┴❧ᗈᓥ大学
・❧正大学

・ி㒔ග⳹ዪᏊ大学
・ᚨᒣ大学
・⚟岡ᕤᴗ大学

・ᓫᇛ大学
・௝ྎ高等ᑓ㛛学校
・᫂▼ᕤᴗ高等ᑓ㛛学校

・ᶓ὾ᅜ❧大学
・໭஑ᕞᕷ❧大学
・ඵᡞᕤᴗ大学

・ᮾிዪᏊ大学
・新₲ᕤ科大学
・⚟岡ṑ科大学

・ᐩᒣ▷期大学
・㜿༡ᕤᴗ高等ᑓ㛛学校

・Ᏹ㒔ᐑ大学
・㔠ἑ大学
・ᒣཱྀ大学
・長崎大学
・大㜰ᗓ❧大学
・ඹឡ学ᅬ前ᶫᅜ㝿大学
・Ⱚᾆᕤᴗ大学
・⋢ᕝ大学

・ᮾி㟁機大学
・ᮾி理科大学
・๰価大学
・⏘ᴗ⬟⋡大学
・㔠ἑᕤᴗ大学
・ி㒔እᅜ語大学
・関西大学
・関西ᅜ㝿大学

・ẚ἞ᒣ大学、ẚ἞ᒣ大学
▷期大学部
・ᐑ崎ᅜ㝿大学
・ி㒔ග⳹ዪᏊ大学▷期
大学部
・⚟岡་⒪▷期大学
・ᒱ㜧ᕤᴗ高等ᑓ㛛学校

・༓ⴥ大学
・ᮾி㎰ᕤ大学

・ឡ፾大学
・୕㔜┴❧┳ㆤ大学

・ᮥᯘ大学

・小ᶡၟ科大学
・新₲大学
・⚄ᡞ大学
・⚟岡ዪᏊ大学

・ᕤ学㝔大学
・ὠ田ሿ大学
・文໬学ᅬ大学
・Ṋⶶ㔝大学

・ᮾிᕤ科大学
・὾松学㝔大学
・長崎▷期大学
・Ᏹ部ᕤᴗ高等ᑓ㛛学校

入学直後等に、１か月以上の長期の「学外学修プログラム」を開発・実施する大学のサ
ポート体制整備を行う取組（学事暦の見直し等による長期インターンシップ、ボランティア、
フィールドワークの実施 等）

卒業段階でどれだけの力を身に付けたのかを客観的に評価する仕組みやその成果をより
目に見える形で社会に提示するための効果的な手法等を開発する取組（学位プログラム内
で共有できるルーブリックやディプロマ・サプリメントの開発 等）

・ᒣᙧ大学
・Ⲉᇛ大学
・ᮾிእᅜ語大学
・高知大学
・㮵ᒇ体育大学
・大㜰ᕷ❧大学
・රᗜ┴❧大学

・༓ṓ科学ᢏ⾡大学
・ᮾ໭公┈文科大学
・ᮾ᪥本ᅜ㝿大学
・ᮾி⸆科大学
・ᮾி㒔ᕷ大学
・᪥本⚟♴大学
・大㜰ᕤᴗ大学

・᪥本㉥༑Ꮠ஑ᕞᅜ㝿┳ㆤ
大学
・ᮾᾏ大学▷期大学部
・ᒣ᲍学㝔▷期大学
・松本大学松ၟ▷期大学部
・ᚨᒣᕤᴗ高等ᑓ㛛学校

ίᵟᶁᶁᶃᶊᶃᶐᵿᶒᶇᶍᶌᴾᵮᶐᶍᶅᶐᵿᶋᴾᶄᶍᶐᴾᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗᴾᵣᶂᶓᶁᵿᶒᶇᶍᶌ ᵰᶃᶀᶓᶇᶊᶂᶇᶌᶅᴾᵘᴾᵟᵮᵇ
大ܖ૙ᏋϐဃьᡮἩἿἂἻἲ Ẑ高大接続改革ਖ਼ᡶʙಅẑ

志願者の意欲・能力・適性を多面的・総合的に評価・判定する入学者選抜方法を開
発・実施する取組（思考のプロセスや発想を重視した課題解決型の入試等の開発 等）

テーマⅢ：入試改革（3件）

・䛚ⲔのỈዪᏊ大学 ・岡ᒣ大学 ・㏣ᡭ㛛学㝔大学

高等学校䜔♫఍との෇⁥な接続の下、䠏つの方針（「༞ᴗㄆ定・学位授与の方針」（䝕䜱プロ䝬・䝫リシー）、「教育ㄢ⛬⦅成・実施の方針」（䜹リ䜻ュ䝷ム・䝫
リシー）、「入学者ཷ入䜜の方針」（ア䝗䝭ッシ䝵ン・䝫リシー））に基䛵䛝、入ཱྀ䛛䜙出ཱྀまで㉁ಖドのక䛳た大学教育を推進

⌧在、♫఍に䛚いてồめ䜙䜜るேᮦ䛿高度໬・ከᵝ໬して䛚り、大学䛿ᚅ䛳たなしで改革にྲྀり⤌䜏、ⱝ者の⬟力を᭱大㝈にఙ䜀し、♫఍の期ᚅにᛂ䛘るため、䛣
䜜まで以ୖに教育内容を඘実䛥䛫、学生䛜ᚭᗏして学䜆䛣とので䛝る⎔ቃをᩚ備するᚲ要䛜䛒り、䛣䜜までの㻳㻼事ᴗ等により実施䛥䜜た教育改革に関する実績を
㋃ま䛘たୖで、ᡃ䛜ᅜの高等教育にඹ通のㄢ題に対してྲྀり⤌む大学を支援する䛣とにより、大学教育の㉁ⓗ㌿᥮のຍ㏿をಁし、大学のேᮦ㣴成機⬟の抜本ⓗ
ᙉ໬を推進
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䛆⤒⦋等䛇
Ӑ⫼ᬒ・ㄢ題ӑ
○ 大学の㉁ಖドについて䛿、平成16年に➨୕者評価制度で䛒るㄆド評価制度䛜ᑟ入䛥䜜、⌧在2ᕠ目の評価䛜
実施䛥䜜ていると䛣䜝、⌧⾜のㄆド評価制度に対して䛿、以下のよ䛖なᣦ᦬䛜な䛥䜜ている。
・法௧㐺合ᛶ等のእᙧⓗな評価項目等䛜ከく、ᚲ䛪し䜒教育◊✲άືの㉁ⓗ改善䛜中ᚰとな䛳ていない
・評価結果を教育◊✲άືの改善にά䛛す௙⤌䜏䛜༑ศで䛿ない
・♫఍一⯡に䛚けるㄆド評価のㄆ知度䛜༑ศで䛿ない

䍾平成㻞㻤年㻟᭶㻝㻤᪥䍿中ኸ教育審議఍大学ศ科఍「ㄆド評価制度の඘実に向けて（審議まとめ） 」をとりまとめ
䋻審議まとめを㋃ま䛘、「学校教育法➨ⓒ༑᮲➨஧項につ定する基準を㐺⏝するに㝿してᚲ要な⣽目を定める省
௧の一部を改正する省௧」 を 平成㻞㻤年㻟᭶㻟㻝᪥公ᕸ、平成㻟㻜年㻠᭶㻝᪥施⾜

中ኸ教育審議఍大学ศ科఍大学教育部఍を中ᚰにㄆド評価制度の改善に向け検討

䛆省௧改正内容䛇

○ 大学評価基準に䛚いて定める評価事項関㐃

（䠍）大学評価基準に䛚けるඹ通項目の඘実
大学評価基準にඹ通して定めなけ䜜䜀な䜙ない事項として、以下のⅬを㏣ຍする䜒のとする。
䐟୕つの方針（䈜）に関する䛣と。
䐠教育◊✲άື等の改善を⥅続ⓗに⾜䛖௙⤌䜏（内部㉁ಖド）に関する䛣と。

（２）㔜Ⅼ評価項目のタ定
大学評価基準に定める項目の䛖䛱、内部㉁ಖドに関する䛣とについて䛿、㔜Ⅼⓗにㄆド評価を⾜䛖䜒のとする。

（䠏）タ⨨ィ⏬ᒚ⾜状況等調査（㻭㻯）との㐃ᦠ
ㄆド評価機関䛿㻭㻯の結果を㋃ま䛘た文部科学大臣のព見に䛚いて「᫝正ព見」「改善ព見」䛜௜䛥䜜た大学に対する評価を⾜䛖
に当た䛳て䛿、当ヱព見に対してㅮ䛨たᥐ⨨を把握する䜒のとする。

ͤ༞ᴗㄆ定・学位授与の方針（䝕䜱プロ䝬・䝫リシー）、教育ㄢ⛬⦅成・実施の方針（䜹リ䜻ュ䝷ム・䝫リシー）、入学者ཷ入䜜の方針（ア䝗䝭ッシ䝵ン・䝫リシー）

ㄆドホ౯制ᗘの改ၿձㄆドホ౯制ᗘの改ၿձ
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○ 評価の㉁の向ୖ
（䠍）ㄆド評価機関の⮬己Ⅼ検・評価の義務໬

ㄆド評価機関䛿、大学評価基準、評価方法、評価の実施状況୪䜃に⤌⧊ཬ䜃㐠Ⴀの状況について⮬䜙Ⅼ検ཬ䜃評価を⾜い、
䛭の結果を公表する䜒のとする。

（２）ㄆド評価機関に䛚けるフォローアップ
ㄆド評価機関䛿、評価の結果、改善䛜ᚲ要と䛥䜜る事項をᣦ᦬した大学の教育◊✲άື等の状況について、当ヱ大学のồめに
ᛂ䛨、෌度評価を⾜䛖よ䛖ດめる䜒のとする。

（䠏）評価に䛚ける♫఍との関係ᙉ໬
ㄆド評価機関䛿、䛭の評価方法に、高等学校、ᆅ方公ඹᅋ体、Ẹ㛫௻ᴗ等の関係者䛛䜙のព見⫈ྲྀ䛜含ま䜜る䜒のとする。

䛆中教審審議まとめを㋃ま䛘たྲྀ⤌䛇

○ ྛ大学等䛜、教育◊✲の㉁の☜ಖに㈨する内部㉁ಖドの体制の構⠏等にྲྀり⤌む㝿、またㄆド評
価機関䛜大学評価基準等を見直し、ㄆド評価を⾜䛖㝿に䛿、以下のよ䛖な事項にྲྀり⤌む。

・内部㉁ಖドに関する䛣とについて、ඃ䜜たྲྀ⤌等を実施していると評価した大学等に対し、次ᅇ評価に䛚いて評価内
容ཬ䜃方法のᙎ力໬により評価のຠ⋡໬をᅗる䛣と。また、法௧㑂Ᏺ事項について䛿、評価書䜔チ䜵ッ䜽シートの☜ㄆ
な䛹方法の⡆␎໬をᅗる䛣と。

・大学の⮬己Ⅼ検・評価のẁ㝵䛛䜙ᐈほⓗな䝕ータ䜔ᣦᶆの✚ᴟⓗなά⏝、ㄆド評価機関に䛚いて䜒定㔞ⓗな評価の
実施䜔䜶䝡䝕ンスの཰㞟ᙉ໬にྲྀり⤌む䛣と。

・教育の㉁ⓗ㌿᥮をಁ進するため䡠ྛ大学等䛜学生の学ಟ状況の把握・評価の実施状況についての評価にྲྀり⤌む䛣と。
・評価の㐣⛬に䛚いて、ㄆド評価と♫఍との関係ᙉ໬等のほⅬ䛛䜙、高等学校、ᆅ方公ඹᅋ体、௻ᴗ、学生等䛛䜙のព見
⫈ྲྀにྲྀり⤌む䛣と。

・㔜Ⅼ評価項目で䛒る内部㉁ಖドについてẁ㝵ู評価のά⏝な䛹、評価結果を♫఍一⯡に対してศ䛛り䜔すくⓎಙすると
と䜒に、≉にඃ䜜たྲྀ⤌を✚ᴟⓗに公表する䛣と。

・ㄆド評価に係るྛ大学等の㈇担の㍍ῶのため、ᅜ❧大学法ே評価な䛹の௚の評価に䛚ける教育◊✲に関する評価㈨
ᩱཬ䜃結果䜒ά⏝した評価にྲྀり⤌む䛣と。

ͤ高等ᑓ㛛学校の教育◊✲等の⥲合ⓗな状況に係るㄆド評価（機関ู評価）に䛚いて䜒、ୖ記省௧改正内容について、準⏝する。

ㄆドホ౯制ᗘの改ၿղㄆドホ౯制ᗘの改ၿղ
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䠍䠊「高大接続改革」の理ᛕと⤒⦋

２䠊高等学校教育の改革

䠏䠊大学教育の改革

４䠊大学入学者選抜の改革

䠑䠊まとめ

��

84.6%
（84,308ே）

12.1%
（12,096ே）

2.7%
（2,679ே）

0.5%
（534ே）

一⯡入試 推⸀入試 ア䝗䝭ッシ䝵ン・オフ䜱ス入試 䛭の௚

73.2%
（22,494

ே）

24.0%
（7,361
ே）

2.2%
（663ே）

0.7%
（216ே）

ᖹᡂ��ᖺᗘධᏛ⪅㑅ᢤᐇ᪋≧ἣのᴫせ 㸦ᅜබ⚾❧ู㸧

ᅜ公❧大学で䛿一⯡選抜䛜中ᚰ

私❧で䛿⣙༙ᩘ䛜䠝䠫入試、推⸀入試を⤒⏤して入学している

Ⅸ׎ᇌ大学Ⅹ Ⅸπᇌ大学Ⅹ Ⅸᅶᇌ大学Ⅹ

（入学者ᚘ≝…  „ ․ ʴ）（入学者ᚘ≝‥•„ ‥…ʴ）（入学者ᚘ≝‣ „‫‫ ʴ）

49.0%
（234,172

ே）

40.1%
（191,548

ே）

10.5%
（50,143

ே）

0.4%
（1,864
ே）

��

ධヨ᪉ἲ㸦大ᏛධᏛ⪅㑅ᢤᐇ᪋せ㡯ୖ㸧
○ 一⯡入試
（ᴫ要）
調査書の内容、学力検査、小ㄽ

文、㠃接、㞟ᅋ討ㄽ、プレ䝊ンテー
シ䝵ン䛭の௚の⬟力・㐺ᛶ等に関す
る検査、άືሗ告書、大学入学希望
理⏤書ཬ䜃学ಟィ⏬書、㈨᱁・検定
試㦂等の成績、䛭の௚大学䛜㐺当
とㄆめる㈨ᩱにより、入学ᚿ㢪者の
⬟力・ពḧ・㐺ᛶ等をከ㠃ⓗ・⥲合
ⓗに評価・ุ定する入試方法。

（時期）
・試㦂期᪥䛿２᭶䠍᪥䡚４᭶䠍䠑᪥

○ 推⸀入試
（ᴫ要）
出㌟高等学校長の推⸀に基䛵䛝、ཎ

๎として学力検査をච㝖し、調査書を主
な㈨ᩱとしてุ定する入試方法。

௨ୗのⅬࠊࡣሙྜࡿࡼ࡟の᪉ἲࡇ
ࠋࡿࡍព␃࡟
ձ 高➼Ꮫᰯのᩍ⛉のホᐃᖹᆒ್

ྜࡸฟ㢪せ௳㸦ฟ㢪の┠Ᏻ㸧ࢆ
ྰุᐃࡑࠊ࠸⏝࡟の᪨ࢆເ㞟せ
㡯᫂࡟グࠋࡿࡍ

ղ 推⸀᭩࣭ㄪᰝ᭩ࠊࡣ࡛ࡅࡔධ
Ꮫᚿ㢪⪅の⬟ຊ࣭㐺ᛶ➼のุᐃ
㸿㹍ධヨのࠊࡣ࡟ሙྜ࡞ᅔ㞴ࡀ
ճ࢔㹼࢘のᥐ⨨のᑡ୍ࡶ࡜ࡃ࡞
ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀ࡜ࡇࡿࡎㅮࢆࡘ

ͤເ㞟ேဨࠊࡣᏛ㒊➼ເ㞟༢఩࡜ࡈ
のධᏛᐃဨの㸳๭ࢆ㉸࠸࡞࠼⠊ᅖ࡛
ᐃࠋࡿࡵ

（時期）
・出㢪期㛫䛿䠍䠍᭶䠍᪥䡚。
・ 学力検査を⾜䛖ሙ合の試㦂期᪥䛿２
᭶䠍᪥䡚。

○ 䠝䠫入試
（ᴫ要）
ヲ⣽な書類審査と時㛫を䛛けた୎ᑀな㠃接

等を⤌䜏合䜟䛫る䛣とによ䛳て、入学ᚿ㢪者の
⬟力・㐺ᛶ䜔学ಟに対するពḧ、目ⓗព㆑等を
⥲合ⓗにุ定する入試方法。
ձ ධᏛᚿ㢪⪅⮬ࡽのពᛮ࡛ฟ㢪ࡿࡍ
බເไࠋ

ղ ▱㆑࣭ᢏ⬟のಟᚓ≧ἣ࡟㐣ᗘ࡟㔜
Ⅼࡓ࠸⨨ࢆ㑅ᢤᇶ‽ࠋ࠸࡞ࡋ࡜

ճ 大Ꮫᩍ⫱࡟ࡵࡓࡿࡅཷࢆᚲせ࡞ᇶ
♏Ꮫຊの≧ἣࢆᢕᥱࠊࡵࡓࡿࡍ௨ୗ
のࡀ࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆ࠿ࢀࡎ࠸ᚲせࠋ
࢔ ྛ大Ꮫࡀᐇ᪋᳨ࡿࡍᰝ㸦➹グࠊᐇ

ᢏཱྀࠊ㢌ヨၥ➼㸧のᡂ⦼
࢖ 大Ꮫධヨ࣮ࢱࣥࢭヨ㦂のᡂ⦼
࢘ ㈨᱁᳨࣭ᐃヨ㦂➼のᡂ⦼
࢚ 高➼Ꮫᰯのᩍ⛉のホᐃᖹᆒ್

մ ճ࢔㹼࢘࠺⾜ࢆሙྜࠊࡣ࡚ࡗ࠶࡟
ճ࢚࡝࡞ࡿࡏࢃྜࡳ⤌࡜ㄪᰝ᭩ࢆ✚
ᴟⓗ࡟ά⏝ࡀ࡜ࡇࡿࡍᮃࠋ࠸ࡋࡲ

（時期）
・出㢪期㛫䛿䠔᭶䠍᪥䡚。
・学力検査を⾜䛖ሙ合の試㦂期᪥䛿２᭶
䠍᪥䡚。
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推⸀・㸿㹍ධヨ࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ⤖ᯝ

㸦ฟ඾㸧࣋ࢭࢵࢿᩍ⫱⥲ྜ◊✲ᡤࠕ高大接続࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ㸦�01�ᖺ㸧ࠖ

䛆調査対象䛇
・඲ᅜの高等学校の校長
・඲ᅜの大学の学科長

䛆᭷ຠᅇ⟅ᩘ䛇
・高校1,228名（㓄ᕸᩘ2,500通、ᅇ཰⋡49.1䠂）
・大学2,012名（㓄ᕸᩘ5,060通、ᅇ཰⋡39.8䠂）

䛆調査時期䛇
・2013年11᭶䡚12᭶

Ἣ἟ἕἍỉᛦ௹ỆợỦểẆɟᑍλᚾỆൔỔẆਖ਼ᕟὉᾐᾞӖ᬴ᎍỉؕᄽܖщầɧឱẲềẟỦểज़ẳềẟỦỉầ高ఄẆ大ܖểờҞૠử
ឬảềẟỦẇ
高ఄͨỂỊẆਖ਼ᕟởᾐᾞλᚾỂễẟể大ܖỆᡶܖỂẨễẟܖဃầٶẟểज़ẳềẟỦẮểởẆਖ਼ᕟὉᾐᾞλᚾỂỊ˴ửؕแỆᢠ৷Ẳ

ềẟỦỉẦầЎẦụỆẪẟểẟẾẺẮểửज़ẳềẟỦ高ఄầҞૠˌɥẝỦẮểầЎẦỦẇ
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▱㆑࣭ᢏ⬟

ᛮ⪃ຊุ࣭᩿ຊ࣭⾲⌧ຊ➼
ͤ知㆑・ᢏ⬟を基┙にして⟅䛘䛜一つに定ま䜙
ない問題に⮬䜙ゎを見い䛰していくᛮ⪃力・ุ
᩿力・表⌧力等の⬟力

୺యᛶࢆᣢࠊ࡚ࡗከᵝ࡞ே࡜ࠎ༠
ാ࡚ࡋᏛࡪែᗘ

評価する⬟力「学力の୕要⣲」

ࢪ࣮࣓࢖の㛵ಀの࡜ホ౯᪉ἲࠖࠕࡿࡅ࠾࡟ධᏛ⪅㑅ᢤ࡜Ꮫຊの㸱せ⣲ࠖࠕ

䐟大学入学希望者学力評価テスト（仮称）

䐢䜶ッセ䜲

䐡高校時௦の学習・άືṔに関する㈨ᩱ
・ 調査書（௒ᚋ見直し予定）
・ άືሗ告書（⥲合ⓗな学習の時㛫等に䛚いてྲྀり
⤌䜣䛰ㄢ題◊✲等、部άື・䝪䝷ンテ䜱アάື、生
ᚐ䛜⮬䜙関䜟䛳て䛝たάື等）

・ ྛ✀大఍䜔㢧ᙲ等の記㘓、 ㈨᱁・検定試㦂の結果
・ 推⸀書 等

䐠⮬䜙の⪃䛘に基䛵䛝ㄽを❧てて記述䛥䛫る評価方法

評価する方法の౛

䐤㠃接、䝕䜱䝧ート、㞟ᅋ討ㄽ、プレ䝊ンテーシ䝵ン

入学者ཷ入の方針に䛚いて、以下を᫂示。 ĺ 䛣䜜に基䛵䛝入学者選抜を実施。
䐟 大学として、ල体ⓗに䛹のよ䛖な力をᣢつ学生をཷけ入䜜たいの䛛。
䐠 学力の䠏要⣲について、ල体ⓗに䛹のよ䛖な⬟力をồめるの䛛。
䐡 䐠を㐺ษに評価するほⅬ䛛䜙、ᵝ䚻な評価方法䛛䜙ఱを選ᢥし、䛹のẚ㔜でά⏝する䛛。

�1

䐥䛭の௚

䐣大学入学希望理⏤書、学ಟィ⏬書

（２）ಶู大学に䛚ける入学者選抜改革

○ 大学入学者選抜䛜、「学力の䠏要⣲」の育成に向けて、高等学校に䛚けるᣦᑟの在り方の本㉁
ⓗな改善をಁし、また、大学教育の㉁ⓗ㌿᥮を大䛝くຍ㏿し、改革のዲᚠ⎔を䜒た䜙す䜒のとなるよ
䛖、ಶู大学の入学者選抜と大学入学者選抜に䛚けるඹ通テストの཮方について改革を進める。

○ 「学力の䠏要⣲」をከ㠃ⓗ・⥲合ⓗに評価する入学者選抜䜈の改善
ྛ大学に䛚いて、༞ᴗㄆ定・学位授与の方針、教育ㄢ⛬⦅成・実施の方針を㋃ま䛘た入学者ཷ入

䜜の方針に䛚いて、「学力の䠏要⣲」に関し、入学希望者にồめる⬟力と評価方法の関係を᫂☜໬し、
䛭䜜に基䛵く入学者選抜を実施する䜒の䜈改善。

௒ᚋ、「学力の䠏要⣲」を評価するため、「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」のᑟ入による「知
㆑・ᢏ⬟」「ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力」の༑ศな評価とと䜒に、調査書䜔大学入学希望理⏤書、㠃接な䛹
ከᵝな評価方法をᕤ夫しつつ、「主体ᛶをᣢ䛳てከᵝなே䚻と協ാして学䜆ែ度」についての評価を
㔜どすべ䛝。

○ ከᵝな⫼ᬒをᣢつཷ検者の選抜
年㱋、ᛶู、ᅜ⡠、文໬、㞀ᐖの᭷↓、ᆅᇦの㐪い、ᐙᗞ⎔ቃに䛛䛛䜟䜙䛪、ከᵝな⫼ᬒをᣢつ入

学希望者䛜より㐺ษに評価䛥䜜る௙⤌䜏を構⠏。

○ 入学者選抜で学力の評価䛜༑ศに⾜䜟䜜ていない大学に䛚ける入学者選抜の改善
ከᵝな評価の方法（小ㄽ文、プレ䝊ンテーシ䝵ン、推⸀書等）、出題科目の見直し䜔స問の改善、

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」のά⏝、調査書の᭷ຠなά⏝等により入学者選抜を改善。

（䠍）大学入学者選抜改革の基本ⓗな⪃䛘方

大ᏛධᏛ⪅㑅ᢤ改革㸦高大接続࣒ࢸࢫࢩ改革఍㆟᭱⤊ሗ࿌ࡾࡼ㸧ձ
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㏻ࢆ࡝࡞ࡋ┤ධヨࠖのぢ⯡୍ࠕ推⸀ධヨࠖࠕ㸿㹍ධヨࠖࠕࡿࡅ࠾࡟大ᏛධᏛ⪅㑅ᢤᐇ᪋せ㡯ࠖࠕ・
ࡾࡃ࡙࣮ࣝࣝ࡞ࡓ᪂ࡓࡌ

Ѝ�Ꮫຊの㸱せ⣲ࢆከ㠃ⓗ࣭⥲ྜⓗ࡟ホ౯࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍぢ┤ࡋ
࣭大ᏛධᏛ⪅㑅ᢤᐇ᪋せ㡯のࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟のಟᚓ≧ἣ࡟㐣ᗘ࡟㔜Ⅼࡓ࠸⨨ࢆ㑅ᢤᇶ‽ࡏ࡜

㸦推⸀ධヨ㸧のグ㍕の๐㝖ࠖࡋච㝖ࢆᏛຊ᳨ᰝ࡚ࡋ࡜ཎ๎ࠕࠊ㸦㸿㹍ධヨ㸧ࠖࡎ
୍࣭⯡ධヨࠕࡿࡅ࠾࡟ㄪᰝ᭩ࠖࠕࡸᏛಟィ⏬᭩ࠖ➼の✚ᴟⓗ࡞ά⏝ࠊゎ⟅の⮬⏤ᗘの高࠸

グ㏙ᘧࡸᑠㄽᩥ➼のᑟධ࣭඘ᐇ
Ѝ 㑅ᢤのᐇ᪋᫬ᮇ࡟㛵ࡾࡃ࡙࣮ࣝࣝࡿࡍ

࣭᥇⏝ࡿࡍලయⓗ࡞ホ౯᪉ἲ࡟࡜ࡈᇶ‽᪥ࢆタᐃ㸸
౛㸸㠃接㸦㸶᭶㹼㸧ࠊ推⸀᭩のᥦฟ㸦㸯㸯᭶㹼㸧ྛࠊᩍ⛉࣭⛉┠のࢺࢫࢸ㸦㸰᭶㹼㸧

䈜「᭱⤊ሗ告」ᚋ、大学・高校関係者による協議のሙでල体ⓗな在り方を᫂☜໬
䛆平成２９年度初頭を目途に予告。平成䠏２年度䛛䜙実施䛥䜜る選抜䛛䜙㐺⏝䛇

・ 大学入学前のከᵝな学習䜔άືに係る調査書䜔提出書類等の改善
ࡋ┤推⸀᭩ࠖのぢࠕࡸࡋ┤ㄪᰝ᭩ࠖのぢࠕ࣭
࣭ධᏛᕼᮃ⪅ᮏேࡀ୺యⓗ࡟グ㍕ࠕࡿࡍάືሗ࿌᭩ࠖࠕᏛಟィ⏬᭩ࠖ➼の✚ᴟⓗ࡞ά⏝

䛆平成２９年度初頭を目途に予告。平成䠏２年度䛛䜙実施䛥䜜る選抜䛛䜙㐺⏝䛇

・ ಶู大学に䛚ける入学者選抜改革を推進するための支援
࣭ྛ大Ꮫࢫ࢕ࣇ࣭࢜ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ࢔ࠊ࡚࠸࠾࡟のᩚഛ࣭ᙉ໬࢕ࣇ࣭࢜ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ࢔ࡸ

ᚲせࡀ࡜ࡇࡴ⤌ࡾྲྀ࡟➼⨨ᑓ㛛ேᮦの⫱ᡂ࣭㓄࡝࡞࣮ࢧ
࣭ᅜࡶຠᯝⓗ࡞㈈ᨻᨭ᥼➼ࢆᐇ᪋
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大ᏛධᏛ⪅㑅ᢤ改革㸦高大接続࣒ࢸࢫࢩ改革఍㆟᭱⤊ሗ࿌ࡾࡼ㸧ղ ᅜ❧大Ꮫࡿࡅ࠾࡟ಶูධᏛ⪅㑅ᢤ改革の進ᒎ

ٳ বয়প学दमؚਸ਼三਋র਋৯ఏ਋৑प৫઩・ৰষघる਄ੌとしてؚ「રれञৱସ
・能⼒をથघる多様なো学঻のન৳とਭোれ୭୆のତ૟」をൕऑてःる؛

「বয়প学のలਟঅ४ঙথपঢ়घる॔ॡ३ঙথউছথ」
كხ௷قك঳ಹ঺੮১⼈বয়প学協ভ؟঩ڰڭাڵ਴成��ফق

এॖথॺ؟ڭરれञৱସ・能⼒をથघる多様なো学঻のન৳とਭো୭୆のତ૟
ٳ નかな学⼒ととुप多様なৱସを持っञৈಉ学ૅ・ৈಉ௧୅学ૅ෮঵঻をਭऐোれる؛
�୻كপ学मؚ多એ৓・੕়৓な௬੼をஅाؚ଻々のপ学のढ़জय़গছ঒এজ३ؚشॹॕউ

টঐএজ३شपปって学ఊをघघीるऒとऋदऌる঻を৭௷दऌるेअपো૥੝୓を
௓ਤघるととुपؚ௓໗ো૥ؚۄڶো૥ؚব੠ংढ़টঞ॔ো૥ಉの଑োをఁপघる؛

ْএॖথॺ�ٓ
રれञৱସ・能⼒
をથघる多様なো
学঻のન৳とਭো
୭୆のତ૟

નかな学⼒ととुप
多様なৱସを持っञ
ৈಉ学ૅ・ৈಉ௧୅
学ૅ෮঵঻をਭऐো
れる؛

ْবয়প学のలਟঅ४ঙথपঢ়घる॔ॡ३ঙথউছথ ੵங表ٓ

଻々のপ学の॔ॻ঑ॵ३ঙথএজ३ؚشढ़জय़গছ঒এজ३ؚشॹॕউটঐ
এজ३شのનੳؚତ૟ كফ度ڴڮع※ق

ৈপமਢ੝୓を੔଑घるপ学ઇ୘੝୓؟
ઇുୖஙをஅिো૥੝୓৏のञीのढ़জय़গছ঒ତ૟ق⼈঺௺をਈপ଒पણ
৷しणणع※قك਴成ڬگফ度ك

ো૥੝୓؟
௓໗ো૥ؚۄڶো૥ؚব੠ংढ़টঞ॔ো૥ಉのఁপقো学৒৩の��٫を৯
ఏك଻શো૥पउऐるએமؚ৹ਪછのણ৷ಉق૆૟からৰ઱षك ਴ع※ق
成گگফ度ك
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ᮾி大Ꮫࠕ推⸀ධヨࠖのᑟධ࡝࡞

ி㒔大Ꮫࠕ≉Ⰽධヨࠖのᑟධ࣭ᣑ大 ᮾ໭大Ꮫࠕ㸿㹍ධヨࠖのᣑ大

؛ਰఋؚ૚প学म஋ா৓पো学঻৭௷੝୓प਄ॉੌ॒दःるك�����+قઇ୘ગেৰষভ৮ਸ਼஛ઃ઀੉ٳ

ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘධヨࠊࡽ࠿඲Ꮫ㒊ࠕ࡚࠸࠾࡟推⸀ධヨࠖࢆᑟධࠋ
㸦㸯高ᰯ㸸⏨ዪྛ㸯ே㸧

ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘධヨࠊࡽ࠿Ꮫ㒊࡟ᛂࠊࡌᏛຊᆺ㸿㹍ධヨཪࡣ推⸀ධ
ヨ➼ࡿࡼ࡟㑅ᢤࠕ࠺⾜ࢆ≉Ⰽධヨࠖ㸦ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘධヨࡽ࠿ᑟ
ධ㸧ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ເ㞟ேဨࢆᣑ大㸦㸱㸴ேቑ㸧ࠋ

ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘධヨࠊࡽ࠿㸲Ꮫ㒊㸦⤒῭࣭་࣭⸆࣭ᕤ㸧࡛㸿㹍
ධヨࢆᣑ大㸦㸲㸯ேቑ㸧ࠋ┠ᶆᩘࠊ࡚ࡋ࡜ᖺ࡚ࡅ࠿㸿㹍ධヨ
のつᶍࢆ⌧⾜の㸯㸶㸣Ѝ㸱㸮㸣ࠋ࡟

ͤᖹᡂ�0ᖺᗘධヨࠊࡣࡽ࠿඲Ꮫ㒊඲Ꮫ⛉࡛ࠕ≉Ⰽධヨࠖࢆᑟධணᐃ

大㜰大Ꮫࠕୡ⏺㐺ሿධヨࠖのᑟධ࣭ᣑ大

ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘධヨࠊࡽ࠿㸿㹍ධヨࠊ推⸀ධヨࠊᅜ㝿⛉Ꮫ࢜ࣜ
ᑟࢆୡ⏺㐺ሿධヨࠖࠕࡓࡋ⛠⥲ࢆ㑅ᢤࡿࡼ࡟ධヨࢡࢵࣆࣥ
ධ࣭ᣑ大ணᐃࠋ

ධヨࠖのᑟධࢺࣝ࣎ࣥࣇ᪂ࠕⲔのỈዪᏊ大Ꮫ࠾

ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘධヨࠊࡽ࠿⌧⾜の㸿㹍ධヨࡾࡼࢆ୎ᑀ࡞㑅ᢤ᪉ἲ
ࠋᣑ大ࢆເ㞟ேဨࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡍ┤ぢ࡟

➨㸯ḟ㑅⪃㸸᭩㢮ᑂᰝ
ᚿᮃ⌮⏤᭩ࠊάືሗ࿌᭩➼

䛆新フン䝪ルト入試䛇

➨㸰ḟ㑅⪃㸦㸰᪥㛫㸧
᪥ᮏㄒ・ⱥㄒのᶍᨃㅮ⩏Ѝࣞ
࣮ࣝࢢᑠㄽᩥసᡂ㸩・ࢺ࣮࣏
討ㄽ・㠃接ࣉ

㸦㸰᪥㛫㸧࣮ࣝࢼ࣑ࢮࣞࣉ
大ᏛのᏛၥୡ⏺ࢆᐇ体㦂・࣑ࢺ࣮࣏ࣞࢽ・
ᥦฟ᭩㢮➼࡛⥲ྜⓗ୍࡟ḟ㑅⪃

➨㸰ḟ㑅⪃㸦㸰᪥㛫㸧
䛆ᚑ᮶の䠝䠫入試䛇

ᅗ書㤋入試 実㦂ᐊ入試

㈨ᩱを⮬⏤に౑䛳て
䛨䛳くりレ䝫ートస成
䠇グループ討ㄽ・㠃
接

䐟実㦂・実㦂₇
示・䝕ータศᯒ

䐠⮬主◊✲ㄢ題
䝫スターⓎ表

బ㈡大Ꮫࠕబ㈡大Ꮫ∧㹁㹀㹒ࠖࠕ≉ⰍຍⅬࠖの㛤Ⓨ

ከ㠃ⓗ࣭⥲ྜⓗ࡟ホ౯ࡿࡍ᪂࠸ࡋホ౯ุ࣭ᐃ᪉ἲࢆ
඲Ꮫ㒊࡛ᑟධ

・ᛮ⪃ຊࠕ࠸ࡋ㞴ࡀᐃ ࡟ᢏ⾡ⓗࡣ࡛ࢺࢫࢸ࣮ࣃ࣮࣌・
ุ᩿ຊ・⾲⌧ຊࠖࣝࢱࢪࢹࢆᢏ⾡ࢆά⏝࡚ࡋホ౯ࡿࡍ
బ㈡大Ꮫ∧㹁㹀㹒ࠖの㛤Ⓨ・ᐇ᪋ࠕ

ᚿ㢪⪅のάࡽ࠿୺体ᛶ・ከᵝᛶ・༠ാᛶࠖのほⅬࠕ・
ື・ᐇ⦼➼࡟࣮ࢩ࣏ࣜ・ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ࢔ࢆᛂ࡚ࡌホ౯
ⰍຍⅬࠖ㸦ͤ㸧制ᗘのᵓ⠏・ᐇ᪋≉ࠕࡿࡍ

ͤᚿ㢪者の⏦ㄳをཎ๎とし、⏦ㄳ䛜なけ䜜䜀当初㓄Ⅼの䜏で合ྰุ定。
ᚿ㢪者䛜ྲྀり⤌䜣で䛝たᵝ䚻な実績䜔άື等を⏦ㄳ対象とする。
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ᅜ❧大Ꮫࡿࡅ࠾࡟ಶูධᏛ⪅㑅ᢤ改革の進ᒎ ⚾❧大Ꮫࡿࡅ࠾࡟ಶูධᏛ⪅㑅ᢤ改革の進ᒎ

᪩✄⏣大Ꮫ ධヨ改革の᪉ྥᛶ࡜ᒎ㛤 㛵すᏛ㝔大Ꮫࠕ高大接続࣮ࠖࢱࣥࢭのタ⨨

ୖᬛ大Ꮫࠕ㹒㹃㸿㹎฼⏝ධヨࠖのᒎ㛤 ㏣ᡭ㛛Ꮫ㝔大Ꮫࣈ࢕ࢸ࣮ࢧ࢔ࠕධヨࠖのᣑ大

ᖹᡂ㸰㸵ᖺᗘࠕ࡟高大接続ࢆ࣮ࠖࢱࣥࢭタ⨨ࠋ
ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘධヨࡽ࠿高大㐃ᦠ࣭ධヨ改革のྲྀ⤌ࢆᐇ᪋ࠋ

ᖹᡂ㸰㸵ᖺᗘࡽ࠿ᑟධୖࠊࡿ࠸࡚ࢀࡉᬛ大Ꮫ࡜᪥ᮏⱥㄒ᳨ᐃ༠఍ࡀඹ
ྠ㛤Ⓨࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔ࠕࡓࡋⱥㄒ⬟ຊุᐃヨ㦂㸦㹒㹃㸿㹎㸧ࠖࢆ฼⏝ࡍ
ࠋධヨࡿ
э㹒㹃㸿㹎のࡀ࢔ࢥࢫᇶ‽Ⅼ࡟㐩ࡤࢀ࠸࡚ࡋฟ㢪ྍ⬟ࠋ大Ꮫࡀᐇ᪋ࡍ
ࠋ࠸࡞ࡉㄢࡣ┠⛉ⱥㄒࡣ࡚࠸࠾࡟ಶูヨ㦂ࡿ

ᖹᡂ㸰㸴ᖺᗘࠊࡽ࠿Ꮫࡪពḧ࡜ጼໃࢆᣢཷࡓࡗ㦂⏕࡟ධᏛࢆチྍ
ཬࠖࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟࡜ࡇࡪᏛࠕࡽ࠿㦂๓ཷࠊࡋ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍ
ࢢࣟࣉࣈ࢕ࢸ࣮ࢧ࢔ࡿ࡞࡜のᙧᡂࠖのᶵ఍࢕ࢸ࢕ࢸࣥࢹ࢖࢔ࠕࡧ
ࠋᑟධࢆධヨࣈ࢕ࢸ࣮ࢧ࢔ࡿࡁⓎ᥹࡛ࢆのᡂᯝࡑ࡜࣒ࣛ

ᖹᡂ㸱㸮ᖺᗘධヨࠊࡽ࠿ᆅᇦ࡬の㈉⊩࡟高࠸ᚿࢆᣢࡘேᮦࢆᑐ㇟ࡋ࡜
඲Ꮫ࡚ࡋ࡜Ꮫຊᆺ㸿㹍ධヨࠋᑟධࢆ᪂ᛮ⪃ධヨ㸦ᆅᇦ㐃ᦠᆺ㸧ࠖࠕࡓ
ⓗ࡟ᐇ᪋ணᐃࠋ

䛆SGH、SSH等公ເ推⸀入試䛇

࠾࡟の高➼Ꮫᰯ࡝࡞+66ࠊ+*6
ㄢࡿᅗࢆ⏝㆑㺃ᢏ⬟のά▱ࡿࡅ
㢟◊✲のྲྀࢆࡳ⤌ࡾከ㠃ⓗ㺃⥲
ྜⓗ࡟ホ౯ࡿࡍධᏛヨ㦂ࢆᐇ
᪋ࠋ

䛆英語እ部検定試㦂のά⏝䛇

඲Ꮫ㒊࡛ࠊⱥㄒእ㒊検ᐃヨ㦂の
&()5の%�ࣞ࣋ࣝࢆฟ㢪㈨᱁࡜
࣮ࢱࣥࢭࡿࡍᣦᐃࡀᏛ㒊ྛࠊࡋ
ヨ㦂のⱥㄒ௨እの⛉┠のᚓⅬࢆ
ࠋᐃุྰྜ࡚ࡗࡶ

ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘධヨ୍ࠊࡽ࠿㒊Ꮫ⛉࡚࠸࠾࡟㸲ᢏ⬟のࢆ࢔ࢥࢫ฼
ࠋ⏝

基準Ⅼの౛：法学部 ᅜ㝿関係法学科 260Ⅼ
እᅜ語学部 英語学科 300Ⅼ

䜺䜲ダンス

ಶู㠃ㄯ

ア䝃ーテ䜱ブプログ䝷ム

䜲ンター䝛ットを฼⏝した学
習プログ䝷ム

一次試㦂：グループ䝕䜱ス䜹ッシ䝵ン
基礎学力㐺ᛶ検査

஧次試㦂：㠃接

ア䝃ーテ䜱ブ入試

ᖹᡂ㸱㸮ᖺᗘࣈ࢕ࢸ࣮ࢧ࢔ࠊ࡟࡛ࡲධヨධᏛ⪅๭ྜࢆ㸱๭
㸦┠ᶆ್㸧࡟ᣑ大ࠋ

入学前学習

ᖹᡂ㸰㸳ᖺᗘࠕ࡟ධヨ㛤Ⓨ࢜ࠖࢫ࢕ࣇཬࠕࡧධヨ㛤Ⓨ᳨ウ఍ࠖࢆタ
ࢆࠖࢫ࢕ࣇධᏛ⪅㑅ᢤ࢜ࠕࡣ࡟ᖺ㸦ᖹᡂ㸰㸴ᖺ㸧㸲᭶⩣ࠊ࡟ࡽࡉࠋ⨨
タ⨨ࠊࡋ改革ࡓࡅྥ࡟యไᵓ⠏ࠋ࠺⾜ࢆ

ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘධヨᩥࠊࡽ࠿໬ᵓ᝿Ꮫ㒊(70ྡ)ᩥࠊᏛ㒊(50ྡ)୍࡛ࠕ
⯡ධヨ㸦ⱥㄒ㸲ᢏ⬟ࢺࢫࢸ฼⏝ᆺ㸧ࠖࢆᑟධࠊࡓࡲࠋே㛫⛉Ꮫ㒊࡛ࠊ
⛉Ꮫ࡬の㛵ᚰ࡜ᛮ⪃ຊ࣭ㄽ⌮ᛶ࣭ㄽ㏙ຊ࣭⾲⌧ຊࢆ㔜どࠕࡿࡍබເไ
Ꮫᰯ推⸀ධヨ㸦FACT㑅ᢤ㸧ࠖࢆᑟධࠋ

ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘධヨ࡚࡭ࡍࠊࡽ࠿のᏛ㒊Ꮫ⛉࡚࠸࠾࡟㸲ᢏ⬟のࢫ
ࠋ⏝฼ࢆ࢔ࢥ

᣺り㏉りをಁす
ア䝃ーテ䜱ブ䝜ート
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○ 高大接続改革を実⌧するために䛿、高等学校教育と大学教育の接続㠃で䛒る大学入学者選抜に䛚いて、「学力
の䠏要⣲」（ͤ）をከ㠃ⓗ・⥲合ⓗに評価し、大学教育に䛚ける㉁の高いேᮦ育成につな䛢ていく䛣と䛜㔜要。し䛛し
⌧状で䛿、ྛ大学の入学者選抜に䛚いて、「ᛮ⪃力等」䜔「主体ᛶ等」の把握、評価䛜༑ศに⾜䜟䜜ていない。
（ͤ 学力の䠏要⣲：䐟知㆑・ᢏ⬟、䐠ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力等、䐡主体ᛶをᣢ䛳てከᵝなே䚻と協ാして学䜆ែ度）

「ᛮ⪃力等」䜔「主体ᛶ等」を評価する大学入学者選抜改革をຠ果ⓗ・ຠ⋡ⓗに推進するため、ཷク大学と㐃ᦠ大学等の協ാに
より、以下の調査◊✲を実施する。
䐟 ྛ大学の入学者選抜改革に䛚けるㄢ題の調査ศᯒཬ䜃ศᯒ結果を㋃ま䛘た改革のಁ進方策に関する調査◊✲
䐠 次期学習ᣦᑟ要㡿改ゞ（ͤ）の方向ᛶ等䜒㋃ま䛘た「ᛮ⪃力等」をより㐺ษに評価する教科・科目ᶓ᩿ᆺ・⥲合ᆺ

の評価ᡭ法䜔、「主体ᛶ等」をより㐺ษに評価する㠃接等のᡭ法に関する◊✲・㛤Ⓨ
（ͤ 次期学習ᣦᑟ要㡿に向けて、ᅜ語科䜔ᆅ理Ṕྐ科、᝟ሗ科等に䛚けるᚲᒚಟ科目の見直し䜔、ᩘ学と理科の知㆑䜔ᢏ⬟を⥲合ⓗにά⏝する選ᢥ科目のタ⨨な䛹䛜検討䛥

䜜ている。）

࠙ᐇ᪋༊ศࠚ
ۑ ேᩥ♫఍ศ㔝㸦ᆅ⌮Ṕྐ⛉・බẸ⛉ࠊᅜㄒ⛉㸧ࠊ⌮ᩘศ㔝ࠊ᝟ሗศ㔝のホ౯ᡭἲ㸦ྛ㸯௳㸧
ۑ 㠃接ࡸ᭩㢮ᑂᰝ➼ᩍ⛉・⛉┠࠸࡞ࡽࡼ࡟ホ౯ᡭἲ㸦㸯௳㸧 ィ㸳௳

⫼ᬒ・ㄢ題

事ᴗᴫ要

○ 大学入学者選抜の改革を進めるୖでのල体ⓗなㄢ題・問題Ⅼのᢳ出、ゎỴ策、改革ಁ進方策の提示
○ ከ㠃ⓗ・⥲合ⓗな評価を推進する新たな評価ᡭ法の⵳✚・ᬑཬ

ཷク大学

㐃ᦠ大学等

㐃ᦠ大学等㐃ᦠ大学等

調査◊✲のጤク

ᡤ要のᣦᑟ・ຓゝ

定期ⓗに進ᤖ状況
をሗ告 䐠新たな評価ᡭ法の◊✲・㛤Ⓨ

䐟入学者選抜改革のㄢ題・ಁ進
方策に関する調査◊✲

調査結果を㋃ま䛘な䛜䜙

事ᴗ成果

㐃ᦠ大学等

文部科学省඲ᅜの大学

ྛ大学の入学選抜改革を推進するため、
◊✲成果を඲ᅜの大学にⓎಙ

平成２９年度ᴫ⟬要ồ㢠 䠏൨෇䛆⥅続䛇

（平成２䠔年度予⟬㢠 䠏൨෇）
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本事ᴗで䛿、ྛ大学の入学者選抜に䛚いて、「ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力」䜔「主体ᛶをᣢ䛳てከᵝなே䚻と協ാして学䜆ែ度」に関
する評価䛜より㔜ど䛥䜜る䛣ととなるよ䛖、௦表大学とཧຍ大学等䛜䝁ン䝋ーシアムを⤌䜏、ே文♫఍（ᆅ理Ṕྐ科・公Ẹ科、ᅜ語
科）、理ᩘ、᝟ሗ、㠃接・調査書等に関する評価ᡭ法の㛤Ⓨにྲྀり⤌䜏、䛭の成果をᬑཬする。

௳㑅ᐃ௳ᩘ㸸㸳ۑ
大Ꮫ➼ᩘ㸸�1大Ꮫ➼㸦ᅜ❧大Ꮫ1ࠊ�⚾❧大Ꮫ㸴ࠊ⊂ἲ㸯ࠊᏛ఍㸯㸧
㸦ซ౛㸧
ேᩥ♫఍ศ㔝㸦ᆅ⌮Ṕྐ⛉㺃බẸ⛉㸧㸸᪩✄⏣大Ꮫ㸦௦⾲大Ꮫ㸧ࠊᮾி大Ꮫ୍ࠊᶫ大Ꮫྠࠊᚿ♫大Ꮫ

㛵すᏛ㝔大Ꮫ
ேᩥ♫఍ศ㔝㸦ᅜㄒ⛉㸧㸸໭ᾏ㐨大Ꮫ㸦௦⾲大Ꮫ㸧ࠊᮾ໭大Ꮫࠊ஑ᕞ大Ꮫࠊ㛗ᓮ大Ꮫࠊ大Ꮫධヨ࣮ࢱࣥࢭ
⌮ᩘศ㔝㸸ᗈᓥ大Ꮫ㸦௦⾲大Ꮫ㸧ࠊ໭ᾏ㐨大Ꮫࠊ⟃Ἴ大Ꮫࠊᮾி大Ꮫࠊᮾிᕤᴗ大Ꮫ

ி㒔ᕤⱁ⧄⥔大Ꮫࠊ஑ᕞ大Ꮫࠊᮾி⌮⛉大Ꮫࠊ᪩✄⏣大Ꮫ
᝟ሗศ㔝㸸大㜰大Ꮫ㸦௦⾲大Ꮫ㸧ࠊᮾி大Ꮫࠊ᝟ሗฎ⌮Ꮫ఍
୺体ᛶ➼ศ㔝㸸㛵すᏛ㝔大Ꮫ㸦௦⾲大Ꮫ㸧ࠊ大㜰大Ꮫࠊ大㜰ᩍ⫱大Ꮫࠊ⚄ᡞ大Ꮫࠊ᪩✄⏣大Ꮫࠊ

ྠᚿ♫大Ꮫࠊ❧࿨㤋大Ꮫࠊ㛵す大Ꮫ

໭ᾏ㐨大学

໭ᾏ㐨大学
ே文♫఍ศ㔝（ᅜ語科）

ಶู試㦂の「ᅜ語」の記述式を中ᚰとして、学
力の䠏要⣲に基䛵いたල体ⓗな評価ᣦᶆ、試㦂
問題、ᛶ⬟（ጇ当ᛶ・ಙ㢗ᛶ）䛜セットにな䛳た
䝕ータ䝧ースを構⠏し、ᗈく大学に提供する。

ᮾ໭大学

ᮾி大学
一ᶫ大学
ᮾி大学
ᮾிᕤᴗ大学
ᮾி理科大学
᪩✄田大学
ᮾி大学
᝟ሗฎ理学఍
᪩✄田大学
大学入試センター

⟃Ἴ大学

᪩✄田大学
ே文♫఍ศ㔝（ᆅ理Ṕྐ科䡡公Ẹ科）

学習ᣦᑟ要㡿改ゞによるᆅ理Ṕྐ科・公Ẹ科改革（ᆅ理⥲合、Ṕྐ⥲
合、公ඹな䛹）を㋃ま䛘、ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力を問䛖新たな入試問題౛
䜔స成ᡭ法等を㛤Ⓨするとと䜒に、試⾜試㦂を通䛨て䛭のㄢ題等を᫂䜙䛛
にする。高校・大学関係者にᗈく公㛤した䝽ー䜽シ䝵ップ等を㛤ദし、成果
のᬑཬをᅗる。

ྠᚿ♫大学
ி㒔ᕤⱁ⧄⥔大学
ྠᚿ♫大学
❧࿨㤋大学

大㜰大学
大㜰教育大学
関西大学

大㜰大学
᝟ሗศ㔝

᝟ሗ科の入学者選抜試㦂実施に䛚
ける評価ᡭ法、ＣＢＴシステム໬、䠝䠥
䜔䝡ッグ䝕ータᢏ⾡な䛹を㥑౑した評
価に関する◊✲を実施し、䛭の成果を
ᬑཬする。

関西学㝔大学
⚄ᡞ大学

関西学㝔大学
主体ᛶ等ศ㔝

学力の䠏要⣲の「主体ᛶ等」をより㐺ษに評価するため、
教育ጤဨ఍、高等学校等と㐃ᦠし、調査書・提出書類䜔㠃
接等を実㊶ⓗにά⏝する方法、高校ẁ㝵での䡁䝫ートフォリ
オと䜲ンター䝛ットによる出㢪のシステムの構⠏、「主体ᛶ
等」の評価ᑻ度・基準の㛤Ⓨ等を⾜䛖。

ᗈᓥ大学
理ᩘศ㔝

学習ᣦᑟ要㡿改ゞによる理ᩘ教科改革（理ᩘ᥈✲な䛹）を㋃ま䛘、理ᩘศ㔝に䛚けるᛮ⪃力等を⥲合ⓗ・ከ㠃ⓗに評価するᡭ法䜔
問題㛤Ⓨ等を⾜䛖。䛭の㝿、大学教ဨと高校教ဨ䛜協ാして検討するᡭ法（高大協ാᆺ）、理ᕤ⣔ேᮦにồめ䜙䜜る知㆑、㈨㉁・⬟力
䛛䜙検討するᡭ法（大学主ᑟᆺ）の୧㠃䛛䜙⾜い、高校・大学関係者䜈の成果のᬑཬをᅗる。

長崎大学

஑ᕞ大学
஑ᕞ大学

平成２９年度ᴫ⟬要ồ㢠 䠏൨෇䛆⥅続䛇

（平成２䠔年度予⟬㢠 䠏൨෇）

��

事ᴗ名称：高大接続改革に㈨する、ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力等を問䛖新たな入学者選抜（ᆅ理Ṕྐ科・公Ẹ科）に䛚ける
評価ᡭ法の調査◊✲

ྲྀ⤌大学：᪩✄田大学（௦表校）、ᮾி大学、一ᶫ大学、ྠᚿ♫大学、関西学㝔大学
対象ศ㔝：ே文♫఍ศ㔝（ᆅ理Ṕྐ科・公Ẹ科）
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ᅜㄒၥ㢟の内容の
䜲メージ౛

文❶䜔ᅗ表等の内容を㋃ま䛘、⮬
ㄝをᒎ㛤する

ͤ「大学入学希望者学力評価テスト
（仮称）」の検討状況䜒㋃ま䛘、
ศᯒ・ᩚ理

ᣦ示にῧ䛳て要⣙したり、文❶中
のゝⴥを౑䛳てㄝ᫂する

選ᢥ⫥の୰ࡽ࠿ヱᙜࢆྕ␒ࡿࡍ
㑅ࡪ

ල体ⓗ࡞ホ౯ᣦᶆの㛤Ⓨ（H28）
学力の䠏要⣲をブレー䜽ダ䜴ンし、ල体ⓗな定義を与䛘る。

知㆑・ᢏ⬟に関する評価ᣦᶆ䚓 ஑ᕞ大、長崎大
ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力に関する評価ᣦᶆ䚓 ᮾ໭大
主体ᛶをᣢ䛳てከᵝなே䚻と協ാして学䜆ែ度に関する評価ᣦᶆ䚓 ໭大

᪤Ꮡၥ㢟のศᯒ（H29）
㛤Ⓨした評価ᣦᶆに基䛵䛝、ᚑ᮶の記述式問題
の䜹バー範囲を調査し、ඹ通テストとのᙺ๭ศ担
䜒ព㆑しな䛜䜙、問題と評価ᣦᶆを対ᛂ௜け、䝕
ータ䝧ース໬する。

໭ᾏ㐨・関ᮾ：໭大 ᮾ໭：ᮾ໭大
中部・関西：஑ᕞ大 䛭䜜以እ：長崎大

᪂ၥ㢟の検討（H30）

㛤Ⓨした評価ᣦᶆの内、ᚑ᮶の問題で୙༑ศな評価ᣦᶆに対ᛂしたල体ⓗな記述式問題を検討し、䝃ンプル問題をస成し、䝕ータ䝧
ース໬する。

໭大：ᅜ語⥲合・表⌧ ᮾ໭大：⌧௦文㻭・㻮 ஑大・長大：ྂ඾㻭・㻮

評価ᣦᶆと記述式問
題の関㐃䝕ータ䝧ー
ス

セ
ン
タ㼨
試
㦂

ಶ
ู
試
㦂

ᚑ
᮶
୙
༑
ศ
な
㡿
ᇦ

ᗈく大学・高校䜈提供し記述式
問題の㉁の向ୖ

事ᴗ名称：ಶู学力試㦂「ᅜ語」䛜 定する㈨㉁・⬟力のศᯒ・評価ᡭ法に関する◊✲
ྲྀ⤌大学：໭ᾏ㐨大学（௦表校）、ᮾ໭大学、஑ᕞ大学、長崎大学䠈大学入試センター
対象ศ㔝：ே文♫఍ศ㔝（ᅜ語科）

ಶู試㦂の「ᅜ語」の記述式を中ᚰとして、学力の䠏要⣲に基䛵いたල体ⓗな評価ᣦᶆ、試㦂問題、ᛶ⬟（ጇ当ᛶ・ಙ
㢗ᛶ）䛜セットにな䛳た䝕ータ䝧ースを構⠏し、ᗈく大学に提供する。

事ᴗᴫ要

�0

学習ᣦᑟ要㡿改ゞによる理ᩘ教科改革（理ᩘ᥈✲な䛹）を㋃ま䛘、理ᩘศ㔝に䛚けるᛮ⪃力等をከ㠃ⓗ・⥲合ⓗに評
価するᡭ法䜔問題㛤Ⓨ等を⾜䛖。䛭の㝿、大学教ဨと高校教ဨ䛜協ാして検討するᡭ法（高大協ാᆺ）、理ᕤ⣔ேᮦにồめ䜙䜜る
知㆑、㈨㉁・⬟力䛛䜙検討するᡭ法（大学主ᑟᆺ）の୧㠃䛛䜙⾜い、高校・大学関係者䜈の成果のᬑཬをᅗる。
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事ᴗᴫ要

事ᴗ名称：高大での教育改革を目ᣦした理ᩘศ㔝に䛚ける入学者選抜改革
ྲྀ⤌大学：ᗈᓥ大学（௦表校）、ᮾிᕤᴗ大学（副௦表校）、໭ᾏ㐨大学、⟃Ἴ大学、ᮾி大学、ி㒔ᕤⱁ⧄⥔大学、

஑ᕞ大学、ᮾி理科大学、᪩✄田大学
対象ศ㔝：理ᩘศ㔝

�1

高校部会
高校が育成してい
る思考力等で大
学入試が問うべき
ものの整理・問題
開発・試行

大学部会
大学として入試に
求めるものの整理・
問題開発・試行

実施運営委員会
（全体会議）

【事業2】
思考力等に関する多面
的・総合的な評価を行う
ための実践的で具体的な
評価手法の構築

【事業3】開発成果を普及することによる大学の入学者選抜改革の推進

代表大学や協力大学等、全国でのセミナー開催による普及促進 ／ ポータルサイトでの情報提供・意見交換の場の創出
新しい入学者選抜のノウハウ発信・共有プラットフォームの構築・提供

企画

試行

検証

改善

主な対象：大学入学希望者学力評価テスト（仮称） 主な対象：各大学の個別試験

あるべき入試の
かたちとは？

高等学校教育 大学教育大学入試

高校部会
協力高校間で問
題点の把握と整理
の集約

大学部会
大学間で問題点の
把握と整理の集約

実施運営委員会
（全体会議）

高大が議論・調整して意見を集約

【事業1】
大学入学者選抜を行
う上での具体的な課
題や問題点の整理

ボトムアップ的アプローチ（高大協働型） トップダウン的アプローチ（大学主導型）

育成方針と入試対
策とのズレがあるの
では？

求める人材像と入
試問題とのズレがあ
るのでは？

実態調査に基づいた問題分析

旧来型入試の問題点
は？ なぜ入試は変わら
ないの？

高等学校における先進的理数系教育の
実態調査

理工系大学等で実施されている総合的・多面的な入試
の実態調査

SSH校
SGH校等

連携

特色：評価方法のバリエーション・多様な選抜方式への対応
理数融合の評価方法への対応
協働性など先進的な評価手法の提案
入試問題作成から採点までのプロセスをマニュアル化

高大が議論して問題作成・評価
方法を開発・試行

事業運営本部
合同で協議・情報共有

72
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事ᴗ名称：᝟ሗ学ⓗアプローチによる「᝟ሗ科」大学入学者選抜に䛚ける評価ᡭ法の◊✲㛤Ⓨ
ྲྀ⤌大学：大㜰大学（௦表校）、ᮾி大学、᝟ሗฎ理学఍
対象ศ㔝：᝟ሗศ㔝

᝟ሗ科の入学者選抜試㦂実施に䛚ける評価ᡭ法、ＣＢＴシステム໬、䠝䠥䜔䝡ッグ䝕ータᢏ⾡な䛹を㥑౑した評価に関
する◊✲を実施し、䛭の成果をᬑཬする。
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事ᴗ名称：「主体ᛶ等」をより㐺ษに評価する㠃接䜔書類審査等教科・科目によ䜙ない評価ᡭ法の調査◊✲
ྲྀ⤌大学：関西学㝔大学（௦表校）、大㜰大学、大㜰教育大学、⚄ᡞ大学、᪩✄田大学、ྠᚿ♫大学、❧࿨㤋大学、

関西大学
対象ศ㔝：主体ᛶ等ศ㔝

学力の䠏要⣲の「主体ᛶ等」をより㐺ษに評価するため、教育ጤဨ఍、高等学校等と㐃ᦠし、調査書・提出書類䜔

㠃接等を実㊶ⓗにά⏝する方法、高校ẁ㝵での䡁䝫ートフォリオと䜲ンター䝛ットによる出㢪のシステムの構⠏、「主体ᛶ等」の評
価ᑻ度・基準の㛤Ⓨ等を⾜䛖。
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䠍䠊高校༞ᴗ者ᩘに༨めるྛᚿ㢪者ᩘの๭合

䠄ฟ඾䠅Ꮫᰯᇶᮏㄪᰝ䚸䝉䞁䝍䞊ヨ㦂ᐇ⦼䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ㄪᰝ
䛩䜉䛶䚸ᖹᡂ䠎䠒ᖺ䠏᭶༞ᴗ⪅ཬ䜃ྠᖺ䠐᭶ධᏛᚿ㢪⪅䛻ಀ䜛ᐇ⦼

大学入学ᚿ㢪者ᩘ センター試㦂ᚿ㢪者ᩘ
ᅜ❧大学ᚿ㢪者ᩘ

（前期試㦂）

㻣㻝㻥㻘㻥㻡㻡ே 㻡㻢㻜㻘㻢㻣㻞ே 㻞㻜㻝㻘㻡㻣㻡ே

㻢㻤㻚㻣㻑 㻡㻟㻚㻡㻑 㻝㻥㻚㻞㻑

大学入学ᚿ㢪者ᩘ センター試㦂ᚿ㢪者ᩘ
ᅜ❧大学ᚿ㢪者ᩘ

（前期試㦂）

㻣㻝㻥㻘㻥㻡㻡ே 㻡㻢㻜㻘㻢㻣㻞ே 㻞㻜㻝㻘㻡㻣㻡ே

㻝㻜㻜㻚㻜㻑 㻣㻣㻚㻥㻑 㻞㻤㻚㻜㻑

２䠊大学入学ᚿ㢪者ᩘに༨めるྛᚿ㢪者ᩘの๭合

高校༞ᴗ者ᩘ

㻝㻘㻜㻠㻣㻘㻟㻥㻞ே

㻝㻜㻜㻚㻜㻑

ᩘ⪅ヨ㦂ᚿ㢪⪅ᩘ㸭ᅜ❧大Ꮫ㸦๓ᮇヨ㦂㸧ᚿ㢪࣮ࢱࣥࢭ
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䛆目ⓗ・対象者䛇
○ 大学入学希望者を対象に、䛣䜜䛛䜙の大学教育をཷけるためにᚲ要な⬟力について把握する䛣とを主たる目ⓗとし、
知㆑・ᢏ⬟を༑ศ᭷している䛛の評価䜒⾜いつつ、「ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力」を中ᚰに評価。

䛆対象教科・科目䛇
○ 次期学習ᣦᑟ要㡿下に䛚ける基本ⓗᯟ⤌䜏（平成䠏䠒年度䡚）

・ 次期学習ᣦᑟ要㡿の㊃᪨を༑ศに㋃ま䛘、≉にᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力を構成するㅖ⬟力をより㐺ษに評価。
・ 次期学習ᣦᑟ要㡿でのᑟ入䛜検討䛥䜜ている「ᩘ理᥈✲（仮称）」䜔、教科「᝟ሗ」について䜒出題。

○ ⌧⾜学習ᣦᑟ要㡿下に䛚ける基本ⓗᯟ⤌䜏（平成䠏２䡚䠏䠑年度）
・ 次期学習ᣦᑟ要㡿改ゞの議ㄽの方向ᛶを຺᱌するとと䜒に、大学教育をཷけるためにᚲ要なㅖ⬟力をより㐺ษに
評価。

・ 試㦂の科目ᩘについて䛿、で䛝る䛰け⡆⣲໬。

䛆䝬ー䜽シート式問題䛇
○ よりᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力を㔜どしたస問䜈改善。

䛆記述式問題䛇
○ ௒ᚋ䛹のよ䛖なศ㔝に䛚いて䜒主体ᛶをᣢ䛳てάືするために㔜要となる、」ᩘの᝟ሗを⤫合し構㐀໬して新しい⪃䛘
をまとめるᛮ⪃・ุ᩿の⬟力䜔、䛭の㐣⛬を表⌧する⬟力の評価のため、記述式問題をᑟ入。

○ ᅜ❧大学の஧次試㦂のよ䛖なゎ⟅の⮬⏤度の高い記述式で䛿なく、タ問で一定の᮲௳をタ定し、䛭䜜を㋃ま䛘て結ㄽ
䜔結ㄽに⮳るプロセス等をゎ⟅䛥䛫る「᮲௳௜記述式」を中ᚰにస問。対象䛿、当㠃、ᅜ語、ᩘ学。

※ ᖹᡂ䠏䠎䡚䠏䠑ᖺᗘ䠖▷ᩥグ㏙ᘧ䚸ᖹᡂ䠏䠒ᖺᗘ䡚䠖䜘䜚ᩥᏐᩘ䛾ከ䛔ၥ㢟䜢ᑟධ䚹

䛆英語のከᢏ⬟を評価する問題䛇
○ ᅄᢏ⬟の評価を推進。「ヰす䛣と」について䛿、⎔ቃᩚ備䜔᥇Ⅼ等のほⅬ䛛䜙、䠏２年度䛛䜙の実施ྍ⬟ᛶについて
༑ศに検討。

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の制度タィの䝫䜲ント （高大接続システム改革఍議᭱⤊ሗ告より）
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大ᏛධᏛ⪅のᏛຊ࣭Ꮫ⩦≧ἣ㸦≉ࢆ❶ᩥ࡟᭩ࡃᇶᮏⓗࣝ࢟ࢫ࡞の≧ἣ㸧

入学者の学力・学習の状況（඲体）䛆大学䛇

ᅄ年制大学に進学予定の䠏年生の学力・学習の状況（඲体）䛆高校䛇

㸦ฟ඾㸧࣋ࢭࢵࢿᩍ⫱⥲ྜ◊✲ᡤࠕ高大接続࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ㸦�01�ᖺ㸧ࠖ

䛆調査対象䛇
・඲ᅜの高等学校の校長
・඲ᅜの大学の学科長

䛆᭷ຠᅇ⟅ᩘ䛇
・高校1,228名（㓄ᕸᩘ2,500通、ᅇ཰⋡49.1䠂）
・大学2,012名（㓄ᕸᩘ5,060通、ᅇ཰⋡39.8䠂）

䛆調査時期䛇
・2013年11᭶䡚12᭶

䠭：㈗学科の1年生について䛚⪺䛝します。㈗学科の௒年度の1年生で、次のよ䛖な学生
䛿䛹䜜く䜙いいます䛛。

䠭：㈗校䛛䜙ᅄ年制大学に進学する予定の生ᚐ（3年生）について䛖䛛䛜います。
進学予定の3年生の中で、次のよ䛖な生ᚐ䛿䛹䜜く䜙いいます䛛。
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ᅜ❧大学の஧次試㦂に䛚けるᅜ語、小ㄽ文、⥲合問題に関するເ㞟ேဨのᴫ⟬
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ͤ下ẁ䛿๭合

（学部༢位のເ㞟ேဨᩘの合ィ）

ὀ䠍）「小ㄽ文」と「⥲合問題」について、選ᢥ科目とな䛳ているሙ合䛿、「小ㄽ文をㄢす」「⥲合問題をㄢす」としてィୖしている。
ὀ２）⥲合問題と䛿、」ᩘ教科を⥲合して学力をุ᩿する⥲合ⓗな問題をᣦす。

ͤྛ大学のⓎ⾜する「入学者選抜要項」を基にస成

বয়প৾峘੸ઃ૥ୡ峕岴岮峐岝国語、⼩論⽂、総合問題のいずれも課さない学部の募集⼈員は、全体の61.6%
（49,487⼈/80,336⼈）
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グ㏙ᘧ㸸ഐ⥺㒊ࡀព࿡ࡿࡍෆᐜ㸦➹⪅の⪃࡝࡞࠼㸧ࢆㄝ᫂ࡿࡍၥ㢟の౛㸦ᅜㄒ㸧

➨୍ၥ

ၥ䠄୕䠅 ഐ⥺䛾⟠ᡤ䠄䜲䠅䛂䛄⮬↛䛅䛿⮬ືⓗ䛺ၟရ䛷䛿䛺䛔䛃䛸䛿䛹䛾䜘䛖䛺䛣䛸䛛䚹ᮏᩥ䛾ෆᐜ䛻༶䛧䛶䠏䠌Ꮠ௨ෆ䛷ㄝ᫂䛫䜘䚹

ၥ䠄஬䠅 ഐ⥺䛾⟠ᡤ䠄䜶䠅䛂௒᪥䛾䛄ᕷሙ⤒῭䛅䛃䛻䛚䛔䛶䚸䛹䛾䜘䛖䛺≧ἣ䛻ே㛫䛜⨨䛛䜜䛶䛔䜛䛸䚸➹⪅䛿⪃䛘䛶䛔䜛䛾䛛䚹
ᮏᩥ඲య䛾㊃᪨䜢㋃䜎䛘䛶䠓䠑Ꮠ௨ෆ䛷ㄝ᫂䛫䜘䚹

大Ꮫڹڹ

➨୍ၥ

ၥ஬ ഐ⥺㒊䐡䛻䛴䛔䛶䚸௨ୗ䛾ၥ䛻⟅䛘䜘䚹
䠄䠍䠅 ➹⪅䛿ே㛫䛾♫఍䛸䝂䝸䝷䛾♫఍䛻䛹䛾䜘䛖䛺ඹ㏻Ⅼ䛜䛒䜛䛸⪃䛘䛶䛔䜛䛛䚹䠑䠌Ꮠ௨ෆ䛷ㄝ᫂䛫䜘䚹
䠄䠎䠅 䜎䛯୍᪉䛷➹⪅䛿ே㛫䛾♫఍䛸䝂䝸䝷䛾♫఍䛻䛹䛾䜘䛖䛺┦㐪Ⅼ䛜䛒䜛䛸⪃䛘䛶䛔䜛䛛䚹䠓䠌Ꮠ௨ෆ䛷ㄝ᫂䛫䜘䚹

大Ꮫۍۍ

➨୍ၥ

䠄஧䠅䛂䛣䛾ே䛿䛒䜙䜖䜛䛣䛸䛻䛴䛔䛶ṇゎ䜢䛩䛷䛻▱䛳䛶䛔䜛䛃䠄ഐ⥺㒊䜲䠅䛸䛿䛹䛖䛔䛖䛣䛸䛛䚸ㄝ᫂䛫䜘䚹

䠄஬䠅䛂䛣䛾ᇶ‽䜢㐺⏝䛧䛶ே≀㚷ᐃ䜢ㄗ䛳䛯䛣䛸䛿䛺䛔䛃䠄ഐ⥺㒊䜸䠅䛸䛿䛹䛖䛔䛖䛣䛸䛛䚸ᮏᩥ඲య䛾㊃᪨䜢㋃䜎䛘䛯ୖ䛷
䠍䠌䠌Ꮠ௨ୖ䠍䠎䠌Ꮠ௨ෆ䛷ㄝ᫂䛫䜘䚹

➨஧ၥ

ၥ஧ ഐ⥺㒊䠞䛂䛣䛾⬟ື䛸ཷື䛾┦஫స⏝䛛䜙䚸๰㐀ⓗᙧ䛿⏕䜎䜜䛶䛟䜛䛃䛸䛒䜛䛜䚸䛣䜜䛿䛹䛖䛔䛖䛣䛸䛛䚹䠓䠑Ꮠ௨ෆ䛷ㄝ᫂䛫䜘䚹

ၥᅄ ഐ⥺㒊䠠䛂ⱁ⾡సရ䛾๰స䛿䚸䛒䜙䜖䜛ฟ᮶஦䛾ฟ఍䛔䛛䜙⌧䜟䜜ฟ䛶䛟䜛୍ᅇ㝈䜚䛾Ṕྐ䛺䛾䛷䛒䜛䛃䛸➹⪅䛜⪃䛘䜛䛾
䛿䛺䛬䛛䚹

大Ꮫۑۑ

大Ꮫڧڧ

�0

࠙ཧ⪃ࠚᛮ⪃ຊ・ุ᩿ຊ・⾲⌧ຊࢆၥ࠺ಶู大Ꮫのၥ㢟౛㸦ᖹᡂࠊ����ᖺᗘධヨ㸧

ྡྂᒇ大Ꮫ ἲᏛ㒊㸦ᖹᡂ28ᖺᗘධヨ๓ᮇ᪥⛬㸧

「小ㄽ文」

▼ᕝ೺἞䛂ᅜᐙ䞉୺ᶒ䞉ᆅᇦ䠉䛒䜛䛔䛿ゝⴥ䛾ಙ䛨䜙䜜䛺䛔㍍䛥䛻䛴䛔䛶䛃䠄䛄ἲᏛᩍᐊ䛅㻟㻢㻝ྕ 㻞㻜㻝㻜ᖺ䠅䜢ㄞ䜣䛷䠄㻝㻜㻘㻜㻜㻜Ꮠ௨ୖ䠅 䚸
௨ୗ䛾ၥ䛔䛻⟅䛘䛺䛥䛔䚹

ၥ䠍 ➹⪅䛿䚸䛂୺ᶒᅜᐙ䞉㠀୺ᶒᅜᐙ䞉⮬἞య䛃䛸䛔䛖୕ඖⓗ䛺ᅜᐙᢕᥱ䛜䚸䛹䛾䜘䛖䛻䛧䛶ᙧᡂ䛥䜜䛯⪃䛘᪉䛰䛸㏙
䜉䛶䛔䜛䛛䚹㻠㻜㻜Ꮠ௨ୖ㻢㻜㻜Ꮠ௨ෆ䛷ㄝ᫂䛧䛺䛥䛔䚹

ၥ䠎 ➹⪅䛜䚸᪥ᮏ♫఍䛾ᵓ㐀ኚື䛸䚸䛭䜜䛻ᛂ䛨䛯ᨵ㠉䞉ᨵ㐀䜢䚸䛂ᆅᇦ୺ᶒㄽ䛃䛻䜘䛳䛶ㄽ䛨䛶䛔䛟䛣䛸䛻ᑐ䛧䚸䛹䛾
䜘䛖䛺ホ౯䜢䛧䛶䛔䜛䛛䜢㋃䜎䛘䛶䚸䛒䛺䛯䛿䚸䛣䛾ၥ㢟䜢䚸䛹䛾䜘䛖䛻ㄽ䛨䛶䛔䛟䜉䛝䛰䛸⪃䛘䜛䛛䚹䠒䠌䠌Ꮠ௨ୖ
䠔䠌䠌Ꮠ௨ෆ䛷㏙䜉䛺䛥䛔䚹

ᅜ㝿ᩍ㣴大Ꮫ ᅜ㝿ᩍ㣴Ꮫ㒊㸦ᖹᡂ27ᖺᗘධヨ㸧

「ᅜ語」

➨஧ၥ
ၥ஧ ➹⪅䛾䛔䛖䛂⥈ྜ኱Ꮫ䛃䛻ẚ䛧䛶䚸䝸䝧䝷䝹䞉䜰䞊䝒䠄ᩍ㣴ᩍ⫱䠅㔜ど䛾኱Ꮫᩍ⫱䛾ព⩏䚸≉ᚩ䜔䛭䛾ຠᯝ䛜ᮇᚅ䛥䜜䜛ሙ㠃

䛿䛹䛖䛔䛖䜒䛾䛛䚸➹⪅䛾㆟ㄽ䛻ゝཬ䛧䛴䛴䛒䛺䛯䛺䜚䛾⪃䛘䜢䠎䠌䠌䡚䠏䠌䠌Ꮠ䛷㏙䜉䛺䛥䛔䚹

�1

࠙ཧ⪃ࠚᛮ⪃ຊ・ุ᩿ຊ・⾲⌧ຊࢆၥ࠺ಶู大Ꮫのၥ㢟౛㸦ᖹᡂࠊ����ᖺᗘධヨ㸧

᪩✄⏣大Ꮫ Ꮫ㒊㸦ᖹᡂ28ᖺᗘ୍⯡ධヨ㸧⛉ࢶ࣮࣏ࢫ

「小ㄽ文」

ḟ䛾ㄽ㢟䛻䛴䛔䛶䚸䛒䛺䛯䛾❧ሙ䠄⫯ᐃഃ䠅䛸ᑐ❧䛩䜛❧ሙ䠄ྰᐃഃ䠅䛾ே䜢ㄝᚓ䛩䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䛶䚸䛒䛺䛯䛾⪃䛘᪉䜢ㄽ㏙䛧
䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛭䛾㝿䚸Ỵ䜑䜙䜜䛯❧ሙ䠄⫯ᐃഃ䠅䛻❧䛳䛶⌧≧䜢ぢ䛴䜑䛺䛚䛧䚸ᐈほⓗ䛻ㄽ㢟䛻ᑐ䛩䜛᳨ド䜢⾜䛖䜘䛖䛻䛧䜎䛩䚹䛴䜎
䜚䚸䛣䛾ㄽ㢟䛻ᑐ䛧䛶䛂⮬ศ䛿཯ᑐ䛰䛃䛸ᛮ䛳䛶䜒䚸䛣䛣䛷䛿䛭䛾⪃䛘䛻㛵䜟䜙䛪䚸ㄽ㢟䛻ᑐ䛧䛶㈶ᡂ䛾❧ሙ䛻❧䛳䛶䚸䠔䠌䠍Ꮠ௨ୖ䠍
䠌䠌䠌Ꮠ௨ෆ䛷ㄽ㏙䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䛺䛚䚸ㄽ㏙䛻䛚䛔䛶䛿௨ୗ䛾㛵㐃஦㡯䛻㛵䛩䜛グ㏙ཬ䜃ྰᐃഃ䛾ㄽⅬ䜢㋃䜎䛘䛶䚸ྰᐃഃ䜔➨୕⪅䜢䛔䛛䛻ㄝᚓ䛷䛝䜛䛛䛸䛔

䛖ほⅬ䛛䜙㏙䜉䜛䛣䛸䛜㔜せ䛷䛩䚹

䛆ㄽ㢟䛇
㧗➼Ꮫᰯ䛻䛚䛡䜛䛂㐠ື㒊䛾άື䛃䛾⌧≧䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᨵ㠉䜢䛩䜉䛝䛷䛒䜛䚹

䛆ㄽ㏙䛾❧ሙ䛇
䞉⫯ᐃഃ䠖ᨵ㠉䛩䜉䛝䛷䛒䜛䚹 䞉ྰᐃⓗ䠖ᨵ㠉䛩䜉䛝䛷䛺䛔䚹
䞉䛒䛺䛯䛾❧ሙ䠖⫯ᐃഃ䠄ྰᐃഃ䜢ㄝᚓ䛩䜛䛯䜑䛾⫯ᐃㄽ䜢㏙䜉䜛❧ሙ䠅

䛆㛵㐃஦㡯䛻㛵䛩䜛グ㏙䛇
䞉Ꮫᰯ䛾㒊άື
⏕ᚐ䛾⮬୺ⓗ䚸⮬Ⓨⓗ䛺ཧຍ䛻䜘䜚⾜䜟䜜䜛㒊άື䛻䛴䛔䛶䛿䚸䝇䝫䞊䝒䜔ᩥ໬ཬ䜃⛉Ꮫ➼䛻ぶ䛧䜎䛫䚸Ꮫಟពḧ䛾ྥୖ䜔㈐

௵ឤ䚸㐃ᖏឤ䛾ᾰ㣴➼䛻㈨䛩䜛䜒䛾䛷䛒䜚䚸Ꮫᰯᩍ⫱䛾୍⎔䛸䛧䛶䚸ᩍ⫱ㄢ⛬䛸䛾㛵㐃䛜ᅗ䜙䜜䜛䜘䛖␃ព䛩䜛䛣䛸䚹

䛆ྰᐃഃ䛾ㄽⅬ䛇
䞉㐠ື㒊䛷䝇䝫䞊䝒άື䜢⾜䛖䛣䛸䛿䚸㧗ᰯ⏕䛻䛸䛳䛶ᚰ㌟䛾Ⓨ㐩䜢ᅗ䜛ୖ䛷㔜せ䛺ᶵ఍䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛸䚸䜎䛯䚸➇ᢏຊྥୖ䜔⏕
ᚐ䛾୍యឤ䛺䛹䛜㔊ᡂ䛥䜜䜛䛣䛸䛺䛹䛛䜙䚸⌧≧䛻䛚䛡䜛㧗ᰯ䛾㐠ື㒊άື䜢ᨵ㠉䛩䜛ᚲせ䛿䛺䛔䚹

��

࠙ཧ⪃࡟࣮ࢩ࣏ࣜ・ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ࢔ࠚᇶ࡙ࡃಶู大Ꮫのၥ㢟౛㸦ᖹᡂ1�ᖺᗘධヨ㹼㸧

❧࿨㤋大Ꮫ ⤒ႠᏛ㒊㸦ᖹᡂ27ᖺᗘ୍⯡ධヨ㸸ࠕ⤒ႠᏛ㒊࡛Ꮫࡪឤᛶ㸩࣮ࢱࣥࢭヨ㦂ࠖ㸧

䛆出題の基本方針䛇

౛年ྠᵝ、⤒Ⴀ学部で学䜆䛖䛘で期ᚅする「知ⓗዲወᚰ」、「ほᐹ力」、「Ὕᐹ力」、「Ⓨ᝿力」を評価し、ే䛫て䛭䜜䜙を௚

者にఏ䛘る「文❶表⌧力」䜒評価する䛣とを出題の基本方針とした。（❧࿨㤋大学入試᝟ሗ䝃䜲トより）
䠆ᮏヨ㦂䛾ᚓⅬୖ఩⪅䜘䜚ྜ᱁䛸䛩䜛䚹䛯䛰䛧䚸䝉䞁䝍䞊ヨ㦂䛻䛚䛔䛶ྜィᚓⅬ䛜㻟㻥㻜Ⅼ䠄ᚓⅬ⋡㻢㻡䠂䠅௨ୖ䛷䛒䜛䛣䛸䛜ྜ᱁䛾᮲௳䚹

「記述式試㦂」
௨ୗ䛾ၥ㢟䛿㻘䛒䛺䛯䛾▱ⓗዲወᚰ䚸ほᐹຊ䚸Ⓨ᝿ຊ䛚䜘䜃ᩥ❶⾲⌧ຊ䛺䛹䜢ホ౯䛩䜛䛯䜑䛾䜒䛾䛷䛩䚹ၥ䠍䡚ၥ䠏䛾
䛩䜉䛶䛻䛴䛔䛶㻘ྛゎ⟅⏝⣬䛻グ㏙䛧䛺䛥䛔䚹

問䠍䠊次のᆅᅗを見て、䛒なたのᛮ䛖䛣とを䝡ジ䝛スと関㐃䛵けて、２䠍⾜以ୖ䠏䠌⾜以内で記述しな䛥い。

㻔䛂㻹㼏㻭㻾㼀㻴㼁㻾㻓㻿 㼁㻺㻵㼂㻱㻾㻿㻭㻸㻌㻯㻻㻾㻾㻱㻯㼀㻵㼂㻱㻌㻹㻭㻼㻌㻻㻲㻌㼀㻴㻱㻌㼃㻻㻾㻸㻰䛃䛄㻞㻝ୡ⣖䛣䛹䜒ᆅᅗ㤋䛅䜘䜚㻘㻌୍㒊ಟṇ䠅

問２䠊次の⤮を見て㻘㻌㻌䛒なた䛜ឤ䛨た䛣とを㻞㻝⾜以ୖ㻟㻜⾜以内で記述しな䛥い。

䠄䛄᭷ඖ฼ኵ඲సရ 㻝㻥㻣㻟䡚㻝㻥㻤㻠䛅䜘䜚䠅

問䠏䠊次の文❶を㋃ま䛘た䛖䛘で㻘䛒なた⮬㌟の「ᖾ⚟ឤ」について㻘 㻞㻝⾜以ୖ㻟㻜⾜以内で記述しな䛥い。

㻔䜽䝺䜲䝖䞁䞉䠩䞉䜽䝸䝇䝔䞁䝉䞁௚ⴭ䞉Ḉ஭♸Ꮚヂ 䛄䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁䞉䜸䝤䞉䝷䜲䝣䛅䜘䜚㻘㻌୍㒊ಟṇ䠅

ⴭసᶒ⪅䛾チㅙ䜢ᚓ䛶䛔䛺䛔䛯䜑䚸ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛫䜣䚹

ⴭసᶒ⪅䛾チㅙ䜢ᚓ䛶䛔䛺䛔䛯䜑䚸ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛫䜣䚹

��

ⴭసᶒ⪅䛾チㅙ䜢ᚓ䛶䛔䛺䛔䛯䜑䚸ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛫䜣䚹

ᮏᩥ

�ホㄽࠊᑠㄝ➼�
㑅ᢥ⫥

࠙タၥࠚ

➹⪅の⪃ࢆ࠼ㄝ᫂ࡿࡍ㑅ᢥ
࡜ࡇࡪ㑅ࢆ⊫

㑅ᢥ⫥ࢆ㑅࡛ࢇゎ⟅

⟆ゎ࡚ࡋసᡂࢆ❶ᩥ
ᮏᩥ

�ホㄽࠊᑠㄝ➼�

࠙タၥࠚ

➹⪅の⪃ࢆ࠼ㄝ᫂ᩥࡿࡍ❶
࡜ࡇࡿࡍసᡂࢆ

⌮ゎ ⾲⌧

ᮏᩥ

�᪂⪺グ஦ࠊ⤫ィ
㈨ᩱࠊ」ᩘのㄽㄝ

ᩥ➼�

࠙タၥࠚ

ᮏᩥのෆᐜࢆᇶᩥࢆ࠼⪄࡟
❶໬࡜ࡇࡿࡍ

⟆ゎ࡚ࡋసᡂࢆ❶ᩥ ⌮ゎ �❧ㄽ� ⾲⌧

⌮ゎ

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」に䛚ける記述式のᑟ入について（䜲メージ᱌）

䖃選ᢥ式 ： タ問にῧ䛳て䜅䛥䜟しい選ᢥ⫥を選䜆問題

䖃記述式 ： ഐ⥺部䛜ព࿡する内容（➹者の⪃䛘な䛹）をㄝ᫂する問題

䖃新しいタ䜲プの記述式 ： 本文の内容を基に⪃䛘を文❶໬する問題

��



����

8ü
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8Ā

8ý
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Ā÷

次の文❶とグ䝷フをㄞ䜏䠈ᚋの問いに⟅䛘よ。

次に示すの䛿䠈㆙ᐹᗇ事ᨾ⤫ィ㈨ᩱに基䛵いてస成䛥䜜た஺通事ᨾのⓎ生௳ᩘ䠈㈇യ者ᩘ䠈Ṛ者ᩘのグ䝷フと䠈䛣の3つ
のグ䝷フを見て䠈஺通事ᨾのṚ者ᩘ䛜௚より䜒᪩く䠈平成2年（1990年）以㝆ῶᑡഴ向にな䛳ている䛣とについて䠈4ேの高校生
䛜⾜䛳たヰし合いの一部で䛒る。

䠝䛥䜣：஺通事ᨾのṚ者ᩘ䛜௚より䜒᪩く䠈平成2年（1990年）以㝆ῶᑡഴ向にな䛳ているの䛿䠈஺通安඲に関するᅜẸのព㆑
のኚ໬䛜関係しているので䛿ない䛛とᛮいます。
䛭の⿬௜けとなる㈨ᩱとして䠈「஺通㐪཯で検ᣲ䛥䜜たேᩘの推⛣䛜ศ䛛る㈨ᩱ」䛜䛒るとᛮいます。䛭の㈨ᩱを見䜜

䜀䠈㣧㓇㐠㌿䜔ス䝢ー䝗㐪཯な䛹䠈Ṛஸ事ᨾにつな䛜るよ䛖な㔜大な㐪཯の๭合䛜ᑡなくな䛳ている䛣と䛜ศ䛛る䛿䛪
です。

Ｂ䛥䜣：私䛿䠈䛣の30年㛫で㈍኎䛥䜜て䛝た⮬ື㌴のྎᩘと安඲ᛶに関係䛜䛒るとᛮいます。
つまり䠈⮬ື㌴のྎᩘ䛿年䚻ቑຍし続けているので事ᨾ௳ᩘと㈇യ者ᩘ䛿な䛛な䛛ῶ䜙な䛛䛳たけ䜜䛹䜒䠈

とい䛖䛣とです。
౛䛘䜀䠈᭱㏆30年㛫に䛚ける䠈「㌴の⥲㈍኎ྎᩘの推⛣䛜ศ䛛る㈨ᩱ」と䠈「㌴の安඲に関する⿦⨨の⿦備⋡の推⛣

䛜ศ䛛る㈨ᩱ」䛜䛒䜜䜀䠈䛣の䛣とを⿬௜ける䛣と䛜で䛝るとᛮいます。

ᅜ❧教育政策◊✲ᡤ「≉定のㄢ題に関する調査（ㄽ理ⓗなᛮ⪃）」（平成２４年２᭶実施）より一部改題

᫛和55年
(1980年)

᫛和60年
(1985年)

平成2年
(1990年)

平成7年
(1995年)

平成12年
(2000年)

平成17年
(2005年)

平成22年
(2010年)

グ䝷フ２：஺通事ᨾの㈇യ者ᩘ

᫛和55年
(1980年)

᫛和60年
(1985年)

平成2年
(1990年)

平成7年
(1995年)

平成12年
(2000年)

平成17年
(2005年)

平成22年
(2010年)

グ䝷フ䠍：஺通事ᨾのⓎ生௳ᩘ

᫛和55年
(1980年)

᫛和60年
(1985年)

平成2年
(1990年)

平成7年
(1995年)

平成12年
(2000年)

平成17年
(2005年)

平成22年
(2010年)

グ䝷フ䠏：஺通事ᨾのṚ者ᩘ

問題䜲メージ䠘౛䠍䠚

ア

ア
㻔㼍㻕

࡜ຊ⬟ࡁ࡭ࡍ㸦௬⛠㸧࡛ࠖホ౯ࢺࢫࢸ大ᏛධᏛᕼᮃ⪅Ꮫຊホ౯ࠕ
グ㏙ᘧၥ㢟ࢪ࣮࣓࢖౛࠙ࠚྎࡁࡓࡓ㸺ᅜㄒ㸼

高大接続システム改
革఍議（12/22）㓄௜

㈨ᩱより

��

Ｃ䛥䜣：私䛿䠈஺通事ᨾのṚ者ᩘ䛜平成２年（1990年）以㝆ῶᑡഴ向にな䛳ているのに䛿、་⒪の進Ṍ䛜䛛䛛䜟䛳ているとᛮ
います。஺通事ᨾに䛒䛳てᩆᛴ㌴で㐠䜀䜜一࿨をྲྀり␃めたே䛜䠈ᦙ㏦ඛの⑓㝔で䠈「以前で䛒䜜䜀ຓ䛛䜙な䛛䛳た」と
་ᖌにゝ䜟䜜たとい䛖ヰを⪺いた䛣と䛜䛒りました。䛹䛖い䛖䛣と䛛とい䛖と䠈᫇䛿事ᨾに䛒䛳てຓ䛛䜙な䛛䛳た࿨䛜ຓ䛛る
よ䛖にな䛳て䛝たので䠈事ᨾのᩘ䛿ቑ䛘て䜒ஸくなるே䛿ῶり続けて䛝たので䛿ない䛛とᛮいます。
䛭の⿬௜けとなる㈨ᩱとして䠈౛䛘䜀䠈஺通事ᨾに䛚けるᩆᛴ㌴の出ືᅇᩘの推⛣とᩆ࿨⋡の推⛣䛜ศ䛛る㈨ᩱ䛜⪃

䛘䜙䜜ます。䛭の㈨ᩱを見䜜䜀䠈

ので䛿ないでし䜗䛖䛛。

䜲

䠠䛥䜣：私䛿䠈䜏な䛥䜣のព見を⪺いて䠈次のよ䛖にヰし合いの内容をᩚ理して䜏ました。
䠝䛥䜣䠈Ｂ䛥䜣䠈Ｃ䛥䜣䛿䠈䠏ேと䜒䠈䠏つのグ䝷フをẚべて䠍つのグ䝷フ䛰け䛜␗なるഴ向を示している⌧象に着目し䠈䛭

の要ᅉについて仮ㄝを❧て䠈䛭の᰿ᣐとして⪃䛘䜙䜜る㈨ᩱをᣲ䛢て䠈䛭の㈨ᩱ䛛䜙推 䛥䜜る内容を述べ䜙䜜ました。
䛣䜜䛛䜙䠈ⓙ䛥䜣の仮ㄝを検ドするための検討䜔㈨ᩱ཰㞟をしてい䛝まし䜗䛖。（以下䠈省␎）

問２ ✵ḍ でＣ䛥䜣䛿䛹のよ䛖にⓎゝしたでし䜗䛖䛛。䛒なた䛜⪃䛘る内容を䠈㻤㻜Ꮠ以ୖ䠈㻝㻜㻜Ꮠ以内で書䛝な䛥い
（ྃㄞⅬを含む。）。

䜲

問䠍 Ｂ䛥䜣䛿䠈下⥺部㻔㼍㻕「つまり」以下で䠈䛹のよ䛖な内容を述べる䛣とになる䛛。
✵ḍ に当て䛿まる㐺ษな内容を㻠㻜Ꮠ以内で書䛝な䛥い（ྃㄞⅬを含む。）。ア

䠘ゎ⟅౛䠚
問䠍 ア ⮬ື㌴の安඲ᛶ䛜向ୖして䛝たので䠈Ṛ者ᩘ䛿ῶ䛳て䛝た（26Ꮠ）

問２ 䜲 ᩆᛴ㌴の出ືᅇᩘについて䛿஺通事ᨾのⓎ生௳ᩘ䜔㈇യ者ᩘと䜋䜌ྠᵝにୖ᪼ഴ向で推⛣しているのに対し䠈
ᩆ࿨⋡について䛿Ṛ者ᩘの推⛣と䛿㏫にୖ᪼ഴ向で推⛣している䛣と䛜ศ䛛る（84Ꮠ）

࡜ຊ⬟ࡁ࡭ࡍ㸦௬⛠㸧࡛ࠖホ౯ࢺࢫࢸ大ᏛධᏛᕼᮃ⪅Ꮫຊホ౯ࠕ
グ㏙ᘧၥ㢟ࢪ࣮࣓࢖౛࠙ࠚྎࡁࡓࡓ㸺ᅜㄒ㸼

高大接続システム改
革఍議（12/22）㓄௜

㈨ᩱより

��

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の検討状況について䐟 平成２䠔年䠔᭶䠏䠍᪥
公表㈨ᩱより抜⢋

䠍䠊記述式問題のᑟ入

（䠍）記述式のᑟ入ព義

○ 記述式で䛿、テ䜽ストの内容（➹者の⪃䛘な䛹）をㄝ᫂する「文❶のゎ㔘」䛰けでなく、テ䜽スト

の内容を基に⪃䛘を文❶໬する「文❶による表⌧」のプロセスを評価で䛝る。

○ ᅜ❧大学の஧次試㦂に䛚いて䜒、ᅜ語、小ㄽ文、⥲合問題のい䛪䜜䜒ㄢ䛥ないເ㞟ேဨ䛿、

඲体の⣙䠒๭にの䜌る。

ඹ通テストに記述式問題をᑟ入し、よりከくのཷ㦂者にㄢす䛣とにより、入学者選抜に䛚いて、

⪃䛘をᙧ成し表⌧する⬟力な䛹をよりⓗ☜に評価する䛣と䛜で䛝る。䛣の䛣とで、高等学校に䛚

ける⬟ືⓗな学習をಁ進する。

○ ඹ通テストの中で記述式問題を実施する䛣とで、記述式試㦂で評価すべ䛝⬟力に関する高

校・大学㛫でのඹ通理ゎを῝める䛣と䛜で䛝るとと䜒に、ಶู大学の問題స成䜔᥇Ⅼの㈇担を

㍍ῶ。

（２）評価すべ䛝⬟力䜔స問の構㐀

中ኸ教育審議఍に䛚ける次期学習ᣦᑟ要㡿の議ㄽ䜒㋃ま䛘、ᅜ語とᩘ学について、選ᢥ式・記

述式と「ᛮ⪃のプロセス」の関係、ඹ通テストとಶู選抜に䛚いて䛭䜜䛮䜜評価すべ䛝⬟力䜔స

問の⪃䛘方を᫂☜໬。
��

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の検討状況について䐠

䠍䠊記述式問題のᑟ入（つ䛵䛝）

（䠏）᥇Ⅼの方法・体制

㝈䜙䜜た時㛫䜔᥇Ⅼ者の体制の中でຠ⋡ⓗに᥇Ⅼを⾜䛖ため、⌧在のᢏ⾡Ỉ準で実⌧ྍ⬟な
方法により、⟅᱌のㄞ䜏ྲྀり、文Ꮠㄆ㆑による䝕ータ໬、䜻ー䝽ー䝗䜔文❶構㐀によるศ類（䜽䝷ス
タリング）を⾜䛖䛣とについて、Ẹ㛫事ᴗ者の知見䜒㋃ま䛘な䛜䜙検討。

（４）実施時期を含む඲体の制度タィ

○ ⌧在、次の୕つの᱌を検討。
䛆᱌䠍䛇䠍᭶に実施し、センター䛜᥇Ⅼする᱌
䛆᱌２䛇䠍２᭶に実施し、センター䛜᥇Ⅼする᱌

䐟 記述式と䝬ー䜽シート式をྠ一᪥⛬で実施する᱌
䐠 䝬ー䜽シート式䛿ᚑ᮶通り䠍᭶に実施し、記述式をู᪥⛬で実施する᱌

䛆᱌䠏䛇䠍᭶に実施し、センター䛜䝕ータをฎ理し、䛭䜜を㋃ま䛘てྛ大学䛜᥇Ⅼする᱌

䈜 䛆᱌䠍䛇について䛿、᥇Ⅼ期㛫䛜▷期㛫となるため、⢭⦓な᥇Ⅼ䛜ྍ⬟䛛とい䛖ㄢ題䛜生䛨るとと䜒に、出題で䛝る
記述式問題の㔞・㉁䛜ᴟめて㝈定ⓗな䜒のとなる。

䈜 䛆᱌２の䐟䛇に対して䛿、高等学校教育のᙳ㡪、㐠ື部άື䜈のᙳ㡪のほⅬ䛛䜙、また、䛆᱌２の䐠䛇について䛿、
ཷ㦂者の㈇担、実施体制の☜ಖのほⅬ䛛䜙、関係者䛛䜙ᠱᛕ䛜示䛥䜜て䛚り、༑ศな検討䛜ᚲ要。

䈜 䛆᱌䠏䛇䛿䛆᱌䠍䛇䛛䜙ὴ生した䜒ので䛒る䛜、䛣の᱌に䛿、出題䜔᥇Ⅼのᖜ䛜ᗈ䛜るメリット䛜䛒る一方、ከくの検
討すべ䛝ㄽⅬ・ㄢ題䜒䛒る䛣と䛛䜙、௒ᚋ、䛭䜜䜙について༑ศな検討䛜ᚲ要。

○ ௒ᚋ、大学・高等学校等の関係ᅋ体等のព見を㋃ま䛘検討。

平成２䠔年䠔᭶䠏䠍᪥
公表㈨ᩱより抜⢋
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グ㏙ᘧ᥇Ⅼのຠ⋡໬ձ

7(67

7%3ڦ

7(67

OCR 䛆 Optical Character Reader 䛇ㄞྲྀ

テ䜻スト໬

7(67

7%&ڦ

ձࢢࣥࢽࣕ࢟ࢫᚋࠊ┠どࡿࡼ࡟᥇Ⅼ

ղ࣮࢟ࢺࢫ࢟ࢸࡿࡼ࡟࣮ࣕࢳࣥࣃ໬ᚋࠊ
┠どࡿࡼ࡟᥇Ⅼ

ճ2&5࡛ㄞࢺࢫ࢟ࢸࠊࡾྲྀࡳ໬ᚋࠊ
ࠊศ㢮ᚋ࡛ࢢࣥࣜࢱࢫࣛࢡ
┠どࡿࡼ࡟᥇Ⅼ

7(67
մཷ᳨⏕ࡀ┤接ධຊࢺࢫ࢟ࢸࡾࡼ࡟໬ࠊ┠どࡿࡼ࡟᥇Ⅼ

ス䜻䝱䝘ーㄞྲྀ
⏬ീ໬

䜽䝷スタリング

ᅜ語、ᩘ学に䛚いて㉥実⥺の実⌧を
検討 ͤセンター᥇Ⅼのሙ合

ᅜ語、ᩘ学に䛚いて㉥実⥺の実⌧を
検討 ͤセンター᥇Ⅼのሙ合

㹕
㹃
㹀
᥇
Ⅼ
ࢩ
ス
テ
࣒
࡬
の
ᑐ
ᛂ
ྍ

ࢥ
ࣥ
ࣆ
䣻
䤀
ࢱ
࡟
ࡼ
ࡿ
᥇
Ⅼ
ᨭ
᥼

ࢩ
ス
テ
࣒
࡬
の
ᑐ
ᛂ
ྍ
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グ㏙ᘧ᥇Ⅼのຠ⋡໬ղ

䝕ジタル໬した記述式問題のゎ⟅を、テ䜻ストฎ理により類ఝしたゎ⟅䛤とにグループ໬（䜽䝷スタ
リング）し、グループ䛤とに᥇Ⅼを⾜䛖。䛣の䛣とにより、᥇Ⅼຠ⋡䛜向ୖし、᥇Ⅼ時㛫䜔᥇Ⅼのᦂ䜙
䛞をῶ䜙す䛣と䛜期ᚅで䛝る。

䛆䜽䝷スタリングの䜲メージ䛇

䛆䜽䝷スタリングによる᥇Ⅼのຠ⋡໬䛇

類ఝしたゎ⟅䛤と
にグループ໬する

䜽䝷スタリング

䛆問䠍䛇
ゎ⟅A

䛆問䠍䛇
ゎ⟅A’

䛣の時のගᬒ䛜⬻
⿬に↝䛝ついて・・・

䛆問䠍䛇
ゎ⟅B

䛆問䠍䛇
ゎ⟅B’

䛆問䠍䛇
ゎ⟅C

䛆問䠍䛇
ゎ⟅C’

ᚰの⨶針┙で 㔞し
てとい䛖ẚ႘を౑䛳
て・・・

・・・文❶をㄞむ時㛫
の㇏䛛䛥をឤ䛨る䛣
と䛜・・・

・・・文をㄞむ䛣とで
㇏䛛な時㛫をす䛤
す䛣と䛜・・・

・・・・・・・・

䛣の時のගᬒ䛜目
に↝䛝ついて・・・

䛆౛䛇 ᚰの⨶針┙を⏝い
てとい䛖ẚ႘を⏝い
る䛣とで・・・

䛆౛䛇

䛆౛䛇

・・・・・・・・

・・・・・・・・

᥇Ⅼ

グループ䛤とに᥇
Ⅼ

�0
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「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の記述式の実施方法・時期の䜲メージ（たた䛝ྎ）

䠍２᭶ 䠍᭶ ２᭶ 䠏᭶䠍䠍᭶

ಶู学力検査（実施：２᭶䠍᪥䡚）

䠝䠫入試

推⸀入試

㸺ၥ㢟ࢪ࣮࣓࢖㸼
ฟ㢟࡛ࡿࡁၥ㢟ᩘ࣭ᩥᏐᩘࡀᴟ࡚ࡵ㝈ᐃⓗ

᱌䠍（䠍᭶実施᱌：センター᥇Ⅼ）

ͤ⌧⾜のセンター試㦂฼⏝のᅜ公❧のAO・推⸀、
私❧の一⯡入試等の合᱁Ⓨ表時期に␃ព

1᭶

高
校
ᐃ
ᮇ
⪃
ᰝ

12᭶ୖ᪪

大
学
叙
の
ᡂ
⦼
ᥦ
౪
（咇
᭶
咇
᪥
哎
）

ᩥ
໬
⚍

య
育
⚍

９䡚䠍䠌᭶㡭

᥇Ⅼ期㛫（ὀ）

⣙䠍䠑᪥䡚２䠑᪥
（䠆）

グ
㏙
ᘧ

・ᅜ公❧の䠝䠫・推⸀

・私❧の一⯡入試等
合᱁Ⓨ表

⤖
ᯝ
ᥦ
౪

2᭶初᪪㡭

ᅜ
බ
❧
๓
ᮇ
ヨ
㦂
（咇
᭶
25
᪥
哎
）

ᅜ
බ
❧
ᚋ
ᮇ
ヨ
㦂
（
咈
᭶
12
᪥
哎
）

ᅜ
බ
❧
๓
ᮇ
ྜ
᱁
発
⾲
（
咈
᭶
咆
᪥
哎
咈
᭶
10
᪥
）

（ͤ

ᅜ
❧
叐
咋
᪥
哎
）

ᅜ
බ
❧
ᚋ
ᮇ
ྜ
᱁
発
⾲
（
咈
᭶
20
᪥
哎
咈
᭶
24
᪥
）

ᅜ
බ
❧
➨
୍
ẁ
㝵
選
抜
⤖
ᯝ
発
⾲
（咇
᭶
10
᪥
）

高
校
༞
ᴗ
ᘧ
（
咈
᭶
ୖ
᪪
）

බ
❧
୰
ᮇ
ヨ
㦂
（
咈
᭶
咍
᪥
哎
）

බ
❧
୰
ᮇ
ྜ
᱁
発
⾲
（
咈
᭶
20
᪥
哎
咈
᭶
23
᪥
）

࠙᥇Ⅼᮇ㛫の๓ᥦ᮲௳㸦᱌㸯ࠊ᱌㸰㸧ࠚ
ᐇാ800ே㸭᪥ی
᝿ᐃࢆ大53୓ே᭱ࡣᩘ⪅㦂ཷی
2ྡ࡛᥇Ⅼࢆ௳ṇ⟅᮲ྛی
⏝౑ࢆࢢࣥࣜࢱࢫࣛࢡࡣ᥇Ⅼసᴗی

ͤ᥇ⅬᴗົࡣẸ㛫のά⏝ࢆ᝿ᐃࠊࡾ࠾࡚ࡋ୙☜ᐃ
せ⣲ࠊࡵࡓࡿ࠶ࡶ᥇Ⅼᮇ㛫ࡣኚືྍࡿࡍ⬟ᛶࠋ

12᭶

㸺ၥ㢟ࢪ࣮࣓࢖㸼
୍ᐃのၥ㢟ᩘ࣭ᩥᏐᩘࢆฟ㢟

᱌２䠘䠍２᭶実施᱌：センター᥇Ⅼ䠚
᥇Ⅼ期㛫（ὀ） ⣙䠏䠌䡚４䠌᪥⛬度

䠆年ᮎ・年ጞの期㛫を㝖く

グ
㏙
ᘧ

⤖
ᯝ
ᥦ
౪

2᭶初᪪

ᅜ
❧
大
学
の
咒
咠
呍᥎
⸀
入
ヨ
の
ྜ
᱁
発
⾲

（吒
呉
吖
呎
ヨ
㦂
฼
⏝
）（咇
᭶
10
᪥
ま
で
）

㸺ၥ㢟ࢪ࣮࣓࢖㸼
ၥ㢟ᩘ࣭ᩥᏐᩘ࣭సၥෆᐜࢆᰂ㌾࡟タᐃ࡜ࡇࡿࡍ
⬟ྍࡀ

᱌䠏（䠍᭶実施᱌：センター・大学ඹྠ᥇Ⅼ）

1᭶

グ
㏙
ᘧ

2᭶ୖ᪪㡭

䠄ὀ䠅 ᥇Ⅼᮇ㛫䛻䛿䚸᥇Ⅼ䛾஦๓䞉஦ᚋ䛾䚸᥇Ⅼᇶ‽䛾☜ᐃ䚸◊ಟ䚸ᡂ⦼ᥦ౪‽ഛ➼䛻ಀ䜛ᮇ㛫䜢ྵ䜐䚹

センター䛜䝕ータを
ฎ理する期㛫
⣙２䠌᪥䡚（䠆）

ᅜ
බ
❧
๓
ᮇ
呍ᚋ
ᮇ
出
㢪
ཷ
௜

（咆
᭶
25
᪥
哎
咇
᭶
咈
᪥
）

࠙ඹྠ᥇Ⅼの௙⤌ࡳ㸦᱌㸱㸧の୍౛ࠚ
ᙧᘧ㠃࡛の☜ㄆ➼㸧ࠊࢢࣥࣜࢱࢫࣛࢡᐃのฎ⌮㸦୍ࠊ㸸᥇Ⅼᇶ‽సᡂ࣮ࢱࣥࢭی
ᐃุࠊ฼⏝大Ꮫ㸸ෆᐜ㠃の᥇Ⅼی
ͤ᥇Ⅼ࡟ಀࡿᙺ๭ศᢸࠊ࡚࠸ࡘ࡟௒ᚋࠊ大Ꮫ㛵ಀ⪅➼࡜ㄪᩚ

䠄䠆䠅 ᐇ᪋᫬ᮇ䜢᪩䜑䛯䜚䚸⤖ᯝᥦ౪䛾᫬ᮇ䜢㐜䜙䛫䜛䛣䛸䜒᳨ウ䚹

吞
呎
吖
ᥦ
౪

※⌧⾜䛾ධヨ༊ศ䜔ධヨ᪥⛬➼䜢䜒䛸䛻సᡂ䠄኱ᏛධᏛ⪅㑅ᢤᐇ᪋せ㡯ୖ䛾༊ศ䛾ᅾ䜚᪉➼䛻䛴䛔䛶ぢ┤䛧䜢᳨ウ୰䠅

ྛ大学᥇Ⅼ

�1

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の検討状況について䐡

２䠊英語のከᢏ⬟を評価する問題

○ 英語の４ᢏ⬟評価を着実に推進するため、

・ ᑗ᮶ⓗに䛿、ཷ検ᩱ㈇担に㓄៖しつつ、関係者のព見を㋃ま䛘な䛜䜙、㈨᱁・検定試㦂のά⏝の

䜏により英語４ᢏ⬟を評価する䛣とを目ᣦす䛣と。

な䛚、㈨᱁・検定試㦂䛿、高等学校学習ᣦᑟ要㡿とのᩚ合ᛶ䜔大学入学者選抜試㦂としてのጇ

当ᛶ、ཷ検ᩱ㈇担のᢚ制な䛹で一定の基準を‶たす䜒のとして、ᅜ（センター）䛜ㄆ定した䜒のとす

る䛣と。

・ 当㠃䛿、㈨᱁・検定試㦂の状況を見定めつつ、センターに䛚いて英語の試㦂（リー䝕䜱ング、リス䝙

ング）を実施し、ㄆ定した㈨᱁・検定試㦂の２ᢏ⬟（䝷䜲テ䜱ング、ス䝢ー䜻ング）の結果とඹ通テスト

の結果を⤌合䛫、評価する䛣とな䛹䜒ే䛫て実施する䛣と。

な䛹を検討している。

平成２䠔年䠔᭶䠏䠍᪥
公表㈨ᩱより抜⢋

��

䡚䠍２᭶ 䠍２᭶㼛㼞䠍᭶（䈜２）

４ᢏ⬟
㈨᱁・検定試㦂
（ㄆ定ͤ䠍）

４ᢏ⬟
㈨᱁・検定試㦂

（ㄆ定）

４ᢏ⬟
㈨᱁・検定試㦂

（ㄆ定）

ͤ䠍 ㄆ定基準にᛂ䛨て、䐟᪤Ꮡの㈨᱁・検定試㦂の䜹スタ䝬䜲䝈、䐠新つの㈨᱁・検定試㦂のᑟ入䜒䛒り䛖る。
ͤ㸰 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ㸯᭶の཮᪉࡜㸯㸰᭶ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟᫬ᮇࡿࡍᐇ᪋ࡀ࣮ࢱࣥࢭ
ͤ㸱 大Ꮫ࠿ࢀࡎ࠸ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟㸦ཪࡑࡣの⤌ࡏࢃྜࡳ㸧のά⏝᪉ᘧࢆ㑅ᢥࡋබ⾲㸦㑅ᢤᐇ᪋せ㡯᫂࡟グ㸧ࠋ

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の英語４ᢏ⬟評価の実施ᙧែについて（たた䛝ྎ）

࠙᱌㸯ࠚ㸲ᢏ⬟の㈨᱁᳨࣭ᐃヨ㦂ά⏝

４ᢏ⬟
㈨᱁・検定試㦂

（ㄆ定）
大学で䛿、 をά⏝

ͤセンターで䛿
実施䛫䛪

䡚䠍２᭶ 䠍２᭶㼛㼞䠍᭶（䈜２）

４ᢏ⬟
㈨᱁・検定試㦂
（ㄆ定ͤ䠍）

４ᢏ⬟
㈨᱁・検定試㦂

（ㄆ定）

４ᢏ⬟
㈨᱁・検定試㦂

（ㄆ定）

Reading
Listening

䝬ー䜽式(センター)

４ᢏ⬟
Speaking
Writing

Reading
Listening㻗䜔大学で䛿、 等を選ᢥしά⏝（䈜䠏）

࠙᱌㸰ࠚⱥㄒ㸲ᢏ⬟㸦㸰ᢏ⬟㸧の㈨᱁᳨࣭ᐃヨ㦂ά⏝㸩㸰ᢏ⬟の࣮ࢱࣥࢭᐇ᪋

４ᢏ⬟のẸ㛫ά⏝䛆᱌䠍䛇
を見ᤣ䛘な䛜䜙、当㠃

センターに䛚いて䜒試㦂
を実施する᱌

別紙７

��

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の検討状況について䐢

○ ᛮ⪃力・ุ᩿力を一ᒙ㔜どしたస問䜈の改善のල体ⓗな在り方

中ኸ教育審議఍教育ㄢ⛬௻⏬≉ู部఍の議ㄽ䜒㋃ま䛘、ྛ教科・科目の≉ᛶを㋃ま䛘つつ、ᛮ

⪃力・ุ᩿力を一ᒙ㔜どしたస問䜈の改善をᅗるため、大学入試センターにస問体制をᩚ備。

○ 出題科目ᩘの⡆⣲໬

ཷ㦂者ᩘ・成績提供者ᩘのື向䜔ྛ大学の試㦂科目の位⨨䛵けの状況を把握するとと䜒に、

学習ᣦᑟ要㡿の内容等䜒຺᱌しつつ、高校生の科目選ᢥのᖜに㓄៖して、౛䛘䜀、次のよ䛖な出

題科目のྲྀᢅいについて、௒ᚋ、関係方㠃と調ᩚ。

・「ᩘ学䊠」と「ᩘ学䊠・ᩘ学䠝」、「ᩘ学䊡」と「ᩘ学䊡・ᩘ学Ｂ」のྲྀᢅい

・「⡙記・఍ィ」、「᝟ሗ関係基礎」のྲྀᢅい

・「ୡ⏺ྐ䠝」と「ୡ⏺ྐ㻮」、「᪥本ྐ䠝」と「᪥本ྐ㻮」、「ᆅ理䠝」と「ᆅ理Ｂ」、「೔理」「政἞・⤒῭」と

「೔理、政἞・⤒῭」のྲྀᢅい

䠏䠊䝬ー䜽シート式問題の改善

平成２䠔年䠔᭶䠏䠍᪥
公表㈨ᩱより抜⢋

��

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」プレテストの実施

㸰㸬ᐇ᪋ෆᐜ

㸱㸬㐩ᡂ┠ᶆ・ᡂᯝ

㸯㸬⫼ᬒ・┠ⓗ
高大接続改革ࢆᐇ⌧ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋ大ᏛධᏛ⪅㑅ᢤࠕࠊ࡚࠸࠾࡟Ꮫຊの㸱せ⣲ࠖࢆከ㠃ⓗ・⥲ྜⓗ࡟ホ౯

ࡣၥ㢟࠺ၥࢆᛮ⪃ຊ・ุ᩿ຊ・⾲⌧ຊࠖࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ヨ㦂࣮ࢱࣥࢭの大Ꮫධヨ⾜⌧ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ
。᭦なる改善䛜ᚲ要ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜୰ᚰࡀၥ㢟࠺ၥࢆࠖ⬟㆑・ᢏ▱ࠕののࡶࡿ࠶

䛭のため、୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟఍⟅⏦㸦ᖹᡂ㸰㸴ᖺ㸯㸰᭶㸧ࡸ高大接続࣒ࢸࢫࢩ改革఍㆟᭱ࠕ⤊ሗ࿌ࠖ㸦ᖹᡂ㸰㸶ᖺ㸱
᭶㸧➼ࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ「知㆑・ᢏ⬟」を基┙とした「ᛮ⪃力・ุ᩿力・表⌧力」を中ᚰに評価する「大学入学希望者学力評価テ
スト（仮称）」を෇⁥に実施・ᑟ入するため、記述式のస問・᥇Ⅼを含むテストのಙ㢗ᛶ・ጇ当ᛶについての実ドⓗ検ド、試
㦂問題の㞴᫆度、㐠Ⴀୖの問題の検ド、ト䝷ブルⓎ生時の検ド、Ẹ㛫知見のά⏝等を⾜䛖ための試⾜テスト（プレテスト）
の実施に向けたᚲ要⤒㈝について支援。

࠙ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘࠚ
ᡤ㸧࠿㤳㒔ᅪ㸯㸮㸮ࠊᐇ᪋㸦㸳୓ேつᶍࢆࢺࢫࢸࡓࡵྵࡶの検ドࡵࡓᖹᡂ㸱㸮ᖺᗘの大つᶍᐇ᪋のە
㸦୺࡞ෆᐜ㸧
㸯㸬ᐇ᪋௻⏬㸦ᐇ᪋ෆᐜࠊグ㏙ᘧၥ㢟ࠊⱥㄒ➼㸧
㸰㸬ヨ㦂ၥ㢟のసᡂ㸦ͤ㸧ཬࡧసᡂၥ㢟のࢡࢵ࢙ࢳ・ศᯒ
㸱㸬グ㏙ᘧၥ㢟の᥇Ⅼᨭ᥼࣒ࢸࢫࢩのᵓ⠏ཬࡧ᥇Ⅼ࣐ࣝ࢔ࣗࢽసᡂ㸦ᅜㄒᩘࠊᏛ㸧
㸲㸬ࢺࢫࢸࣞࣉᐇ᪋・᥇Ⅼ㸦�୓ேつᶍࠊ㤳㒔ᅪ100ヨ㦂ሙ㸧
㸳㸬࣒ࢸࢫࢩࢺࢫࢸᵓ⠏㸦ᚿ㢪⚊ཷࠊ㦂⚊ࠊᡂ⦼ᥦ౪➼㸧

ͤ�ᅜㄒᩘࠊᏛࠊᆅṔ・බẸࠊ⛉⌮ࠊⱥㄒࠊ≉ูの㓄៖➼

ۑ グ㏙ᘧၥ㢟のᐇ᪋᪉ἲ・᥇Ⅼ᪉ἲ➼の検ド
ۑ ᐇ᪋㐠Ⴀせ㡿㸦ᐇ᪋せ㡿ࠊ┘╩せ㡿➼㸧のసᡂࡴྵࢆヨ㦂ᐇ᪋体制のᵓ⠏

࠙ᖹᡂ㸱㸮ᖺᗘ㸦ணᐃ㸧ࠚ
ᵝのᙧᘧ࡛ᐇ᪋㸦10୓ேつྠ࡜㸦௬⛠㸧ࠖࢺࢫࢸ大ᏛධᏛᕼᮃ⪅Ꮫຊホ౯ࠕࠊ࡚࠸ࡘ࡟➼᥇Ⅼ体制ࠊᐇ᪋体制ە

ᶍ㸧
࠙ᖹᡂ㸱㸯ᖺᗘ㸦ணᐃ㸧ࠚ
ᐇ᪋㸦㸯㹼㸳୓ேつᶍ㸧࡚࠸ࡘ࡟➼ෆᐜࡁ࡭ࡍ改ၿࠊ࠼ࡲ㋃ࢆᖹᡂ㸱㸮ᖺᗘᐇ᪋ە

㸧ࡴྵࢆの➼໬の検討ࡵࡓᐇ᪋㸦」ᩘᅇᐇ᪋のࢆ検討ࡓࡅྥ࡟㹁㹀㹒のᑟධࠊの௚ࡑͤ

㸦௬⛠㸧ࠖࢺࢫࢸ大ᏛධᏛᕼᮃ⪅Ꮫຊホ౯ࠕࡣᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘ㹼ᖹᡂ㸱㸯ᖺᗘの㸱ᖺ㛫㸦ᖹᡂ�0ᖺᗘࠊࡣᨭ᥼ᮇ㛫ە
ᵝのᙧᘧ࡛ᐇ᪋ணᐃ㸧ྠ࡜

平成２９年度ᴫ⟬要ồ㢠 䠍䠍൨෇

��

２䠔年度 ２９年度 䠏䠌年度 䠏䠍年度 䠏２年度
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科
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題
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容
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囲
、
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述
式

及
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英
語
の
実
施
方
法
と
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施
時
期
、
プ
レ
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ト

の
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施
内
容
、
正
式
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施
ま
で
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ケ
ジ
ュ
ー
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な
ど
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学
入
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者
学
力
評
価

テ
ス
ト
（
仮
称
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᪋

導
入
ま
で
の
検
証
等
（
予
算
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業
）
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フ䜱ージ䝡リテ䜱検
ド事ᴗ

事前プレテスト プレテスト ☜ㄆプレテスト

ཷ㦂者ᩘ 500ே 5୓ேつᶍ 10୓ேつᶍ ᮍ定

対象者 大学1年生 高校3年生・大学1年生 高校3年生 ᮍ定

対象教科
等

ᅜ語、ᩘ学、理科
（≀理）、ᆅṔ（ୡ
⏺ྐ）、英語（䠬）

ᅜ語、ᩘ学、ᆅṔ・公Ẹ、理科、
英語、≉ูの㓄៖等（䈜）
䈜ල体の対象科目䛿要検討

ᅜㄒᩘࠊᏛࠊᆅṔ・බẸࠊ⌮
の㓄៖➼（䈜）ู≉ࠊⱥㄒࠊ⛉
䈜ල体の対象科目䛿要検討

ᮍ定

実施時期
11᭶、1᭶、
２䡚䠏᭶

11᭶ 12᭶ ᮍ定

䈜䛭の௚、ＣＢＴのᑟ入に向けた検討を実施。（」ᩘᅇ実施のための等໬の検討を含む。）
��

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」のᑟ入スケジュール（検討中）
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䠍䠊「高大接続改革」の理ᛕと⤒⦋

２䠊高等学校教育の改革

䠏䠊大学教育の改革

４䠊大学入学者選抜の改革

䠑䠊䛭の௚

��

ึ ᖺ ḟ ᩍ ⫱

幼稚園･保育所・認定こども園幼稚園･保育所・認定こども園

小･中学校小･中学校

高等学校高等学校

大 学大 学

専
門
学
校
等

専
門
学
校
等

就

職

等

就

職

等

家庭

高
等
ᑓ
㛛
学
校

ᑓ
ಟ
学
校

高
等
ㄢ
⛬

䛆学科䛇：ᬑ通科・ᑓ㛛学科・⥲合学科
䛆ㄢ⛬䛇：඲᪥制・定時制・通ಙ制ㄢ⛬
（ͤ）≉ูな支援をᚲ要とする生ᚐ、୙Ⓩ校等䜒Ꮡ在する䛣と。

༞ᴗㄆᐃ࣭Ꮫ఩ᤵ୚の᪉㔪

ᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂ࣭ᐇ᪋の᪉㔪

ධᏛ⪅ཷධの᪉㔪

方針に対ᛂ
方針にἢ䛳た選抜の
実施

高➼Ꮫᰯᇶ♏Ꮫຊࢺࢫࢸ㸦௬⛠㸧高
校
学
⩦

ᣦ
導
せ
㡿

社会への送り出し

大学入学者選抜

大ᏛධᏛᕼᮃ⪅Ꮫຊホ౯ࢺࢫࢸ㸦௬⛠㸧

方針にἢ䛳た初年次教
育の実施

（学校教育の入りཱྀ䛛䜙出ཱྀまで一㈏して♫఍との関係を㔜ど）

♫

఍

ே

高
校
୰
㏥
⤒
㦂
者

ึ➼୰➼ᩍ⫱ࡽ࠿大Ꮫᩍ⫱࡛ࡲの୍㈏ࡓࡋ接続ࢪ࣮࣓࢖㸦高大接続改革の඲体ീ㸧

��

䖃 大学入学者選抜改革推進ጤク事ᴗ：䠏൨෇（前ྠ）

大ᏛධᏛ⪅㑅ᢤࠕࡿࡅ࠾࡟ᛮ⪃ຊ➼ࠖࠕࡸ୺体ᛶ➼ࠖのホ౯の推進に向けࠊ大ᏛධᏛ⪅㑅ᢤ改革ࢆ進࡛ୖࡿࡵのㄢ㢟࡚࠸ࡘ࡟のㄪᰝ・ศᯒࠊ࡜
ࠋࡴ⤌ࡾྲྀ࡚ࡋ評価ᡭ法の◊✲・㛤Ⓨ等について、ཷク機関と協力大学䛜༠ാ࡞ࡓ᪂ࡿࡍホ౯࡟㐺ษࡾࡼࢆࠖ➼୺体ᛶࠕࡸࠖ➼ᛮ⪃ຊࠕ
・ ே文♫఍ศ㔝、理ᩘศ㔝、᝟ሗศ㔝の評価ᡭ法 ・ 㠃接䜔書類審査等教科・科目によ䜙ない評価ᡭ法

䖃 「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」プレテストの実施：䠍䠍൨෇䛆新つ䛇

大
学
入
学
者
選
抜
改
革

共
通

テ
ス
ト

改
革

䖃 大学教育෌生ຍ㏿プログ䝷ム（䠝䠬）「高大接続改革推進事ᴗ」 ：䠍䠓൨෇（前ྠ）
高➼Ꮫᰯࡸ♫఍࡜の෇࡞⁥接続のࠊ࡜ࡶ㸱ࡘの᪉㔪㸦ࠕ༞ᴗㄆᐃ・Ꮫ఩ᤵ୚の᪉㔪ࠖࠕᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂ・ᐇ᪋᪉㔪ࠖࠕධᏛ⪅ཷධࢀの᪉
㔪ࠖ㸧࡟ᇶ࡙ࠊࡁධཱྀࡽ࠿ฟཱྀ࡛ࡲ㉁ಖドのకࡓࡗ大Ꮫᩍ⫱ࢆᐇ⌧ࠊࢢࣥࢽ࣮ࣛ・ࣈ࢕ࢸࢡ࢔ࠊࡵࡓࡿࡍᏛಟᡂᯝのྍど໬ࠊධヨ改革・高
大接続ࠊ㛗ᮇᏛእᏛಟࠊ࣒ࣛࢢࣟࣉ༞ᴗ᫬ࡿࡅ࠾࡟㉁ಖドのྲྀ⤌のᙉ໬ࢆᅗࠊࡾ大Ꮫᩍ⫱改革୍ࢆᒙ推進ࠋࡿࡍ

入
口
か
ら
出
口

ま
で
質
保
証
を

伴
っ
た
大
学
教

育
の
実
現

大
学
教
育
改
革

先
進
的

評
価
手
法
の

共
同
開
発

高
等
学
校
基

礎
学
力
テ
ス

ト
（
仮
称
）
の

導
入
検
討
等

高
等
学
校

教
育
改
革

䖃 高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のための◊✲㛤Ⓨ事ᴗ：䠏൨෇䛆ᣑ඘䛇

「高等学校基礎学力テスト（仮称）」のᑟ入に向けて、学習ᣦᑟ体制䜔教ᮦ㛤Ⓨ等とと䜒に、試⾜実施に向けてのフ䜱ージ䝡リテ䜱を☜ㄆするためのプ
レテストの実施等を⾜䛖。

高大接続改革の推進
ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘᴫ⟬せồ 㸴㸲൨෇

ᖹᡂ��ᖺᗘࡽ࠿ᐇ᪋ࠕࡿࡍ大ᏛධᏛᕼᮃ⪅Ꮫຊホ౯ࢺࢫࢸ㸦௬⛠㸧ࠖࢆ෇࡟⁥ᑟධ・ᐇ᪋ࠊࡵࡓࡿࡍグ㏙ᘧのసၥ・᥇Ⅼࢺࢫࢸࡴྵࢆの
ಙ㢗ᛶ・ጇᙜᛶ࡚࠸ࡘ࡟のᐇドⓗ検ドࠊヨ㦂ၥ㢟の㞴᫆ᗘࡸ㐠Ⴀୖのၥ㢟の検ドࣝࣈࣛࢺࠊⓎ⏕᫬の検ドࠊẸ㛫の▱ぢのά⏝➼ࡓ࠺⾜ࢆ
ࠋࡿࡍᨭ᥼࡚࠸ࡘ࡟㈝⤒ᚲせࡓࡅྥ࡟㸧のᐇ᪋ࢺࢫࢸࣞࣉ㸦ࢺࢫࢸ⾜のヨࡵ

ཝ࠸ࡋ᫬௦ࢆ஌ࡾ㉺ࠊ࠼᪂࡞ࡓ౯್ࢆ๰㐀ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋ▱㆑㔞ࠕࡃ࡞࡛ࡅࡔ┿
のᏛࡪຊࠖ㸦ͤ㸧ࡀᚲせ

※「知識・技能」「思考⼒・判断⼒・表現⼒」「主体性を持って多様な⼈々と協働して学ぶ態度」の学⼒の三要素か

ら構成される⼒

ከᵝ࡞⫼ᬒࢆᣢࡘᏊ౪୍ࡕࡓே୍ேࢀࡒࢀࡑࠊࡀのክࡸ┠ᶆのᐇ⌧࡚ࡅྥ࡟Ꮫࡧດຊ
ࡿࡏ࠿఍࡛ⰼ㛤♫ࠊࡋホ౯࡚ࡵṆࡅཷ࡜ࡾ࠿ࡗࡋࠊࢆࡡ㔜ࡳ✚ࡓࡋ

఍のኚ໬♫ࠊ࡝࡞ᖺ㱋ேཱྀのᛴῶ⏘⏕ࡸ໬の進ᒎࣝࣂ࣮ࣟࢢ

新しい時௦にᚲ要となる㈨㉁・⬟力

主体ⓗ・協ാⓗな学䜃な䛹を通䛨て
「 ┿ の 学 䜆 力 」 を 育 成 す る 高 等
学校教育

高等学校まででᇵ䛳た力を᭦に向ୖ
䛥䛫、♫఍䜈㏦り出す大学教育

学力の୕要⣲をከ㠃ⓗ・⥲合ⓗに評
価 す る 大 学 入 学 者 選 抜

高大接続改革

（関㐃予⟬を含む）

ูῧ㈨ᩱ䠑

ͤ ୖ記の䜋䛛、基┙ⓗ⤒㈝に䛚いて、ಶู大学の入学者選抜改革等のྲྀ⤌を支援（ᅜ❧大学法ே㐠Ⴀ㈝஺௜㔠、私学ຓ成（私❧
大学等改革⥲合支援事ᴗ））。（ྲྀ⤌౛） ア䝗䝭ッシ䝵ン・オフ䜱スの඘実・ᙉ໬、 ア䝗䝭ッシ䝵ン・オフ䜱䝃ーの育成・㓄⨨、 「学力の䠏要⣲」をከ㠃ⓗ・⥲合ⓗに評価

する入学者選抜の推進、 高等学校ẁ㝵の学習成果の評価に関する䝕ータ䝧ースの構⠏な䛹。

高大接続改革の推進

��

○ 大学入学者選抜実施要項の見直しの予告（平成２９年度初頭を目途に通知予定）に向け、以下について検討。

・入学者選抜の実施に係る新たなルールの検討、調査書・提出書類の在り方の検討 等

大学入学者選抜方法の改善に関する協議

○ 平成２９年度初頭に「実施方針」を策定・公表すべく、以下について検討。
・基礎学力の定着度合いを把握し結果提供するための方法、ＣＢＴ等によるテスト実施システムの在り方 等

「高等学校基礎学力テスト（仮称）」検討・準備グループ

○ 平成２９年度初頭に「実施方針」を策定・公表すべく、以下について検討。
・対象教科・科目の出題内容と範囲、記述式・英語の実施方法と実施時期、成績表示、プレテストの実施内容、
正式実施までのスケジュール、名称 等

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」検討・準備グループ

○ 新テストの実施主体について検討

新テスト実施主体に関する省内検討体制

文部科学省改革推進本部・高大接続改革チーム

○リーダー：安西祐一郎文部科学省顧問、副リーダー：鈴木寛前文部科学大臣補佐官

○メンバー：文部科学事務次官、小松文部科学審議官、大臣官房長、生涯学習政策局長、初等中等教育局長、高等教育局長、
私学部長、浅田大臣官房審議官（高大接続・初等中等教育局担当）、義本大臣官房審議官（高等教育局担当）、荒
瀬克己大谷大学教授（「高等学校基礎学力テスト（仮称）」検討・準備グループ主査）、岡本和夫大学改革支援・学位
授与機構理事（「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」検討・準備グループ主査）、片峰茂長崎大学学長（大学入
学者選抜方法の改善に関する協議座長）、大学入試センター（オブザーバー）

○任 務：改革の推進状況の把握・フォローアップ（以下４グループ等の検討状況を含む。） 等

今後の高大接続改革の検討・推進体制

100
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高大接続とアクティブラーニング 
- 協同学習の視点から -

安 永  悟 
（久留米大学文学部）

名城大学FDフォーラム  　　    　2016年11月2日(水)    
主張1：　　　 　　 高大接続

p教授学習観の接続 
p 協同的教育パラダイム     （←競争・個別） 

p教授学習法の接続 
p 実践理論に基づく教育・指導 （←経験） 

p異校種および社会との接続 
p 幼保・小・中・高・大 ・社会 
　　　　        （初年次→2年次以降）

p不易と流行 
p 不易としての  協同学習（基礎理論） 
p 流行としての  アクティブラーニング（AL） 

p温故知新 
p 半世紀以上、鍛えられ、実証済の 
協同学習 を知ればALが見える

主張2：   高大接続を支える基礎理論

1. これからの教育 
p 研究的実践

3. 協同による異校種接続 
p LTD基盤型授業モデル

2. 協同学習 
p 基本的な考え方と効果

見通し：  　　 　　講演内容

思い：　　   民主共生社会の実現

pすべての人が平和で幸せに 
暮らせる社会づくり 

p現場で活躍できる人材育成 
p 主体的・能動的に学べる 
p 仲間と協同できる 
p 常に変化成長できる

（活動目的）

（教育目的）

　　　　の源泉：      研究的実践

協同的実践

問題発見

理論  
知識・技能 
価値観

仮説生成・修正

計 画

実 践評 価

考 察

変化成長

科学的思考を組み込んだ　　
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グループ編成

p  異質性・多様性  の重視 

p 方法：学力、性別、出身、興味関心など　 

p 機能：「違い」の受容 
 →　視野の拡大・理解の深化 

 →　他者理解 「いじめ」阻止 
→　特別支援教育への活用

話し合いの基本
傾 聴 ミラーリング

Ｂ：理解の確認と発言 
Ａ：発言内容の確認

� � ��	

�
�

�

� �

�
�

�

発言者

他：理解の深化 
Ａ：効力感の獲得

基本的信頼感の深まり

技法：　　グループ活動での約束
pオンとオフの明確化「先生に注目」 

p規律の明確化 
p 同意と遵守 

p心が伝わる 
手の挙げ方

これからの教育

協同学習 
「協同の精神」に基づく学習

社会  
大学  

小学校 
（幼保）

p 現場で活躍できる人材 の育成      目的

  学習者主体「学び合い中心」授業 
　　  教師主体「教え込み中心」授業　　×

方法

（研究的実践：主体性・能動性・協同性）

アクティブ
ラーニング

基本技法：      ラウンドロビン  RR

①クラス全体に課題を与える 

② 一人で考える 

③ グループで順番に考えを述べる 

④ クラス全体で話し合う 
（ほぼ同じ時間を使って）

����

���考


��考

�
交流

A
BC

基本技法：    シンク ペア シェア  TPS

①クラス全体に課題を与える 

② 一人で考える 

③ ペアで順番に考えを述べる 

④ クラス全体で話し合う 
（ほぼ同じ時間を使って）

����

���考


��考

�
交流

A B

・ ・
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理論：  　  協同に基づく学習観

　 学習は個人の営み　 
� 勉強は自分一人でやるもの 
 
　　　　　    

　 学習は社会的営み　 
� 学び合うことで、生活を豊か　　
にする確かな知識が身につく                    

競争・個別の学習観

協同の学習観

基礎基本、A問題

応用展開、B問題

協同学習のイメージ

「単なる」×
小グループの 
使用

による小グループの 
効果的活用

 「協同の精神」

グループ学習

協同学習

教育における    
小グループの活用

理論：  　　　　   協同の精神

仲間と共有した目標の達成に向け 
仲間と心と力をあわせて 
仲間と自分のために 
真剣に活動する力であり姿である　　　

基本的信頼感、支持的・協同的風土

教え合い、学び合い、励まし合い
 仲間と自分のために真剣に学ぶ

民主共生社会 
すべての人が平和で幸せに暮らせる社会

自分の学びが仲間の役に立つ 
仲間の学びが自分の役に立つ

理論：  　　　　    協同の意義
協同の精神（考え方）

協同学習の効果

p 認知：科目内容の理解と活用力 
p 態度：協同の価値、動機づけ 
　　　　学習・仲間・学校の見方 
p 技能：協同の技能（対人関係スキル） 
　　　学習スキル・読解スキル 
　　  対話スキル 　　 

授業 = 学習指導

同
時
学
習

 ×  学生指導 教師の自由な発想と創意工夫で
活動を仕組む（構造化）

協同による活動性を高める授業づくり

め
あ
て

ま
と
め

授
業
開
始

授
業
終
了

協同学習の理論と方法・研究的実践

考える

交流する

感じる

ふ
り
返
り
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技法：　　　　　特 派 員 　
① RRを行い、全員でアイディアを共有する　　 　
（課題明示 → 個人思考 → 集団思考） 

② 特派員の派遣先を指示する 

③ 取材の所要時間を指示し、出発を合図する 

④ 特派員は派遣先を取材し、自分のグループに
報告する。 

⑤ 帰還を合図し、特派員はグループに報告する 

⑥ メンバーは特派員の貢献に感謝する

技法：　　　  ジグソー学習法
① 個人思考 
　a. 担当課題を個人で理解する 

②集団思考 
  ②-1 専門家グループ 
　a. 担当課題を集団で理解する 
　b. 担当課題の説明方法を話し合う 

②-2 ジグソーグループ 
　a. 一人ずつ、担当課題を説明する 
　b. 話し合って課題全体の理解を深める

LTD話し合い学習法

p理想的な 
p 学習法・読解法 
p 対話法 

p論理的な言語能力
の育成法 

（安永・須藤, 2014)
　 

p Learning Through Discussion  
　　　　    　 (米 1962：日 1995 から)  

 

LTDの構成と過程プラン
p構成：LTD  =  予習  +  ミーティング 

　　    　（個人思考）   （集団思考) 
                    予習ノート 

p原理：LTD 過程プラン 
p思考過程に依拠した学習と対話の基礎 
p理論的背景：グループ=ダイナミックス 
　　　　　　　ブルームの教育理論

過程プラン（予習）
　段階　           ステップ　      活動内容 
　導入 step 1  全体像の把握 
　理解 step 2  言葉の理解　　 
　　　 step 3   主張の理解　　 
　　　 step 4   話題の理解　 
関連づけ step 5 知識との関連づけ 
　　　　 step 6   自己との関連づけ　　 
　評価　 step 7    課題文の評価 
　準備　 step 8   リハーサル

過程プラン（ミーティング）

　段階　   ステップ　    活動内容　　　　　　　　      時間 
　導入 step 1  雰囲気づくり 3分 
　理解 step 2  言葉の理解 3分 
　　　 step 3   主張の理解 6分 
　　　 step 4   話題の理解 12分 
関連づけ step 5 知識との関連づけ 15分 
　　　　 step 6   自己との関連づけ 12分 
　評価　 step 7    課題文の評価 3分 
　　 step 8   ふり返り 6分
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技法の活用法

特定技法の導入 ･活用

授業設計 教育目的
の達成

・ ・・技法
1

技法
2

技法　
n ・ ・・

授業設計 教育目的
の達成

技法
1

技法
2

技法　
n

技法の活用法

協同学習による研究的実践

技法の体系的・重層的活用

 傾聴・ミラーリング 
　　　   　TPS・RR

↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓

 特派員

ジグソー
↓

↓
↓
↓
↓
↓

LTD
↓
↓
↓
↓

 1-2講 協同学習の理論と技法 　 
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　 

 3-5講 授業の受け方、ノート 

 6-8講 言語技術（聴く・話す・読む）　　　　　 

 9-11講 LTD話し合い学習法  　　    　　 

 12-14講 言語技術（書く）　　　　　　 

 15講 ふり返り、まとめ

実践例「教養演習Ⅰ」　授業計画   1/2

傾聴 
ミラーリング LTD　特派員 

ジグソー
TPS 
RR

協同による授業の体系化

学外実習

現場・社会高校・大学・社会の接続 
　 （初年次→専門）

PBL・TBL 
実験・実習 
各種方略

LTD基盤型授業モデル
基礎モデル 発展モデル　

LTD基盤型授業モデルの活用

p各校種における 
p 授業1コマ 
p 科目・コース　　の設計 
p カリキュラム 

p異校種および社会との接続 

p協同学習（LTDモデル）を
基盤とした計画・設計

今後の課題

p LTD基盤型授業の開発・検証 
p 異校種接続、専門教育・現場への展開 

p 協同の認識 
p 構造と発達的変化 
p 行動との関係       ⇒ 指導法の開発　　 

p 教育力の育成・評価 
p 教師の経験知と実践力との関係 
p 組織的な取組みの構築と支援
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協同教育のすすめ
p 全国大会 

p ワークショップ 
p 参加申し込み 
学会HPへ   

p 各地の研究会

 

 

2016. 11. 

４(金) プレ大会 

５(土)、６(日) 

大会テーマ 
アクティブラーニングの核としての 

協同教育 
会場 
 三重大学工学部（三重県津市栗真町屋町） 
 三重大学教育学部附属中学校（プレ大会） 
           （三重県津市観音寺町） 

● プレ大会：11月 4日 (金) 午後  
    三重大学教育学部附属中学校での公開授業、実践検討会 

● 本大会：11月 5日 (土)・６日 (日)  
    基調講演：白水 始 先生（東京大学大学総合教育センター教授） 

   ＊基調講演は 6日(日) 午前に予定しています。 

    研究発表、ラウンドテーブル、ワークショップなど 
       ＊詳細が決定次第、大会HPに掲載します。 
           ＊情報交換会を 5日(土) 夜に予定しています。 

日本協同教育学会 第 13回大会 
ー  三 重 大 会  ー 

後援：三重県教育委員会、津市教育委員会 

 http://jasce.jp

研究会へのお誘い
p 授業づくり研究会（久留米） 

p 目的： 協同による授業づくりを通して   
自他が変化成長する 

p 活動： 授業の実践・研究 
p 仲間： 幼保～大学の教師、教育関係者 
p 場所： 久留米大学御井キャンパス 
p 参加： 安永研HPで申込　　　　

http://yasunaga.me
次回 12/10（土） 

予定

参考文献  1/2

佐々木美奈子 (2013). 協同学習で学生が変わる―学生の
学び合いと教師の同僚性. 看護教育, 54, 8, 656-661.  

関田一彦・安永悟 (2005). 協同学習の定義と関連用語の
整理. 協同と教育, 1, 10-17. 

鹿内信善 (2016). 看図アプローチが導く主体的学び. 主
体的学び, 4, 3-17. 

須藤文・安永悟（2010） PISA型読解力を育成するLTD
話し合い学習法の実践：小学5年生国語科への適用. 協
同と教育, 6, 122-124.
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須藤文・安永悟（2011）読解リテラシーを育成するLTD
話し合い学習法の実践：小学校5年生国語科への適用.  
教育心理学研究, 59, 474-487.  

須藤文・安永悟（2014）LTD話し合い学習法を活用し
た授業づくり：看護学生を対象とした言語技術教育.　
初年次教育学会誌, 6, 1, 78-85. 
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関連図書  1/4

(1) アクティブラーニングの技法・授業デザイン 
　安永・関田・水野（編著）東信堂 2016 

(2) アクティブラーニングとしてのPBLと探究的な学習 
　溝上慎一・成田秀夫（編）東信堂 2016 

(3) 看護学生の主体性を育む協同学習 
　緒方巧（著）　医学書院 2016 

(4) ディープ・アクティブラーニング 
　松下佳代（編著）　勁草書房 2015 

(5) アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換 
　溝上慎一（著）　東信堂 2014　 　

関連図書  2/4

(6) LTD 話し合い学習法 
　 安永悟・須藤文（著） ナカニシヤ出版　2014 

(7) 協同学習の新しい形：看図作文レパートリー　　 
　　鹿内信善（著） ナカニシヤ出版　2014 

(8) 協同学習ツールのつくり方いかし方：看図アプローチ 
　　鹿内信善（著） ナカニシヤ出版　2013　 　　　　　　 

(9) 初年次教育の現状と未来 
　　初年次教育学会（編）世界思想社　2013　 

(10)  学士力を支える学習支援の方法論 
　　谷川裕稔（編著）ナカニシヤ出版　2012
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(11)  協同学習を取り入れた英語授業のすすめ 
　　江利川春雄（編著）大修館書店　2012　 

(12)  活動性を高める授業づくり：協同学習のすすめ 
　  安永　悟（著）医学書院　2012　 

(13)  協同学習入門：基本の理解と51の工夫 
　　杉江修治（著）ナカニシヤ出版  2011　 

(14)  学生主体型授業の冒険 
　　小田・杉原（編著）ナカニシヤ出版　2010 

(15)  学習の輪：学び合いの協同教育入門 
　　ジョンソンら（著）石田・梅原（訳）二瓶社 2010　

関連図書  4/4

(16) 協同学習の技法：大学教育の手引き 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ୈ ûճ FDֶश会࣮ࢪใࠂ

　平成2�年 3 ݄1�೔ʢਫʣ、ఱനΩϟン

ύスڞ௨講義౩౦ )1�2教ࣨにおいて、

第 � 回 FD 学習会を開࠵した。今回の

FD 学習会は、能動的な学習方法として

注目されるアクティブラーニングについ

て、講ࢣに෋ࢁ大学 教授 ڮ本　উ氏を

ܴえ、h 多ਓ数講義でのアクティブラー

ニングのແ理のないಋೖに向けて ʙώ

ントとしての「ڮ本ϝιッド」ʙʱを

テーマに、実施した。

　講演は、大ਓ数教ࣨにおいてもθϛ型

の授ۀを展開する「ڮ本ϝιッド」と໋

名される学生参加型授ۀを取りࠐんだ形

ࣜで行われた。また、「ڮ本ϝιッド」

はώントの一つであり、各ʑに߹う方法

で「大したことない」アクティブラーニ

ングʢライト・アクティブラーニングʣ

を実ફし、学生の主体的な学ͼを自然に

Ҿき出せるように౒めてほしいとのϝッ

セージがあった。ϫークシϣップを௨͡

て、参加者がアクティブラーニングにつ

いての理解と、参加者同࢜のަྲྀをਂめ、実施後の参加者アンケートからは、「講演そのものが授

で実際に行って感͡る೰みをۀになった」「アクティブラーニングを授ߟ本になっており、参ݟのۀ

࿩せて有意義だった」といった意ݟがあった。

　最後に、野口 FD 委員会委員長ʢ෭学長ʣから、「学生の主体的な学ͼをҾき出す手法の一つと

して、今後の授ۀ改善への参ߟになった。学生が主体的に学Ϳことは、学ߍ法ਓ名城大学のج本ઓ

ུ .4�2�にもܝげているʰ生֔学ͼをָしΉਓࡐʱの育成にもܨがることであり、本学の教員が一

ؙとなって取り組んでいきたい」とのవめをもってด会した。
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ࠂҭޭ࿑৆දজใڭ

　教育ޭ࿑৆制度とは、学ߍ法ਓ名城大学৬員نଇ第��৚にجづき、各学部ٴͼ研究科等において、

教育活動ٴͼ教育改善に大きくݙߩした者をදজすることにより、৬員の教育改善にରする意ࣝを

高め、組৫の活性化をਤり、本学の教育の質の向上にࢿすることを目的としてදজするものです。

　දজのछྨは、各学部ٴͼ研究科等における教育活動ٴͼ教育改善に大きくݙߩした者ٴͼグ

ループʢࣄ務৬員をؚΉʣをදজする教育ޭ࿑৆と、そのର৅者の中で、ಛに全学的な取組として

೾ٴできるՄ能性のあるものをදজするಛผ教育ޭ࿑৆から成っており、いͣれも各学部ٴͼ研究

科等からのਪનされたର৅者について FD 委員会でީิ者として૬Ԡしいか൱かをબߟし、大学協

議会での審議をܦて学長が決定するものです。

　平成28年度のީิ者は各学部から、 2 ݅のਪનがあり、FD 委員会ʢ平成2�年 1 ݄2�೔開࠵ʣで

৻重に審査した結果、ਪનのあった 2 ݅を教育ޭ࿑৆ީิ者として૬Ԡしいとೝめ、大学協議会ʢ平

成2�年 1 ݄2�೔開࠵ʣにおいて、ঝೝされました。

　氏名ٴͼ教育取組のテーマは下هのとおりです。

ه

ҭޭ࿑৆දজऀに͍ͭͯڭ

氏　名 所ଐ学部等 දজର৅となった活動・テーマ

三Ӝ　ࢠ࠼ 理工学部ݐங学科 名ݹ԰ަࢢ௨局と学生との協同プϩジェクト　アートステーシϣン

୩野　ल༤ 薬学部薬学科 薬学ઐ໳ૅج教育充実に向けた化学ܥ実習教育の改革と実ફ

˞審査の結果、ಛผ教育ޭ࿑৆については、֘当者なしと決定しました。
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ø ɽ��ਪનཧ༝ʢڭҭ活動ٴͼڭҭվળͷऔ૊֓ཁɺڭҭ࣮੷ɺֶੜࢦಋɺֶ෦ɾڀݚՊ౳΁ͷݙߩ

౳ʣ

　三Ӝࢠ࠼।教授は、研究ࣨの学生とڞに、これまでに多くの学֎におけるύブリックアートの

活動を行っています。発දの場はւ֎ʢスϖイン・サラΰサで開࠵されたサラΰサࠃ際തཡ会へ

の出展ʢ平成2�年度ʣʣの場߹もあればɼ਎近なެۭڞ間として、名ݹ԰ަࢢ௨局の要੥による

஍下మӺのߏ಺スϖースをར用したインスタϨーシϣンを平成1�年から28年の1�年間にわたりຖ

年実施してきました。このاըは、మಓۀࣄ者と名城大学学生によるΤίاըとしてෳ数ϝσィ

アに取り上げられ޷ධをതしています。

　この名ݹ԰ަࢢ௨局との協同اըは、ࢲୡが೔ࠒར用する஍下మ௽෣ઢの「Ԙז口Ӻ」や「෬

�Ӻ」を෣୆に、మಓのར用によってΤίϩジーをਪ進することをテーマとした展ࣔであり、1ݟ

年前からスタートしました。二ࢎ化୸ૉݮ࡟のҝに஍下మར用を呼ͼかけたい名ݹ԰ަࢢ௨局が

場所をఏڙし、研究ࣨの学生がその意ਤをࢢຽにわかりやすく఻えようと、この活動に取り組ん

でいます。

　ॳ年度は、マイΧーの୅わりに஍下మを࢖うことでݮ࡟できる二ࢎ化୸ૉのྔをө૾でදݱす

る実験として開࢝しました。改ࡳを௨աした৐٬数を、นのスクリーンに次ʑとөし出される໦

の༿で৅௃的にදݱし、マイΧーར用にൺべてഉ出ྔがどれだけݮ࡟されたかを目にݟえる形で

৐٬に஌らせるという試みでした。Ҏ後、ަ௨局の要๬と調੔しながら、ຖ年දݱ方法を工෉し

て取り組んでいます。

　展ࣔのاը・実施は、学生によって行われ、展ࣔスϖースがݶられていることや、ར用者がͻっ

きりなしに௨行する場所での展ࣔは、༷ʑなࠔ೉が伴いますが、こうしたࠔ೉をͻとつͻとつ解

決し、アイσアを議࿦しながら行ったイϕントは、これからࣾ会との関わりをਂめなければなら

教育ޭ࿑৆දজ者のਪનॻはҎ下のとおりです。

ҭޭ࿑৆ީิऀਪનॻڭ

名城大学 FD 委員会委員長　఼

学部・研究科・センター等 理工学部長　加ௗ　༟໌

　下هの教育৬員ʢグループʣを「教育ޭ࿑৆要項」にجづき、教育ޭ࿑৆ީิ者としてਪનしま

す。

教育ޭ࿑৆ީิ者

所ଐ学部等 理工学部ݐங学科 　 ީิ者氏名 三Ӝ　ࢠ࠼

取組タイトル 名ݹ԰ަࢢ௨局と学生との協同プϩジェクト　アートステーシϣン
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ない学生にとって良いܦ験となり、またమಓར用者の੠や൓Ԡを௚接஌ることのできるو重な体

験になっています。これまでの実੷から、ަࢢ௨局の৴པもあつく、աڈには૸行するं྆಺を

҉సしプラネタリ΢ムを実ݱしたこともありました。

　こうした名ݹ԰ަࢢ௨局との協同プϩジェクトは、名城大生が஍下మ活性化にݙߩした活動と

して、本学のࣾ会的活動を 13 する場となりました。またࢢຽと学生のަྲྀを௨͡て、本ߍのイ

ϝージアップにつながり、かつ今後のܧ続が大いに期଴されるとこΖです。よって三Ӝ।教授の

教育ݙߩにରして、ݐங学科教ࣨ会議のࢍ同をಘて、教育ޭ࿑৆ީิ者としてここにਪનいたし

ます。

ఴ付ࢿྉ

1 ɽ大学ϗームϖージの঺հ例ʢ/eXT � 5PQJDT　2�1�年11݄1�೔付ʣ

2 ɽ新ฉࡌܝの一例ʢே೔新ฉ　2���年12݄22೔付ʣ

2 ɽऔ૊ͷൃలੑに͍ͭͯʢࠓճͷऔ૊ͷதͰɺશֶతͳ೾ޮٴՌがظ଴Ͱきる߲ࣄʣ

　మಓのར用によるΤίϩジーਪ進は、理工ܥの学ͼの成果が生かせるテーマです。ࢲୡݐங学

科の研究ࣨがこの1�年間、ަࢢ௨局のイϕントをاը・ӡӦし、ࢢӦ஍下మの活性化に一໾ങう

ことができましたが、今後は、ଞ学部、ଞ学科をؚめ、より幅広いઐ໳෼野から参加してもらう

ことができれば、より充実した಺༰で、஍下మར用がڥ؀อ全にݙߩすることを఻えられるよう

になると思います。

　本取組みは、本来の正課授ۀというわけではありませんが、ී段の講義や演習でಘた஌ࣝを、

ࣾ会に໾立てることのできる実ફ的な学ͼの場となると思います。

ú ɽͦͷଞڭҭ活動に܎るಛ߲ࣄه

　名ݹ԰ަࢢ௨局との協同プϩジェクトが開࢝した時期と同͡ࠒ、୆࿷・୆๺ࢢの஍下మ「ೆߓ

展ཡؗӺ」のߏ಺のアートプϩジェクトに関するࠃ際ίンϖが開࠵されました。一ݐڃங࢜と組

んでԠืしたࢲୡのҊが最༏ल৆にબばれ、長さ2�ϝートルある௨࿏に、歩くਓの଎度に߹わせ

てଆนにฒんだ数ेの発ޫμイΦード౮が次ʑとޫるֻ࢓けが実ݱしました。こうしてࠃ際ίン

ϖを実施した୆࿷のమಓଆのύブリックアートにରするೝࣝの高さを実感していますが、຋って

೔本の஍下మߏ಺をみると、まだまだૉっؾແいۭ間が多す͗るように感͡ます。「஍下మとアー

ト」をテーマに、これからも学生とڞに取り組んでいきたい。
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ø ɽ��ਪનཧ༝ʢڭҭ活動ٴͼڭҭվળͷऔ૊֓ཁɺڭҭ࣮੷ɺֶੜࢦಋɺֶ෦ɾڀݚՊ౳΁ͷݙߩ

౳ʣ

　ީิ者は、薬学部・薬学教育開発センター学生実習部໳の教員として、長年にわたり薬学ઐ໳

。されましたݙߩ実習教育の実施とその改善に大きくܥ൫となる化学ج教育のૅج

　薬学部の � 年制への移行に伴う薬学ίアΧリΩϡラムの大幅な改ฤをػܖに、平成21年度より

ଞ大学薬学部の有ػ化学実習を調査し、本学の実৘にଈした実験課題をاըしてそれらを自ら試

し、学生の視点から課題実験が実習時間಺、実習期間಺にྃ׬するかどうかを検ূするとともに、

ೖ໳ܥ学でಘた஌ࣝを実験によって体ಘできるように講義と実習の進௙性の੔߹をਤり、化学࠲

実験、化学ૅجܥ実習、化学ܥԠ用実習という体ܥ的実習プϩセスのࡦ定・ਪ進に౒ྗされ、効

果的な実習教育の֬立に取り組んで来られました。実習教育の実ફにあたっては、ै前の研究ࣨ

ຖによるॎׂり型の実習෼担体制を改めて研究ࣨの࿮を取り֎し、教員がグループを組んで一定

期間実習を担当する体制を֬立されました。同一の実習課題をෳ数の研究ࣨ教員が協ಇして担当

することによって、それまで研究ࣨや教員のݸผࢦಋにґଘしていた実習ࢦಋ方法が౷一化、ඪ

४化され、学生は一定Ϩϕルの化学実験をૅجからԠ用へと段階的かつண実に学Ϳことができる

ようになりました。さらに、このシステムによる実習教育を実ફするために、新たに、化学ܥೖ

໳実験、化学ૅجܥ実習、およͼ化学ܥԠ用実習用の౷一テΩストを࡞成し、担当教員がมわっ

ても一定の質が担อされた実習教育を行うことができる教育体制をߏஙされました。実際の実習

では࠙੾ஸೡなࢦಋを実ફされ、その結果、実習の理解度アンケート調査によればຖ年8�ˋを௒

えるߠ定的ධՁを受けており、学生から高い৴པをಘていることがうかがわれます。さらに、こ

の実習システムのおӄで教員間の࿈ܞと意思ૄ௨がよりີになりました。その෭次的効果として

化学ܥ教員の࿈ܞによる、教育໘では「.4�2�ਪ進ࢧԉۀࣄ・૑薬૑発教育ਪ進プϩグラム」、

教育ޭ࿑৆දজ者のਪનॻはҎ下のとおりです。

ҭޭ࿑৆ީิऀਪનॻڭ

名城大学 FD 委員会委員長　఼

学部・研究科・センター等 薬学部

　下هの教育৬員ʢグループʣを「教育ޭ࿑৆要項」にجづき、教育ޭ࿑৆ީิ者としてਪનしま

す。

教育ޭ࿑৆ީิ者

所ଐ学部等 薬学部 　 ީิ者氏名 ୩野　ल༤

取組タイトル 薬学ઐ໳ૅج教育充実に向けた化学ܥ実習教育の改革と実ફ
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研究໘では「૯߹研究所・研究センターࢧԉۀࣄ」のاը・実施にܨがり、教育研究྆໘にわたっ

て大きなプラス効果がもたらされました。また、有ػ化学実験にରする๛෋な஌ࣝとܦ験を࣋っ

ておられることから薬学部のഉਫ・ݥة෺ॲ理委員長を長く務められ、安全な実習実験を行うた

めのࣄ前教育や薬学部のݥة෺؅理にもਚྗされました。

　Ҏ上のように、ީิ者は長年にわたり化学ܥ実習教育の改革と実ફにਫ਼ྗ的に取り組まれて、

薬学部のૅج教育の充実に大きくݙߩされてこられましたので、教育ޭ࿑৆ީิ者としてਪનい

たします。

2 ɽऔ૊ͷൃలੑに͍ͭͯʢࠓճͷऔ૊ͷதͰɺશֶతͳ೾ޮٴՌがظ଴Ͱきる߲ࣄʣ

　薬学部 � 年制への移行に伴って、ै前より研究ࣨ୯Ґで行われてきたॎׂり型の実習෼担体制

をߏ࠶ஙし、研究ࣨの࿮を取り෷いෳ数研究ࣨの教員がグループを組んで実習を行うという新し

いシステムをߏஙされました。その結果、教員と学生間の新たなަྲྀや教員間のよりີ接な࿈ܞ

に大きな効果をもたらし、学生・教員૒方にとって教育のみならͣ研究໘でも有ӹなܹࢗを与え

ています。こうした取り組みは、薬学部のଞの実習෼野である෺理ܥ実習、生෺ܥ実習、෼ੳܥ

実習の各実習ばかりでなく、ଞ理ܥ学部の学生実習等にも参ߟとなることが期଴されます。

ú ɽͦͷଞڭҭ活動に܎るಛ߲ࣄه

　ಛになし。





ý．ࢿ　　　ྉ
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F　D　委　員　会　ཁ　߲

　ʢ目的ٴͼઃஔʣ

第 1 ৚　名城大学学ଇ第2�৚の 2 ͼ名城大学大学Ӄ学ଇ第1�৚のٴ 2 のن定にجづき、教育の質の

向上に向けた全学をର৅としたフΝΧルティ・σィϕϩップϝントʢҎ下「FD」という。ʣの活

動の実施ٴͼ各学部等の FD 活動をࢧԉするため、FD 委員会ʢҎ下「委員会」という。ʣをઃ

ஔする。

　ʢ任務ʣ

第 2 ৚　委員会は、次のࣄ項について検討ٴͼ実施する。

ᾇ　本学の教育಺༰ٴͼ教育ڥ؀の改善に関するࣄ項

ア　୯Ґ制度のػ能化に関するࣄ項

イ　FD のܒ発活動に関するࣄ項

ᾈ　教員の教育ྗ向上に関するࣄ項

ア 　授ۀ改善アンケートのاըٴͼ実施、結果のूܭ・෼ੳ・ެද、ฒͼにこれらに܎る各学部

等の取組のࢧԉに関するࣄ項

イ　授ۀ改善の取組に関するࣄ項

΢　教育上のޭ࿑にରする๙৆に関するࣄ項

ᾉ　そのଞ委員会がඞ要とするࣄ項

　ʢ組৫ʣ

第 3 ৚　委員会は、次の委員をもって組৫する。

ᾇ　෭学長のうͪ 1 名

ᾈ　大学教育開発センター長

ᾉ　学務センター長のうͪ 1 名

ᾊ　各学部からબ出された教育৬員 1 名

ᾋ　各独立研究科からબ出された教育৬員 1 名

ᾌ　教৬センターからબ出された教育৬員 1 名

ᾍ　大学教育開発センターࣄ務部長

ᾎ　学務センターࣄ務部長のうͪ 1 名

ᾏ　Ωϟリアセンターࣄ務部長

ᾐ　そのଞ委員長がඞ要とೝめた者

　ʢ委員長ٴͼ෭委員長ʣ

第 � ৚　委員会に、委員長ٴͼ෭委員長をஔく。

ᶄ　委員長は、෭学長を充てる。

ᶅ　෭委員長は、大学教育開発センター長を充てる。
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　ʢ任期ʣ

第 � ৚　第 3 ৚第 � ߸から第 � ߸までٴͼ第1�߸の委員の任期は、 2 年とする。ただし、࠶任を๦

げない。

ᶄ　委員がܽけた場߹のิ充委員の任期は、前任者の࢒任期間とする。

　ʢ会議ʣ

第 � ৚　委員会は、委員長がこれをটूし、その議長となる。

ᶄ　委員長にނࣄあるときは、෭委員長がその৬務を୅行する。

ᶅ　委員会は、委員のա൒数の委員の出੮により成立する。

ᶆ　委員会の議ࣄは、出੮者のա൒数で決し、Մ൱同数の場߹は、議長がこれを決する。

　ʢ委員Ҏ֎の出੮ʣ

第 � ৚　委員会は、ඞ要にԠ͡て委員Ҏ֎の者の出੮を求め、意ݟຢはઆ໌をௌくことができる。

　ʢখ委員会のઃஔʣ

第 8 ৚　委員会は、ඞ要にԠ͡てখ委員会等をஔくことができる。

　ʢࣄ務ʣ

第 � ৚　委員会のࣄ務は、大学教育開発センターで෼ঠする。

　　ෟ　ଇ

この要項は、平成2�年 � ݄ 1 ೔から施行する。
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平成28年度　所属別FD活動参加状況

所ଐ 所ଐਓ数
ʢ˞1ʣ

)28前期
授ۀ改善
アンケート

)28後期
授ۀ改善
アンケート

FD
フォーラム

教育
ޭ࿑৆
ʢ˞2ʣ

教育年報ʢ˞3ʣ 学֎セϛφー・
研究ू会等
への೿ݣ
ʢ˞�ʣ

教育
実ફ報告

寄ߘ

教育ޭ࿑৆
受৆者による

ಛผ寄ߘ

ಛ৭ある教ཆ教
育、アクティブ・ラー
ニングのಛूࣄه

教
　
員

学長・෭学長 � � � � � � � � �

法学部
法学科 2� 1� 1� 1 � � � � �
Ԡ用実務法学科 1� 1� 1� 1 � � � � �

ܭ �� 33 3� 2 � � � � �

Ӧ学部ܦ
Ӧ学科ܦ 2� 18 18 � � � � � �
Ӧ学科ܦ際ࠃ 1� 1� 13 3 � � � � �

ܭ 3� 32 31 � � � � � �

学部ࡁܦ
学科ࡁܦ 1� 1� 1� � � � � � �
会学科ࣾۀ࢈ 12 1� � � � � � � �

ܭ 31 2� 2� 1� � � � � �

理工学部

理工学部 3 � � � � � � � �
数学科 18 18 18 � � � � � �
৘報工学科 1� 18 1� 1 � � � � �
工学科ࢠిؾి 1� 12 1� � � � � � �
能工学科ػྉࡐ 12 � � � � � � � �
Ԡ用化学科 1� 1� 1� 1 � � � � �
ց工学科ػ 1� 1� 13 � � � � � �
ަ௨ػց工学科 1� 13 1� 1 � � � � �
ϝΧトϩニクス工学科 12 8 1� � � � � � �
ࣾ会ج൫σβイン工学科 12 8 � 1 � � � � �
૑଄学科ڥ؀ 12 12 1� � � � � � �
ங学科ݐ 1� 13 13 � 1 � 1 � �
教ཆ教育 1� 13 12 1 � � � � �

ܭ 1�� 1�8 13� 13 1 � 1 � �

農学部

農学部 � 1 1 1 � � � � �
生෺ݯࢿ学科 12 1� 11 � � � � � �
Ԡ用生෺化学科 13 1� 13 � � � � � �
生෺ڥ؀科学科 13 12 13 � � � � � �
教ཆ教育等 2 1 1 � � � � � �
ෟଐ農場 � 1 � 1 � � � � �

ܭ �2 3� 3� 1� � � � � �

薬学部

薬学科 �2 1� 1� 8 1 2 � � �
教ཆ教育等 1 � � � � � � � �
3*・動෺センター 1 � � � � � � � �
෼ੳセンター 1 � � � � � � � �

ܭ �� 1� 1� 8 1 2 � � �
౎ࢢ৘報学部 ౎ࢢ৘報学科 2� 23 23 � � � � � �
ਓ間学部 ਓ間学科 2� 18 21 � � � � 3 �
学部ޠࠃ֎ 学科ޠ際ӳࠃ 22 1� 1� � � � � � �
大学Ӄ法務研究科 1� � � � � � � � �
大学Ӄ大学・学ߍづくり研究科 2 2 1 1 � � � � �
教৬センター � � � 2 � � � � �
૯߹研究所 1 1 1 � � � � � �
名城大学 1 � � � � � � � �

খܭ ��� 3�1 3�� �2 2 2 1 � �

職
　
員

؂査ࣨ 2 � � � � � � � �
ൿॻࣨ � � � � � � � � �
Ӧ本部ܦ � � � � � � � � �
.4�2�ਪ進ࣨ 2 � � 1 � � � � �
૯߹੓ࡦ部 � � � 1 � � � � �
૯務部 1� � � � � � � � �
ব֎部 1� � � 1 � � � � �
੓部ࡒ 1� � � � � � � � �
施ઃ部 11 � � � � � � � �
ೖ学センター 13 � � 3 � � � � �
学務センター 3� � � � � � � � 1
อ݈センター 13 � � � � � � � �
教৬センター � � � 1 � � � � �
大学教育開発センター � � � � � � � � 2�
学ज़研究ࢧԉセンター 1� � � � � � � � �
Ωϟリアセンター 23 � � 2 � � � � �
際化ਪ進センターࠃ � � � � � � � � 1
৘報センター � � � � � � � � �
ෟଐਤॻؗ 8 � � 3 � � � � �
法学部 � � � � � � � � �
Ӧ学部ܦ � � � � � � � � �
学部ࡁܦ � � � 1 � � � � �
理工学部 1� � � 2 � � � � �
農学部 1� � � � � � � � �
薬学部 1� � � 1 � � � � �
౎ࢢ৘報学部 � � � � � � � � �
ਓ間学部 � � � 2 � � � � 1
φΰϠドーム前Ωϟンύスࣄ務ࣨ 12 � � � � � � � �
ෟଐ高ߍ � � � � � � � � �

খܭ 312 � � 3� � � � � 32
ܭ 81� 3�1 3�� 1�8 2 2 1 � 32

˞ 1 　平成28年11݄ 1 ೔ࡏݱ。
　　　  ʢ教員ɿॿ手をؚΉ。終਎教授、ಛ任教授ʢ 1 ・ 2 ・ 3 ߸ʣはؚまない。෭学長は学部からআく。ʗࣄ務৬員ɿۀ務৬・ܖ໿৬

員をؚΉ。೿ݣ৬員はؚまない。ʣ
˞ 2 　Ԇべਓ数。グループでの申੥の場߹はߏ成員もそれぞれ 1 とΧ΢ントする。
˞ 3 　Ԇべਓ数。ڞ同ࣥච者もそれぞれ 1 とΧ΢ントする。なお、所ଐは受৆当時のものとする。
˞ � 　Ԇべਓ数。
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あ　と　が　き

―平成28年度 FD委員会における活動―

FD委員会副委員長

安藤　喜代美

　平成28年度における FD 委員会の活動については、すでに冒頭で委員長である野口先生が述べら

れていらっしゃるように、次への一歩となる FD の取り組みを試みました。その一つがアンケート

調査の Web 化です。数年前より Web 化については検討されてきたのですが、質問票を紙からイ

ンターネットへの移行には回収率の低下など、課題も多く足踏み状態でした。しかし、今年度前期

は想定される課題をできるだけ解消した上で試行という形で実施しました。当然、想定したような

問題も出てきましたが、今後、こうした課題を一つ一つ解決し、回収率を上げることは目的ではな

く、より良い教育づくりにアンケート調査が寄与できることが重要と思います。

　二つ目としては、「学修行動調査」の実施を念頭に、「ジェイ・サープ」と呼ばれる既成の学修行

動調査を理工学部の一部の学科、農学部、薬学部において実施していただきました。結果は幅広い

範囲での学生の行動を把握できるものですが、質問数の多さとそれに伴う所要時間の長さなど学生

への負担、さらにはこの結果を如何に有効に教育改善につなげるか、またどのように全学的に名城

大学としての学修行動調査を展開していくかを検討しています。そこで来年度は、その第一段階と

して、学務センターで実施している学生調査に付加する形で、質問項目を 3 つ加えて実施すること

になりました。

　三つ目は、例年行っています「FD フォーラム」です。今年度は、第18回目となり、テーマは「高

大接続改革の狙いと方向性」とし、文部科学省が大学に求める課題の一つを取り上げました。第 1

部では、「高大接続改革の動向について」というテーマで、文部科学省高等教育局主任大学改革官

の濱口太久未氏から、本学でも今年度取り組んできました三つのポリシーについて、義務化に関す

る省令改正とそのガイドライン、中央教育審議会の高大接続答申、高大接続システム改革会議の最

終報告等についての講演でした。続く第 2 部では、久留米大学文学部教授の安永悟氏から「高大接

続とアクティブラーニング ―協同学習の視点から―」というテーマで講演が行われました。近年、

教育手法として注目され、文部科学省から奨励されているアクティブラーニングを、「協同学習」

としてその意義や効果、そして活用方法を実際に、フォーラム参加者も加わっての協同学習の体験

も行われ、学生の立場となり学修効果を実感することとなりました。

　このほかにも、大学全体としての FD 活動は行われましたが、各学部・研究科等それぞれにおい

ても、独自の FD 活動は行われています。しかし、FD 活動がルーティーン化してしまい、す
・

る
・

こ
・

と
・

が目的とならないように FD 活動を進めて行きたいと思っています。やらされているという受動

型ではなく能動的な FD 活動であるように、来年度からの新体制「大学教育開発センター委員会」

で、より充実させていきたいと思っています。
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